


ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
一
般
的
に
作
り
手（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）と
受
け
手（
鑑
賞
者
）、
作
品
と
社
会
を
つ
な

ぐ
仕
事
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
独
自
の
問
題
意
識
を
も
っ
て
作
品
を
創
作
し
た
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
構
想
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
鑑
賞
者
の
参
加
を
促
し
な
が
ら
、
常
識
や「
あ
た
り
ま
え
」に
対
し
て
問
い

を
投
げ
か
け
る
存
在
で
す
。
こ
う
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思
想
や
技
法
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
時
に
受
け
手
や
社
会

に
翻
訳
し
て
そ
れ
を
伝
え
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
最
終
目
標
は
、
す
べ
て
の
人
が
創
造
的
で
あ
る
状
態
に
向

け
て
働
き
か
け
る
こ
と
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
ア
ー
ト
と
い
う
分
野
を
超
え
て
必
要
な
、
生
き
る
セ
ン

ス
／
技
術
と
も
呼
べ
る
も
の
で
す
。

長
い
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
古
都
奈
良
は
、
史
跡
、
古
墳
、
神
社
仏
閣
が
数
多
く
保
存
さ
れ
る
全
国
有
数
の
ま

ち
で
あ
り
、
伝
統
的
な
芸
能
や
工
芸
品
に
親
し
む
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
現
代
的
な
芸
術
表
現
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
創
作
し
た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
た
め
の
美
術
館
や
劇
場
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
学
校
な
ど
の
場

や
機
会
が
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
や
移
住
者
が
滞
在
す
る
ま
ち
で
あ
り
な
が
ら
、

外
国
や
他
地
域
の
文
化
を
扱
う
映
画
館
や
料
理
店
、
文
化
交
流
の
場
が
少
な
く
、
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
背

景
の
異
な
る
人
々
の
存
在
と
表
現
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
も
豊
富
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奈
良
県
立
大
学「
実
践
型
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」で
は
同
時
代
の
実
験

的
・
先
端
的
・
複
合
的
な
芸
術
表
現
を
介
し
て
、
古
来
よ
り
多
文
化
混
淆
に
富
む
奈
良
の
多
層
性
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
の
一
元
的
な
表
象
の
あ
り
方
を
再
考
し
、
地
域
資
源
を
創
造
的
に
活
用
し
な
が
ら
語
り
を
多
声
化
し
て
い
く
た

め
の
共
有
空
間
を
創
出
す
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
技
法
を
受
講
者
が
修
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

受
け
手
で
あ
り
つ
な
ぎ
手
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
作
り
手
で
も
あ
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
技
法
を
広
め
る
こ

と
で
、
そ
れ
が
ア
ー
ト
の
専
門
的
な
学
び
の
機
会
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
現
場
で
そ
の
知
見
が
活
用
さ
れ
、

彩
り
豊
か
な
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
の
た
め
の
ア
ー
ト
で
は
な
く
、
ア
ー
ト
が
日

常
に
溶
け
込
ん
で
い
る
ま
ち
、
と
い
う
の
が
奈
良
に
は
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」に
は
、
い
く
つ
も
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
が

豊
富
な
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
木
工
事
の
際
に
地
表
調
査
や
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
奈
良（
地
層
）。

こ
う
し
た
歴
史
あ
る
場
所
に
立
地
す
る
奈
良
県
立
大
学
は
、
全
国
で
い
ち
早
く
地
域
創
造
学
部
を
立
ち
上
げ（
地
創
）※
、

地
域
に
関
す
る
知
識
や
知
恵
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た（
知
層
）。
平
成
二
十
七
年
に
竣
工
し
た
地
域
交
流
棟
三
階
に

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
誘
致
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
実
現
せ
ず
、
厨
房
ス
ペ
ー
ス
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
だ
し
の
ス
ケ

ル
ト
ン
空
間
が
、
そ
の
痕
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
発
掘
現
場
の
よ
う
な
、
他
の
エ
リ
ア
か
ら
は
一

段
床
面
が
下
が
っ
た
こ
の
場
所
が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。
窓
か
ら
は
若
草
山
が
望
め
、
四
方
を

山
々
に
囲
ま
れ
た
奈
良
盆
地
に
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
こ
の
場
所
で
、
振
る
舞
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
料
理（
馳

走
）を
想
像
し
て
み
る
と
、
地
層
、
地
創
、
知
層
、
馳
走
…
…
、
い
く
つ
も
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
が
重
層
的
に
つ
な
が
っ

て
き
ま
す
。

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
は
誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
過
去
・
現
在
・
未
来
、
あ
る
い
は
史
実
と
想
像
性
を
行
き
来

し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
実
験
的
創
造
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

西
尾
美
也

※ 観光社会学者の遠藤英樹は、「地域創造」のキーワードとして「つなぐ」を挙げ、
「人と人をつなぐ」「地域と地域をつなぐ」「理論と実践をつなぐ」「大学と地域を
つなぐ」「文系的な知識と理系的な知識をつなぐ」「学問体系と他の学問体系を
つなぐ」などの特徴を指摘しています（ 奈良県立大学地域創造研究会編『地域
創造への招待』晃洋書房、2005年）。これは、本事業におけるアートマネジメ
ントのキーワードとしてもそのまま当てはめることができるでしょう。
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め
に

「
実
践
型
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」に
つ
い
て

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
﹇
読
解
編
﹈
地
域
の
多
層
性
を
読
み
解
く
レ
ク
チ
ャ
ー

第
一
回
「〈
奈
良
〉の
信
仰
と
美
術
│
│
歴
史
は
す
べ
て
現
代
史
で
あ
る
」
西
山
厚

第
二
回
「
お
寺
に
み
る
、
拠
り
所
と
し
て
の
共
有
空
間
」
河
野
良
文
＆
小
山
田
徹

第
三
回
「
地
図
／
マ
ッ
プ
は
地
域
の
多
層
性
を
表
現
し
て
い
る
か
」
松
岡
慧
祐

第
四
回
「
農
に
よ
る
自
給
的
生
活
文
化
の
継
承
と
創
造
」
三
浦
雅
之
＆
ラ
ナ
シ
ン
ハ
・
ニ
ル
マ
ラ

第
五
回
「
ま
ち
歩
き
に
学
ぶ
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
く
糸
口
の
見
つ
け
方
」
陸
奥
賢

第
六
回
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
イ
ブ
／
街
を
開
拓
す
る
新
し
い
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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中
村
政
人

0
02

0
06

　010

022

0
34

044

056

066

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
﹇
表
現
編
﹈
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
制
作
・
運
営

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１ sonihouse

「
地
奏
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２ 

長
坂
有
希
「Ethno-Rem

edies: Bedtim
e Stories 

⇅ A Life's M
anual

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３ 

山
城
大
督
「TIM

E TRAVEL N
ARA

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４ 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ム
リ
ウ
キ
「Round-trip Letters

」

ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
展
「CHISO

U: ARTISTS' RESEARCH
―

感
覚
・
生
態
・
時
間
・
変
遷―

」

論
評
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
に
寄
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金
井
直

レ
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チ
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「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
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ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
体
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の
デ
ザ
イ
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会
田
大
也

　プ
ロ
グ
ラ
ム
３
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ア
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ト
プ
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ト
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ア
ー
カ
イ
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第
一
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地
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イ
メ
ー
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第
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ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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歴
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論
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ア
ー
カ
イ
ブ
」
小
林
瑠
音

第
三
回
「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
何
を
編
集
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
る
の
か
」
藤
田
瑞
穂

第
四
回
「
翻
訳
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
│
│
多
を
束
ね
る
こ
と
、
他
に
つ
な
げ
る
こ
と
」Studio Kentaro N

akam
ura

第
五
回
「
図
書
館
と
い
う
場
を
編
み
直
す
│
│
関
係
の
な
い
も
の
を
編
集
で
つ
な
ぐ
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乾
聰
一
郎
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二
〇
二
〇
年
夏
、
奈
良
で「
実
践
型
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」が
始
動
し
ま
し
た
。
多
彩
な
講
師
と
学
び

合
い
、ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
す
る
こ
と
で
、答
え
の
な
い
時
代
を

生
き
る
技
術
を
育
み
ま
す
。
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
読
解
編
」「
表
現
編
」

「
共
有
編
」を
通
し
て
、美
術
や
舞
台
芸
術
、音
楽
な
ど
の
芸
術
領
域
を
横
断

す
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、リ
サ
ー
チ
・
企
画
・
運
営
・
ア
ー
カ
イ
ブ

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
が
ら
、
多
角
的
か
つ
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

た
め
の
技
法
を
実
践
的
に
身
に
つ
け
ま
す
。
年
齢
や
経
験
、
学
生
・
社
会

人
な
ど
所
属
を
問
わ
ず
、
文
化
芸
術
や
地
域
創
造
に
関
心
の
あ
る
誰
も
が

受
講
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

「実践型アートマネジメント人材育成プログラム 　　CHISOU」について

生きる技術は、
あらゆる物事を多角的な視点から
読解・表現・共有することの
循環と重層から育まれる。
　地域のコンテクストを綿密に読み解き、
領域に捉われない
アートプロジェクトを編みあげ、
記録・アーカイブすることで未来へとつなぐ。
　それらのプロセスを通して、
生彩な「知の地層」を生みだしていく。
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地
域
の
多
層
性
を
読
み
解
く
レ
ク
チ
ャ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

読
解
編

1

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
レ
ク
チ
ャ
ー
の
文
章
は
、
講
師
が
口
述
し
た
言
葉
を

書
き
起
こ
し
、
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
再
構
成
し
ま
し
た
。

本
書
の
内
容
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、
無
断
で
複
写
、
複
製
、
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
法
上
で
の
例
外
を
除
き
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

芸術や社会学、地域研究などを専門とする研究者に加えて、
国内外の芸術文化事業や異文化交流イベントの実践者を
ゲスト講師としてお迎えしました。レクチャーを通して、古
都奈良に潜む異文化混淆の歴史や、現代の複雑な社会状
況について理解を深めつつ、多様な思想や表現を他者と
共有する場づくりについて学びました。



1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

幼
子
を
亡
く
し
た
聖
武
天
皇
の
悲
し
み
か
ら
大
仏
が
つ
く
ら
れ
た

　

奈
良
で
一
番
有
名
な
の
は
、
聖
武
天
皇
が
つ
く
っ
た
大
仏
で
す
ね
。

聖
武
天
皇
は
光
明
皇
后
と
結
婚
し
て
、
女
の
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
九
年

後
、
後
継
と
な
る
待
望
の
皇
子
が
生
ま
れ
た
。
聖
武
天
皇
は
と
て
も
喜

ん
で
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
皇
太
子
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

前
代
未
聞
の
こ
と
で
す
。
聖
武
天
皇
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
期
待
を
皇
子

に
寄
せ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
で
も
皇
子
は
病
気
だ
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し
て
も
良
く
な
ら
ず
、
人
間
の
力
で
は
救
え

な
い
と
考
え
た
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
は
、
一
七
七
体
の
観
音
像
を
造

り
、一
七
七
巻
の
観
音
経
を
写
経
し
、死
に
か
け
て
い
る
我
が
子
を
救
っ

て
ほ
し
い
と
観
音
様
に
切
に
祈
り
ま
し
た
。
満
一
歳
を
迎
え
る
こ
と
な

く
皇
子
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

奈
良
県
立
大
学
か
ら
車
で
約
五
分
の
、
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
遊
園
地
跡

地
の
近
く
に
あ
る
山
道
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
皇
子
の
お
墓
が
あ
る
。
す

ご
く
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
聖
武
天
皇
は
皇
子
の
冥
福
を
祈
り
、
都
の

東
の
端
に
あ
る
山
中
に
小
さ
な
寺
を
つ
く
り
ま
し
た
。
金
鐘
寺
と
い
う

名
前
で
す
が
、
そ
れ
が
や
が
て
大
き
く
な
っ
て
東
大
寺
に
な
り
、
そ
し

て
大
仏
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
皇
子
の
鎮
魂
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
寺
が
東
大
寺
で
す
。

母
と
子
を
亡
く
し
た
光
明
皇
后
の
悲
し
み
か
ら
八
部
衆
の
仏
像
が
つ
く
ら
れ
た

　

皇
子
が
亡
く
な
り
四
年
が
過
ぎ
、
光
明
皇
后
の
母
の
橘
三
千
代
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
光
明
皇
后
は
母
の
冥
福
を
祈
っ
て
興
福
寺
に
西
金
堂

を
建
て
ま
し
た
。
三
百
年
ほ
ど
前
に
消
失
し
、
今
は
西
金
堂
趾
と
い
う

石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
西
金
堂
に
は
光
明
皇
后
が
母
の
冥
福
を
祈
っ

て
つ
く
ら
せ
た
三
十
体
の
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

の
一
体
が
、
日
本
で
一
番
人
気
の
仏
像
で
あ
る
阿
修
羅
で
す
。
阿
修
羅

は
少
年
の
よ
う
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
十
代
後
半
の
よ
う
な

顔
で
す
。
阿
修
羅
は
八
部
衆
の
一
体
で
、
八
部
衆
に
は
少
年
の
姿
を
し

て
い
る
像
が
多
い
。
例
え
ば
五
部
浄
は
小
学
校
五
年
生
く
ら
い
に
見
え

る
。

　

亡
く
な
っ
た
母
の
冥
福
を
祈
っ
て
西
金
堂
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
記

録
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
の
冥
福
も

祈
っ
て
仏
像
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
死
ん
だ

子
の
年
を
数
え
る
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、「
も
し
あ
の
子
が

元
気
だ
っ
た
ら
…
…
」と
親
は
い
つ
ま
で
も
思
い
続
け
る
。
き
っ
と
光

明
皇
后
も
そ
う
思
っ
て
い
た
。
も
し
皇
子
が
生
き
て
い
た
ら
、
西
金
堂

を
つ
く
っ
た
時
に
は
六
歳
で
す
。

　

八
部
衆
に
は
沙
羯
羅
と
い
う
像
も
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
六
歳
く
ら
い
に

私
に
は
見
え
る
。
沙
羯
羅
は
龍
の
王
様
な
の
で
、
幼
稚
園
児
み
た
い
な

明
治
時
代
を
境
に
博
物
館
と
美
術
館
を
二
分
す
る
こ
と
に
対
す
る
違
和
感

　

日
本
の
社
会
に
は
博
物
館
と
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
英
語
で
は
ど
ち

ら
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
が
、
日
本
で
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

都
道
府
県
に
は
県
立
博
物
館
と
県
立
美
術
館
が
あ
り
、
明
治
時
代
を
画

期
と
し
て
、
明
治
以
前
を
扱
う
の
が
博
物
館
、
明
治
以
後
を
扱
う
の
が

美
術
館
で
す
。
博
物
館
で
は
古
美
術
を
扱
い
、
美
術
館
で
は
近
代
と
現

代
の
美
術
を
扱
っ
て
い
る
。
両
者
の
間
に
は
あ
ま
り
交
流
も
な
い
。
奈

良
に
は
県
立
美
術
館
は
あ
る
け
ど
県
立
博
物
館
が
な
い
の
で
、
県
立
美

術
館
が
古
美
術
も
扱
っ
て
お
り
例
外
な
の
で
す
が
。
な
ぜ
明
治
を
境
に

美
術
の
意
味
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
。
私
は
こ
の
分
け
方

は
お
か
し
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

縄
文
か
ら
現
代
ま
で
時
代
を
超
え
て
つ
な
が
る「
信
仰
と
美
術
」

　

二
十
年
前
に
私
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
所
属
し
な
が
ら「
信
仰
と
美

術
」（
弘
前
市
立
博
物
館
、
秋
田
県
立
博
物
館
に
巡
回
、
二
〇
〇
〇
年
）

と
い
う
展
覧
会
を
企
画
し
ま
し
た
。「
死
と
鎮
魂
」「
自
然
へ
の
思
い
」

「
聖
な
る
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
」の
三
つ
の
章
立
て
で
構
成
し
ま
し
た
。

こ
の
三
つ
の
テ
ー
マ
は
、
明
治
で
線
を
引
か
ず
、
縄
文
か
ら
現
代
ま
で
、

時
代
を
問
わ
な
い
普
遍
的
な
も
の
で
す
。

　

展
示
作
品
に
は
、
荒
木
高
子
さ
ん
の
作
品《
岩
の
聖
書
》（
一
九
九
三

年
）
や
船
越
保
武
さ
ん
の
作
品《
原
の
城
》（
一
九
七
一
年
）
な
ど
二
十

世
紀
後
半
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
奈
良
県
桜
井
市
の
三
輪
山
か
ら
出
土

し
た
古
墳
時
代
の
山
ノ
神
遺
跡
の
遺
物（
五
〜
六
世
紀
）
や
、
奈
良
県

の
大
峰
山
の
修
験
の
神
様
で
あ
る
平
安
時
代
の
蔵
王
権
現
像（
十
二
世

紀
）、
鎌
倉
時
代
の「
阿
弥
陀
如
来
迎
図
」（
十
四
世
紀
）
と
平
山
郁
夫

さ
ん
が
描
い
た《
阿
弥
陀
如
来
迎
図
》（
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
あ
り
、

一
番
新
し
い《
岩
の
聖
書
》
と
一
番
古
い
三
輪
山
の
出
土
品
が
隣
り
合

わ
せ
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

読
解
編
の
第
一
回
は
、
仏
教
美
術
史
の
第
一
⼈
者
で
、
奈
良
国
⽴
博
物
館
名
誉

館
員
の
⻄
⼭
厚
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
昔
と
今
を
わ
け
ず
に
歴
史
を
す
べ
て
現
代

史
と
捉
え
る
思
考
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
聖
武
天
皇
の
悲
し
み
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
を
生
き
る
私
た
ち
の
苦
悩
ま
で
、
様
々
な
時
代
の
多
様
な
⼈
々
の
思
い
や
行

い
に
目
を
向
け
、
歴
史
か
ら
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
新
し
い
こ
と
を

展
開
し
て
い
く
姿
勢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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か
な
い
。
必
ず
終
わ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
奈
良

時
代
の
人
の
気
持
ち
が
他
人
事
で
は
な
く
な
り
、
本
当
に
大
変
だ
っ
た

の
だ
と
わ
か
る
気
が
し
ま
し
た
。
聖
武
天
皇
は
そ
う
い
う
状
況
の
中
で

考
え
ぬ
い
た
末
に
大
仏
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

一
本
の
草
と
一
に
ぎ
り
の
土
で
大
仏
を
つ
く
る

　

大
仏
の
本
当
の
名
前
は
盧
舎
那
仏
で
、
華
厳
経
に
登
場
す
る
仏
様
で

す
。
華
厳
と
は「
華
で
飾
る
」と
い
う
意
味
で
、
華
は「
人
の
行
い
」の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
誰
も
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
誰
か
が
良
い
こ
と
を

す
る
。
そ
れ
が
一
つ
の
小
さ
な
華
に
な
り
、こ
の
世
界
を
美
し
く
飾
る
。

そ
ん
な
ふ
う
に
皆
で
こ
の
世
界
を
美
し
く
飾
ろ
う
と
華
厳
経
は
説
い
て

い
る
。
昨
日
、
白
血
病
で
ず
っ
と
休
養
し
て
い
た
水
泳
選
手
の
池
江
璃

花
子
さ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
に
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
素
晴
ら
し
い
タ
イ
ム

で
一
着
に
な
り
ま
し
た
。
レ
ー
ス
後
に「
こ
れ
が
誰
か
の
小
さ
な
希
望

に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
」と
彼
女
が
言
っ
た
時
、
私
は
華
厳
経
を
思
い
出

し
た
。
彼
女
が
一
つ
の
華
を
咲
か
せ
、
こ
の
世
界
を
美
し
く
飾
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　

華
厳
経
は「
何
も
し
な
く
て
も
良
い
。
あ
な
た
は
存
在
し
て
い
る
だ

け
で
一
つ
の
華
で
あ
り
、
こ
の
世
界
を
美
し
く
飾
っ
て
い
る
」と
説
い

て
い
る
。
華
厳
経
が
で
き
た
二
千
年
前
に
こ
ん
な
考
え
方
が
あ
っ
た
ん

言
わ
れ
ま
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
時
期
だ
っ
た
の
で
、
感
染
者
数
や

死
者
数
は
機
密
情
報
に
あ
た
り
発
表
さ
れ
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
は
戦
争
に

参
加
し
て
お
ら
ず
中
立
だ
っ
た
た
め
、
情
報
を
隠
す
必
要
が
な
く
、
ど

れ
だ
け
の
人
が
感
染
し
て
死
ん
だ
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
世

界
中
の
人
々
が
ス
ペ
イ
ン
で
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
思
い
、
そ

の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
が
不
足
し
、
仮

の
施
設
に
た
く
さ
ん
の
患
者
が
横
た
わ
っ
て
い
る
写
真
が
残
っ
て
い

る
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
日
本
で
も
流
行
り
ま
し
た
が
、
皆
マ
ス
ク
を
し

て
い
た
。
人
混
み
に
行
か
な
い
、
夜
の
ま
ち
に
出
な
い
と
い
う
の
も
一

緒
で
、
百
年
前
も
現
代
も
同
じ
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
十
三
世
紀
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
、
人
口
の
三
割
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
防
護
服
と
マ
ス
ク
を
つ
け
た
医
者
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い

て
、
今
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は「
未
曾
有
の
疫
病
の
大
流
行
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
未
曾
有
で
は
な
い
。
人
類
の
歴
史
は
疫
病
の
歴
史
で

す
。
奈
良
時
代
に
は
天
然
痘
を
含
め
て
何
回
か
疫
病
が
流
行
り
、
平
安

時
代
や
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝
時
代
、
江
戸
時
代
、
明
治
時
代
に
も
疫
病

が
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
て
、
十
六
万
人
が
感

染
し
、
十
万
人
が
死
ん
だ
。
そ
ん
な
大
変
な
こ
と
を
人
類
は
無
数
に
繰

り
返
し
、
そ
れ
を
乗
り
超
え
て
き
た
。
疫
病
の
流
行
は
三
年
以
上
は
続

を
発
行
し
、「
こ
の
文
書
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
写
し
取
り
、
た
だ
ち
に

隣
国
へ
送
付
せ
よ
。
国
司
は
所
管
の
国
内
を
巡
行
し
、
す
べ
て
の
人
に

告
知
せ
よ
。
重
湯
や
粥
に
す
る
米
の
な
い
者
が
い
た
ら
、
国
司
は
正
税

の
倉
を
開
い
て
支
給
し
、
使
用
量
を
太
政
官
に
報
告
せ
よ
」と
命
じ
た
。

紙
に
写
し
て
隣
の
国
ま
で
持
っ
て
い
き
読
み
あ
げ
て
渡
す
。
も
ら
っ
た

人
は
書
き
写
し
て
、
自
分
の
分
は
置
い
て
お
き
、
書
き
写
し
た
も
の
を

隣
の
国
に
持
っ
て
い
き
読
み
あ
げ
て
渡
す
。
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
、

奈
良
の
都
か
ら
東
北
、
九
州
ま
で
こ
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
天
然
痘
か
ら
人
々
を
救
い
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
国
家
に

あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
神
や
仏
に
も
祈
り
ま
し
た
が
、
奈
良
時
代
の
人
々
も
必
死

に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
人
間
の
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
、
現
代
で
さ
え
人
間
の
で
き
る
こ
と
は
悲
し
い
ほ
ど
少
な
い
。
ど
ん

な
に
願
っ
て
も
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
奈
良
時
代
も
現
代
も
一
緒
で
す
。

人
類
の
歴
史
は
疫
病
の
歴
史

―
―
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
の
大
流
行

　

今
か
ら
百
年
前
の
一
九
一
八
〜
一
九
二
〇
年
に
世
界
中
で
ス
ペ
イ
ン

風
邪
が
大
流
行
し
、
五
億
人
が
感
染
し
、
五
千
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と

顔
を
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
で
も
西
金
堂
の
沙
羯
羅
だ
け
は
幼
稚

園
児
の
よ
う
な
顔
で
立
っ
て
い
る
。
あ
の
子
が
生
き
て
い
た
ら
六
歳
、

そ
し
て
何
年
か
経
つ
と
五
部
浄
く
ら
い
に
な
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
何
年

か
経
つ
と
阿
修
羅
み
た
い
に
な
る
。
光
明
皇
后
は
幻
の
成
長
過
程
を
表

現
さ
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
仏
像
に
は
す
べ
て
注
文
主
が
い
て
制
作

さ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
も
光
明
皇
后
が
八
部
衆
に
つ
い
て
注
文
を
出
し

た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
仏
像
の
背
景
に
は
、
深
い
悲

し
み
と
切
な
る
願
い
が
あ
る
の
で
す
。

天
然
痘
や
災
害
が
相
次
い
だ
奈
良
時
代

　

聖
武
天
皇
が
大
仏
を
つ
く
っ
た
奈
良
時
代
に
は
旱
魃
や
飢
饉
、
大
地

震
、
天
然
痘
の
大
流
行
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
天
然
痘
で
は
百
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の

日
本
の
人
口
は
約
五
百
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
五
人
に
一
人

が
亡
く
な
っ
た
。
奈
良
時
代
の
人
た
ち
も
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
家
族

が
死
ぬ
と
悲
し
い
。
聖
武
天
皇
は「
責
め
は
我
一
人
に
あ
り
」と
言
い
、

「
私
に
徳
が
な
い
か
ら
、
私
の
政
治
が
悪
い
か
ら
、
天
は
罰
を
与
え
て

い
る
の
だ
」と
考
え
て
、
と
て
も
苦
し
ん
だ
。

　

天
然
痘
が
流
行
し
た
七
三
七
年
に
、
国
は
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

ま
し
た
。
病
気
の
症
状
や
看
病
の
仕
方
に
つ
い
て
細
か
く
記
し
た
文
書
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

る
大
き
な
重
い
屋
根
を
、
大
虹
梁
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
二
本
の
木
が

が
っ
し
り
支
え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
二
本
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。
公
慶
は
日
本
中
を
探
し
て
、
つ
い
に
九
州
の
霧
島
の
白
鳥

神
社
で
巨
大
な
ア
カ
マ
ツ
が
二
本
見
つ
か
り
ま
し
た
。
奈
良
公
園
の
ク

ロ
マ
ツ
は
す
ぐ
折
れ
る
け
ど
、
ア
カ
マ
ツ
は
粘
っ
こ
く
て
折
れ
に
く
い

の
で
、
重
さ
の
か
か
る
水
平
な
と
こ
ろ
に
は
ア
カ
マ
ツ
が
良
い
の
で

す
。
そ
の
二
本
を
奈
良
ま
で
運
ぶ
の
も
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
。
そ
れ
ら

を
地
上
四
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
持
ち
上
げ
て
、
屋
根
を
か
け
て
瓦
を
の
せ

た
ら
終
わ
り
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
二
十
年
か
か
っ
た
。

　

さ
あ
後
も
う
少
し
、
と
い
う
時
に
公
慶
は
急
死
し
ま
し
た
。
今
で
い

う
過
労
死
で
す
。
東
大
寺
の
裏
手
に
あ
る
五
劫
院
に
公
慶
の
墓
と
、
そ

の
像
を
祀
る
公
慶
堂
が
あ
り
ま
す
。
近
づ
い
て
そ
の
像
の
顔
を
見
る

と
、
片
目
が
真
っ
赤
で
病
気
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
像
の
眼
差

し
の
先
に
は
、
公
慶
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
大
仏
殿
が
見
え
ま

す
。
公
慶
が
苦
労
し
て
運
ん
だ
大
虹
梁
が
、
今
も
大
仏
殿
の
屋
根
を
支

え
続
け
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
の
木
造
建
物
は
最
高

　

奈
良
に
は
八
世
紀
の
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
七
八
一
年
以

前
の
木
造
建
築
は
世
界
で
奈
良
に
し
か
な
い
。
法
隆
寺
の
金
堂
は
七
世

て
い
た
。
陳
和
卿
と
い
う
中
国
の
工
人
と
日
本
の
工
人
が
協
力
し
、

李
宇
と
い
う
中
国
の
大
貿
易
商
が
中
国
か
ら
お
経
を
輸
入
し
、
伊
行

末
と
い
う
石
工
と
日
本
の
工
人
が
協
力
し
て
大
仏
が
再
建
で
き
た
。

実
は
大
仏
殿
や
南
大
門
は
中
国
に
も
な
く
、
中
国
に
も
な
い
も
の
が

つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

公
慶
に
よ
る
大
仏
再
建
―
―
一
針
一
草
の
喜
捨

　

戦
国
時
代
に
再
び
大
仏
と
大
仏
殿
が
焼
失
し
ま
し
た
。
平
家
の
時

は
約
十
年
で
復
興
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
百
年
経
っ
て
も
復
興

で
き
な
か
っ
た
。
百
年
が
過
ぎ
、公
慶
と
い
う
お
坊
さ
ん
が
現
れ
た
。

復
興
の
プ
ロ
だ
っ
た
重
源
は
あ
ち
こ
ち
で
経
験
が
あ
っ
た
け
ど
、
公

慶
は
そ
ん
な
経
験
は
な
か
っ
た
。
重
源
に
は
五
十
人
の
仲
間
が
い
て

手
分
け
し
て
日
本
中
を
回
っ
た
け
ど
、
公
慶
は
一
人
で
青
森
か
ら
鹿

児
島
ま
で
回
っ
て
勧
進
し
ま
し
た
。
勧
進
状
に
は「
一
針
一
草
の
喜

捨
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
力
を
た
く
さ
ん
集
め
て
つ
く

る
と
い
う
の
が
、
大
仏
の
一
番
大
切
な
考
え
方
な
の
で
す
。
公
慶
が

京
都
を
回
っ
た
時
の
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
勧
進
し
て
歩
い
た
と
こ

ろ
が
地
図
に
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
道
を
歩
き
、
す
べ
て

の
家
を
一
軒
ず
つ
徹
底
的
に
回
っ
て
い
る
。

　

大
仏
殿
を
再
建
す
る
の
も
大
変
で
、
た
く
さ
ん
の
瓦
が
の
っ
て
い

し
、
火
を
つ
け
た
。
平
家
物
語
に
よ
る
と
、
大
仏
殿
の
中
に
は
千
人
も

の
人
々
が
逃
げ
込
ん
で
お
り
、
大
仏
殿
が
焼
け
落
ち
た
時
、
大
仏
さ
ま

の
横
で
皆
焼
け
死
に
ま
し
た
。

　

大
仏
が
で
き
て
も
、
こ
の
世
界
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
す
べ
て
の
動

植
物
ど
こ
ろ
か
、
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
な
ん
て
永
遠
に
な

い
の
に
、
ま
た
大
仏
を
つ
く
り
た
い
と
皆
が
思
っ
た
。
し
か
し
、
奈
良

時
代
の
人
に
で
き
た
こ
と
が
、
鎌
倉
時
代
の
人
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

あ
れ
ほ
ど
大
き
な
仏
像
を
銅
で
つ
く
り
、
巨
大
な
大
仏
殿
を
つ
く
る
技

術
が
、
も
う
日
本
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
人
間
は
進
歩
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。　
　
　
　

　

皆
が
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
時
、
重
源
と
い
う
お
坊
さ
ん
が
現
れ
て

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
再
建
に
は
す
ご
く
お
金
が
か
か
る
け
ど
、
東
大
寺

も
京
都
の
朝
廷
も
お
金
が
な
い
。
重
源
は
全
国
を
回
り
寄
附
を
集
め
る

勧
進
を
し
た
。
勧
進
状
に「
尺
布
寸
鉄
と
い
へ
ど
も
」
と
重
源
は
書
い

た
。「
一
尺（
約
三
十
セ
ン
チ
）の
布
で
も
一
寸（
約
三
セ
ン
チ
）の
鉄
釘

で
も
よ
い
か
ら
、
あ
な
た
が
で
き
る
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」と
言
っ

て
、
重
源
は
日
本
中
を
回
り
ま
し
た
。
聖
武
天
皇
と
同
じ
よ
う
に
、
重

源
も
小
さ
な
力
を
た
く
さ
ん
集
め
て
大
仏
を
復
興
し
よ
う
と
し
た
。

　

お
金
が
集
ま
っ
て
も
技
術
が
な
い
の
を
ど
う
し
た
の
か
。
技
術
が
あ

る
中
国
に
重
源
は
三
度
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ

で
す
ね
。
華
厳
経
で
は「
こ
の
世
界
に
存
在
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
、
す
べ
て
等
し
く
尊
い
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
華
厳
経
は
究

極
の
平
等
思
想
で
す
。
盧
舎
那
仏
は
毘
盧
遮
那
仏
と
も
書
か
れ
て
お

り
、
イ
ン
ド
の
言
葉
の
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
を
漢
字
に
し
た
も
の

で
す
。
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
は
太
陽
の
光
の
よ
う
な
仏
と
い
う
意
味

で
す
。
太
陽
は
す
べ
て
の
存
在
に
等
し
く
明
か
り
と
温
も
り
を
与
え

て
く
れ
る
。
聖
武
天
皇
は
そ
う
い
う
仏
様
を
つ
く
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
聖
武
天
皇
は
お
経
の
中
で
華
厳
経
が
一
番
大
切
だ
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　

大
仏
造
立
の
詔
で
は「
す
べ
て
の
動
物
、
す
べ
て
の
植
物
が
、
共

に
栄
え
る
世
の
中
を
つ
く
り
た
い
」と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
華
厳

経
の
考
え
方
で
す
ね
。
そ
し
て「
大
き
な
力
で
つ
く
る
な
。
た
く
さ

ん
の
富
で
つ
く
る
な
」
と
も「
一
本
の
草
を
持
っ
て
来
た
人
に
も
、

一
に
ぎ
り
の
土
を
持
っ
て
来
た
人
に
も
、
手
伝
っ
て
も
ら
お
う
」と

も
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

重
源
に
よ
る
大
仏
再
建
―
―
尺
布
寸
鉄
と
い
へ
ど
も

　

苦
労
の
末
に
つ
く
ら
れ
た
大
仏
は
二
回
焼
失
し
ま
し
た
。

一
一
八
〇
年
、
源
氏
と
平
家
が
対
立
し
て
い
た
頃
、
東
大
寺
や
興
福

寺
は
ア
ン
チ
平
家
だ
っ
た
の
で
、
平
清
盛
が
息
子
の
重
衡
を
派
遣
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ど
う
し
よ
う
も
な
い
悪
い
時
代
に
ど
う
生
き
る
か

―
―
西
大
寺
で
の
叡
尊
の
実
践

　

叡
尊
は
鎌
倉
時
代
に
奈
良
の
西
大
寺
を
復
興
し
た
お
坊
さ
ん
で
す
。

西
大
寺
は
近
鉄
西
大
寺
駅
の
近
く
に
あ
り
、
奈
良
時
代
後
半
に
は
東
大

寺
の
次
に
大
き
く
て
日
本
で
二
番
目
の
寺
で
し
た
。
し
か
し
、
平
安
時

代
以
降
に
西
大
寺
は
急
速
に
衰
退
し
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
ほ
ぼ
潰

れ
か
け
で
し
た
。
叡
尊
が
人
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
た
の
が「
興

法
利
生
」で
す
が
、
興
法
と
は
正
し
い
仏
教
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
、
利

生
と
は
皆
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
。
本
当
の
仏
教
と
僧
侶
を
つ
く
ろ
う

と
言
っ
た
。
叡
尊
は
四
十
五
歳
で
次
の
よ
う
な
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。

「
五
濁
悪
世（
最
低
最
悪
の
世
界
）に
お
い
て
、
最
も
苦
し
ん
で
い
る
人

た
ち
を
救
お
う
、
そ
の
た
め
な
ら
地
獄
の
苦
し
み
に
耐
え
よ
う
。
浄
土

（
幸
せ
の
世
界
）へ
は
行
か
な
い
」と
説
い
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
救
済
活

動
も
行
っ
た
。
西
大
寺
の
本
尊
の
釈
迦
如
来
像
を
修
理
す
る
時
、
顔
の

中
に
袋
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
袋
の
中
に
は

一
巻
の
悲
華
経
が
入
っ
て
お
り「
お
釈
迦
様
だ
け
が
浄
土
へ
行
か
ず
、

苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
救
お
う
と
し
て
、
私
た
ち
の
世
界
に
来
て
く
れ

た
」と
書
い
て
あ
っ
た
。
叡
尊
の
誓
い
は
悲
華
経
に
倣
っ
た
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。

　

叡
尊
が
新
し
く
建
て
た
り
修
理
し
た
り
し
た
寺
は
約
七
百
も
あ
り
ま

話
も
神
が
か
っ
て
い
る
ほ
ど
上
手
。
で
も
惜
し
む
ら
く
は
声
が
小
さ

い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
世
界
を
変
え
る
に
は「
仏
教
を
元
気
に
し
た

ら
い
い
」と
貞
慶
は
考
え
ま
し
た
。
人
を
支
え
、
国
を
支
え
る
の
が

仏
教
な
の
に
、
今
は
坊
さ
ん
が
戒
律
を
守
ら
な
い
、
仏
教
も
勉
強
し

な
い
か
ら
人
も
国
も
支
え
ら
れ
な
い
。
坊
さ
ん
は
戒
律
を
守
っ
て
仏

教
の
勉
強
を
し
よ
う
と
言
っ
た
。
建
物
が
で
き
る
だ
け
で
は
ダ
メ

で
、
お
寺
も
そ
こ
に
集
ま
る
人
も
元
気
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
お
金
が
か
か
る
の
で
、
小
さ
な
力
を
た
く
さ
ん
集
め

る
勧
進
が
必
要
で
す
。
皆
か
ら
少
し
ず
つ
お
金
を
も
ら
う
と
い
う
の

が
良
い
ん
で
す
。
例
え
ば
百
万
円
が
必
要
な
時
、
一
人
の
お
金
持
ち

が
百
万
円
を
出
す
よ
り
も
、
千
人
の
人
が
千
円
ず
つ
出
す
方
が
、
絶

対
に
後
に
つ
な
が
る
。
貞
慶
も
そ
う
い
う
考
え
方
で
す
。

　

唐
招
提
寺
で
は
毎
年
一
〇
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て

釈
迦
念
仏
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
二
〇
二
年
に
貞
慶
が
始
め
た
行
事

で
す
。
当
時
、
唐
招
提
寺
は
衰
退
し
て
お
り
、
お
坊
さ
ん
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
。
仏
教
の
行
事
を
す
る
時
に
は
ご
本
尊
が
必
要
で
す

が
、
当
初
は
舎
利
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
皆
で
釈
迦
如
来
像
を
つ

く
ろ
う
と
な
り
、
約
一
万
人
が
力
を
合
わ
せ
て
一
二
五
二
年
に
釈
迦

如
来
像
が
で
き
ま
し
た
。
現
代
で
も
一
万
人
を
集
め
る
の
は
大
変
な

こ
と
で
、
世
界
を
変
え
た
出
来
事
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
す
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
悪
い
時
代
に
ど
う
生
き
る
か

―
―
唐
招
提
寺
で
の
貞
慶
の
実
践

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
日
本
は
激
動
の
時
代
で
し
た
。

武
士
が
登
場
し
て
内
乱
や
災
害
が
相
次
ぎ
、
飢
饉
や
地
震
、
大
火
事
が

次
々
に
起
こ
り
、
奈
良
で
は
東
大
寺
や
大
仏
、
興
福
寺
が
焼
失
し
た
。

も
う
す
ぐ
世
の
中
が
終
わ
り
、
新
し
い
世
の
中
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
、
ち
ょ
う
ど
継
ぎ
目
の
時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り「
末
法

の
時
代
」に
あ
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悪
い
世
界
で
、
苦
し
み
や
悲

し
み
し
か
な
い
。
も
し
そ
ん
な
世
界
に
い
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
。

　

一
つ
の
良
い
ア
イ
デ
ア
と
し
て「
こ
の
世
界
を
出
て
、
別
の
世
界
に

行
く
」と
言
っ
た
人
が
鎌
倉
時
代
に
い
ま
し
た
。
浄
土
宗
を
開
い
た
法

然
と
、
浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
が
そ
う
言
っ
た
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の

念
仏
を
唱
え
る
と
、
別
の
世
界
、
す
な
わ
ち
極
楽
浄
土
に
行
け
る
。
こ

の
考
え
は
も
の
す
ご
く
説
得
力
を
も
ち
、
浄
土
信
仰
の
人
が
増
え
ま
し

た
。
も
う
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て「
こ
の
世
界
を
変
え
る
」
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
汚
れ
た
世
界
で
あ
る「
穢
土
」
を
幸
せ
な
住

み
や
す
い
世
界
に
変
え
た
ら
良
い
。
鎌
倉
時
代
に
そ
う
唱
え
た
の
が
貞

慶
と
明
恵
、
叡
尊
。
ど
ち
ら
も
納
得
で
き
る
考
え
方
で
す
ね
。

　

興
福
寺
の
お
坊
さ
ん
だ
っ
た
貞
慶
は
、
文
章
が
す
ご
く
上
手
で
、
お

紀
で
さ
ら
に
古
い
の
で
す
が
。
し
か
も
古
い
だ
け
で
な
く
、
奈
良
時

代
の
建
物
は
最
高
で
す
。
唐
招
提
寺
の
金
堂
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
〇
九
年
に
十
年
間
か
け
て
、解
体
修
理
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
薬
師
寺
の
東
塔
が
解
体
修
理
さ

れ
ま
し
た
が
、
東
塔
の
全
面
的
解
体
修
理
は
史
上
初
で
し
た
。

　

日
本
の
文
化
財
は
木
や
紙
、
絹
で
で
き
て
い
る
も
の
が
多
く
、
修

理
し
て
手
を
か
け
続
け
な
い
と
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
な
い
。
木
造
の

建
物
は
百
年
間
放
置
し
た
ら
崩
れ
ま
す
が
、
手
を
か
け
る
と
そ
の
命

は
永
遠
で
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
も
三
千
年
後

に
は
建
っ
て
い
な
い
け
ど
、
奈
良
時
代
の
木
造
建
築
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
す
れ
ば
三
千
年
後
で
も
建
っ
て
い
ま
す
よ
。

　

中
国
最
古
の
木
造
建
築
は
、
山
西
省
に
あ
る
南
禅
寺
の
本
堂
で
、

七
八
二
年
に
建
て
ら
れ
た
。
韓
国
最
古
の
木
造
建
築
は
、
一
三
七
六

年
に
建
て
ら
れ
た
浮
石
寺
の
本
堂
の
無
量
寿
殿
。
中
国
や
朝
鮮
半
島

か
ら
日
本
は
学
ん
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
、
日
本

の
建
物
は
形
が
そ
れ
ぞ
れ
全
然
違
う
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
違
う
の
か

と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
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文
化
財
に
関
わ
る
人
間
の
常
識
だ
か
ら
で
す
。
国
宝
の
仏
像
で
一
番
新

し
い
の
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
す
。
室
町
時
代
以
降
の
仏
像
で
国
宝
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
国
宝
に
な
る
か
と
い
う
と
、
古
い
か
ら
で
は

な
く
出
来
が
良
い
か
ら
。
古
い
も
の
は
出
来
が
良
い
の
で
す
。
そ
の
よ

う
に
、
昔
は
で
き
た
け
ど
も
う
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
は「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
駅
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
文
物
が
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
正
倉
院
宝
物
の
九
割
以
上
が
国
産
で
す
。
で
も
、
現
代
で

は
も
う
つ
く
れ
な
い
。
人
間
国
宝
の
人
が
同
じ
よ
う
な
も
の
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
一
所
懸
命
つ
く
っ
た
も
の
を
本
展
で
は
展
示
し
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
再
現
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、
千
数
百
年
も
経

つ
と
、
時
間
と
共
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
加
わ
っ
て
い
く
。
人
間
だ
っ

て
、
年
を
重
ね
る
と
共
に
成
長
し
て
魅
力
が
増
す
人
生
を
送
る
べ
き
だ

と
、
正
倉
院
宝
物
を
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
切
に
守
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
世
品

　

正
倉
院
宝
物
に
伝
わ
る
ガ
ラ
ス
の
碗「
白
瑠
璃
碗
」
は
ペ
ル
シ
ャ
で

つ
く
ら
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ク
で
発
掘
調
査
を
す
る
と
そ
っ
く
り
の
も
の
が
出
て
き

世
界
か
ら
身
を
引
き
ま
す
が
、
明
治
の
半
ば
ま
で
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で

し
た
。
も
う
一
人
、
蜷
川
式
胤
も
い
て
、
こ
の
二
人
が
明
治
時
代
に「
日

本
に
あ
る
も
の
は
良
い
も
の
だ
」と
言
っ
て
頑
張
っ
た
。

　

明
治
政
府
も
一
八
七
一
年
に
町
田
久
成
の
提
言
を
受
け
て
、
古
い
も

の
を
大
事
に
す
る
た
め
に
日
本
の
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
調
べ
よ
う
と

「
古
器
旧
物
保
存
方
」
と
い
う
台
帳
を
つ
く
り
、
翌
年
に
約
四
ヶ
月
か

け
て
古
器
旧
物
を
も
つ
古
社
寺
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
奈
良
に
も
訪

れ
て
、
そ
の
時
初
め
て
町
田
や
蜷
川
ら
に
よ
っ
て
正
倉
院
宝
物
の
写
真

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
の
初
め
は
廃
仏
毀
釈
で
無
茶
苦
茶
だ
っ

た
と
い
う
の
は
、
当
時
頑
張
っ
て
い
た
人
々
に
失
礼
で
す
ね
。

正
倉
院
宝
物
の
魅
力

―
―
古
い
も
の
は
出
来
が
良
く
、
時
と
共
に
増
す
価
値

　

七
五
六
年
に
聖
武
天
皇
が
亡
く
な
り
、
彼
が
大
事
に
し
て
い
た
品
々

が
正
倉
院
宝
物
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
国
立
博
物
館
で
の
特
別

展「
よ
み
が
え
る
正
倉
院
宝
物
―
再
現
模
造
に
み
る
天
平
の
技
―
」

（
二
〇
二
〇
年
）
の
場
で
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
長
の
西
川
明
彦
さ

ん
が「
新
し
い
も
の
に
も
良
い
も
の
が
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
発
言

が
な
か
な
か
興
味
深
い
。
そ
の
前
提
に
は「
良
い
も
の
は
古
い
も
の
だ
。

新
し
い
も
の
は
良
い
も
の
で
は
な
い
」と
い
う
考
え
が
あ
り
、
そ
れ
が

す
。
一
つ
の
寺
を
再
建
す
る
の
も
大
変
で
、
興
福
寺
の
中
金
堂
再
建

に
は
三
百
年
か
か
っ
た
。
叡
尊
グ
ル
ー
プ
は
私
有
財
産
を
一
切
持
た

な
い
集
団
で
、
鎌
倉
幕
府
の
有
力
者
か
ら
の
寄
進
も
断
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
が
少
し
の
田
畑
と
わ
ず
か
な
お
金
を
叡
尊
に
寄
付
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
叡
尊
に
共
感
す
る
人
々
は
女
性
が
多
く
、
小
さ

な
力
を
た
く
さ
ん
集
め
ま
し
た
。
聖
武
天
皇
、
重
源
、
公
慶
、
貞
慶
、

叡
尊
…
…
奈
良
に
は
そ
ん
な
人
が
多
い
で
す
ね
。
奈
良
時
代
、
平
安

時
代
、
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代
に
皆
が
そ
う
や
っ
て
大
仏
を
再
建
し
、

唐
招
提
寺
や
西
大
寺
を
復
興
し
た
の
で
す
ね
。

明
治
時
代
の
御
一
新
の
さ
な
か
に
古
器
旧
物
を
守
ろ
う
と
し
た
人
々

　

明
治
に
な
り「
御
一
新
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
ま
し
た
。
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
新
し
く
し
、
古
い
も
の
は
も
う
い
ら
な
い
と
い
う
考
え

方
で
す
。
明
治
の
初
め
に
日
本
の
伝
統
文
化
が
廃
れ
、
そ
れ
ま
で
大

切
に
さ
れ
て
き
た
古
器
旧
物
が
失
わ
れ
た
の
は
、
廃
仏
毀
釈
で
は
な

く
御
一
新
の
風
潮
の
た
め
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
日
本
の
伝
統
文
化
の
価
値
に
気
づ
い
て
い
る
人
も

い
て
、
そ
の
代
表
が
薩
摩
出
身
の
町
田
久
成
で
し
た
。
幕
末
の

一
八
六
五
年
か
ら
六
七
年
に
か
け
て
、
二
十
七
歳
で
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
、
パ
リ
万
博
に
参
加
し
ま
し
た
。
四
十
五
歳
で
出
家
し
て
こ
の
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も確かだ。想いを形にしない方法で伝える……。なぜか

こんなふうに壮大な歴史に対抗するような考え方でレク

チャーを聞いている時、華厳経の「華」はフラワー（モノ）

ではなく、人々の行い、存在そのものであると聞いて、芸

術表現を特別なものと捉えすぎている自分に気がついた。

人が何かを表現したいと思うのは当然であって、それは小

さな行いである。でもそれが大事だということ。「大きな

力でつくるな、たくさんの富でつくるな」も「尺布寸鉄」も

「一針一草」も、アートプロジェクトがやりたいことと確か

に通じている。

　千年以上前からこうしたコンセプトがあったと考えれば、

対抗心ではなく、「歴史は現代史」というタイトルがすっと

自分の中で腑に落ちた。自分の作品を千年後まで残した

いと考えたことがないのは（表現者としてすべてをここに

賭ける人も少なくない）、壮大なコンセプト（土台）のある

奈良で生まれ育ったことが影響しているかもしれず、それ

はやはり幸運だったと思える時間だった。

ま
す
が
、
千
年
以
上
も
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
透
明
で
は
な
く
な

る
。
正
倉
院
の
白
瑠
璃
碗
は
透
明
で
き
ら
め
い
て
い
る
け
ど
、
発
掘
調

査
の
出
土
品
は
不
透
明
で
き
ら
め
い
て
い
な
い
。

　

東
大
寺
や
春
日
大
社
、
興
福
寺
、
法
隆
寺
に
伝
わ
る
伝
世
品
は
、
発

掘
さ
れ
た
出
土
品
と
は
異
な
り
、
地
上
で
修
理
を
し
て
、
保
存
す
る
場

所
や
環
境
も
考
え
な
が
ら
、
大
切
に
守
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
古
く
か
ら
の
伝
世
品
は
、
実
は
日
本
が
世
界
一
多
い
の
で
す
。
日

本
人
は
古
い
も
の
が
好
き
で
、
古
い
も
の
を
大
切
に
守
り
、
修
理
し
て

後
世
に
伝
え
て
き
た
か
ら
今
が
あ
る
。
し
か
も
奈
良
に
は
古
く
て
良
い

も
の
が
一
番
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
守
ら
れ
て
き
た
も

の
。
そ
う
い
う
奈
良
に
住
み
な
が
ら
奈
良
の
文
化
に
関
わ
る
仕
事
が
で

き
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
本
当
に
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
ノ
諸
君
ニ
告
ぐ
―
―
過
去
と
現
在
を
つ
な
い
で
歴
史
を
捉
え
る

　

最
後
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
言
葉
を
示
し
て
終
わ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
明
治
時
代
に
日
本
に
来
て
、
日
本
人
の
多

く
が
古
い
も
の
な
ん
て
価
値
は
な
く
て
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
た
時
代

に
、
日
本
の
文
化
は
世
界
最
高
の
文
化
の
一
つ
だ
と
唱
え
て
、
文
化
財

調
査
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
一
八
八
八
年
六
月
五
日
、
近
鉄
奈
良
駅
の

近
く
に
あ
る
浄
教
寺
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は「
奈
良
ノ
諸
君
ニ
告
グ
」
と

　想いを形にして残して伝える。現代につながる壮大な歴

史の物語。美大生が最初に聞くべきレクチャーだなと思い

つつ、これを最初に聞いたら何もつくれなくなるのではな

いかとも思った。あるいは、誰もが保存修復の道を選ん

だりして。それも悪いことではないし、磨いた技芸で過去

と未来をつなぐ数千年に及ぶ人間文化の担い手になれる

なら、もっと保存修復が憧れの対象になってもいい。ただ、

継承ではなく自ら何かを表現したいと思っている学生に西

山先生ならどんなアドバイスをされるだろうか。表現には

飛躍が必要だから、歴史探求ばかりに勤勉になると、自

分が考えることやつくるもののちっぽけさを目の当たりに

するばかりで何もできなくなる。また、意識の高い美大生

は、大学のアトリエや廊下に散らばる皆の習作をみて、自

分たちは結局ゴミしかつくっていないのではないかと不安

になる。

　モノではなくコトをというアートプロジェクトの手法は、

たとえばこうした反芸術の精神から立ち上がっていること

　大仏殿は創建や再建の際、民の小さな

力をたくさん集めてつくられた。それこそ

が当時の人々の広い信仰を集めた要因で

はないかと思う。もし今、大仏殿が破壊さ

れたとしたら、誰も知らないうちに国家の

力で再建されてしまうのではないだろうか。

しかしそれでは、かつての人々の意思は現

代に生きる私たちに伝承されず途切れてし

まう。質疑応答で、現代では当時のような

祈りや願いのこもった工芸品が生まれにく

いという話題が出た。この問題にもどこか

通じるものがあると感じた。小林裕香

　古代においても、現代と同じように人は

悩み苦しみ、逆境の中でも前を見て、難局

を乗り越えてきたことを知った。だからこ

そ、先人たちに学ぶことが大いにあると感

じた。「元気いっぱい、幸せいっぱいの人

が仏像をつくったりはしない」というお話

も興味深かった。奈良に遺された仏像を、

そんな眼差しから改めて見学してみたいと

思った。鈴木直子

　度重なる廬舎那仏と大仏殿の焼失に際

して、重源や公慶は自らの人間的魅力や

想いをもってたくさんの人の心を動かし、

その再建を先導した。教科書では特定の

人物が時代を動かしてきたように語られる

が、背景には多くの人々の想いや気持ちが

あり、それが現代につながっている。歴史

のお話をされる西山先生の姿も魅力に溢れ

ていて、心動かされるものを感じた。時代

を動かすのは、いつも「人」（の思い）である。

櫻井莉菜

小さな行い

小さな力をたくさん 先人に学ぶ いつの時代も「人」（の思い）
で動いていく

い
う
講
演
を
英
語
で
行
い
、
岡
倉
天
心
が
通
訳
を
し
た
。
そ
の
最
後
の

と
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
今
日
此
奈
良
ニ
存
在
セ
ル
古
物
ハ
独
リ

奈
良
一
地
方
ノ
宝
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
実
ニ
日
本
全
国
ノ
宝
ナ
リ
、
否
、
日

本
全
国
ノ
宝
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
世
界
ニ
於
テ
復
タ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
至
宝

ナ
リ
、
故
ニ
余
ハ
信
ズ
、
此
古
物
ヲ
保
存
護
持
ス
ル
ノ
大
任
ハ
即
チ
奈

良
諸
君
ノ
宜
シ
ク
盡
ス
ベ
キ
義
務
ニ
シ
テ
、
又
奈
良
諸
君
ノ
大
ナ
ル
栄

誉
ナ
リ
ト
」。
そ
れ
か
ら
一
三
二
年
が
経
ち
、
奈
良
に
あ
る
も
の
が
そ

れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
、
奈
良
に
暮
ら
す
大
半
の
人
は
思
っ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
日
の
話
を
振
り
返
る
と
、
奈
良
時
代
の
人
も
鎌
倉
時
代
の
人
も
明

治
時
代
の
人
も
現
代
の
人
も
、
皆
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
聖
武

天
皇
や
華
厳
経
の
思
想
は
二
十
一
世
紀
の
今
も
大
事
に
し
た
い
考
え
方

で
す
。
大
き
な
力
や
富
で
は
な
く
、
皆
で
小
さ
な
力
を
合
わ
せ
て
何
か

を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
信
じ
、
奈
良
時
代
や
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代

に
頑
張
っ
た
人
々
が
い
る
。
過
去
と
現
在
は
別
物
で
は
な
い
の
で
す
。

明
治
を
境
に
博
物
館
と
美
術
館
に
分
け
る
の
は
何
の
意
味
も
な
い
し
、

日
本
の
長
い
歴
史
や
人
類
の
長
い
歴
史
を
考
え
る
時
に
昔
と
今
を
分
け

ず
、
ト
ー
タ
ル
に
様
々
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
方
が
良
い
。
そ
し
て
、

奈
良
に
い
る
と
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
飛
鳥
で
天
皇
が
建
て
た
最
初
の

大
寺
と
し
て
成
立
し
、
大
官
大
寺
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
飛
鳥
に
参
り
ま

す
と
、
大
和
三
山
の
一
つ
、
天
の
香
具
山
の
ち
ょ
っ
と
南
の
麓
に
、
大

官
大
寺
跡
と
い
う
石
碑
が
一
つ
だ
け
立
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

飛
鳥
時
代
に
は
国
家
筆
頭
寺
院
と
い
う
こ
と
で
壮
大
な
伽
藍
が
建
っ
て

い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
で
き
た
お
寺
が
、
平
城
遷
都
で
こ
の
場
所

に
移
さ
れ
て
大
安
寺
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
平
城
京
の
六
条
四
坊
と

い
う
地
に
あ
た
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
入
っ
て
き
た
門
、
そ
こ
に
昔
は
南

大
門
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
門
の
前
の
狭
い
道
が
六
条
大
路
で
、

ま
っ
す
ぐ
西
へ
行
く
と
薬
師
寺
の
中
門
の
前
に
至
る
。
そ
の
六
条
大
路

の
四
坊
と
い
う
と
こ
ろ
に
壮
大
な
敷
地
を
も
っ
て
成
立
し
た
の
が
こ
の

大
安
寺
で
し
て
、
平
城
京
で
は
最
大
規
模
の
お
寺
で
し
た
。

　

こ
の
辺
り
一
帯
に
は
大
伽
藍
が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
八
八
七
人
の
学

侶
が
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
坊
さ
ん
は
、
今
の
我
々
と
は

だ
い
ぶ
違
い
ま
し
て
、
学
問
的
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
し
た
。
例
え
る
な

ら
小
山
田
先
生
の
よ
う
な
大
学
教
授
ク
ラ
ス
の
方
々
が
八
八
七
人
も
こ

こ
に
い
て
、
様
々
な
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
仏
教
を
中
心
と
す
る
異

国
の
文
化
を
学
ん
だ
り
広
め
た
り
し
て
い
た
。
そ
ん
な
超
エ
リ
ー
ト
集

団
の
集
ま
る
場
所
が
、
こ
の
大
安
寺
で
し
た
。

小
山
田　

こ
の
地
面
の
下
に
そ
の
歴
史
が
あ
る
と
想
像
す
る
と
、

ち
ょ
っ
と
ゾ
ワ
っ
と
し
ま
す
よ
ね
。
初
期
の
伽
藍
で
は
、
様
々
な
研
究

や
勉
強
を
し
て
布
教
も
す
る
と
い
う
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
学
問
や
大

学
と
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
人
々
が
住
み
込
ん
で
修
行
を
す
る
場
所

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

河
野　

我
々
が
座
っ
て
い
る
背
後
に
金
堂
と
講
堂
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

取
り
巻
く
よ
う
に
三
面
僧
坊
が
で
き
ま
し
た
。
僧
坊
と
は
坊
さ
ん
の
住

ま
い
で
し
て
、
そ
こ
に
八
八
七
人
の
坊
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
で
す
か
ら
こ
の
辺
り
で
は
、
坊
さ
ん
が
読
経
に
疲
れ
て
ち
ょ
っ
と

散
歩
し
た
り
、
瞑
想
し
た
り
、
研
究
書
を
紐
解
い
た
り
、
そ
う
い
う
生

活
を
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
最
先
端
の
学
び
の
拠
点

小
山
田　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
中
庭
み
た
い
で
す
ね
。
当
時
の

国
家
に
と
っ
て
仏
教
は
最
先
端
の
学
問
で
、
そ
れ
を
学
ぶ
場
所
が
こ
こ

に
あ
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
様
々
な
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々

が
訪
ね
て
く
る
場
所
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

社
会
彫
刻
と
は—

—

社
会
の
中
に
共
有
空
間
を
つ
く
る

小
山
田　

ド
イ
ツ
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
が「
社
会
彫
刻
」
と
い
う
概

念
と
言
葉
を
残
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
彫
刻
作
品
を
つ
く
ら
な
い
私

が
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
彫
刻
の
教
員
を
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
必

要
な
制
度
を
つ
く
っ
た
り
、
既
に
あ
る
社
会
の
何
か
を
変
更
し
た
り
、

そ
う
い
う
こ
と
も
社
会
に
彫
刻
を
施
す
と
い
う
概
念
で
捉
え
ら
れ
る
。

ア
ー
ト
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会
活
動
を
社
会
彫
刻
と

い
う
言
葉
で
捉
え
る
こ
と
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
ボ
イ
ス
は
理
念
と

言
説
と
行
動
で
示
し
ま
し
た
。
私
は
美
術
家
と
い
う
立
場
で
、
人
々
が

一
緒
に
時
間
を
過
ご
し
た
り
何
か
を
シ
ェ
ア
し
た
り
す
る
た
め
の
共
有

空
間
を
社
会
の
中
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
社
会
彫
刻
の
範
疇
に
私
の
活
動
も
入
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
美
術
家
と
い
う
活
動
歴
が
あ
る
の
で
美
術
か
ら
入
っ
て
い
く
と

い
う
だ
け
で
、
で
き
あ
が
る
も
の
は
別
に
ア
ー
ト
作
品
で
も
何
で
も
な

く
、
シ
ェ
ア
さ
れ
る
。
つ
く
っ
て
い
る
最
中
に
美
術
の
何
か
が
用
い
ら

れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
例
え
ば
大
工
さ
ん
だ
っ
た
ら
大
工
と
い
う
立

場
で
、
お
医
者
さ
ん
だ
っ
た
ら
医
者
の
立
場
で
、
幼
稚
園
の
先
生
だ
っ

た
ら
そ
の
立
場
で
、
共
有
空
間
を
つ
く
っ
て
い
く
。
今
日
の
こ
の
場
の

よ
う
な
お
寺
だ
っ
た
ら
、
そ
こ
に
属
し
て
い
る
方
が
共
有
さ
れ
る
も
の

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。そ
う
い
う
感
じ
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

縁
が
あ
っ
て
今
日
は
大
安
寺
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
河
野
さ
ん
に
こ
こ
の
成
り
立
ち
や
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
部
分
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
い
て
か
ら
、
も
し
自
分
た
ち
で
こ
う
い
う
場
所
を
使
え
る

と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
か
、
ど
う
い
う
こ
と
が
可
能
か
、

何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
し
た
り
、
最
終
的

に
は
ア
イ
デ
ア
を
育
て
て
い
く
種
を
つ
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
安
寺
の
成
り
立
ち—

—

壮
大
な
伽
藍
と
八
八
七
人
の
エ
リ
ー
ト
学
侶

河
野　

皆
さ
ん
、
今
日
は
よ
う
こ
そ
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

大
安
寺
は
日
本
で
一
番
古
い
お
寺
の
一
つ
で
、
聖
徳
太
子
の
建
立
に
始

古
来
よ
り
祈
り
と
学
び
の
空
間
と
し
て
地
域
の
精
神
的
支
柱
で
あ
り
続
け
る
大

安
寺
の
河
野
良
文
貫
主
と
、
カ
フ
ェ
や
焚
き
火
な
ど
⼈
々
が
集
う
共
有
空
間
の

開
発
を
手
が
け
て
き
た
美
術
家
の
小
⼭
田
徹
さ
ん
に
対
談
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ま
ち
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
⼈
び
と
が
出
会
い
、
語
り
合
い
、

互
い
の
存
在
に
つ
い
て
認
め
合
う
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
思
い
を
巡
ら
せ
ま

し
た
。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

い
ま
し
た
の
で
、
中
国
語
も
会
話
で
使
わ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
お

経
は
全
て
漢
訳
で
す
か
ら
、
書
く
の
に
は
漢
字
が
使
え
る
。
イ
ン
ド
の

菩
提
僊
那
も
、
イ
ン
ド
か
ら
直
接
来
た
の
で
は
な
く
中
国
経
由
で
来
ま

し
た
。
何
年
間
か
中
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
か
ら
、
中
国
語
で
あ
る
程
度
の
日
常
会
話
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
菩
提
僊
那
と
一
緒
に
来
て
い
た
ベ
ト

ナ
ム
の
仏
哲
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
教
科
書
の
よ
う
な
物
を
一
巻
だ
け

残
し
て
い
る
。
菩
提
僊
那
や
仏
哲
が
こ
こ
で
日
本
の
坊
さ
ん
に
対
し

て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
指
導
し
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

一
緒
に
住
む
こ
と
で
混
ざ
り
合
い
、
化
学
変
化
が
起
き
る

小
山
田　

レ
ジ
デ
ン
ス
付
き
の
学
び
の
場
だ
っ
た
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
ね
。
多
く
の
人
々
が
滞
在
す
る
こ
と
に
よ
り
混
ざ
り
合
い
、
伝

播
し
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
な
翻
訳
が
行
わ
れ
て
、
日
本
の

文
化
に
入
っ
て
く
る
。
あ
る
一
定
期
間
、
一
つ
の
場
所
で
、
多
く
の
人

が
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

大
学
が
も
つ
べ
き
責
務
や
理
念
と
し
て
、
自
分
の
研
究
だ
け
を
深
め

て
い
く
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
出
会
う
場
所
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
昨
今
、
芸
術
と
他
大
学
の
異
分
野
が
混
ざ
る
べ
き
だ
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
最
も
手
っ
取
り
早
い
の
は
、
共
同
の
寮
を
つ
く
っ

河
野　

海
外
の
坊
さ
ん
も
た
く
さ
ん
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
は
っ
き
り

と
名
前
が
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド
の
菩
提
僊
那
で
す
。
日
本
に

来
て
か
ら
ず
っ
と
大
安
寺
に
住
ん
で
い
て
、
そ
の
時
に
東
大
寺
が
で

き
、
大
仏
開
眼
の
導
師
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
菩
提
僊
那
と
一
緒
に
遣
唐
使
船
で
七
三
六
年
に
日
本
に
着

い
た
道　

と
い
う
中
国
の
坊
さ
ん
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

方
は
華
厳
経
や
戒
律
の
大
家
で
し
た
。
さ
ら
に
、
仏
哲
と
い
う
ベ
ト
ナ

ム
の
林
邑
の
坊
さ
ん
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
。
仏
哲
は
東
大
寺
の
大
仏

開
眼
の
時
に
、
林
邑
楽
い
う
南
方
の
舞
を
伴
う
音
楽
を
奉
納
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
朝
鮮
半
島
や
渤
海
な
ど
、

海
外
の
様
々
な
地
域
か
ら
渡
来
僧
た
ち
が
来
て
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。

小
山
田　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
場
所
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
何
と

な
く
想
像
が
つ
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
た
の
か
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
の
か
、

漢
字
み
た
い
な
書
き
物
を
介
し
て
対
話
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

話
し
言
葉
は
ど
う
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

河
野　

私
の
勝
手
な
想
像
で
す
が
、
中
国
に
留
学
し
た
坊
さ
ん
も
多
く
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

た
瞬
間
、
ち
ょ
っ
と
緩
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
京
都
の
禅
寺
な
ど
は
良

い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
ピ
リ
ッ
と
し
て
い
て
、
粗
相
が
で
き
な
い

感
じ
が
漂
っ
て
い
て
、
絶
対
に
自
由
に
使
え
な
い
。
葉
っ
ぱ
一
つ
動
か

し
て
も
ダ
メ
な
の
で
は
と
い
う
感
じ
。
大
安
寺
は
ち
ょ
っ
と
柔
ら
か
い

不
思
議
な
感
覚
が
あ
っ
て
、
し
か
も
ベ
ン
チ
が
置
い
て
あ
る
。
子
ど
も

が
走
り
回
れ
る
広
さ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が
場
を
つ
く
り
だ
す
要

素
と
し
て
、
独
特
の
方
向
性
を
誘
発
し
て
い
る
。

河
野　

お
寺
は
閉
鎖
的
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
自

由
に
出
入
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
の

有
名
な
大
き
な
お
寺
を
訪
れ
た
方
も「
こ
こ
は
初
め
て
だ
」と
お
っ
し
ゃ

る
し
、
奈
良
に
住
ん
で
い
る
方
も「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
来
た
こ

と
は
な
い
」と
言
う
。
一
昔
前
に
は
整
備
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
と

雑
然
と
し
て
い
た
の
で
、
長
い
歴
史
と
大
き
な
名
前
を
想
像
し
て
関
東

か
ら
や
っ
て
来
て「
え
…
…
本
当
に
こ
れ
が
大
安
寺
な
の
か
」
と
落
胆

し
た
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
少
な
く
と
も
来
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
古
の
何
か
を
感
じ
た
り
、
自
由
な
思
い
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
し

た
り
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
少
し
で
も
整
備
を
し
よ
う
と
い
う
の
が

今
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

急
速
に
衰
え
ま
し
た
。
江
戸
の
末
頃
に
は
も
う
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
廃
仏
毀
釈
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
明
治

や
大
正
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
い
廃
寺
の
よ
う
な
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
寺
を
少
し
で
も
復
興
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
な
さ
れ
、
よ
う
や
く
こ
う
い
う
空
間
が
で

き
あ
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
僧
侶
が
五
人
し
か
お
ら
ず
、

日
頃
か
ら
学
問
的
、
専
門
的
に
仏
教
を
研
究
す
る
場
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
、
い
わ
ば
信
仰
の
場
と
し
て
様
々
な
方
が
自
由
に
お
参
り

し
た
り
、
朝
に
散
歩
で
訪
れ
た
り
、
境
内
で
ゆ
っ
く
り
し
た
り
す
る
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
海
外
の
留
学
生
や
多
様
な
人
た
ち
と
共
に
国
際
的
な
催

し
も
で
き
た
ら
と
考
え
、
国
際
縁
日
を
開
い
て
い
ま
す
。
実
は
平
城
京

時
代
に
は
大
安
寺
か
ら
少
し
南
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
に
東
市
が
置
か
れ
、

非
常
に
栄
え
て
い
ま
し
た
。
市
場
は
全
国
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
や
物
が

集
ま
っ
て
く
る
場
所
で
す
。
そ
こ
で
は
大
道
芸
を
披
露
す
る
人
が
い
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
を
楽
し
ん
だ
り
。
そ
ん
な
賑
わ
い
を
再
現
で
き
な

い
か
と
、
国
際
縁
日
で
は
食
や
音
楽
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
披
露

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
山
田　

こ
こ
に
初
め
て
下
見
に
来
た
時
、
緊
張
し
な
が
ら
門
を
入
っ

共
有
空
間
で
は
何
が
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か

小
山
田　

共
有
空
間
の
話
に
も
通
じ
ま
す
ね
。
共
有
と
い
う
言
葉
は
、

漢
字
で
書
く
と「
共
に
有
す
る
」
で
す
。
一
体
何
が
共
有
さ
れ
る
の
か

と
い
う
と
、
具
体
的
な
何
か
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
交
流
す
る
時
に
は
、
具
体
的
な
成
果
や
価
値

あ
る
も
の
を
交
換
し
合
う
感
覚
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
レ
ク

チ
ャ
ー
で
も
、
皆
さ
ん
は
学
び
に
来
て
い
て
何
か
を
持
ち
帰
り
た
い
と

思
い
、
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
は
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
関
係
性
で
共
有
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
も
、
今
日
は
私
や

ス
タ
ッ
フ
の
子
ど
も
も
い
て
、
共
有
す
る
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
て
い

ま
す
が
、
遊
び
尽
く
し
て
し
ま
っ
て
今
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
で
す
。

か
れ
ら
を
見
て
い
る
と「
何
が
共
有
さ
れ
た
の
か
」
考
え
て
も
、
具
体

的
な
も
の
が
浮
か
ば
な
い
。
で
も
、
も
の
す
ご
く
大
事
な
何
か
が
共
有

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
大
安
寺
は
多
く
の
学
僧
が
集
う
大
学
の
よ
う
な

状
態
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

学
問
の
中
心
か
ら
、
人
が
集
い
安
ら
ぐ
開
か
れ
た
場
所
へ

河
野　

今
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
か
け

て
は
、
日
本
の
学
問
の
中
心
的
な
お
寺
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
寺
勢
が

て
共
に
生
活
す
る
こ
と
。
海
外
か
ら
一
流
の
研
究
者
が
来
日
し
た
時
に

短
期
滞
在
で
き
る
場
所
も
併
設
さ
れ
て
い
る
の
が
理
想
で
す
。
授
業
以

外
で
、
一
緒
に
食
事
し
た
り
酒
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
混
ざ
っ
て
い

く
。
そ
の
方
が
深
い
意
見
や
知
識
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
交
換
が

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
知
的
な
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
恋
愛
も

含
め
て
人
間
関
係
で
い
ろ
い
ろ
な
化
学
変
化
が
起
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
様
々
な
大
学
が
連
携
し
て
共
同
の
寮
を
持

て
た
ら
、
特
に
分
野
が
違
え
ば
違
う
ほ
ど
面
白
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
大
安
寺
の
初
期
の
頃
は
、
そ
の
よ
う
な
化
学
変
化
が
起
き

る
環
境
を
人
々
が
つ
く
り
だ
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

河
野　

お
寺
で
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
皆
で
僧
坊
に
住
ま
う
。
僧

坊
に
は
、
大
坊
と
中
坊
と
小
子
坊
と
い
う
区
分
け
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
そ
の
一
つ
は
雑
居
坊
み
た
い
な
感
じ
で
、
た
く
さ
ん
の
坊
さ
ん
が

同
じ
部
屋
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
方
丈
と
呼
ば
れ
る
一
人
用
の
小
さ
な

部
屋
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
も
長
屋
み
た
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
イ
ン
ド
の
坊
さ
ん
も
、
中
国
の
坊
さ
ん
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の

坊
さ
ん
も
皆
で
混
じ
り
合
っ
て
、
そ
こ
に
日
本
の
様
々
な
場
所
か
ら
来

た
坊
さ
ん
も
混
じ
り
合
っ
て
生
活
を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
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ど
う
し
た
ら
共
有
空
間
に
愛
が
芽
生
え
る
の
か

小
山
田　

子
ど
も
を
見
て
い
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
自
由
に
で
き

る
空
間
を
求
め
て
い
ま
す
。
で
も
、
自
由
に
で
き
る
と
は
一
体
ど
う
い

う
空
間
な
の
か
。
私
も
大
学
を
運
営
す
る
な
か
で
、
学
生
が
共
有
空
間

を
自
主
的
に
運
営
で
き
る
の
か
す
ご
く
気
に
な
る
。
学
生
が「
自
由
に

使
い
た
い
」と
言
う
時
に
は
、
頭
の
中
に
架
空
の
世
界
が
あ
っ
て
、
現

実
か
ら
離
れ
た
感
覚
で
自
由
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い
時

が
あ
る
。
使
い
た
い
け
ど
掃
除
は
し
た
く
な
い
、
で
も
使
う
時
に
は
綺

麗
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
も
文
句
は
言
わ
れ
た

く
な
い
と
か
…
…
そ
ん
な
空
間
が
あ
り
ま
す
か
。
ほ
と
ん
ど
の
共
有
空

間
と
呼
ば
れ
る
場
所
は
、
誰
か
が
用
意
し
た
空
間
で
す
。
特
に
公
共
の

空
間
は
、
行
政
が
税
金
を
用
い
て
準
備
し
て「
さ
ぁ
、
こ
こ
で
く
つ
ろ

い
で
く
だ
さ
い
」と
か「
こ
こ
で
学
ん
で
く
だ
さ
い
」と
い
う
ふ
う
に
提

供
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
う
な
る
と「
あ
ぁ
、
自
由
に
使
い
た
い
な
」

と
反
発
的
な
意
識
を
も
っ
て
し
ま
う
け
ど
、
責
任
を
取
ら
な
く
て
よ
い

か
ら
共
有
空
間
に
愛
が
芽
生
え
な
い
。
そ
ん
な
関
係
が
ず
っ
と
続
い
て

き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

ど
う
し
た
ら
愛
が
芽
生
え
る
の
か
。
一
つ
は
、
自
分
た
ち
で
苦
労
し

て
空
間
を
つ
く
る
と
、
そ
こ
に
は
愛
が
芽
生
え
ま
す
。
自
分
で
切
っ
た

り
貼
っ
た
り
塗
っ
た
り
す
る
と
、
プ
ロ
み
た
い
に
う
ま
く
は
で
き
な
い

け
ど
、
愛
着
が
湧
き
ま
す
。
複
数
の
人
間
と
一
緒
に
つ
く
る
と
、
そ
の

人
た
ち
の
間
に
愛
が
芽
生
え
て
、
そ
の
場
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
う
よ

ね
。
そ
こ
に
あ
る
空
間
を
獲
得
す
る
感
じ
が
、
す
ご
く
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
う
い
う
場
所
…
…
つ
ま
り
ち
ょ
っ
と
空
気
が
緩
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
ち
ゃ
っ
て
、
こ
こ
で
何
か
し
た
い
と
思
う
け
ど
、
自

分
の
も
の
で
は
な
い
。
お
借
り
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
ず
っ
と
付
い

て
く
る
。
歴
史
的
な
積
み
重
ね
の
あ
る
場
所
だ
と
、
微
妙
な
緊
張
感
も

あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
何
と
な
く
緩
い
感
じ
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
を

ち
ょ
っ
と
走
ら
せ
て
も
い
い
だ
ろ
う
な
と
。
け
れ
ど
、
他
人
様
が
お
供

え
し
た
物
を
絶
対
に
動
か
す
な
と
い
う
感
覚
は
、
親
に
も
あ
る
し
子
ど

も
も
肌
で
感
じ
て
い
る
。

遊
び
を
通
じ
た
学
び
合
い
が
誘
発
さ
れ
る
場
所

河
野　

そ
こ
の
竹
林
の
中
に
、
い
の
ち
の
小
径
と
銘
打
っ
た
場
所
が
あ

り
ま
す
。
心
臓
が
悪
く
て
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
い
る
人
が
、
定

期
的
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
、
使
わ
な
く
な
っ
た
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
納
め
に
来
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
が
、
ち
ょ
っ
と
で
も
癒
し
に
つ
な

が
っ
た
り
、「
悪
く
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
祈
っ
た
り
す
る
場
所
で

す
。お
っ
ぱ
い
の
形
を
か
た
ど
っ
た
石
も
置
い
て
あ
り
、乳
が
ん
を
患
っ
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い
く
た
め
に
は
、
こ
こ
の
よ
う
な
私
的
な
空
間
と
公
共
性
が
混
ざ
っ
た

場
所
が
も
つ
、
ち
ょ
っ
と
太
っ
腹
な
態
度
み
た
い
な
も
の
が
場
を
つ

く
っ
て
い
く
感
覚
が
す
ご
く
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

河
野　
お
寺
の
門
か
ら
入
っ
て
本
堂
に
入
り
、
本
堂
に
仏
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
仏
像
の
中
が
仏
様
の
体
内
、
あ
る
い
は
本
堂
の
中
が

宗
教
空
間
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
境
内
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
時

点
で
、
そ
こ
が
ま
さ
に
仏
様
の
世
界
に
自
分
が
入
っ
て
い
る
、
そ
う
い

う
自
然
な
感
覚
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
場
所
に
な
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
、
鳥
が
鳴
い
て
い
ま
す
が
、
人
の
声
や
自
然
界
の
物
音

が
そ
の
ま
ま
仏
様
の
説
法
な
ん
だ
と
い
う
受
け
取
り
方
が
自
然
に
で
き

る
場
所
が
い
い
な
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

小
山
田　
お
寺
や
神
社
は
、
朝
行
く
と
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

掃
除
を
す
る
こ
と
自
体
が
修
行
の
一
つ
で
、
そ
う
い
う
精
神
性
が
常
に

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
循
環
し
て
い
る
場
所
で
す
。
昨
日
、
自
分
が
落

書
き
し
た
地
面
が
、
翌
朝
に
は
綺
麗
に
さ
れ
て
、
誰
か
の
手
で
整
え

ら
れ
て
い
る
。「
ま
た
遊
ん
で
も
い
い
ん
か
な
」と
思
い
な
が
ら
遊
ぶ
。

昔
は
子
ど
も
の
遊
び
場
に
は
そ
う
い
う
感
覚
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
の

に
、
今
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。「
こ
こ
で
完
全
に
自
由

た
人
の
た
め
の
祈
り
の
場
所
で
す
が
、
そ
こ
も
自
由
に
誰
で
も
入
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
す
ぐ
隣
の
大
安
寺
小
学
校
か
ら
先
生
と
遊
び
に
来
た

小
学
生
が
そ
こ
に
入
り
ま
し
て
、
お
賽
銭
が
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
つ

け
た
一
人
の
子
が「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
お
金
が
落
ち
て
い
る
」
と
言
っ

て
い
る
か
と
思
え
ば
、「
い
や
い
や
、
そ
れ
は
こ
こ
に
置
い
て
あ
る
物

だ
か
ら
取
っ
ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
」と
ち
ゃ
ん
と
諌
め
る
子
も
い
る
。
そ

う
い
う
こ
と
が
自
然
と
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、
な
ん
か
面
白
い

な
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

小
山
田　

場
が
共
有
さ
れ
る
瞬
間
っ
て
、ま
さ
に
そ
う
い
う
感
じ
で
す
。

子
ど
も
は
遊
び
を
通
じ
て
勝
手
に
学
び
合
い
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

も
の
が
誘
発
さ
れ
る
場
の
歴
史
と
空
間
、
空
気
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ

て
初
め
て
、
そ
れ
が
起
こ
る
。
微
妙
に
す
べ
て
が
禁
止
行
為
で
は
な
い

こ
と
が
す
ご
く
大
事
。
手
を
出
す
子
が
い
て
も
仕
方
が
な
い
、
で
も
手

を
出
し
た
後
に
諌
め
ら
れ
て
返
し
に
く
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
や
す

い
感
じ
。
曖
昧
だ
け
ど
場
の
雰
囲
気
や
言
葉
で
は
な
い
何
か
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
周
り
に
言
語
化
し
て
律
し
て
く
れ
る
他
者
が
い
た

り
す
る
。
そ
う
い
う
関
係
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
く
も
の
は
、
す
ご
く

大
事
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
公
共
の
空
間
だ
と
最
初
か
ら
禁

止
行
為
が
定
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
も
の
を
打
破
し
て

に
遊
ん
で
い
い
よ
」と
い
う
空
間
を
子
ど
も
に
提
供
し
た
ら
本
当
は
だ

め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
で
も
、
こ
こ
の
よ
う
な
場
所
だ
と
、
そ
う
い

う
も
の
が
自
然
に
絡
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

奈
良
は
本
当
に
物
持
ち
の
よ
い
場
所
で
、
こ
の
地
面
の
下
に
は
と
ん

で
も
な
い
時
間
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
場
所
に
は
他
で
は
変
え
が

た
い
何
か
の
力
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
、
そ
こ
で
毎
朝
散
歩
し

た
り
子
ど
も
が
地
べ
た
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
、
大
事
な
共
有
性
を

も
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
子
ど
も
が
自
発
的
に
遊
び
を
開
発
し
た
り

発
見
し
た
り
す
る
こ
と
が
誘
発
さ
れ
る
場
所
は
、
今
で
は
す
ご
く
贅
沢

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
奈
良
に
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
た
く
さ

ん
の
人
が
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
で
そ
ん
な
場
所
を
使
っ
て
い
く
こ
と

を
繰
り
返
し
、
新
し
い
歴
史
の
層
が
こ
の
上
に
重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
夢
想
し
て
い
ま
す
。
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説文そのものだなぁと思って聞いていた。そう言えば、会

田さんも小山田さんも現在の教育に触れ、「結果を早く求

めすぎ」「もっと遅い教育を」と口を揃えていた。これはも

ちろん学校教育に対する指摘であり、学校教育に共有空

間の概念がもっと取り入れられていくことを期待したいが、

大安寺からコロガル公園までを視野に入れると、それを待

たずともできることがあると教えられる。

　例えば社会教育の中で、共有空間を守ったり、見出し

たり、新しくつくったり、いかようにもできる可能性がある

こと、そして、そのようにして子どもたちに遅い教育を提供

していくことが大人の重要な責任の一つなのだと実感した。

　お寺は本堂だけでなく門を入ったら仏の体内という考え

方だと河野さんが教えてくれた。これは小山田さんの言う

「空間を獲得する感覚」の一種の手法だと思った。「一緒

に暮らすことで自然と混ざっていく」「共有される具体的な

ものは想定されていない」「愛が芽生える空間」「はらっぱ」

「自発的な遊びを発見するちょっとした仕掛けがあればい

い」。共有空間の特徴について、小山田さんはこのような

キーワードで語っていた。

　レクチャー会場になった大安寺は、歴史がありながら

も半分私的で半分公共のような、まさに共有空間だとい

うお話だったのだが、場所も歴史も全然違うのに、僕は

このレクチャーを会田大也さんによるコロガル公園の解

　神社の厳かな雰囲気とはまた違う、静けさが心地よいというか、

何か大きいものに包まれている、大安寺はそんな場所だと感じた。

かつてここは宗派に偏らず、様々な思想が行き交う場であったと聞

いた。今も人が集う場を目指して、日本人が昔から大切にしてきた

ものを活かしていくという考え方に共感を覚える。「寺という空間

を活かして何ができるのか」、その問いに対する答えをすぐに出す

のではなく、ぼんやりと考えながら過ごす。ゆったりとしたそんな

姿勢にこそ、人の心を癒していく力があるのかもしれないと思った。

早田典央

　境内に入った瞬間、木々の間の気持ち良さそうなテントやベン

チ、大人たちが何かしようと集まっている様子、子どもの駆け回る

姿が目に飛び込んできた。ゆるやかに開かれた雰囲気にホッとし

つつも、そこかしこに置かれた小さなダルマも含め、どこからがこ

の寺の日常でどこからが今日のための設えなのかわからず、ドキド

キしながらみんなの輪に入る。そしてお二人の話に導かれ、いま目

の前にある風景とかつてこの地で繰り広げられた光景が、ゆっくり

とつながっていく。広く高い空の下、礎石跡に立ち、当時その上に

そびえていたであろう塔を想像して見上げてみる。周辺の伽藍、人々

のダイナミックな交流やにぎわいに思いを馳せていると、ここに暮

らしていた人々の時間が、この身体や風景の延長線上にあるのだ

と確かに感じられた。井上唯

　河野貫主のお話を聞いていると、頭の中に東大寺大仏開眼導師

ボダイ・センナをはじめ、国内外の僧侶たちがごっちゃになりなが

ら行き交う光景がぼんやりと浮かんだ。一方で、境内の石に置か

れた賽銭をめぐり、子どもたちが何かやり取りしているのが聞こえ、

そこに場が誘発する学び合いの空気感を感じた。その時、小山田

先生が実践されている「社会彫刻」という理念が私の中でしっかり

と姿を現した。それは木や石にではなく、空間を共有することで

社会に彫刻することだという。大安寺の歴史とは、まさに社会彫

刻の積み重なりだったのではないかと思った。山本篤子

　誰かが予め⽤意するのではなく、同じ方向を見る者が集い、対

話をするなかで次第に生まれていく場。それぞれの個性が混じり

合うなかで、無理なく、自然発生していく場。自分と他者のあり方

を確認し、認め合うことが、自由な場づくりや空間づくりにつながっ

ていくのだと思った。鈴木結加里

まずは社会教育としての共有空間を

人の心を癒す力

つながっていく 社会に彫刻する　

自由な場づくり、空間づくりとは？
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

世
界
の
地
理
に
つ
い
て
科
学
的
に
正
し
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
キ
リ

ス
ト
教
が
強
い
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
を

表
現
し
た「
マ
ッ
パ
・
ム
ン
デ
ィ
」
と
い
う
世
界
地
図
が
普
及
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
地
図
で
は
、
世
界
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て

い
な
い
時
代
な
の
で
、
地
図
上
で
も
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
聖
書
に
出
て
く
る「
エ
デ
ン
の
園
」
と
い
う
理
想
郷
が
描

か
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
聖
書
に
出
て
く
る
想
像
上
の
動
物
が
描
か

れ
て
い
た
り
、
現
実
と
は
か
な
り
乖
離
し
た
空
想
の
世
界
地
図
で
し

た
。
し
か
し
当
時
の
社
会
で
は
、
こ
の
世
界
観
こ
そ
が
正
し
い
世
界
を

表
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
で
は
、
地
図
は
正
確
に
科
学
的
に
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
で
も「
空
想
地
図
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
和

泉
隆
行
さ
ん
は
、
地
図
を
分
析
し
て
理
論
的
に「
中
村
市（
な
ご
む
ら

し
）」
と
い
う
架
空
の
都
市
を
描
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
こ
ん
な
都

市
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
で
も
実
際
に
地
図
を
見
る
と
ど
こ
か
に

本
当
に
あ
り
そ
う
な
不
思
議
な
空
想
地
図
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
図

は
現
実
に
は
な
い
も
の
を
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
、
魔
力
を
も
っ
た

メ
デ
ィ
ア
だ
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
魔
力
と
い
う
の
は
、
作
り

手
が
生
み
だ
す
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
て
い
る

し
て
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、地
図
と
い
う
の
は
、

極
め
て
恣
意
的
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
恣
意

的
な
表
現
と
は「
作
り
手
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
表
現
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
図
は
現
実
に
あ
る
も
の
を
写
し
と
っ
た
コ

ピ
ー
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
地
図
の

作
り
手
が
表
現
し
た
い
も
の
、
見
せ
た
い
も
の
を
見
せ
る
よ
う
に
情
報

を
編
集
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
現
実
を
再
構
成
し
て
伝
え
、
共
有
す

る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
地
図

を
社
会
学
的
に
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
と
は
限
ら

ず
、
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
は
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
あ
る

程
度
は
操
作
や
編
集
が
な
さ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
現
実
を
ね
じ
曲
げ
た
り
、
全
く
嘘
の

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
り
と
い
う
こ
と
も
で
き
て
し
ま
う
。
や
は
り
地
図

も
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
、
あ
る
現
実
を
強
調
し
た
り
誇
張
し
た
り
、
歪
め

た
り
、
逆
に
隠
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
も
簡
単
に
で
き
て
し
ま
い
ま

す
。

 

社
会
が
地
図
を
つ
く
っ
て
い
る

　

地
図
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

個
人
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
考
え
る

　

社
会
学
は
簡
単
に
言
う
と
、
個
人
と
社
会
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考

え
る
学
問
で
す
。
私
は
ま
さ
に
個
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
地

図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
地
図
を
研
究
対
象
に
選
び
ま
し

た
。
地
図
を
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
捉
え
た
り
、
地
図
を
つ
く
る
実
践

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
図
の
意
味
や
表

現
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
図
と
は
何
か

　

地
図
と
は
そ
の
名
の
通
り「
地
」の「
図
」で
す
。
地
表
の
状
態
を
図

に
よ
っ
て
表
し
た
も
の
を「
地
図
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
地
図
を
表
現

す
る
に
あ
た
っ
て
一
定
の
ル
ー
ル
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
ま
す
。
地

図
を
描
く
た
め
の
ル
ー
ル
は
主
に
三
つ
あ
り
、
一
つ
は「
平
面
化
」
と

い
う
も
の
で
す
。
地
図
は
通
常
は
平
面
上
に
描
か
れ
る
と
い
う
前
提
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
つ
ま
り
地
図
は
二
次
元
の
平
面
的
な
空
間
表
現
で

あ
っ
て
、
空
を
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
上
空
を
見
下
ろ
す
よ
う
な
視
点
で
描

か
れ
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
はG

oogle

マ
ッ
プ
の
よ
う
に
地
図
を
３

Ｄ
で
立
体
的
に
表
示
で
き
る
機
能
が
あ
る
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
原
則
的
に
は
地
図
は
平
面
上
に
描
か
れ
る
も
の
で
す
。
二
つ
目
が

「
縮
尺
化
」
で
す
。
現
実
の
空
間
を
小
さ
い
紙
に
縮
め
た
比
率
を
縮
尺

と
呼
び
ま
す
。
例
え
ば
二
万
五
千
分
の
一
の
縮
尺
の
地
図
だ
っ
た
ら
、

現
実
の
空
間
を
二
万
五
千
分
の
一
に
縮
め
た
比
率
に
な
り
ま
す
。
三
つ

目
が「
記
号
化
」で
す
。
地
図
と
い
う
の
は
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
き

だ
す
の
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
記
号
に
置
き
換
え
て
表
現
し
ま
す
。

　

こ
の「
記
号
化
」
が
地
図
の
表
現
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
で
す
。

そ
れ
は
、
地
図
と
写
真
の
最
も
大
き
な
違
い
だ
か
ら
で
す
。
写
真
は
あ

り
の
ま
ま
に
写
し
と
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
表
現
で
、
例
え
ば
航
空
写

真
や
衛
星
写
真
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
表
の
状
態
を
平
面
上
に
表

し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
似
て
い
る
表
現
で
す
が
、「
こ
れ
は
載
せ

て
、
こ
れ
は
載
せ
な
い
」と
い
う
よ
う
に
現
実
を
意
図
的
に
取
捨
選
択

身
近
な
存
在
か
ら
社
会
を
読
む
学
問「
社
会
学
」
の
研
究
者
で
あ
る
松
岡
慧
祐

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
世
界
や
社
会
を
描
き
だ
す
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
地
図
／

マ
ッ
プ
に
着
目
し
、
日
常
生
活
の
中
で
手
に
す
る
様
々
な
地
図
／
マ
ッ
プ
を
取

り
上
げ
な
が
ら
、
地
域
の
多
層
性
に
つ
い
て
読
み
解
き
ま
し
た
。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

択
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
表
現
で
す
の
で
、
何
を
選
択
し
て
何

を
捨
て
る
か
、
何
を
載
せ
て
何
を
載
せ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
る

た
め
に
、特
定
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

単
な
る
奈
良
県
の
地
図
で
は
な
く
、
奈
良
県
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
観
光
マ
ッ
プ
が
描
か
れ
る
場
合
は
、「
観
光
」
と
い
う
テ
ー
マ
が

選
択
さ
れ
、
関
連
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
選
択
さ
れ
て
地
図
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
単
な
る
奈
良
県
の
地
図
と
い
う
平
板

な
地
図
だ
け
で
は
見
え
な
い
も
の
が
、
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
深
掘

り
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
図
は
よ
り
多
層
的
な

表
現
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
観
光
と
い
う
要
素
だ
け
で
は
ま
だ
ま
だ
浅
い

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
も
っ
と
多
様
な
テ
ー
マ
で
地
図
を
描
い
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
図
は
よ
り
多
層
的
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。「
全
域
性
」と
い
う
の
が
横
軸
だ
と
す
る
と「
多
層
性
」

と
い
う
の
は
縦
軸
で
す
ね
。
地
図
に
は
空
間
の
広
が
り
を
平
面
的
に
表

現
す
る
と
い
う
側
面
と
、
空
間
の「
地
層
」
を
深
く
表
現
す
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
図
の
断
片
化

　

現
代
社
会
に
お
け
る
全
域
性
の
変
容
を
お
さ
え
る
上
で
重
要
な
観
点

と
し
て
、
地
図
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
全
体
像
を
見
渡
す
た
め
に
は
、
そ
の
全
体
像
を

囲
む
境
界
線
と
い
う
も
の
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
飛

行
機
や
タ
ワ
ー
か
ら
見
渡
せ
た
と
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
奈

良
県
か
と
い
う
境
界
線
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
現
実
が
そ
こ
に
あ
っ

て
、
そ
の
現
実
を
再
現
し
て
い
る
の
が
地
図
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
私
た
ち
の
認
識
の
上
で
は
現
実
よ
り
も
先
に
地
図
が
あ
り
、
地
図

に
境
界
線
が
引
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
境
界
線
は
現
実
の
も
の

と
し
て
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
地
図
と
い
う
の
は
必
ず
現

実
に
先
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
考
え
る
な
ら
、
人
は
地

図
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
を
理
解
し
、
地
図
は
現
実
に
先
立
っ
て

社
会
的
な
現
実
を
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
は
地
図
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
世
界
や
社
会
の
全
体

像
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
う
と
、
地
図
が
世
界
や
社
会
の

見
え
方
を
規
定
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
多
層
性
」

と
い
う
観
点
で
言
う
と
、
地
図
は
社
会
の
多
層
性
の
表
現
で
あ
る
と
言

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
地
図
で
は
、
ど
の
範
囲
を
描
く

の
か
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
描
く
か
と
い
う
こ
と

も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
最
初
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
地
図
は
写
真

と
違
っ
て
あ
り
の
ま
ま
に
描
く
の
で
は
な
く
、
必
要
な
も
の
を
取
捨
選

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の「
マ
ッ
パ
・
ム
ン
デ
ィ
」の
よ
う
に
、

宗
教
的
な
世
界
観
を
真
実
と
し
て
受
け
入
れ
る
社
会
も
あ
れ
ば
、「
中

村
市
」の
空
想
地
図
の
よ
う
に
、
正
確
無
比
に
描
か
れ
た
地
図
を
リ
ア

ル
に
み
な
す
社
会
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
宗
教
に
重
き

を
お
く
社
会
、
あ
る
い
は
科
学
や
経
済
に
重
き
を
お
く
社
会
、
と
い
う

よ
う
に
社
会
の
文
化
や
制
度
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
社

会
が
何
に
価
値
を
お
く
か
に
よ
っ
て
地
図
の
表
現
も
変
わ
り
、
そ
の
表

現
に
対
す
る
認
識
も
違
っ
て
き
ま
す
。
社
会
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
地
図

に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
魔
力
み
た
い
な
も
の
が
生
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
簡
単
に
言
う
と
、
時
代
や
社
会
に
よ
っ
て
、
地
図

の
描
き
方
や
見
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
言
う
な
ら
、

地
図
の
見
方
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
社
会
で
あ
る
と
。
つ
ま
り
地
図
を

実
際
に
つ
く
っ
て
い
る
の
は
特
定
の
人
間
や
組
織
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
人
間
や
組
織
と
い
う
の
は
必
ず
社
会
の
影
響
を
受
け
て
地
図
を
つ

く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
考
え
る
と
社
会
が
地
図
を
つ
く
っ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
す
。

地
図
は
社
会
の
多
層
性
を
表
現
し
て
い
る

　

私
た
ち
個
人
は
、
世
界
や
社
会
、
都
市
の
全
体
像
を
見
渡
す
こ
と
が
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
地
図

を
自
己
中
心
的
な
も
の
に
し
て
、
究
極
的
に
断
片
化
さ
せ
る
技
術
だ
と

思
い
ま
す
。

地
域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
マ
ッ
プ

　

八
〇
年
代
頃
か
ら
多
様
な
地
図
や
マ
ッ
プ
が
行
政
や
市
民
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
そ
の
先
駆
け
は
ガ
リ

バ
ー
マ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
床
に
広
げ
た
巨
大
な
白
地
図
に
、

住
民
た
ち
が
生
活
者
の
視
点
で
地
域
の
魅
力
的
な
場
所
を
自
由
に
書
き

込
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
へ
の
愛
着
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

を
醸
成
す
る
と
い
う
試
み
が
実
践
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
一
年
に
は
、

水
俣
病
問
題
を
抱
え
る
熊
本
県
水
俣
市
で
、
水
俣
病
問
題
に
対
処
し
て

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
再
生
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
、
環
境
資
源
を
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
む
地
域
資
源
マ
ッ
プ
を
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。
九
〇
年
代
以
降
は
、
身
近
な
地
域
の
中
で
、

環
境
に
良
い
も
の
と
悪
い
も
の
を
世
界
共
通
の
絵
文
字
と
ア
イ
コ
ン
を

使
っ
て
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
グ
リ
ー
ン
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
と
い
う
国
際
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
日
本
で
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
文
部
科
学
省
の
奨
励
に
よ
っ

て
、
小
中
学
校
の
校
区
内
で
事
件
や
事
故
が
起
こ
り
そ
う
な
場
所
を

確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

地
図
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

地
図
の
断
片
化
を
さ
ら
に
進
行
さ
せ
た
の
が
、
地
図
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
い
う
現
象
で
す
。
特
にG

oogle

マ
ッ
プ
の
よ
う
な
ス
マ
ホ
の
地
図

ア
プ
リ
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
図
は
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
事
足

り
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
で
特
に
重

要
な
の
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
が
自
分
の
居
場
所
を
常
に
感
知
し
、
地
図
の
中
心
に
自
動
的
に
表
示

し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
自
分
で
地
図
を
見
渡
し
て
自
分
の
居

場
所
を
探
す
必
要
は
な
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。
地
図
ア
プ
リ
と
い
う
の

は
、
エ
ゴ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
自
己
中
心
的
な

地
図
を
自
動
的
に
表
示
す
る
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
い
る
と
こ
ろ
だ
け
を
見
る
と
い
う
、
非
常
に
断
片
的
な
地
図
の
見
方

を
誘
発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、G

oogle

マ
ッ
プ
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

機
能
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ナ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
目
的

地
ま
で
の
ル
ー
ト
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

地
図
を
見
渡
す
ど
こ
ろ
か
、
地
図
を
読
む
こ
と
す
ら
必
要
な
く
な
り
、

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
道
を
曲
が
る
だ
け
で
目
的
地
に
効
率
的
に

そ
こ
に
は
小
劇
場
や
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を
案
内
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
街
ご
と
に
詳
し
い
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
九
〇
年
代
に
な
る
と
、『
東
京
ウ
ォ
ー

カ
ー
』や『H

anako

』と
い
っ
た
新
し
い
都
市
情
報
誌
が
創
刊
さ
れ
、
こ

う
い
っ
た
情
報
誌
は
、
七
〇
年
代
の
よ
う
な
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

を
紹
介
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
大
衆
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
情
報
や
流

行
、デ
ー
ト
情
報
、グ
ル
メ
情
報
が
狭
い
エ
リ
ア
ご
と
に
断
片
的
に
マ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
利
便
性
を
追
求
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
合
理
性
や
効

率
性
を
追
求
す
る
社
会
で
は
自
然
な
流
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

地
図
が
断
片
化
さ
れ
て
い
く
と
、
全
体
が
ど
う
し
て
も
見
え
づ
ら
く

な
っ
て
、
個
人
の
地
理
的
な
認
識
ま
で
断
片
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
地
図
を
通
し
て
見
て
い
る
の
は
、
全
体

で
は
な
く
、
断
片
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
す
る
と
特
定
の
エ

リ
ア
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
け
れ
ど
、
そ
の
エ
リ
ア
の
外
の
こ
と
は
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
他
の
エ
リ
ア
と
の
位
置
関
係
が
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
間
の
空
間
認
識
と
い
う
の
は

完
全
な
も
の
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
穴
が
多
い
の
は
当
た
り
前
で
す

が
、
地
図
が
断
片
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
地
理
的
な
認

識
ま
で
も
断
片
化
し
た
り
、
断
片
性
が
強
ま
っ
た
り
す
る
と
い
う
の
は

前
の
紙
の
時
代
か
ら
、
す
で
に
変
化
の
予
兆
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
地
図
の
断
片
化
で
す
。
日
本
で
は
急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
た

一
九
七
〇
年
代
に
、
地
図
は
人
々
が
消
費
や
観
光
を
楽
し
む
た
め
の
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
っ
た
。
例
え
ば
七
〇
年
代
に
は

『an

・an

』
と
か『non-no

』
の
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
が
創
刊
さ

れ
、
そ
の
中
に
旅
行
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
こ
の
時

代
に
は
こ
れ
ら
の
旅
行
記
事
を
読
ん
で
旅
に
出
る
女
性
た
ち
が
急
増
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
図
の
描
き
方
も
、
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
距
離

と
か
縮
尺
は
あ
ま
り
正
確
で
は
な
く
、
現
実
を
か
な
り
歪
め
て
デ
フ
ォ

ル
メ
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
若
い
女
性
が
関
心
を
も
ち
そ
う
な
娯
楽

ス
ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
を
強
調
し
た
り
だ
と
か
、
あ
る
い
は
そ

こ
で
遊
ぶ
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
み
た
り
だ
と
か
。
イ
ラ
ス
ト

で
表
現
す
る
こ
と
で
な
ん
だ
か
可
愛
い
、
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
演
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
は
都
市
情
報
誌
と
い
う
の
が
次
々
と
創
刊
さ
れ
、

東
京
や
大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
学
生
運
動
と
結
び
つ
い
た「
カ

ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
」が
台
頭
し
、
小
さ
い
劇
場
や
映
画
館
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
が
増
加
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ー
な
映
画
が
上
映
さ
れ
た
り
、

学
生
の
芝
居
や
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
を
網
羅
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
都
市
情
報
誌
で
し
た
。
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的
に
訳
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
地
図
は
、
通
常
の
地
図
に「
都
市
地

図
」や「
地
形
図
」、「
日
本
地
図
」の
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
情

報
に
特
殊
性
や
偏
り
が
少
な
く
、
一
般
的
な
要
素
を
正
確
に
表
現
す
る

地
図
の
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
特
定
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
地
図
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
道
路
や
駅
、
あ
る

い
は
郵
便
局
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
目
印
に

な
る
よ
う
な
も
の
を
中
心
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。G

oogle

マ
ッ
プ

も
基
本
的
に
は
地
図
の
方
に
含
ま
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
行

政
区
画
に
基
づ
い
て
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
行
政
区
画
と
い
う

の
は
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
住
所
に
掲
載
さ
れ
る

地
名
で
す
。
正
確
な
測
量
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
国
土
地
理
院
の
よ
う
な

公
的
な
機
関
や
地
図
制
作
を
専
門
と
す
る
会
社
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
。
縮
尺
や
距
離
は
正
確
で
す
が
、
正
確
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
だ
け

で
は
表
現
し
き
れ
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
マ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
あ
る
テ
ー
マ
や
主
題
に
沿
っ
て
特
殊
な
要
素
が
選
択
さ
れ
、
そ
れ

ら
が
重
点
的
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
観
光
マ
ッ
プ
、
グ
ル

メ
マ
ッ
プ
は
、
観
光
や
グ
ル
メ
と
い
っ
た
特
定
の
テ
ー
マ
を
も
っ
て
い

る
の
で
こ
ち
ら
に
分
類
で
き
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
地
図
上
に
表
示

さ
れ
る
地
域
の
範
囲
が
必
ず
し
も
行
政
区
画
に
縛
ら
れ
ず
、
狭
い
エ
リ

マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
く
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
ま
ち
歩
き
ブ
ー
ム
も
起
こ
り
、
ま
ち
歩
き

マ
ッ
プ
が
各
地
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
ち
歩

き
マ
ッ
プ
が
従
来
の
観
光
マ
ッ
プ
と
違
う
の
は
、
訪
れ
る
観
光
資
源
が

何
も
な
い
地
域
や
ま
ち
に
、
固
有
の
歴
史
や
文
化
資
源
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
地
域
住
民
が
再
発
見
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
が
地
域
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
災
害
時
の
危
険
度
を
表
す
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
専
門
家
が
つ
く
り
ま
す
が
、
防
災
マ
ッ
プ
と
い
う
の

は
、
災
害
が
起
き
た
時
の
行
動
の
指
針
と
し
て
、
ど
こ
に
避
難
所
が
あ

る
の
か
、
備
品
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
ル
ー
ト
で
避
難
す
れ
ば
良
い
の

か
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
情
報
を
地
域
住
民
が
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
色
々
な
テ
ー
マ
の
マ
ッ
プ
が
地
域
で
つ
く
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
マ
ッ
プ
が
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

地
図
と
マ
ッ
プ
の
相
違
点

　

次
に「
地
図
」と「
マ
ッ
プ
」と
い
う
概
念
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ど
ち
ら
も
英
語
に
訳
す
と「m

ap

」
に
な
り
ま
す
が
、
私
は

地
図
を「Standard m

ap

」、
マ
ッ
プ
を「Alternative m

ap

」と
便
宜
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において物議をかもす表現の事例はあるのだろうか。やば

い〈マップ〉、気分を害する〈マップ〉、法を犯した〈マップ〉

……、そうしたものに〈マップ 〉をさらに面白いメディアと

して更新していく可能性を感じた。

　ワークにおける新しいマップのアイデアでは、プライベー

トとパブリックを交換するという自身の一貫した関心か

ら、洗濯物のマップ（一般家庭の洗濯物が眺められる場

所を示したもの）や、リビングのマップ（ストリートビュー

は家の外観しか映さないが、家をめくり返して各家庭のリ

ビングの写真だけが地図上に配置されたもの）などが思い

浮かんだ。

　〈地図〉は制約があって権力的、〈マップ〉は自由度が高

く開かれていて脱権力的なメディアという説明を受けて、

アートで言うところの「ホワイトキューブ」と「アートプロ

ジェクト」の関係に近いものを感じた。

　〈マップ〉で紹介された事例は、住民自治や環境問題、

防災、地域資源などがテーマになっているものが多く、社

会にとって誰も文句の言う余地がない「よいもの」を前提

に制作されているように思えた。このこともまた、アート

プロジェクトが「地域アート」として批判される場合と似

ている。個人的には、身の危険や法を犯してでも社会に

表現を投げかけるストリートアートが、時にアートプロジェ

クトのあり方を更新していくと考えている。では〈マップ〉

　「地図は恣意的な表現である」という言

葉で、これまでなんとなく利⽤していた地

図が、実は単一の視点から地理情報を見

たものでしかないと気づかされました。複

数の視点をもつことでしか見つけられない

ものもあるし、そこから地域の多層性を読

み解くこともできる。そう考えると、今ま

で自分が関わってきた地域を別の視点で見

るとどのように見えるのか、興味が湧きま

した。また、技術の進歩によって地図が

断片化していくという話では、VRやAR な

どの技術が発展した先に地図はどのような

姿になるのかと考えました。古江晃也

　地図やマップの種類によって、出会うも

の、気づくことが変わるのが面白い。反面、

そこに書かれていない存在を無意識に切

り捨ててしまう怖さもあり、持つのをため

らうことがある。今回のレクチャーで、既

存の観光マップには現在の情報はあるが、

「別の時代の視点」がないと実感した。そ

こで、かつての光景を豊かに想像するため

のマップをつくりたいと考えた。その時代

ごとの風景や人々の暮らしぶりを伝えるコ

ラムや図をふんだんに盛り込み、そこに現

在の地図情報のレイヤーを重ねる。そうす

ることで、残された痕跡や地形をとっかか

りに、場のスケール感を体感しつつ、当時

の光景が実感をともなって目の前に立ち上

がってくるのではないか。さらに別の時代

の情報を重ねていってもよい。井上唯

　地図に対する新たな視点を与えてくれる、

とても興味深い内容だった。中でも「地図が

社会をつくる」という考えは面白い。現代

の多様性を認める社会が地図の断片化を

加速させ、結果としてマップがより多様化

していくというように、地図と社会は一方

向ではなく相互関係にあると感じた（レク

チャーでは地図とマップを違った概念で捉

えている）。一方で、多様化による情報量

の増加に対して、自分が本当に必要とする

ものに出会うことが困難になっているので

はないかという危惧もある。ただ、多様性

の社会だからこそ自分の欲しい情報だけ

でなく、一期一会の精神で情報との偶然

の出会いを楽しむ需要的な態度も悪くな

いかもしれない。早田典央

物議をかもす〈マップ〉は可能か？
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関
与
で
き
ま
す
し
、
表
現
と
し
て
の
自
由
度
も
多
様
性
も
高
い
の
で
、

権
力
的
な
地
図
に
は
な
い
よ
う
な
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
や
地
図
の
情
報
を

生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
権
力
的
な
地
図
に

対
し
て
、
マ
ッ
プ
と
い
う
の
は
自
由
で
多
様
な
表
現
を
許
容
す
る
と
い

う
意
味
で
、
脱
権
力
的
な
地
図
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
枚
の
地
図
だ
け
で
は
、
複
雑
化
す
る
社
会
や
都
市
を
表
現
す
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
マ
ッ
プ
が

つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
図
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
イ
メ
ー
ジ
や

情
報
を
補
完
し
て
、
地
域
の
多
層
性
を
表
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
え
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
マ
ッ
プ
と
い
う
の
は
地
域
の
多

層
性
を
表
現
す
る
レ
イ
ヤ
ー
、
つ
ま
り
地
層
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
の
ど
の
レ
イ
ヤ
ー
を
切

り
取
る
か
に
よ
っ
て
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
編
集
す
る
、
あ
る
い
は
デ

ザ
イ
ン
す
る
営
み
と
言
い
表
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
多
様
な
テ
ー
マ
の

マ
ッ
プ
を
つ
く
り
、
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
多
層
性
を
表
現
す
る
こ
と
を
、
私
は
マ
ッ
プ
の「
テ
ー
マ
・

レ
イ
ヤ
リ
ン
グ
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
も
そ
れ
一
枚
だ
け
で
は

一
元
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
、
同
じ
地
域
で
い
ろ
い
ろ
な

テ
ー
マ
の
マ
ッ
プ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が

よ
り
多
層
的
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
に
限
定
し
て
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
梅
田
駅
周
辺
や

難
波
駅
周
辺
、
近
鉄
奈
良
駅
周
辺
の
よ
う
に
、
駅
中
心
の
エ
リ
ア
対
象

で
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
行
政
区
画
に
縛
ら
れ
な

い
、
曖
昧
で
緩
や
か
な
エ
リ
ア
の
こ
と
を「
文
化
単
位
」と
呼
び
ま
す
。

ま
た
、
地
図
と
マ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
と
、
地
図
と
い
う
の
は
正

確
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
反
面
、
無
機
質
で
シ
ン
プ
ル
な
表
現
に
な
り
や

す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
プ
は
、
作
り
手
の
意
思
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ

ン
で
き
る
の
で
、
地
図
に
い
ろ
い
ろ
な
演
出
を
施
す
こ
と
が
で
き
る

し
、
自
由
に
テ
ー
マ
や
エ
リ
ア
を
設
定
で
き
ま
す
。

マ
ッ
プ
は
地
域
の
多
層
性
を
表
現
す
る
レ
イ
ヤ
ー

　

地
図
は
行
政
区
画
と
い
う
公
的
な
空
間
を
表
現
し
、
専
門
機
関
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
制
約
が
あ
る
と

言
え
ま
す
。
そ
れ
は
行
政
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
機
関
に
よ
っ
て
、
正
確

な
測
量
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
表
現
と
し
て

の
多
様
性
み
た
い
な
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
実
際
に
そ
れ
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
公
的
な
機
関
や
専
門
機
関
だ
け
な
の
で
、
一
般
の
市

民
は
地
図
の
制
作
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
部
の
組
織
や

人
々
に
権
力
を
握
ら
れ
た
、
あ
る
意
味
で
権
力
的
な
地
図
で
あ
る
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ッ
プ
は
誰
も
が
制
作
に
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

休
農
地
の
対
策
を
行
っ
た
り
、
伝
統
野
菜
を
実
際
に
計
画
栽
培
し
た
り

し
て
、
そ
れ
を
三
つ
目
の
組
織
で
あ
る
株
式
会
社「
粟
」
の
飲
食
事
業

や
加
工
品
事
業
で
す
べ
て
買
い
と
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
材
と
し
て
用

い
た
り
、
商
品
開
発
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
組
織
で
、
伝
統
野
菜
の
種
の
調
査
と
保
存
、
栽
培
、

活
用
と
い
う
三
つ
を
連
携
し
て
行
う「
六
次
化
」が
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

粟
」
の
ス
キ
ー
ム
で
す
。
伝
統
野
菜
を
守
り
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、

お
金
に
な
ら
な
く
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
自
然

な
形
で
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
し
て
活
用
さ
れ
、
皆
さ
ん
が

喜
ぶ
か
ら
皆
が
つ
く
り
た
く
な
り
、
ま
た
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
生
む
こ
と
が
一
番
で
す
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
た
末

に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
皆
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
清
澄
の
里 

粟
」で

す
が
、
二
十
一
年
前
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
言
葉
さ
え
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
で
は
、
全
国
各
地
で
地
域
活
性
の
手
法
や
、
農
家
が
付

加
価
値
を
つ
け
て
営
み
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
方
法
論
と
し
て
、
非

常
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ギ
が
暮
ら
す
な
か
、
こ
の
里
で
つ
く
ら

れ
た
伝
統
野
菜
が
中
心
の
お
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
コ
ー

ス
で
五
十
種
類
以
上
の
食
材
を
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。
年
間

百
五
十
種
類
ほ
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
馴
染
み
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟
」を
支
え
合
う
三
つ
の
組
織

　

伝
統
野
菜
の
種
を
守
り
広
げ
て
い
く
、
そ
の
過
程
で
地
域
を
活
性
化

し
て
い
く
と
い
う
目
標
を
も
っ
て「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟
」
は
生
ま
れ
ま

し
た
。
本
日
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
、
奈
良
市
高
樋
町
を

中
心
と
し
た
精
華
地
区（
旧
五
ヶ
谷
村
）、
別
名
が
清
澄
の
里
と
呼
ば

れ
る
エ
リ
ア
が
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
人
口
は
約
千
人
、
家
の
数

は
約
三
百
軒
で
、
典
型
的
な
村
で
す
。
奈
良
の
市
街
地
に
も
近
く
、
こ

こ
の
標
高
が
百
三
十
メ
ー
ト
ル
、
そ
し
て
車
で
五
分
ほ
ど
走
る
と
四
百

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
平
地
か
ら
高
原
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
気
候

を
も
っ
て
い
る
中
山
間
地
域
で
す
。

　

我
々
が
考
え
た
事
業
ス
キ
ー
ム
は
三
角
形
で
し
て
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
粟
」で
は
三
つ
の
組
織
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
様
々
な
伝
統

野
菜
の
調
査
研
究
や
在
来
ヤ
ギ
の
保
存
活
動
な
ど
、
公
益
の
活
動
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清
澄
の
村
。
地
域
の
各
世
代
の
中
心
人
物
が
役
員
と
し

て
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
十
年
間
で
奈
良
県
全
域
を

回
り
、
地
域
に
眠
っ
て
い
る
在
来
作
物
や
伝
統
野
菜
を
調
査
し
、
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。
種

を
お
預
か
り
し
保
存
す
る
シ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
中
山
間
地
域
を
活
性
し
て
い
く
た
め
に
地
元
の
集
落
営
農

を
行
う
組
織「
五
ヶ
谷
営
農
協
議
会
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
様
々
な
遊

［
パ
ー
ト
１
］三
浦
雅
之
さ
ん
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

「
藝
」の
語
源
に
農
業
あ
り

　

ま
ず
初
め
に
、
芸
術
の「
藝
」
の
語
源
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
亀
の
甲
羅
に
刻
ま
れ
た
文
字「
甲
骨
文
」
と
、
青
銅
器
の
中

に
書
か
れ
て
い
た
文
字「
金
文
」
が
そ
も
そ
も
の
起
源
で
す
が
、
実
は

農
業
を
意
味
し
て
お
り
、
女
性
が
木
を
植
え
て
い
る
姿
か
ら
文
字
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
漢
字
研
究
家
と
し
て
有
名
な
白
川
静
さ
ん
の『
字
統
』

に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
日
、
こ
こ
で
私
が
農
業
の
お
話
を
す
る
の

は
、
あ
る
意
味
で
必
然
な
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
粟
」に
込
め
ら
れ
た
意
味

　

お
店
の
屋
号
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
も「
粟
」
で
す
が
、
大
切
な
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
和
言
葉
の
研
究
者
、
林
英
臣
さ
ん
の
著

書
に
よ
る
と
、
大
和
言
葉
で
は「
あ
」
に
は
す
べ
て
の
始
ま
り
と
い
う

意
味
が
あ
り
、「
わ
」
に
は
す
べ
て
の
調
和
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
聖

徳
太
子
の「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」と
い
う
言
葉
も
そ
う
で
す
が
、

和
を
大
事
に
し
よ
う
と
か
、
友
達
の
和
を
と
り
も
つ
と
い
う
よ
う
に
、

今
で
も
調
和
の
イ
メ
ー
ジ
で
使
わ
れ
ま
す
よ
ね
。

　

粟
に
は
、
い
ろ
い
ろ
縁
起
の
良
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
旧
暦

の
中
に
あ
る「
一
粒
万
倍
日
」
と
い
う
事
始
め
の
吉
日
は
、
粟
か
ら
生

ま
れ
た
言
葉
で
す
。
一
粒
の
お
米
の
種
を
蒔
く
と
、
ど
れ
く
ら
い
に
増

え
る
か
ご
存
知
で
す
か
。
様
々
な
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
普

段
食
べ
て
い
る
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
は
二
千
粒
く
ら
い
に

増
え
る
も
の
が
多
く
、
た
く
さ
ん
採
れ
る
品
種
だ
と
四
千
粒
く
ら
い
。

と
こ
ろ
が
粟
は
、
一
粒
蒔
く
と
一
万
粒
く
ら
い
増
え
る
。
豊
穣
を
最
も

象
徴
し
て
い
る
穀
物
な
の
で
す
。

奈
良
の
中
⼭
間
地
で
あ
る
清
澄
の
里
で
、
在
来
作
物
の
調
査
研
究
・
栽
培
保
存
に

取
り
組
む
農
業
家
の
三
浦
雅
之
さ
ん
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
粟
」を
介
し
て
世
代
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
自
給
的
生
活
文
化
の
継
承

と
創
造
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
お
招
き
し

た
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
在
来
資
源
の
価
値
を
掘
り
起
こ
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
観
光
社
会
学
者
の
ラ
ナ
シ
ン
ハ
・
ニ
ル
マ
ラ

さ
ん
。
三
浦
さ
ん
ご
夫
妻
が
営
む
レ
ス
ト
ラ
ン「
清
澄
の
里 

粟
」で
お
二
⼈
に

よ
る
お
話
を
聞
い
た
後
、
周
辺
を
歩
い
て
自
然
環
境
や
畑
を
見
学
し
ま
し
た
。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

し
た
。
今
ま
で
ず
っ
と
伝
統
野
菜
を
守
り
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
広
げ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟
」
で
は
、
近
畿
大
学
と
十
年
以
上
連
携
し
て
、

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。例
え
ば
、レ
ッ

ド
デ
ー
タ
に
載
っ
て
い
る
世
界
最
小
の
ネ
ズ
ミ
、
ニ
ホ
ン
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

の
よ
う
な
希
少
な
生
き
物
が
生
息
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
が
奈
良
に
は

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
生
物
多
様
性
も

視
野
に
入
れ
た
農
業
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

絶
滅
し
た
ペ
タ
キ
ン
と
呼
ば
れ
る
ニ
ッ
ポ
ン
パ
ラ
タ
ナ
ゴ
を
復
活
さ
せ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
こ
の
店
の
裏
で
ペ
タ
キ
ン
の
繁
殖
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
魚
が
生
息
で
き
る
環
境
は
、
非
常
に
健
康
的
な
生
態

系
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
伝
統
野
菜
だ
け
で
な
く
生
物
多
様

性
も
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
水
を
使
っ
た
農
作
物
を
新
し
く
商
品

開
発
し
、
行
政
の
お
金
に
頼
ら
ず
自
走
し
て
い
け
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ヤ
ギ
の
話
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
ペ
ー

タ
ー
君
と
ハ
ナ
ち
ゃ
ん
が
来
ま
し
た
ね
。
脚
が
短
い「
シ
バ
ヤ
ギ
」
と

な
い
も
の
ば
か
り
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
五
感
で
感
じ
て
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

在
来
作
物
を
活
か
し
て
新
商
品
を
開
発
す
る

　

ま
た
、
特
産
の
五
ヶ
谷
生
姜
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
地
域

資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
も
大
学
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
に
は
六
種
類
の
粟
が
あ
り
、そ
の
中
で
も
最
高
級
と
い
わ
れ
る「
む

こ
だ
ま
し
」。
ほ
ぼ
絶
滅
し
て
い
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
種
を
持
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
と
出
会
い
、
今
で
は
約
三
百
坪
の
畑

で
生
産
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
む
こ
だ
ま
し
」を
加
工
し
て「
粟
生
」と

い
う
和
菓
子
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
平
城
京
遷
都
千
三
百
年
の
時
に
、

皇
太
子
だ
っ
た
今
の
天
皇
陛
下
が
春
日
大
社
を
御
参
拝
さ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
提
供
す
る
和
菓
子
と
し
て「
粟
生
」
を
選
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
地
元
で
生
産
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
大
量
に
粟
を
生
産
で
き
な
い
。
お
土
産
に
す
れ
ば
た
く
さ
ん
売
れ

ま
す
が
、
今
は
店
で
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
様
々
な
食
育
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
野
菜

の
絵
が
店
内
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
天
理
市
に
暮
ら
し
て
い
る
作
家

さ
ん
が
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
た
野
菜
を
十
六
年
間
描
き
続
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
絵
を
使
っ
た
カ
ル
タ
を
食
育
の
教
材
と
し
て
つ
く
り
ま
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の
質
問
を
し
ま
す
が
、
一
つ
は
な
ぜ
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
も
う

一
つ
は
ど
う
し
て
つ
く
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
多
く
の
方
々
が

当
た
り
前
と
い
う
顔
で「
つ
く
り
や
す
い
か
ら
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

も
う
一
つ
に
つ
い
て
も
、
当
た
り
前
と
い
う
顔
で
皆
さ
ん
こ
う
言
う
ん

で
す
。「
美
味
し
い
か
ら
」と
か
、
お
孫
さ
ん
を
思
い
浮
か
べ
て「
誰
々

が
好
き
や
か
ら
」と
。
そ
ん
な
言
葉
に
た
く
さ
ん
出
会
う
も
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
伝
統
野
菜
や
在
来
作
物
を
つ
く
っ
て
い
く
時
の
一
つ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
つ
く
り
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
は
気
候
風
土
に
適
応
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
。「
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
か
ら
」
と
い
う
の
は
、
個
人
の
嗜
好

性
を
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
食
の
安
心
安
全
が
叫

ば
れ
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
切
な
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

食
べ
る
人
の
顔
ま
で
思
い
浮
か
べ
て
野
菜
を
つ
く
る
農
家
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
農
業
の
変
遷
の
中
で
、
大
き
な
農
業
だ
け
で
な
く
、
小

さ
な
農
業
も
組
み
合
わ
せ
て
、
人
類
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
伝
統
野
菜
を
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
こ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
』で
記
事
に
ま
と
め
て
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
い

ま
す
。

食
べ
る
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
つ
く
る
伝
統
野
菜
の
エ
ッ
セ
ン
ス

　

妻
の
陽
子
と『
家
族
野
菜
を
未
来
に
つ
な
ぐ
』（
学
術
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）を
著
し
た
翌
年
、
国
連
は
国
際
家
族
農
業
年
を
定
め
ま

し
た
。
当
時
、
日
本
で
は
大
規
模
化
と
付
加
価
値
化
と
い
う
二
本
柱
で

農
業
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
小
さ
な
農
業
に
注
目
す
る
風
潮

で
は
な
く
、
国
際
家
族
農
業
年
は
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界
で
は

人
口
が
増
え
す
ぎ
て
農
業
が
限
界
に
き
て
い
ま
す
。
食
糧
不
足
を
打
破

し
て
い
く
た
め
に
、
多
収
の
作
物
を
つ
く
る
品
種
改
良
や
生
産
技
術

の
向
上
に
加
え
て
、
家
庭
菜
園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
、
屋
上
菜
園
な
ど

で
皆
が
少
し
ず
つ
食
べ
物
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
農
業
を
見
直
そ
う
と
い
う
の
が
国
際
家
族
農
業
年
で
す
。

そ
の
中
で
在
来
作
物
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
う
ち
の
村
に
は
親
子
三
世
代
で「
椿
尾
ご
ん
ぼ
」
と
い
う

伝
統
的
な
ゴ
ボ
ウ
を
つ
く
っ
て
い
る
ご
家
族
が
い
ま
す
。
売
る
た
め
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
が
食
べ
た
り
、
お
歳
暮
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
配
っ
た
り
し
て
い
る
。
誰
か
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

生
産
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
調
査
に
行
っ
た
時
に
必
ず
二
つ

い
う
在
来
種
の
ヤ
ギ
で
し
て
、
近
年
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

二
十
年
前
に
飼
育
を
始
め
て
、
こ
れ
ま
で
三
十
九
回
の
出
産
を
経
て
、

七
十
九
頭
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
ヤ
ギ
を
も
ら
っ
て

い
た
だ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
く
よ
う
な
形
で
、
在
来
種
の

ヤ
ギ
の
保
存
を
し
て
い
ま
す
。
か
れ
ら
は
可
愛
い
上
に
、
お
店
の
仕
事

を
三
つ
ほ
ど
し
て
く
れ
ま
す
。
雑
草
を
一
緒
に
刈
っ
て
く
れ
た
り
、
野

菜
く
ず
を
食
べ
て
土
に
返
し
て
く
れ
た
り
、
接
客
も
し
て
く
れ
る
、
欠

か
せ
な
い
存
在
で
す
。
ち
な
み
に
ペ
ー
タ
君
は
カ
メ
ラ
目
線
と
ポ
ー
ジ

ン
グ
が
完
璧
で
す
の
で
、
一
緒
に
お
写
真
を
撮
り
た
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
ぜ
ひ
。

奈
良
に
眠
る
資
源
を
掘
り
起
こ
す「
は
じ
ま
り
の
奈
良
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
奈
良
で
眠
っ
て
い
る
歴
史
的
、
文

化
的
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
り
共
有
し
た
り
、
も

し
く
は
行
政
関
係
者
や
メ
デ
ィ
ア
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
研
究
者
、
事
業

者
、
農
家
が
協
働
し
て
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
地
方
創
生
を
し

よ
う
と
い
う
目
的
で
、「
は
じ
ま
り
の
奈
良
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
月
に
一

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
奈
良
発
祥
の
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
て
、

例
え
ば
御
所
柿
は
日
本
初
の
完
全
甘
柿
で
す
が
、
日
本
一
の
柿
博
士
で

あ
る
浜
崎
貞
弘
さ
ん
に
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、月
刊
誌『
デ
ィ

「
七
つ
の
風
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

　

伝
統
野
菜
は
、
現
代
の
民
藝
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
柳
宗

悦
が
提
唱
し
た
民
藝
は
、
も
と
も
と
日
本
が
も
っ
て
い
た
手
仕
事
や
生

活
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
と
技
を
表
現
す
る
心
で
し
た
が
、
い
つ
し
か
民

藝
運
動
は
物
が
対
象
に
な
り
金
持
ち
の
贅
沢
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

民
藝
研
究
者
の
鞍
田
崇
さ
ん
と
お
会
い
し
た
時
、
伝
統
野
菜
が
そ
の
役

割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
野
菜
は
、

そ
れ
以
外
の
野
菜
と
比
べ
て
、「
七
つ
の
風
」
に
非
常
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
か
ら
で
す
。「
七
つ
の
風
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
地
域
に
眠

る
新
し
い
知
を
見
つ
け
だ
す
一
つ
の
ま
な
ざ
し
に
な
る
も
の
で
す
。

　

一
つ
目
の
風
は
、
そ
の
地
域
特
有
の「
風
土
」
で
す
。
標
高
や
風
の

流
れ
、
降
水
量
な
ど
、
そ
の
地
域
が
も
つ
最
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
性
質
で

あ
る
風
土
を
活
か
し
て
、
人
間
は
生
き
て
い
く
た
め
に
農
作
物
を
つ
く

り
ま
す
。
こ
の「
風
味
」
が
二
つ
目
の
風
。
農
作
物
や
酒
、
果
物
、
山

の
幸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
霜
が
降
り
る
と
白
菜
が
甘
く
な
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
同
じ
品
種
で
も
そ
の
地
域
特
有
の
気
候
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

る
風
味
が
あ
り
ま
す
。

　

風
土
の
中
で
風
味
を
つ
く
っ
て
い
く
な
か
で
生
ま
れ
る
の
が
、
三

つ
目
の「
風
景
」で
す
。
例
え
ば
、
棚
田
は
自
然
の
原
風
景
で
は
な
く
、

人
間
の
営
み
と
自
然
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
美
し
い
風
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［
パ
ー
ト
２
］ラ
ナ
シ
ン
ハ
・
ニ
ル
マ
ラ
さ
ん
に
よ
る
コ
メ
ン
ト

ラ
ナ
シ
ン
ハ
・
ニ
ル
マ
ラ　

三
浦
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
店
に
入
っ

て
す
ぐ
に
気
づ
い
た
の
が
、
蛇
の
よ
う
な
形
の
ヘ
ビ
ウ
リ
。
ス
リ
ラ
ン

カ
に
も
そ
っ
く
り
な
セ
イ
ロ
ン
ウ
リ
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
だ
と
普
通
の

ス
ー
パ
ー
で
は
売
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
く
と
手
に
入
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
伝
統
野
菜
の
よ
う
な
も
の
を
扱

う
小
さ
な
お
店
で
買
え
ま
す
。
現
代
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
世
界
が

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
三
浦
さ
ん
が
イ
ン
ド
か
ら
そ
の
種
を
持
っ
て

き
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
健
康
に
良
い
伝
統
野
菜
で
世
界

が
つ
な
が
る
と
い
う
の
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
最
近
は
伝
統
野
菜
が
も
つ
健
康
面
で
の
意
義
が
再

認
識
さ
れ
て
、伝
統
野
菜
を
扱
う
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
伝
統
的
な
米
の
種
類
は
約
三
百
以
上
あ
り
ま
す
が
、
普

段
食
べ
て
い
る
の
は
三
種
類
と
か
五
種
類
く
ら
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た

多
様
な
種
類
を
再
発
見
し
て
、
シ
ー
ド
バ
ン
ク
み
た
い
に
種
を
保
存
し

て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
少
し
ず
つ
見
ら
れ
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
場

合
は
、
政
府
で
あ
れ
非
政
府
組
織
で
あ
れ
、
若
い
人
が
い
ろ
い
ろ
や
り

晴
ら
し
い
民
族
で
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
渡
辺
京
二
さ
ん
が『
逝
き
し

世
の
面
影
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）
で
そ
の
時
の
言
葉
を
ま
と
め

て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
日
本
人
は
遊
・
学
・
働
が
融
合
し
た
最
高
の

生
活
文
化
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
六
つ
の
風
を
感
じ
る
な
か
で
生
ま
れ
る
日
本
人
の
心
持
ち
や

価
値
観
、
す
な
わ
ち「
風
情
」
が
最
後
の
風
で
す
。
例
え
ば
、
営
農
協

議
会
の
会
長
は
農
作
業
で
昔
な
が
ら
の「
は
ざ
掛
け
」
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
や
老
人
が
手
伝
え
る
関
わ
り
し
ろ
が
生

ま
れ
ま
す
。
関
わ
り
し
ろ
が
あ
る
こ
と
で
、
か
れ
ら
が
見
聞
き
す
る
景

色
や
出
来
事
ま
で
食
卓
に
隠
し
味
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
伝
統
野
菜
の
中
に
眠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を
締
め
く
く
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

景
で
す
。
奈
良
だ
と
ど
こ
に
で
も
柿
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
か
ど
こ

か
で
誰
か
が
柿
を
植
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
す
。
四
つ
目
の
風
は「
風

習
」。
生
き
る
た
め
の
知
恵
を
指
し
て
お
り
、
食
文
化
や
伝
統
芸
能
も

含
ま
れ
ま
す
。
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
細
か
く
分
け
る
と
二
十
四
節

気
に
な
る
。
昔
の
人
た
ち
は
五
日
ご
と
に
自
然
の
変
化
を
感
じ
て
い
た

の
で
、
さ
ら
に
七
十
二
候
に
分
け
ら
れ
る
。
昔
は
皆
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
用
い
て
い
た
生
活
の
知
恵
で
し
た
が
、
し
っ
か
り
見
つ
め
直
す
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

五
つ
目
の
風
は「
風
物
」、
つ
ま
り
生
活
工
芸
の
こ
と
で
す
。
人
間

国
宝
が
つ
く
る
美
術
工
芸
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
大
切
に
し
た
い
の
は

生
活
工
芸
で
す
。
江
戸
時
代
で
は
九
十
九
％
以
上
の
物
が
自
然
か
ら
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
石
油
製
品
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
人
間
は
自
然
の
中
で
自
然
を
活
か

し
て
生
き
て
き
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
生
業
に
再
び
目
を
向
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

六
つ
目
は「
風
俗
」
で
、
生
活
文
化
を
指
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

定
め
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
八
時
間
睡
眠
、
八
時
間
労
働
、
八

時
間
余
暇
で
す
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
世
界
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
日
本
人
研
究
を
し
た
海
外
の
文
化
人
類
学
者
が
、
日

本
人
は
遊
ぶ
こ
と
、
働
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
素
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た
い
と
思
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
い
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
が
、
若
い
頃
か
ら
三
浦
さ
ん
が
実
践
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
、
す
ご
く
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　

人
が
生
き
残
る
た
め
に
本
当
に
大
事
な
も
の
と
し
て
、
食
べ
物
、
水
、

綺
麗
な
空
気
の
三
つ
が
あ
る
。
経
済
が
ど
れ
ほ
ど
発
展
し
て
も
、
人
が

生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
が
無
視
さ

れ
る
よ
う
な
生
活
を
世
界
中
で
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
リ
ラ

ン
カ
で
は
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
課
さ
れ
、
全
く
家
を
出
ら
れ
な
く

な
り
、
お
金
が
あ
っ
て
も
食
べ
物
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
時
期
が

一
ヶ
月
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
家
族
菜
園

を
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
は
ア

パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
小
さ
な
庭
の
あ
る
家
で
暮
ら
し
て

い
る
の
で
、
都
市
に
住
ん
で
い
る
人
で
も
栽
培
で
き
ま
す
。
若
者
も
栽

培
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
ブ
ー
ム

が
起
き
て
も
後
で
全
く
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
謳
う「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
と
い
う

目
標
も
、
持
続
可
能
な
農
業
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
国
で
あ

れ
地
域
で
あ
れ
、
食
料
を
他
の
国
や
地
域
に
依
存
し
な
い
こ
と
、
自
給

自
足
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
学
び
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
面
に
お
い
て
も
三
浦
さ
ん
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う
な
病
気
に
対
抗
す
る
た
め

に
、
伝
統
野
菜
な
ど
の
健
康
的
な
食
を
心
が
け
て
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
食
そ
の
も
の
が
薬
に
な
る
と
い
う
考
え
は
、
ス
リ
ラ

ン
カ
で
も
あ
る
程
度
は
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
健
康
面
か
ら
の
み
な

ら
ず
、
奈
良
の
場
合
は
観
光
と
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
海
外
や
他
の
地

域
か
ら
の
観
光
客
が
、
そ
の
土
地
の
伝
統
的
な
野
菜
や
食
材
を
食
べ
ら

れ
る
こ
と
に
は
、
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
を

メ
イ
ン
と
し
た
食
生
活
は
、
排
気
ガ
ス
や
二
酸
化
酸
素
を
た
く
さ
ん
排

出
す
る
肉
を
食
べ
る
よ
り
も
、
自
然
環
境
に
良
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
三
浦
さ
ん
が
つ
く
っ
た
、
面
白
い
形
を
し
た
野
菜
の
写
真
を

集
め
た
野
菜
ア
ー
ト
の
本
を
見
て
い
る
と
、
野
菜
の
形
は
こ
ん
な
に
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
か
と
驚
き
ま
す
。
私
た
ち
に
は「
こ
の
野
菜
は
こ
の

形
」と
い
う
思
い
込
み
が
あ
り
、
普
通
だ
っ
た
ら
形
が
違
う
の
は
良
く

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ア
ー
ト
と
し
て
捉
え
て
発
信
し
て
い

く
の
が
良
い
。
そ
の
背
後
に
は
大
き
な
可
能
性
や
意
味
が
あ
り
、
食
品

廃
棄
を
減
ら
す
方
向
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

三
浦
さ
ん
の
七
つ
の
風
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
自
分
で
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
感
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
小
さ
な
農
業
で

自
分
が
食
べ
る
も
の
を
自
分
で
つ
く
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
に
な
っ
て

く
る
。
日
本
で
は
全
く
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
身
と
し
て
も
、
小
さ
な
こ

と
か
ら
で
き
る
か
も
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
に
お
聞
き

し
た
い
の
で
す
が
、
個
々
人
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
時
、
ま
ず
ど
う
い

う
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

三
浦
雅
之　

プ
ロ
の
農
家
に
な
ら
な
く
て
も
、
農
的
な
も
の
を
ち
ょ
っ

と
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
様
々
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す

し
、
農
学
校
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め

に
貸
し
農
園
や
体
験
農
園
を
し
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い

う
と
こ
ろ
で
実
際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
の
が
具
体
的
な
一
つ
の
手
で

す
。
も
し
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
で「
う
ち
の
畑
が
空
い
て
い
る
」

と
い
う
話
も
、
特
に
こ
れ
か
ら
は
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

ね
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
管
理
し
よ
う
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
伝
統
野
菜
や
発
酵
食
品
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
奈
良
は
発
酵
食
品
の
発
祥
地
で
も
あ
り
、柿
の
葉
寿
司
や
奈
良
漬
、

清
酒
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
発
酵
食
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の

を
自
分
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
ま
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目の当たりにすると、「アートで地域活性化」というのは言

い方として成立しないことがわかってくる。このレポートに

あたって、三浦さんの事業スキームをアートに応⽤できな

いかと少し考えてもみたけど、どうもしっくりこない。

　三浦さんが提唱する「自給的生活」は、三浦さんの実践

する食だけでなくても、エネルギーや住屋、学び、生業、

健康、助け合いなどを入り口にすることもできるという。

それは、税金やサービス料を支払うことで他者に委ねてき

たことを、自分たちに取り戻すことと言えるだろう。それ

が豊かさと幸せにつながる。これは多くのアートプロジェ

クトと共鳴する考え方である（そもそもアートプロジェクト

は脱近代を試みる表現形態なので）。

　「自給率」という切り口で見た時に、「アートの自給」と

いうのも考えては見たものの、やはりこれも言い方として

成立しないことがわかる。アートは手段でも目的でもなく、

豊かさと幸せに向かうやり方（これが何であれ）の全体性

の中に立ち現れる現象のことではないだろうか。

　三浦さんは三つの組織を運営し、それらを有機的につ

なげながら独自の事業を展開している。その事業スキーム

が美しい。NPO（調査研究）と農業協議会（生産）、農家

レストラン（活⽤）のトライアングルで、それらの中心に「伝

統野菜で地域活性化」という一貫したテーマがある。「地

域活性」という言い方自体に魅力を感じたことはこれまで

なかったけど、それは表層的なものを扱う事例しか知らな

かったから、ということがよくわかった。三浦さんの取り

組みは、自然と人、地域と人、人と人、人の外側と人の

内側をつなぐ、本質的な地域活性だった。

　また、「清澄の里 粟」の環境は、屋号の「粟」のコンセ

プトである「あ：はじまり」と「わ：調和」が、見事に体現さ

れた場だった。田の神様、在来種のヤギ、一年中ほとん

どずっと一緒にいるという陽子さん、室内に入ってくる蜂、

テーブルに並べられた伝統野菜、野菜アートの冊子、柿

の木、見渡せる風景、畑、そして三浦さんの人柄、すべ

てがはじまりのようであり、調和のようであるもの。この

全体性は、まさに「アートなるもの」だと感じた。これを

　伝統野菜による地域活性に取り組むプロジェクト粟の活動に

ついて伺った。その土地で人間が生活するための基盤として農業

があり、またその活動を通して共感が生まれ、健康的なコミュニ

ティが形成されていく。食や農を通して、人と人、人と地域をつ

なぐ技術は、まさに「生きる技術」としてのアートマネジメントだ

と感じた。櫻井莉菜

　小学生の頃に「本当に美味しい」と思った給食のメニューがあ

る。黄ニラのお吸い物だ。子どもの頃は食材や料理に興味がな

く特に気にしなかったが、成長するにつれて黄ニラが地元岡山県

の特産品であり、市場にあまり出回らない希少な野菜であると

知った。給食でそれをいただけるとは、なんて恵まれているのだ

ろうと、岡山を誇らしく感じるようになった。奈良にも、地域で

昔からつくられている「大和野菜」がある。土地の風土によく合っ

て栽培しやすく、美味。値段は他の地域や外国産の方が安く、

学生である私には手が届きにくい存在だが、地域の人々に美味し

さと誇りを与えてくれる地場野菜は、これからも継承されていっ

てほしいと願う。三浦さんはそのために大和野菜を美味しく調理

して気軽に楽しめる場を設けたり、「大和の野菜いろはカルタ」

を制作された事例を紹介されていたが、自分たちでもその方法を

考えてみたい。石川理香子

全体性としてのアート

人と人、人と地域をつなぐ「生きる技術」 美味しさと誇りを与えてくれる地場野菜

　フィールドワークで、豆はあえて雑草を刈らずに種を蒔くことで

鳥に啄まれないという話を聞き、ある本の一節を思い出した。「田

んぼの外に雑に蒔いた雑草だらけの場所に生きる作物の方が立派

だった。」自然の中であらゆる生物は、あるがままに生きている。

それを知ろうとせず、合理性・利便性ばかり求め続けることは、こ

の上なく愚かな行為だと感じた。山本篤子

あるがままに

す
。
そ
し
て
、「
七
つ
の
風
」に
リ
ン
ク
し
た
食
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
家
、

学
び
、
生
業
、
健
康
、
助
け
合
い
と
い
う「
七
つ
の
自
給
率
」
を
高
め

て
い
く
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
必
ず
や
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
七
つ
の
自
給
率
を
高
め
て
い
く
と
結
果
的
に
豊
さ
と
幸
せ
の
自
給
率

も
高
ま
り
ま
す
。
お
金
で
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
代
わ
り
に
誰
か
に
委
ね
て

い
た
も
の
を
、
自
分
た
ち
の
手
に
握
り
直
す
と
い
う
動
き
で
す
。

　

七
つ
の
中
の
自
分
が
好
き
な
分
野
か
ら
始
め
て
い
く
と
、
類
は
友
を

呼
び
、
別
の
分
野
で
自
給
し
て
い
る
人
と
必
ず
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

自
分
が
得
意
な
も
の
、
好
き
な
も
の
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
、
小
さ
な

と
こ
ろ
か
ら
取
っ
か
か
り
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
実
は
近
道
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
水
面
に
少
し
ず
つ
さ
ざ
波
を
立
た
せ
、
波

に
な
り
、う
ね
り
に
な
っ
て
、つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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［
パ
ー
ト
１
］奈
良
の
ま
ち
を
陸
奥
賢
さ
ん
と
歩
く

読
解
編
の
第
五
回
の
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
た
陸
奥
賢
さ
ん
は
、「
大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
大
阪
モ
ダ
ン
寺
巡
礼
」な
ど
、

独
自
の
視
点
で
数
多
く
の
ま
ち
歩
き
を
企
画
し
な
が
ら
、
観
光
や
メ
デ
ィ
ア
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
様
な
分
野
で
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
陸
奥
さ
ん
と
一
緒
に
奈
良
の
ま
ち
を
歩
い
た
後
、
奈
良
県
⽴
大
学
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
し
、
土
地
や
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
読
み
解
く
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

⑦西方寺の駐車場で、奈良県立大学の近辺がもつ
歴史的なアジール／マージナル性についてお話を聞く。

④第九代天皇である開化天皇の古墳を訪れる。江
戸時代の地図には載っていないが、明治時代の地
図には掲載されている。

①ＪＲ奈良駅の旧駅舎前で陸奥さん、受講者、ス
タッフが集合。1844年と1908年の古地図を持って、
まち歩きスタート。

⑧稲荷神社の正一位太田大明神。奈良県立大学の
ある地域が芝辻村と呼ばれていた時代に献納され
た灯篭が残っている。

⑤今川義元の息子が建立したという西照寺の歴史
物語を聞き、徳川家康の墓碑を拝む。

②棚田嘉十郎の名が刻まれた石碑の前で、平城宮
跡の保存活動に尽力したお話を聞く。

⑨奈良県立大学の門前。かつて陰陽師を補佐する
声聞師が住んでおり、声聞師は曲舞や猿楽などの
芸能も行っていたとのこと。

⑥ひっそりと集められた油坂町地蔵尊。現在は市
営住宅に取り囲まれているが、かつては村とまちの
端境だったそう。

③なだらかな坂を上る三条通りの途中で、ハザード
マップを見ながら、奈良の地形とまちの形成の関係
についてお話を聞く。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

や
岩
を
切
り
開
い
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
つ
く
る
土
木
技
術
が
発
達
し
ま

し
た
が
、
昔
か
ら
の
ま
ち
は
風
土
や
地
理
と
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
き
た
た
め
、
ま
ち
の
成
り
立
ち
が
地
質
や
地
層
と
リ

ン
ク
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
へ
の
愛
着
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

観
光
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
発
想
が
強
い
の
で
す

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
み
た
い
な
こ
と
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
と
僕
は
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。
外
国
か

ら
様
々
な
人
が
来
て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
け
ど
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
は
結
局
は
儲
か
る
か
ら
と
い
う
目
的
が
根
底
に
あ
る
。
何
万

人
、
何
十
万
人
、
何
百
万
人
と
い
う
ふ
う
に
集
客
数
を
増
や
し
た
く
て
、

わ
か
り
や
す
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
を
し
て
、
ま
ち
を
切
り
売
り
し
て
い

く
。
奈
良
だ
と「
大
仏
と
鹿
」
み
た
い
な
。
わ
か
り
や
す
い
球
を
投
げ

る
方
が
届
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
削
ぎ
落
と
し
て

し
ま
う
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
と
僕
は
思
っ
て
い
た
か
ら
、
人
が
歩
か
な

い
と
こ
ろ
を
歩
い
て
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
歴
史
や
文
化
、
物
語
が
あ

る
の
だ
と
発
見
す
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
や
り
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
は

外
国
の
人
に
は
届
か
な
い
し
、
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、

［
パ
ー
ト
２
］レ
ク
チ
ャ
ー

か
つ
て
の
ア
ジ
ー
ル
、
奈
良
県
立
大
学
の
近
辺
を
歩
く

　

奈
良
の
ま
ち
を
歩
い
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。
奈
良
に
は
色
々
な
面

白
い
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
歩
い
た
の
は
、
南
都
と
呼
ば
れ
た
ま

ち
と
村
の
端
境
に
あ
た
り
、
佐
保
川
が
境
界
で
し
た
。
そ
う
い
う
場
所

は
都
市
の
構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
ま
す
。
中
央
に
は
天
皇
や
公

家
、
武
士
、
金
持
ち
な
ど
権
力
者
が
い
る
。
そ
こ
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
違

う
力
学
が
働
い
て
お
り
、
中
枢
か
ら
追
い
や
ら
れ
た
人
や
そ
こ
に
居
ら

れ
な
い
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
周
辺
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ア
ジ
ー
ル
と
い
う
場
所
は
世
界
中
の
都
市
に
も
あ
り
、
大

阪
に
も
江
戸
に
も
あ
り
、
地
方
都
市
に
も
あ
り
ま
す
。
ま
ち
で
も
村
で

も
な
く
、
ま
ち
の
外
れ
で
も
あ
り
村
の
外
れ
で
も
あ
る
、
マ
ー
ジ
ナ
ル

な
入
り
混
じ
っ
た
エ
リ
ア
で
、
面
白
い
文
化
と
歴
史
を
も
っ
た
場
所
で

す
。
奈
良
県
立
大
学
は
そ
ん
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
場
所
で
も

ま
ち
歩
き
は
成
立
す
る
の
で
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
違
う
と
こ
ろ
を
歩

い
て
み
た
ら
、
別
の
ま
ち
の
物
語
と
出
会
え
ま
す
。

　

ま
ち
歩
き
の
途
中
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
高
低
差
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
が
、
人
間
は
結
局
の
と
こ
ろ
大
地
の
上
で
暮
ら
し
て
い
る
た

め
、
高
低
差
の
よ
う
な
地
理
的
要
素
が
す
ご
く
重
要
で
す
。
現
代
は
山

⑩奈良県立大学の隣に佇む畑中町地蔵尊。かつて
の街道の辻にあり、旅人もお祈りしていたであろう
歴史の痕跡を感じる。

⑪本日のゴールは、1898年に開業し9年後に廃止
されたという、幻の大仏鉄道を偲ぶ記念公園。鉄
道の変遷から奈良のまちについて学ぶ。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

「
氏
寺
さ
ま
」「
氏
神
さ
ま
」と
呼
ば
れ
て
、
昔
は
ま
ち
や
村
の
鎮
守
と

し
て
中
枢
に
あ
り
、
集
落
の
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
お
稲
荷
さ

ん
を
祀
っ
て
い
る
ま
ち
も
あ
れ
ば
、
春
日
さ
ん
、
住
吉
さ
ん
を
祀
っ
て

い
る
ま
ち
も
あ
る
。
住
吉
さ
ん
な
ら
船
関
係
や
流
通
に
携
わ
っ
て
い
た

と
か
、
春
日
さ
ん
な
ら
氏
神
の
藤
原
氏
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
物
語
が
あ

る
と
か
。
氏
寺
や
氏
神
に
着
目
す
る
と
、
ま
ち
の
何
か
が
わ
か
っ
て
く

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
ま
ち
の
リ
テ
ラ
シ
ー
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、

ま
ち
の
地
脈
や
歴
史
性
を
読
み
と
る
力
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
を
歩
く

と
自
然
に
身
に
付
い
て
く
る
。
で
も
、
我
々
は
ま
ち
を
歩
く
と
い
う
こ

と
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
、
ま
ち
を
あ
ま
り
歩
か
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
そ
の
力
を
育
む
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

逍
遥
や
立
ち
止
ま
る
こ
と
の
大
事
さ

　

僕
は
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
何
よ
り
逍

遥
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
逍
遥
と
は
、
目
的
も
意
味
も
な
く
ぶ
ら
ぶ

ら
歩
く
こ
と
。
散
歩
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
気
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
る

こ
と
で
す
。
近
代
人
は
こ
れ
が
苦
手
で
、
実
は
我
々
は
こ
れ
を
し
て
い

な
い
。
我
々
は
ど
う
し
て
も
ま
ち
を
歩
く
と
な
る
と
、
事
前
に
情
報
を

集
め
て
、
目
的
を
目
指
し
て
歩
く
。
そ
う
な
る
と
目
的
し
か
見
え
な
く

な
る
。
ふ
ら
ふ
ら
逍
遥
す
る
こ
と
で
ふ
と
気
づ
く
も
の
、
こ
ん
な
と
こ

誰
に
届
け
た
い
か
と
い
う
と
、
地
元
の
人
。
地
元
の
人
が
自
分
の
ま
ち

を
歩
い
て
、
歴
史
や
文
化
、
物
語
を
知
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
愛

郷
心
を
育
む
。
そ
う
い
う
地
産
地
消
の
観
光
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
言
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
は
、
地
の
も
の
を
食
べ
る
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
と
か
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
か
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
手
の

届
く
範
囲
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
よ
と
い
う
運
動
は
世
界
中
に

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
観
光
で
も
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
唱
え
ら

れ
始
め
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
実
践
し

て
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。
だ
か
ら
僕
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
、
そ
う
い
う
の
が
大
事
だ
と
唱
え
て
活
動
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
地
の
良
さ
み
た
い
な
も
の
を
地
元
の
皆
が
知
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
ち

を
良
く
し
て
い
く
。
そ
れ
は
全
国
ど
こ
の
ま
ち
で
も
で
き
る
し
、
や
る

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
読
み
解
く
着
眼
点
を
ど
の
よ
う
に
身
に
付
け
る
か

　

僕
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
古
墳
や
お
寺
が
好
き
で
、
よ
く
巡
り
歩
い
て

い
ま
し
た
。
今
日
の
ま
ち
歩
き
で
も
話
題
に
上
が
り
ま
し
た
が
、
お
寺

の
山
号
や
寺
号
に
も
歴
史
や
物
語
が
あ
っ
て
面
白
い
。
お
寺
や
神
社
は
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

た
り
、
予
想
外
の
も
の
を
発
見
し
た
り
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
何
か
を

探
し
て
い
る
時
に
、
探
し
て
い
る
も
の
と
は
別
の
価
値
が
あ
る
も
の
を

偶
然
見
つ
け
る
こ
と
。
目
的
的
で
は
な
い
か
ら
、
と
ん
で
も
な
い
出
会

い
に
な
る
。
い
つ
出
会
え
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
は

計
画
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
は
ど
う
し
て
も
効
率
的
に
能
率
良
く
有
効
な

情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
が
り
ま
す
が
、
そ
う
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
セ
レ
ン

デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
本
を
買
う
時
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の

ネ
ッ
ト
通
販
は
便
利
で
す
ね
。
こ
の
本
を
買
っ
た
人
は
こ
の
本
も
買
っ

て
い
ま
す
、
と
い
う
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
が
出
て
く
る
。
悔
し
い
こ
と
に
、
す

ご
く
欲
し
い
本
が
出
て
く
る
。
あ
れ
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
計
算
さ
れ
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
、
Ａ
の
本
を
購
入
し
た
人
た
ち
が
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
で
計
算
す
る
と
Ｂ
と
い
う
本
を
よ
く
買
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
だ
か
ら
あ
な
た
も
そ
う
い
う
人
間
で
し
ょ
と
型
に
は
め
ら
れ
る
。

資
本
主
義
の
罠
と
か
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、

ど
ん
ど
ん
そ
の
世
界
観
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
し
て
い
る
と
気
づ
き
ま
す
が
、
自
分
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
自
分
が
よ
く

見
て
い
る
ペ
ー
ジ
や
書
い
て
い
る
記
事
な
ど
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
か

け
て
、
勝
手
に
自
分
の
世
界
観
を
す
く
い
と
っ
て
、
自
分
が
好
き
そ
う

ろ
に
こ
ん
な
道
や
物
が
あ
る
の
か
と
い
う
発
見
は
、
無
目
的
に
歩
か
な

い
と
で
き
な
い
。
今
日
訪
れ
た
開
化
天
皇
陵
も
同
じ
で
、
通
勤
路
や
通

学
路
と
し
て
三
条
通
り
を
い
つ
も
歩
い
て
い
て
も
、
中
に
入
っ
た
こ
と

が
な
い
で
す
よ
ね
。

　

も
っ
と
言
え
ば
、
歩
か
な
く
て
も
よ
い
。
無
駄
に
止
ま
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
歩
く
こ
と
を
考
え
ま
す
が
、「
歩
」
と
い
う

字
は
、
少
し
止
ま
る
と
書
き
ま
す
。
今
日
の
ま
ち
歩
き
で
も
、
Ｊ
Ｒ
奈

良
駅
か
ら
大
学
ま
で
本
来
な
ら
二
十
分
で
歩
け
ま
す
が
、
立
ち
止
ま
っ

て
喋
っ
た
り
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
と
二
時
間
は
か
か
る
。
そ
れ
が
ま

ち
歩
き
で
す
。
歩
く
と
い
う
の
は
止
ま
る
と
い
う
こ
と
。
普
段
の
通
勤

路
や
通
学
路
で
も
、
ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
止
ま
っ
た
り
す
る
と
段
々
と
見

え
て
く
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
僕
の
ま
ち
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
て
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
失
わ
な
い
た
め
に

　

事
前
の
情
報
や
目
的
が
あ
っ
て
そ
こ
へ
向
か
っ
て
出
会
う
も
の
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
の
衝
撃
は
な
い
で
す
よ
ね
。
無
駄
に
逍
遥
し
て
い
る
と

な
ん
か
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
一
番
の
衝
撃
で
す
。
こ
れ

を
英
語
で「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」と
言
い
ま
す
。『
セ
レ
ン
デ
ィ
ッ
プ

の
三
人
の
王
子
』と
い
う
絵
本
が
あ
り
ま
す
が
、素
敵
な
偶
然
に
出
会
っ
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

ナップを混ぜたような、でもカメラを使わない写真的体験

をテーマに、各参加者は言葉の地図を制作し、最後に皆

で交換することで、視覚の交換がそこで生まれてくる、と

いうもの。下道さんの言葉を引⽤する。「まちの中に生ま

れては消えて行く存在に、愛おしさや形や関係性のおも

しろさを＜発見する＞というのが第一にあるんです。（中

略）さらに、ワークショップでそれをやるってことの意味

としては、それは実は僕だけが発見できるものではなくて、

コツさえを共有すれば、もしかしたら、参加者が僕なんか

よりもおもしろいものを発見できるかもしれないし、より

複数の視点で探した方が楽しいという思いがあるんです」

（https://liverary-mag.com/feature/44083.html/3）。

　歴史や他者の視点に加えて、愛おしさや形や関係性の

おもしろさを知覚する感覚を合わせもつことができれば、

まちはすごく面白い遊び場になる。

　陸奥さんの案内で巡る今回のまち歩きは、歴史を知る

ことでまちの見方が変わるということがよくわかる体験

だった。歴史は一つの見方なので、まちを面白がる方法

はいろいろある。実際にそうやって陸奥さんは「大阪あそ

歩」や「大阪七墓巡り復活プロジェクト」などタイトル（視

点）をつくって、まちを使って遊んでいる達人なのだと思う。

ただ、これは陸奥さんにしかできないことではなくて、例

えば同じ場所に暮らす人たちのまちの使い方を共有するだ

けでも、おそらく知らなかった、見ていなかったものがい

ろいろ見えてくるということだと思う。単純な例でいうと

子どもの視点とか、車椅子で生活する人の視点とか、ス

ケボーをする人の視点とか、ホームレスの視点とか、毎日

飲み歩いている人の視点とかで、まちを見る視点や解像

度はそれぞれあり、そういった他者の視点を共有するだけ

でもおそらくツアーになる。

　あるいは、写真家の下道基行さんの「見えない風景」

というワークショップを思い出す。路上観察と散歩とス

　これまで私は、芸術祭やアートプロジェクトで、アーティストが

地域に介入し、住民と関わることが地域アイデンティティの確立

につながるという事例について学んできた。そして今回のまち歩き

に参加して、「コミュニティツーリズム＝地産地消の観光」も、そ

れと同じ効果があると感じた。陸奥先生の視点には、アーティス

トが物事を見る視点と通じる部分があると思う。普段は見落とし

がちな風景や、目も向けない道、場所、袋小路。陸奥先生にガイ

ドしていただき、自分が通う大学周辺を改めて歩いてみて、馴染み

のある風景の解像度が上がったように感じた。私は春から全く見

知らぬまちへ引っ越すが、それまでにまだ知らない奈良にもっと出

会いたいと思った。新しいまちに行っても、積極的に立ち止まって

みよう。櫻井莉菜

　まち歩きの集合場所だった JR 奈良駅前に、ひっそりと立つ道

標。そこには「平城宮太極殿是より西乾二十丁」「明治四十三年

棚田嘉十郎建立」と刻まれている。平城宮跡保存活動の先覚者

だった棚田嘉十郎氏のエピソードを聞き、その功績とは釣り合わ

ない悲しい結末を憂いた。奈良県立大学近く、かつて芝辻村と呼

ばれたエリア。まちと村のはざまで、土地・風土に根差したアジー

ルならではの営みについて聞き、そこでの人々の暮らしぶりが頭の

中で膨らんだ。まち歩きを通して、私たちが歴史の上を歩き続けて

いることを実感すると共に、陸奥先生が大切にされている「逍遥」

「セレンディピティ」という思想に触れることができた。山本篤子

歴史、他者の視点、感覚を通してまちを遊ぶ

風景の解像度 歴史の上を歩き続けている

て
い
な
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
や
文
化
が
転
が
っ
て
い
て
、
歩
い

て
い
る
と「
何
や
こ
れ
」
み
た
い
な
も
の
に
出
会
う
。
そ
れ
は
、
謎
か

も
し
れ
な
い
し
、
ミ
ス
テ
リ
ー
か
も
わ
か
ら
な
い
、
文
献
も
残
っ
て
い

な
い
。
今
日
、
市
営
住
宅
に
囲
ま
れ
た
端
っ
こ
で
お
地
蔵
さ
ん
が
た
く

さ
ん
集
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
奈
良
の
観
光
の
本

に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
れ
を
見
つ
け
て
直
感
で「
こ
れ
は
街
道
沿

い
だ
っ
た
の
だ
」
と
閃
く
の
は
、
よ
ほ
ど
の
ま
ち
リ
テ
ラ
シ
ー
で
す
。

ど
ん
な
本
に
も
載
っ
て
い
な
い
け
ど
、
で
も
わ
か
る
。
そ
う
い
う
の
が

一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

な
広
告
や
投
稿
を
出
し
て
く
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
で
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
い
ろ
い
ろ
な
友
達
が
い
て
も
、
同
じ

よ
う
な
人
ば
か
り
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
自
分
に
と
っ
て
心
地
良
い
同

じ
意
見
し
か
出
て
こ
な
く
て
、
ど
ん
ど
ん
タ
コ
ツ
ボ
化
し
て
い
く
。
自

分
と
は
異
な
る
も
の
と
の
想
定
外
の
出
会
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
構

造
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
に
守
ら
れ
る
こ

と
で
、
他
者
に
対
す
る
想
像
力
が
弱
ま
り
、
世
界
の
断
絶
が
深
ま
っ
て

い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
番
良
い
の
は
、
何
の
目
的
も
な
く
ふ
ら

ふ
ら
と
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
本
屋
が
あ
る
の
か
と
入
っ
て
み
る
。
何
と

な
く
見
て
い
た
ら
、「
あ
れ
、
何
こ
の
本
は
」
み
た
い
な
出
会
い
が
発

生
す
る
。
今
は
本
屋
で
も
図
書
館
で
も
検
索
機
や
端
末
機
が
あ
っ
て
、

作
者
の
名
前
や
タ
イ
ト
ル
を
入
力
す
る
と
、
ど
こ
そ
こ
の
Ａ
の
28
の
棚

で
す
と
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
偶
然
性
が
生
じ
る
隙
が
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ご
く
効
率
的
で
能
率
的
、
素
早
く
有
効
な
も
の
と
出
会
え
る
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
逆
に
自
分
の
可
能
性
を
狭
め
て
い
る
。
そ

う
い
う
情
報
社
会
に
我
々
は
突
入
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
打
破
す

る
た
め
に
は
、
無
意
味
な
行
動
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

つ
ま
り
、
や
は
り
逍
遥
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、

逍
遥
の
一
つ
と
し
て
ま
ち
歩
き
が
あ
る
。
ま
ち
と
い
う
の
は
整
備
さ
れ

064

065 第五回「まち歩きに学ぶ、コンテクストを読み解く糸口の見つけ方」



1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

い
か
も
し
れ
な
い
」と
か「
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
気

づ
き
が
訪
れ
る
。

　

ど
ん
な
場
所
に
で
も
、
今
は
発
芽
し
て
い
な
い
け
ど
水
を
あ
げ
る
と

発
芽
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
地
域

因
子
を
批
評
的
視
点
で
発
見
し
気
づ
い
た
時
に
、「
こ
こ
は
面
白
く
な

る
ぞ
」と
創
造
的
な
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
気
づ
き
を
ベ
ー

ス
に
計
画
を
つ
く
り
、
企
画
や
チ
ー
ム
を
つ
く
り
な
が
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
具
体
的
に
形
に
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
し
て
み
る
。
実
行

す
る
と
計
画
通
り
に
い
か
な
い
部
分
が
多
い
で
す
が
、
次
回
は
こ
こ
に

注
意
し
て
こ
ん
な
感
じ
で
や
り
た
い
と
か
、
批
評
に
対
し
て
次
の
動
き

が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
気
づ
き
を
誘
発
す
る
た
め
の
思
考
と
創

造
の
流
れ
を
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
順
で
考
え
て
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

価
値
を
形
成
す
る
重
要
な
五
つ
の
力

　

次
に
、
価
値
を
形
成
す
る
重
要
な
五
つ
の
力
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
将
来
こ
ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
つ
く
り

た
い
と
か
、「
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
力
」。
そ
れ
を
実
際
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
経
済
的
に
自
立
さ
せ
て
い
く「
運
営
す
る
力
」。そ
の
背
景
に
は「
気

づ
く
力
」も
必
要
で
す
。
計
画
の
組
み
立
て
方
に
よ
っ
て
実
現
度
が
変

気
づ
き
を
形
に
す
る
力

　

今
日
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
志
す
人
や
文
化
政
策
を
担
っ
て
い
る
人
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
方
を
発
展
さ
せ

て
い
く
か
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
気
づ
き
」
を
形
に
す

る
力
が
す
ご
く
大
事
で
す
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
ど
ん
な
人
で
も
、「
こ

れ
は
面
白
い
」と
か「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
」と
思
う
瞬
間
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
や
思
い
描
く
こ
と
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
に

な
る
こ
と
が
現
れ
た
瞬
間
が
す
ご
く
大
事
で
、
こ
の
気
づ
き
を
起
こ
す

瞬
間
を
つ
く
る
た
め
に
、
様
々
な
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
機
能
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
は「Plan

（
計
画
）
→D

o

（
実
行
）

→Check

（
評
価
）→Act

（
改
善
）」で
す
が
、
僕
は
こ
れ
を
ア
ー
ツ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
用
し
て「
Ｃ
」と「
Ａ
」の
部
分
を「Critique

（
批
評
）」

と
、「Aw

areness

（
気
づ
き
）」と
い
う
言
葉
に
変
え
て
い
ま
す
。
い
か

に
し
て
気
づ
き
を
形
に
す
る
の
か
は
、「
Ａ
」
の
部
分
が
い
か
に
起
き

て
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
流
れ
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
践
的
に
考

え
て
い
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
ま
ず「
Ｃ
」
の
批

評
か
ら
始
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
て
、
物
事
を
観
察
し
て
い
く
際
に

「
前
の
も
の
と
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る
な
」と
か「
見
た
こ
と
が
な
く
て
新

鮮
だ
な
」
と
か
、
批
評
的
に
見
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら「
こ
の
こ
と
が
良

純
粋
×
切
実
×
逸
脱—

—

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
・
マ
リ
ア
の
作
品

　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
・
マ
リ
ア
の
作
品
で
、
約
六
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の

金
属
棒
を
垂
直
に
百
六
十
七
本
、
深
さ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
地
中
に

埋
め
て
い
き
、
最
終
的
に
地
表
に
は
直
径
約
８
セ
ン
チ
の
金
属
の
平
ら

な
丸
い
面
だ
け
が
見
え
て
い
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
九
七
七

年
に
ド
イ
ツ
の
カ
ッ
セ
ル
で
開
か
れ
た
国
際
芸
術
祭「
ド
ク
メ
ン
タ
」

で
約
五
千
万
円
か
け
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
も
残
っ
て
い
て
世
界

中
の
人
が
見
に
や
っ
て
く
る
。
僕
は
学
生
の
頃
に
こ
の
作
品
の
写
真
に

出
会
い
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
世
界
が
あ

る
と
。
絵
を
描
く
先
に
は
こ
の
世
界
が
待
っ
て
い
る
と
、
夢
を
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
触
る
と
、
地
中
の
先
に
ず
っ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
感
覚
を
う
っ
す
ら
と
感
じ
る
。
見
え
な
い
も
の
に
対
し

て
そ
の
存
在
を
実
感
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
皆
で
そ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
組
み
立
て
よ
う
と
し
た
思
い
を
、
僕
は
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
、
今
日

お
話
す
る
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
事
な
考
え
方
が
あ
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

僕
に
と
っ
て
ア
ー
ト
と
は
何
か
と
い
う
と
、
対
象
や
自
分
自
身
が
考

え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て「
純
粋
」
に
な
る
こ
と
。
そ
の
純
粋
な
思
い

を
も
っ
て「
切
実
」
に
向
か
い
合
い
、
つ
く
る
こ
と
が
生
き
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
。
そ
の
結
果
、
生
ま
れ
て
き
た
も
の
や
出
来
事
が
、
い
つ
も

見
て
い
る
も
の
か
ら
一
瞬
で
も「
逸
脱
」
す
る
こ
と
。
純
粋
で
切
実
な

表
現
力
が
、
絶
望
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、
逸
脱
を
促
す
。
本
当
に
苦

し
く
な
っ
て
自
ら
命
を
絶
つ
人
た
ち
も
い
る
時
代
に
、
絶
望
的
な
気
持

ち
に
対
し
て
も
表
現
は
あ
る
瞬
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
一
歩
前
に
進
み

生
き
る
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
創
造
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

読
解
編
の
最
終
回
は
、
国
内
外
の
展
覧
会
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
作
品
を
発

表
す
る
か
た
わ
ら
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
⼈
者
と
し
て
全
国
各
地
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
き
た
中
村
政
⼈
さ
ん
を
お
招
き
し
、
具
体
的
な
実

践
の
経
緯
や
手
法
、
舞
台
裏
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
地
域
を
読
み
解

き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
働
し
て
ま
ち
に
新
た
な
日
常
を
生
み
だ
す
ア
ー
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
技
法
に
つ
い
て
思
考
を
深
め
ま
し
た
。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

地
域
因
子
を
発
芽
さ
せ
て
文
化
芸
術
の
価
値
を
生
む

—
—

秋
田
県
大
館
市「
ゼ
ロ
ダ
テ
」の
実
践

　

基
底
に
は
地
域
因
子
と
い
う
地
域
の
宝
と
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
発
芽
す
る
と
、
そ
の
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
文

化
や
芸
術
の
価
値
が
生
ま
れ
て
く
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
対
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
を

つ
く
り
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
実
行

す
る
。
小
さ
な
活
動
だ
と
し
て
も
、
先
ほ
ど
述
べ
た
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
サ
イ
ク

ル
を
持
続
的
に
地
域
因
子
に
対
し
て
続
け
て
い
く
。
植
物
に
水
を
与
え

て
育
て
る
気
持
ち
で
何
年
か
つ
く
り
続
け
る
と
、
そ
の
人
の
心
の
中
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に「
こ
の
こ
と
は
地
域
に
と
っ
て
、
自
分
に
と
っ

て
良
い
感
じ
に
な
っ
て
き
た
よ
ね
」と
い
う
よ
う
な
気
運
が
高
ま
っ
て

く
る
。
文
化
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
場
所
か
ら
、
自
分
が
関
わ
っ

た
な
か
で
少
し
ず
つ
芽
生
え
、
段
々
と
認
知
さ
れ
て
き
た
り
、
良
い
ね

と
言
う
人
が
増
え
て
き
た
り
し
ま
す
。

　

秋
田
の
大
館
市
で
は「
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」を
「
０
／
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」（
ゼ
ロ
ダ
テ
）

と
読
み
変
え
て
、
も
う
一
度
ゼ
ロ
の
視
点
か
ら
大
館
を
見
つ
め
て
み
よ

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
十
数
年
間
し
て
き
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ち

で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
何
か
私
が
で
き
る
こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
が
元
気

に
な
る
こ
と
を
し
た
い
。
こ
の
ま
ち
と
共
に
成
長
し
た
い
。
私
が
学
び
、

受
け
継
い
で
き
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
。
郷
土
に
誇
り
と

わ
る
た
め
、「
計
画
す
る
力
」。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
基
本
的

に
重
要
な
の
で
、「
つ
な
が
り
を
生
む
力
」。
こ
の
五
つ
の
力
の
バ
ラ
ン

ス
を
も
っ
て
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
つ
く
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
一
人
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
僕
も
つ
い
つ
い
お
金
を
使
い
た
く
な
る
癖
が
あ
る
の
で
、

経
営
的
に
苦
し
く
な
っ
た
時
に「
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
人
が

必
要
で
、
会
計
的
な
知
識
や
計
画
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
人
と
チ
ー
ム

を
組
む
。ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
も
っ
て
チ
ー

ム
を
つ
く
る
か
と
い
う
の
が
非
常
に
大
事
で
す
。

　
「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
や
ろ
う
と
僕
が
言
い
だ
し
て
、
一
人

百
万
円
ず
つ
出
し
合
っ
て
シ
ー
ド
マ
ネ
ー
を
つ
く
る
と
な
り
、
何
人
か

の
人
が
一
緒
に
や
ろ
う
と
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ス
ポ
ン

サ
ー
を
取
っ
て
く
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
こ
の
人
に
お
願
い
し
よ
う
と

か
、
地
域
の
人
間
関
係
は
こ
の
人
に
お
願
い
し
よ
う
と
か
、
声
を
か
け

て
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
。
国
際
芸
術
祭
と
し
て
続
け
て
い
く
た
め

に
は
税
制
的
な
面
に
も
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
会
計

業
務
を
し
て
運
営
体
制
を
つ
く
る
。
他
に
も
町
内
会
で
何
か
イ
ベ
ン
ト

を
す
る
の
で
も
い
い
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
分
の
作
品
を
制
作
す
る

の
で
も
い
い
の
で
、
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う

概
念
を
も
つ
と
、
様
々
な
こ
と
に
対
し
て
思
考
の
幅
や
人
間
関
係
が
広

が
り
ま
す
。
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で
、
面
白
い
人
た
ち
に
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
作
戦

を
旅
館
で
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ま
ち
に

入
っ
て
く
る
と
、
嗅
覚
が
鋭
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
対
し
て「
こ

れ
面
白
い
ぞ
」と
言
っ
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、「
氷
見
ク
リ
ッ
ク
」で
は
、

あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
川
と
木
造
の
和
船
に
着
目
し
て
、
こ
の
和
船
で

ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険
旅
行
を
す
る
映
像
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

時
に
気
づ
い
た
の
は
、
船
っ
て
今
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
い
て
、

木
造
和
船
が
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
海
に
港
が
新
し
く
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
古
い
番
屋
も
使
わ
れ
な
く
な
り
、
も
は
や
川
漁
を
中
心
と
し
た

河
川
文
化
が
な
い
こ
と
。
で
は
、
山
と
海
を
つ
な
ぐ
川
と
い
う
も
の
に

焦
点
を
当
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
ろ
う
と
な
り
、「
天
馬
船
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

間
伐
材
を
用
い
て
千
艘
の
小
さ
な
船
を
皆
で
削
っ
て
つ
く
り
、
上
流

か
ら
下
流
に
流
し
て
最
初
に
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
い
た
船
が
一
等
賞

だ
と
い
う
レ
ー
ス
を
す
る
。
ブ
ロ
グ
で
一
艘
千
円
の
寄
付
を
募
る
と
、

百
万
円
ほ
ど
の
資
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
資
金
の
半
分
は
木
造
和

船
を
再
現
す
る
た
め
に
、
も
う
半
分
は
運
営
費
に
充
て
ま
し
た
。
数
回

実
施
し
た
頃
に
、
一
艘
の
木
造
和
船
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
番
匠
さ

ん
と
い
う
船
大
工
が
い
て
、
日
頃
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
船
を
つ
く
っ
て
お
り
、

予
知
す
る
か
の
よ
う
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
そ
こ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

て
、そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
一
つ
活
動
や
創
造
性
、ビ
ジ
ョ

ン
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
感
じ
取
り
、次
へ
一
歩
進
む
。

そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
呼
び
起
こ
す
地
域
因
子

—
—

富
山
県
氷
見
市「
ヒ
ミ
ン
グ
」の
実
践

　

富
山
県
の
氷
見
市
で
の「
ヒ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
活
動
に
つ
い
て
も
紹

介
し
ま
す
。
僕
が
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
必
ず
ま
ち
の
名
前
を

こ
っ
そ
り
入
れ
て
い
て
、
こ
れ
も「
氷
見
」と「
ハ
ミ
ン
グ
」を
く
っ
つ

け
て
い
る
。
番
屋
と
呼
ば
れ
る
漁
師
が
休
む
小
屋
を
カ
フ
ェ
に
し
た

り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ま
ち
に
一
週
間
く
ら
い
滞
在
し
て
気
に
な
っ
た

も
の
を
映
像
で
撮
影
し
て
そ
の
場
で
編
集
し
ま
ち
の
人
た
ち
に
見
て
も

ら
う「
氷
見
ク
リ
ッ
ク
」
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
テ
レ
ビ
局
み
た
い
な
も

の
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
氷
見
に
行
っ
た
か
と

い
う
と
、
民
事
再
生
で
負
債
を
抱
え
た
旅
館
を
再
生
し
て
く
れ
な
い
か

と
藝
大
の
同
級
生
か
ら
無
理
難
題
を
言
わ
れ
て
行
っ
て
み
た
ら
、
お
刺

身
が
美
味
し
く
て
…
…
そ
の
美
味
し
さ
と
酒
に「
い
い
か
」
と
な
り
受

け
て
し
ま
っ
た
。
旅
館
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
ま
ち
の
面
白
い
人
た

ち
が
面
白
い
こ
と
を
し
な
い
と
ま
ち
に
人
は
来
な
い
よ
ね
と
い
う
こ
と

り
。
十
数
年
も
活
動
し
て
い
る
と
、
活
動
を
共
に
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ

が
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
区
切
り
が
つ
い
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
う
ま
く
活
動
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
が
、
オ
ナ
リ
座
と
い
う
映
画
館
を
再
生
す
る
も

の
。
閉
じ
た
映
画
館
に
高
校
生
が
入
っ
て
皆
で
掃
除
し
て
い
る
時
に
、

35
ミ
リ
の
映
写
機
が
ま
だ
動
く
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
大
家
か
ら
暫
定
的
に
時
間
単
位
で
借
り
た
だ
け

で
、
す
ぐ
ま
た
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
何
年
か
続
け
て
い
く
う

ち
に
千
葉
か
ら
こ
こ
を
借
り
る
と
い
う
方
が
や
っ
て
き
て
、
大
家
と
交

渉
の
末
、
貸
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ナ
リ
座
自
体
が

再
生
し
、
今
で
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
僕
ら
が
し
た
こ
と
は
、
オ
ナ

リ
座
と
い
う
地
域
因
子
に
対
し
て
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
運
営
さ
れ
な
い

か
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
掃
除
な
ど
の
具
体
的
な
最
初
の
ア
ク
シ
ョ

ン
だ
け
で
す
が
、
活
用
す
る
事
例
を
見
せ
る
こ
と
で
、
実
際
に
借
り
る

方
が
出
て
き
て
映
画
館
は
再
生
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
共
に
芸
術
祭
を
つ
く
る
。「
ゼ
ロ
ダ
テ
」
は
、
経
済
的
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
小
さ
な
予
算
で
の
活
動
な
の
で
、
東
京
の
よ
う
に
ス

タ
ッ
フ
が
入
れ
替
わ
り
来
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
て
と
て
も
苦
し
い

で
す
。
で
も
、
十
数
年
続
け
て
き
て
一
つ
の
成
果
は
見
え
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
因
子
の
近
未
来
を

夢
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
」と
い
う
思
い
で
し
た
が
、
後
半
は
正

札
竹
村
と
い
う
百
貨
店
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
し
た
。
周
辺
の
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
大
手
ス
ー
パ
ー
が
で
き
、
ド
ー
ナ
ツ
化
で
中
心
市
街
地
が
陥

没
化
し
て
、
大
館
市
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
百
貨
店
が
閉
店
し
て
し
ま
っ

た
。
市
民
活
動
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
思
い

か
ら
、
最
初
は
そ
の
百
貨
店
の
看
板
を
外
し
て
、
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
持
っ
て
き
て
、同
じ
高
校
出
身
の
東
京
に
い
る
３
人
が
集
ま
っ
て「
ゼ

ロ
ダ
テ
」と
い
う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
看
板
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

正
札
竹
村
の
残
っ
た
も
の
を
作
品
化
し
た
展
示
を
開
催
す
る
と
、
二
百

人
く
ら
い
秋
田
の
人
が
集
ま
っ
て
涙
し
な
が
ら
見
て
い
た
。
こ
れ
は
動

か
な
い
と
い
け
な
い
と
な
り
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
高
校
の
同
級

生
に「
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
よ
う
よ
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
少
し
で

も
動
き
を
つ
く
ろ
う
と
ま
ち
に
呼
び
か
け
、
新
聞
に
広
告
を
出
し
た
と

こ
ろ
、
デ
パ
ー
ト
の
前
に
は
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
た
。
心
を
開
い
て
自

分
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
こ
の
街

に
は
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
、
な
ん
と
か
し
て
活
動
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
じ
て
い
た
精
肉
店
を
一
時
的
に
展
示
会

場
に
し
た
り
、
家
具
屋
を
市
民
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
だ
っ
た
空
店
舗
を
ゼ
ロ
ダ
テ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
し
た

070

071 第六回「ソーシャルダイブ／街を開拓する新しいアーツプロジェクト」



1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

い
く
こ
と
。
ゲ
ス
ト
を
招
く
時
に
は
ワ
イ
ン
を
出
し
て
、
海
外
の
人
だ

と
通
訳
も
つ
け
て
、
真
剣
に
話
を
数
時
間
か
け
て
聞
く
。
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
呼
び
か
け
る
と
、
一
つ
の
価
値
の
も
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
吸
引
さ

れ
る
よ
う
に
皆
が
ワ
イ
ワ
イ
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
四
十
回
以
上
や

り
ま
し
た
ね
。
一
つ
の
興
味
や
関
心
を
通
し
て
一
回
で
も
心
が
つ
な
が

る
と
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
成
長
し
て
い
く
の
で
、
こ
の
時
に
や
っ

た
活
動
は
本
当
に
大
事
だ
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
秋
葉
原
Ｔ
Ｖ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
秋
葉
原
の
販
売
用

テ
レ
ビ
を
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
、
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
の
作
品
を
上
映
し
た
の
で

す
が
、
こ
の
場
合
の
地
域
因
子
は
秋
葉
原
の
テ
レ
ビ
で
す
ね
。
こ
の
テ

レ
ビ
の
存
在
に
気
づ
い
た
時
、
無
数
に
あ
る
テ
レ
ビ
を
ジ
ャ
ッ
ク
し
て

映
像
を
流
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
そ
の
気
づ
き
を

形
に
す
る
た
め
に「
コ
マ
ン
ド
Ｎ
」と
い
う
チ
ー
ム
と
場
所
を
つ
く
り
、

自
分
た
ち
で
企
画
を
繰
り
返
し
な
が
ら
実
力
を
高
め
、
秋
葉
原
電
気
街

の
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
実
現
し
ま
し
た
。
実
は「
コ
マ
ン
ド
Ｎ
」
は

当
時
、
僕
も
含
め
て
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
ス
キ
ル
や
技
術
を
シ
ェ

ア
す
る
こ
と
で
人
件
費
を
ぐ
っ
と
抑
え
て
、
や
り
た
い
こ
と
の
価
値

を
共
有
し
て
い
た
。「
秋
葉
原
Ｔ
Ｖ
」
で
は
学
生
も
含
め
て
毎
日
三
十

人
く
ら
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
入
り
し
て
い
て
、
そ
の
人
た
ち
の
熱

量
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
当
時
の
ボ
ラ

な
っ
た
こ
と
で
、「
天
馬
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
逸
脱
が
起
き
た

の
で
す
。

　
「
ヒ
ミ
ン
グ
」
の
活
動
も
十
数
年
が
経
ち
、
中
心
メ
ン
バ
ー
が
五
十

代
、
六
十
代
に
突
入
し
て
き
た
の
で
、
続
け
て
い
く
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
で
す
ね
。
理
想
的
に
世
代
交
代
が
な
さ
れ
て
、
次
の
世
代
の
人

た
ち
が
自
分
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ア
ク
シ
ョ
ン
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
や
は
り
中
心
に
な
る
人
に
は
お
金
を
持

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
小
さ
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
の
難
し
さ
で
す
ね
。

気
づ
き
を
形
に
す
る
チ
ー
ム
と
場
所—

—

東
京「
コ
マ
ン
ド
Ｎ
」の
実
践

　

仲
間
た
ち
と「
コ
マ
ン
ド
Ｎ
」
と
い
う
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
東
京
の

神
田
に
拠
点
を
つ
く
り
、
家
賃
を
シ
ェ
ア
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
き
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
作
家
を
誘
っ
て
自
分
た
ち
で
企
画
し
て
展
覧
会
を

つ
く
る
の
で
す
が
、
こ
の
活
動
の
特
徴
は
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
、
つ
ま
り
自

分
た
ち
で
場
所
を
全
て
施
工
し
て
い
く
こ
と
。
他
の
人
に
お
金
を
払
っ

て
や
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
や
っ
た
方
が
楽
し
い
で

し
ょ
。
秋
葉
原
の
真
ん
中
に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
の
で
す
が
、
千

代
田
区
に「
隙
間
を
貸
し
て
く
れ
」と
交
渉
し
、
家
賃
は
タ
ダ
で
し
た
。

活
動
の
軸
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
ま
ち
の
中
で
展
示
を
し
て

木
の
船
を
つ
く
る
こ
と
は
ず
っ
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ

て
み
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
や
は
り
体
が
覚
え
て
い
て
つ
く
れ

る
ん
だ
な
と
感
動
し
ま
し
た
。
船
を
つ
く
る
木
を
山
か
ら
持
っ
て
く
る

た
め
に
森
林
組
合
の
人
も
協
力
し
て
く
れ
て
、
急
な
斜
面
に
グ
ニ
ャ
っ

と
曲
が
り
な
が
ら
垂
直
に
生
え
て
い
る
杉
の
木
を
探
し
て
く
れ
ま
し

た
。
漁
業
組
合
と
森
林
組
合
が
協
働
し
て
天
馬
船
を
つ
く
ろ
う
と
な
っ

た
こ
と
が
、
大
き
な
成
果
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
地
域
因
子
は
、
木
造
和
船
で
も
あ
る
し
船
大
工
、
つ
ま

り
人
に
宿
る
技
術
や
思
い
、
精
神
で
も
あ
り
ま
す
。
二
艘
の
木
造
和
船

を
つ
く
り
棟
上
げ
式
も
し
て
、
今
で
は
毎
年
春
に
な
る
と
遊
覧
体
験
が

あ
っ
て
、
五
百
円
払
う
と
乗
る
こ
と
が
で
き
、
氷
見
市
の
観
光
的
資
源

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
因
子
が
本
質
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
た
こ
と
で
、
漁
具
倉
庫
だ
っ
た
建
物
を
皆
で
掃
除
し

て
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

ア
ー
ト
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
特
別
な
造
形
的
セ
ン
ス
や
神
秘
性
、
付
加
価
値
な
ど
で
は
全
く
な

い
。
川
や
木
造
和
船
、
技
術
、
そ
こ
に
宿
る
思
い
を
、
環
境
に
負
荷
を

か
け
な
い
手
法
で
、
純
粋
に
切
実
に
形
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
創
造
性
が
派
生

し
て
い
る
。「
ヒ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
体
が
創
造
的
に
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
、
今
は「3331 A

rts C
hiyoda

」の
主
役
で
あ

り
出
資
者
で
も
あ
る
宍
戸
遊
美
さ
ん
と
い
う
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す

が
、
先
輩
と
後
輩
が
一
つ
の
場
所
に
い
て
自
然
に
教
え
合
う
と
い
う
こ

と
が
生
ま
れ
て
く
る
と
、
活
動
は
広
が
り
や
実
現
力
が
増
し
て
く
る
。

そ
の
後
も
ず
っ
と
、
自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
場
所
を
つ
く
り
活

動
を
生
み
だ
す
と
い
う
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
に
し
て
い
ま
す
。

自
律
型
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
創
造
的
ス
キ
ー
ム

—
—

「3331 A
rts C

hiyoda
」の
実
践

　
「3331 A

rts C
hiyoda

」は
、
秋
葉
原
の
元
中
学
校
を
改
修
し
た
文

化
施
設
で
す
。
日
本
に
は
美
術
館
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
な
ぜ
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
な
い
ん
だ
と
い
う
批
評
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
世
界
中

を
回
る
と
、
地
元
の
人
が
発
表
し
た
り
、
無
名
の
作
家
で
も
実
験
で
き

る
場
所
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
日
本
に
は
な
い
の
か
。
そ
ん
な
思
い
か
ら

計
画
的
に
こ
の
場
所
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
設
計
し
た
際
に
は
、
地
域
に
開
く
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い

る
た
め
、「
モ
ノ
で
は
な
く
て
出
来
事
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
を
前
提
に
、
日
比
野
克
彦
さ
ん
や
藤
浩
志
さ
ん
の
よ
う
な

出
来
事
を
つ
く
っ
て
い
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
、
立
ち
上
げ
か
ら

ず
っ
と
一
緒
に
続
け
ら
れ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
て
く
だ

さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。日
比
野
さ
ん
に
は「
明
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
藤
さ
ん
に
は「
か
え
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所
の
歴
史
的
な
経
緯
と
基
層
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ

の
上
に
新
し
い
一
層
の
文
化
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
当
然

で
す
が
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
僕
は
地

域
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
に
毎
年
参
加
し
て
三
百
人
前
の
き
り
た
ん
ぽ
を
つ

く
り
ま
す
。
祭
り
も
本
当
に
素
晴
ら
し
く
て
、
祭
り
に
寄
り
添
う
こ
と

が「3331 A
rts C

hiyoda

」を
成
功
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
の

で
、
海
外
か
ら
来
る
人
、
電
車
に
乗
っ
て
来
る
人
、
歩
い
て
や
っ
て
く

る
地
元
の
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
の
魅
力
が
そ
の
人
に
宿
る
創
造
性
を
喚
起

し
、
つ
な
が
り
が
広
く
な
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
力
に
な

り
、
都
市
の
創
造
力
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
方
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
面
で
の
流
れ
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
僕
の
わ
ず

か
二
十
万
円
の
資
本
金
で
合
同
会
社
コ
マ
ン
ド
Ａ
を
設
立
し
、
コ
ン
ペ

に
出
し
た
と
こ
ろ
、
一
位
の
会
社
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
僕
ら
が
浮
上
し
て「3331 A

rts C
hiyoda

」を

始
め
る
こ
と
が
で
き
、
資
本
金
を
増
や
し
な
が
ら
運
営
し
て
今
に
至
り

ま
す
。
通
常
の
文
化
施
設
で
は
、
自
治
体
が
指
定
管
理
者
で
あ
る
企
業

な
ど
に
指
定
管
理
費
を
払
い
、
そ
の
指
定
管
理
者
が
運
営
し
て
い
く
場

合
が
多
い
。
こ
の
指
定
管
理
の
仕
組
み
を
脱
し
て
、3331
モ
デ
ル
と

い
う
自
律
型
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
こ

と
が
重
要
で
す
。
区
か
ら
は「
文
化
施
設
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
自
力
で
つ
く
っ
て
ね
」と
い
う
よ
う
な
、
全
国
に
も
例
が
な
い
や

り
方
で
、
合
同
会
社
コ
マ
ン
ド
Ａ
は
区
に
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
。
人

件
費
を
賄
う
た
め
に
、
有
料
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
収
益
を

上
げ
て
持
続
さ
せ
て
い
る
。
商
業
施
設
の
発
想
で
は
な
く
文
化
施
設
と

し
て
の
発
想
で
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
当
然
で
す
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
展
覧
会
を
し
た
り
、
地
域
の
人
が
表
現
し
た
り
し
や
す
く

な
る
よ
う
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
と
ク
オ
リ
テ
ィ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
約
数
億
円
の
収
入
が
あ
り
、
支
出
も
そ
れ
く
ら
い
。
通
常
だ
と

指
定
管
理
で
数
億
円
を
行
政
か
ら
も
ら
っ
て
運
営
し
、
年
間
約
千
本
の

イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
り
現
在
の
約
八
十
万
人
の
来
場
者
を
集
め
る
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
全
て
自
己
収
入
で
賄
っ
て
い
る
こ
と
が
全
く
新
し

い
こ
と
で
す
ね
。
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
お
り
、
な
ん
と
か
そ
こ
を
再
生
し
た
い
と

思
っ
て
大
家
さ
ん
に
交
渉
し
ま
し
た
。
大
家
さ
ん
は
こ
の
建
物
を
壊
し

て
ビ
ル
を
建
て
よ
う
と
い
う
発
想
も
あ
る
な
か
、
五
年
間
だ
け
だ
っ
た

ら
い
い
ぞ
と
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
建
物
の
中
に
は
大
量
の
額
が
詰

ま
っ
て
い
て
、
こ
の
額
を
使
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
く
時
に
非
常
に
大
事
な
の

が
、
寛
容
性
と
批
評
性
で
す
。
ま
ち
の
人
た
ち
に
も
僕
ら
に
も
受
け
と

め
る
力
が
あ
れ
ば
、
言
う
側
は
忖
度
せ
ず
に
は
っ
き
り
と
表
現
を
打

ち
だ
せ
る
。
で
も
受
け
と
め
る
側
が「
い
や
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
困
る

な
」と
か
、「
そ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
こ
う
で
し
ょ
」と

い
う
ふ
う
に
受
け
と
め
る
力
が
ど
ん
ど
ん
弱
ま
り
、
言
う
側
も「
こ
こ

ま
で
言
う
の
は
や
め
て
、
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
こ
う
」と
な
り
、「
そ

れ
だ
っ
た
ら
お
金
は
こ
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
よ
」
と
い
う
よ
う
に
、

純
粋
で
切
実
で
逸
脱
か
ら
逆
の
方
向
に
ど
ん
ど
ん
向
か
う
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
市
民
の
協
働
で
東
京
に
国
際
芸
術
祭
を
実
現
す
る「
東
京
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
」は
こ
の
寛
容
性
と
批
評
性
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
政
治
的
に
考
え
る
と
四
区
が
関
係
し
て
い
る
の
で
す
が
、
区

が
非
常
に
力
を
も
っ
て
い
る
た
め
行
政
が
主
導
で
や
る
の
は
至
難
の
技

で
、
国
や
東
京
都
が
本
気
で
や
ら
な
い
限
り
は
起
き
に
く
い
と
実
感
し

寛
容
性
と
批
評
性
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ—

—

「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」の
実
践

　

実
は「3331 A

rts C
hiyoda

」
を
立
ち
上
げ
る
時
の
企
画
書
に「
東

京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
と
書
い
て
い
て
、
最
初
か
ら「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
」を
す
る
前
提
で「3331 A

rts C
hiyoda

」を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

「3331 A
rts C

hiyoda

」を
点
と
す
る
な
ら
、「
東
京
」と
い
う
言
葉
は

エ
リ
ア
に
な
る
の
で
、「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
は
エ
リ
ア
と
し
て

い
か
に
個
人
に
宿
る
創
造
力
を
解
凍
し
拓
い
て
い
く
か
を
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、ま
ち
の
人
た
ち
が
受
け
と
め
る
力
が
必
要
で
す
。

ま
ち
の
人
た
ち
と
の
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
、
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
だ
し
、
江
戸
・
東
京
の
基
層
文
化
に
新
し
い
文

化
層
を
つ
く
り
だ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
八
年
に

「
構
想
展
」を
つ
く
り
、
作
家
た
ち
に「
こ
う
い
う
こ
と
や
り
た
い
ん
だ

け
ど
、
み
ん
な
何
か
面
白
い
こ
と
考
え
よ
う
よ
」
と
声
を
投
げ
か
け
、

二
〇
一
九
年
に
ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
か「
計
画
展
」
で
発
表
す
る
よ

う
に
投
げ
か
け
、
本
当
な
ら
二
〇
二
〇
年
の
夏
に
実
現
す
る
は
ず
だ
っ

た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
一
年
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
計
画
展
」
で
作
家
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
絞
り
込
ま
れ
、
予
算
感
な

ど
具
体
性
を
帯
び
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
優
美
堂
と
い
う
額
屋
さ
ん
で

僕
が
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
ま
す
ね
。
こ

こ
は
防
空
壕
の
あ
る
建
物
で
戦
後
す
ぐ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
店
な
の
で
す
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1 読解編 地域の多層性を読み解くレクチャー

個別ミーティングにさえ中村さんがすごい頻度で参加する

ということ。地域の祭りにも参加するように、共に居るこ

とを通して、中村さんは自らの「身体的文化資本」を発揮

し、磨いている。この身体的文化資本について、平田オ

リザは、「センス」あるいは「様々な人 と々うまくやっていく

力」と言い換えている。中村さんの様々な実践から感じら

れるのは、アートプロジェクトは、人々がこのセンスを身

に付けるためにこそあるのではないか。

　これから筆者が着手しようとしている「美術は教育」プ

ロジェクトでは、脱美術館的＝脱権威的な活動としての

アートプロジェクトの最終目標を、すべての人が創造的で

ある状態に向けて働きかけることだと仮定し、その「学び

の共有空間」としての可能性と課題を明らかにする。アー

トマーケットやアートワールド、あるいはまちづくりや地域

振興といったわかりやすい目的に回収されないアートプロ

ジェクトの価値について言説化することを目指す。そして、

中村さんの『美術と教育』（1997）、『美術の教育』（1999）、

『美術に教育』（2004）に次ぐ、『美術は教育（仮）』とし

て刊行する計画である。

　新型コロナウイルスの影響でなかなか思うように動けて

いないが、今年度は大学でサバティカル（研究休暇）を取

得している。東京オリンピック関連の文化イベントのあり

方について実践者の立場から考察することが一つの研究

テーマだ。加えて、「CHISOU」のことや奈良での今後の

展開について考えたい。そうした学びを求めて、中村政人

さんにサバティカルの受け入れ先になってもらっている。

　小林瑠音さんのレクチャーのところで、アートプロ

ジェクトの「普及」版といった表現について言及した（p. 

163）。実際こうした催しとそこでつくられる作品を「地域

アート」と名づけ、アートプロジェクトがカウンターとして

提示された時には斬新であったとしても、このままでは「地

域を活性化するもの」こそが「現代アート」であるという

ふうに、定義の方が変化していくと指摘する批判もある。

中村さんが「地域アート」という言葉さえ使いたくないと

言われたのは爽快だったが、中村さんがアートの定義とし

て掲げる「純粋×切実×逸脱」は、確かにこうした批判に

圧倒的に対抗する考え方であり、実践と言えるだろう。

　実際に、「東京ビエンナーレ 2020/2021」にも作家と

して参加するなかで驚いているのは、多数いる各作家の

「美術は教育」プロジェクト研究計画

　レクチャーの冒頭、中村さんから「アートとは何か」と問いかけ

られた。これまで私は、アートとは人に気づきを与えるもの、新た

な視点を得ることができるものだと考えていた。さらに言えば、そ

こには「わかる人にはわかる」「気づく人だけ気づけばいい」という、

作り手側の思いが優先される構図があると感じる機会もあり、そ

うした関係性にどこか閉塞感を覚えていた。だが、アートをプロジェ

クト化する事例や考え方を学ぶことで、アートという「概念」をアー

トプロジェクトという「出来事」の視点から捉え、それに関わる人

の創造性を刺激する効果もあると感じるようになった。事例紹介

では、中村さんがまちの人たちと一緒に、ビジョンを描きながら行

動する様子が見てとれた。アーティストではなく、周りの人たちが

主役となっている姿に、これまでのイメージがよい意味で壊された。

今回のレクチャーを通して、自分がアートに関わっていく際の思考

や行動の幅をさらに広げてもらえたと感じている。古江晃也

関わる人の創造性を刺激する
　わざわざ新しく何かをつくるのではなく、地域の人々が暮らし

の中で自然と身に付けてきた素養に気づき、彼らがつながる出来

事をカタチにする。ゆるやかに始まり、やがて地域の中で自発的

に継続されていく、そんないくつかの創造的イベントの事例の話

を聞いて、あるがままにある何かに新しい価値を生みだすのは、

「気づきをカタチにする力」であると感じた。山本篤子

気づきをカタチにする力

　アートには様々な形態のものがあり、また「ここまでがアートで

ここからは違う」という明確な線引きが難しい。だから「アート」

という言葉が、それ自体をわかりにくくしてしまうことがある。中

村先生から「アートとは何か」と問われ、私は「規定しないもの」

と答えた。アートの意味を定義することよりも、その概念につい

て多様な答えが生まれる、そんなプロセスにこそ価値があると感

じている。早田典央

規定しない

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市
民
が
立
ち
上
が
り
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

つ
く
っ
て
い
く
の
は
、
自
由
度
を
も
っ
て
設
計
で
き
る
の
で
本
当
に
楽

し
い
で
す
。

　

ゲ
ニ
ウ
ス
ロ
キ
と
い
う
言
葉
は
、「
地
霊
や
歴
史
、
風
土
、
産
業
な

ど
様
々
に
蓄
積
さ
れ
た
そ
の
地
域
の
気
配
や
魅
力
」を
表
し
て
い
ま
す

が
、「
こ
の
辺
り
、
な
ん
か
雰
囲
気
い
い
よ
ね
」と
い
う
感
じ
で
す
。
そ

の
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て
い
る
の
は
、建
築
や
石
碑
、道
、技
術
、歴
史
、

人
な
ど
、
ゲ
ニ
ウ
ス
ロ
キ
を
感
じ
る
様
々
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
ポ

イ
ン
ト
が
再
開
発
で
ど
ん
ど
ん
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
さ
っ
き

の
優
美
堂
の
建
築
は
ま
さ
に
そ
れ
な
ん
で
す
。
ゲ
ニ
ウ
ス
ロ
キ
や
歴
史
的

な
基
層
文
化
の
流
れ
を
感
じ
と
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
対

し
て
、
新
た
な
新
陳
代
謝
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本

　

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
唱
え
る
文
化
資

本
に
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
客
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
で
、
書

籍
や
絵
、
骨
董
品
な
ど
有
形
で
お
金
で
買
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
。
二

つ
目
は
制
度
化
さ
れ
た
文
化
資
本
で
、
学
歴
や
資
格
、
免
許
な
ど
、
制

度
が
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
で
、
本
人
の
努
力
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
三
つ
目
が
重
要
で
す
が
、
身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
。
礼
儀

作
法
や
慣
習
、
言
葉
遣
い
、
セ
ン
ス
な
ど
、
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
本

人
の
努
力
で
も
身
に
つ
か
な
い
も
の
で
、
そ
の
地
で
生
ま
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
宿
っ
て
し
ま
う
も
の
。
自
然
と
身
に
つ
く
身
体
的
文
化
資
本

は
、
学
校
教
育
で
は
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
。
文
化
資
本
の
蓄
積
に
は
長

い
年
月
が
必
要
で
す
が
、
数
百
年
か
け
て
蓄
積
し
た
文
化
資
本
で
も
消

滅
す
る
と
価
値
は
一
瞬
に
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
ち
が
魅
力
的
か
つ
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

の
ま
ち
を
構
成
し
て
い
る
地
域
因
子
の
価
値
を
分
析
し
、
そ
れ
が
発
芽

し
成
長
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
具
現
化
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
。
ま
ち
が
創
造
的
に

な
っ
て
い
く
た
め
に
、
そ
こ
で
暮
ら
し
働
く
誰
し
も
が
参
加
で
き
る
場

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
人
間
の
身
体
的
文
化
資
本
が

一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
一
緒
に
何
か
行
動
を
起
こ
す
時
、
一

気
に
シ
ナ
ジ
ー
が
起
き
て
創
造
力
が
シ
ン
ク
ロ
し
だ
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
に
ア
ー
ト
が
生
ま
れ
成
長
さ
せ
て
い
く
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
設
計
し
て
い
く
、
そ
し
て
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
計
し
て
い
る
自
分
も
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
影
響
さ
れ
て

身
体
的
文
化
資
本
を
構
築
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な
流
れ
が
大
事
で
す
ね
。
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ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
制
作
・
運
営

プ
ロ
グ
ラ
ム

表
現
編

2

多様な人 と々協働しながら有形無形の地域資源を活かした
活動を行うアーティスト4組（sonihouse、長坂有希、
山城大督、ジェームズ・ムリウキ）と共に、約半年間に
わたりアートプロジェクトを企画・制作・運営することで、
アーティストが実際に行うフィールドリサーチや文献講読、
インタビューなどの手法を修得することを目指しました。
また、美術館や芸術祭でのラーニングプログラムを参照
しながら、アートと地域の人々をつなぐ方法について考え、
具現化することを試みました。



プロジェクト1｜sonihouse
「地奏」
感覚をひらき、今ここにある豊かさに触れる

実験的な音響空間の設計やオリジナルスピーカーの制作を行う
sonihouse（鶴林万平＋鶴林安奈）による新しい試み「地奏」は、
その土地、その時にしか生まれない音を通じて、土地に積み重
ねられた層と感覚の広がりを体験するプロジェクト。初回とな
る今年度は、天照大神を一時的にお祀りしていた「元伊勢」伝承
が残る、奈良県宇陀市の阿紀神社、高天原を舞台に、まち歩き
と音楽ライブを企画・実施しました。参加者は自らの耳、身体、
感覚をひらいて土地全域に流れる自然の音を巡り歩きます。そ
の後、雑木林の中に集い、中世の鍵盤楽器クラヴィコードが奏
でる音を媒介に、光や風の揺らめき、様々な動植物の鳴き声と
蠢き、遠くから届く残響に、静かに耳を澄ませました。

▲ 宇陀の里山に流れる川のせせらぎを聴きながら歩く｜ロゴデザイン：鶴林安奈 082

083



いよいよ、まち歩きへ出発耳をひらく準備運動として、池上恵一氏が耳つぼマッサージを伝授宇陀川の音を聴く民家や川沿いを歩く

宇陀の里山に流れる川のせせらぎを聴きながら歩く橋の上で四方からの川音を聴き比べる川音から離れ人工音が響く大通りに向かう福祉施設の人口音と自然音が重なり合う

かぎろひの丘万葉公園で落ち葉を踏みながら歴史物語を聴く橋の上で劇的な川音のサラウンド効果を体験する 宇陀の里山の音風景を歩く再び川音が聴こえだす

宇陀の里山に流れる川のせせらぎを聴きながら歩く市街地と里山の環境音が交わる高台で耳をひらく阿紀神社で川面のせせらぎを聴く宇陀の特産である葛を飲んで一休み

阿紀神社sonihouse鶴林万平さんによる挨拶クラヴィコードを演奏する内田輝さん

アーカイブ映像のための録音マイク高天原の樹々に囲まれて演奏と周囲の様々な音に耳をひらく参加者14世紀の鍵盤楽器クラヴィコード高天原の樹々

宇陀松山会館まちを歩く

里山を歩く

阿紀神社で一休み

高天原での演奏会

受講者によるガイド
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2020.10.29 
STEP 1. 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
①

2020.11.12 
STEP 3. 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
②

2020.11.5 
STEP 2. 

宇
陀
松
山
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
①

2020.12.28

STEP 4. 

宇
陀
松
山
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
②

sonihouse

の
ス
タ
ジ
オ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
奈

良
県
立
大
学
井
原
縁
研
究
室
ゼ
ミ
生
が
集
ま
り
、
初
顔
合
わ
せ
。

sonihouse
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構

想
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
。
井
原
先
生
か
ら
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の

読
み
解
き
方
」に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、「
自
然
」「
歴
史
」

「
民
俗
」「
生
業
」「
視
覚
」「
音
と
匂
い
」
と
い
う
６
つ
の
テ
ー
マ
に

基
づ
い
て
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
翌
週
の
宇
陀
松
山
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
の
方
向
性
と
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

前
週
の
宇
陀
松
山
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
の
振
り
返
り
を
行
う

た
め
に
、
井
原
縁
研
究
室
ゼ
ミ
生
と
共
に
、sonihouse

の
ス
タ
ジ

オ
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
各
自
が
撮
影
し
た
記
録
写
真
や
音
声

デ
ー
タ
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
内
で
感
想
を
シ
ェ
ア

し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
を
行
う
。sonihouse

よ
り
、
音

の
観
点
か
ら
阿
紀
神
社
と
高
天
原
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
場
所
と
し

て
最
適
で
あ
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
調
整
し

て
い
く
か
を
話
し
合
っ
た
。

各
自
で
お
昼
ご
飯
を
済
ま
せ
た
後
、
宇
陀
松
山
会
館
に
全
員
集
合
。

宇
陀
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
の
職
員
の
方
々
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
前
週
に
決
め
た
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
着
目
し
な
が
ら
宇
陀
松
山
地
区
を
巡
り
歩
く
。
宇

陀
川
の
流
れ
る
音
、
ま
ち
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
路
の
せ
せ
ら
ぎ
、

宇
陀
松
山
城
の
跡
と
城
下
町
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
街
並
み
、
阿
騎

野
の
自
然
と
歴
史
、
葛
と
薬
草
を
育
む
気
候
と
大
地
な
ど
、
宇
陀
の

魅
力
を
思
い
き
り
体
感
し
た
。

阿
紀
神
社
や
宇
陀
市
役
所
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
松
山
長
榮
堂

な
ど
、
と
て
も
協
力
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
宇
陀
松
山
の

方
々
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
阿
紀
神
社
と
高
天
原
を
舞
台
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
で
き
る
見
通
し
が
た
つ
。
高
天
原
で
の
公
演
前
に

温
か
い
葛
を
ふ
る
ま
う
予
定
の
、
阿
紀
神
社
社
務
所
を
下
見
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
氏
子
総
代
の
責
任
役
員
で
あ
る
浦
岡
英
夫
さ
ん
か
ら
阿

紀
神
社
と
高
天
原
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
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2021.1.11

STEP 5. 

宇
陀
松
山
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
③

2021.2.14 
STEP 7. 

「
地
奏 vol.1 U

D
A

 M
ATSU

YA
M

A

」
実
施

2021.2.7 
STEP 6. 

宇
陀
松
山
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
④

高
天
原
で
の
公
演
で
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
を
演
奏
し
て
く
だ
さ
る
内
田

輝
さ
ん
、sonihouse

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
、
ま
ち
歩
き

の
ル
ー
ト
候
補
を
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
耳
を
澄
ま
せ
る
ポ
イ
ン
ト
、

公
演
当
日
ま
で
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
14
世
紀
頃

に
発
明
さ
れ
、
現
代
の
ピ
ア
ノ
の
原
型
と
も
言
わ
れ
る
ク
ラ
ヴ
ィ

コ
ー
ド
を
、
自
ら
の
手
で
製
作
し
て
い
る
内
田
さ
ん
。
そ
の
美
し
い

形
状
と
仕
組
み
、
繊
細
で
豊
か
な
響
き
を
実
際
に
体
験
し
て
、
皆
で

感
嘆
し
た
。

直
前
ま
で
雨
予
報
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
日
は
朝
か
ら
快
晴
。
11
時

30
分
か
ら
宇
陀
松
山
会
館
で
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
耳
つ
ぼ
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
く
だ
さ
る
池
上
恵
一
さ
ん
も
、
助
っ

人
と
し
て
加
わ
る
。
12
時
か
ら
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
ま
ち
歩

き
ル
ー
ト
の
最
終
下
見
や
公
演
会
場
の
設
営
な
ど
、
準
備
を
す

る
。
13
時
45
分
か
ら
受
付
開
始
。
14
時
か
ら
参
加
者
17
名
が
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ま
ち
歩
き
へ
。
い
よ
い
よ
「
地
奏 vol.1 U

D
A

 
M

ATSU
YA

M
A

」
の
幕
が
開
い
た
。

い
よ
い
よ
公
演
本
番
ま
で
残
り
１
週
間
。
ま
ち
歩
き
の
ガ
イ
ド
役
を

務
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
奥
山
祐
さ
ん
、
か
と
う
あ
つ
こ

さ
ん
が
、
実
際
に
ル
ー
ト
を
巡
っ
て
時
間
配
分
を
計
算
し
な
が
ら
、

sonihouse

さ
ん
や
他
の
メ
ン
バ
ー
を
相
手
に
、
音
を
聴
く
ポ
イ
ン

ト
の
解
説
を
練
習
し
て
み
る
。
運
営
統
括
を
担
当
す
る
古
江
晃
也
さ

ん
、
社
務
所
で
の
葛
の
調
理
と
配
膳
を
担
当
す
る
松
本
耕
士
さ
ん
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
手
順
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
。
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東①
宇
陀
松
山
城
跡

標
高
４
７
３
ｍ
の
山
頂
と
い
う
非
常
に
高
い
場
所
に

位
置
し
、
車
で
は
途
中
ま
で
し
か
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
南
北
朝
時
代
と
い
う
一
触
即
発
の
時
代
に

築
城
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
頂
上
か
ら
の
視
界

は
四
方
に
開
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
上
方
向
に
も

開
け
て
お
り
、
空
の
広
さ
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
え
そ
う
で
す
。

②
森
野
旧
薬
園

吉
野
本
葛
づ
く
り
を
営
む
森
野
家
の
11
代
当
主
が

作
っ
た
薬
草
園
で
、建
物
の
裏
手
高
台
に
あ
り
ま
す
。

登
る
と
大
宇
陀
の
町
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
程

よ
い
具
合
に
下
界
の
ま
ち
の
音
が

聴
こ
え
て
き
ま
す
。
薬
園
に
は
歴

代
当
主
が
隠
居
を
し
た
庵
も
あ
り
、

降
り
て
す
ぐ
雑
多
な
俗
世
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
ど
よ
く
俗

世
界
と
つ
な
が
れ
る
バ
ラ
ン
ス
が
、

中
国
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
詩
人
で

あ
る
陶
淵
明
の
理
想
の
隠
居
を
彷

彿
と
さ
せ
ま
す
。

西③
阿
騎
野
・
人
麻
呂
公
園

標
高
４
７
３
ｍ
の
山
頂
と
い
う
非
常
に
高
い
場
所
に

位
置
し
、
車
で
は
途
中
ま
で
し
か
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
南
北
朝
時
代
と
い
う
一
触
即
発
の
時
代
に

築
城
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
頂
上
か
ら
の
視
界

は
四
方
に
開
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
上
方
向
に
も

開
け
て
お
り
、
空
の
広
さ
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
え
そ
う
で
す
。

⑤
阿
紀
神
社

歴
史
は
神
話
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
第
10
代

垂
仁
天
皇
の
時
代
に
天
照
大
神
を
一
時
的
に
お
祀
り

し
た
元
伊
勢
が
始
ま
り
で

す
。
江
戸
時
代
、
藩
主
が

寄
進
し
た
能
舞
台
が
き
っ

か
け
で
能
が
盛
ん
に
な
り
、

現
在
も
毎
年
、
境
内
の
能

舞
台
で
蛍
能
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
境
内
の
川
の
流

れ
は
、
神
代
に
さ
か
の
ぼ

る
壮
大
な
歴
史
の
流
れ
と

重
な
り
ま
す
。

⑥
高
天
原

阿
紀
神
社
の
旧
社
地
で
も
あ
る
こ
の
高
天
原
は
、
壬

申
の
乱
の
折
、
大
海
人
皇
子
と
共
に
草
壁
皇
子
を
連

れ
阿
騎
野
へ
逃
げ
て
き
た
高
天
原
廣
野
姫（
の
ち
の

持
統
天
皇
）ゆ
か
り
の
地
で
す
。
高
天
原
は
、
う
っ

そ
う
と
茂
る
樹
々
の
中
に
、
薄
暗
い
、
少
し
開
け
た

空
間
に
あ
り
ま
す
。
天
照
大
御
神
が
治
め
、
多
く
の

神
々
が
暮
ら
し
た
と

さ
れ
る「
高
天
原
」
の

名
を
与
え
ら
れ
た
こ

の
場
所
で
は
、
自
然

の
音
が
静
か
に
響
き
、

人
が
暮
ら
す
場
所
と

は
違
う
空
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

sonihouse「地奏 vol.1 UDA MATSUYAMA」

ま
ち
の
東
西

大
宇
陀
は
国
道
１
６
６
号
線
を
挟
ん
だ
東
西

で
ま
ち
の
様
相
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
東
側

は
、
南
北
朝
時
代
に
秋
山
氏
が
建
て
た
宇
陀

松
山
城
を
中
心
と
す
る
城
下
町
で
、
現
在
は

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
西
側
は
、
古
代
日
本
史
に
お

け
る
要
所
と
な
っ
た
「
阿
騎
野
」と
呼
ば
れ

る
田
園
地
域
で
す
。
弥
生
時
代
か
ら
人
の
営

み
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
日
本
神
話
に
お
け

る
重
要
な
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

プロジェクトメンバーによる宇陀まち歩きポイントのご紹介  

（執筆：奥山祐｜編集：古江晃也）

④
か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
万
葉
公
園

柿
本
人
麻
呂
が「
東
の
野
に
炎
の
立
つ
見
え
て
か
へ

り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ
」と
い
う
著
名
な
万
葉
歌
を

詠
ん
だ
地
で
す
。
亡
く

な
っ
た
草
壁
皇
子
を
偲

び
、
後
継
者
で
あ
る
幼

い
息
子
の
軽
皇
子
に
期

待
を
込
め
る
、
と
い
う

世
代
交
代
の
意
を
込
め

た
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

と
て
も
開
け
た
丘
で
、

登
る
と
阿
騎
野
の
豊
か

な
田
園
風
景
と
遠
く
の

山
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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宇
陀
松
山
の
特
長
に
つ
い
て

井
原
縁
（
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
・
造
園
学
／
奈
良
県
立
大
学
教
授
）

　

奈
良
県
北
東
部
、
大
和
高
原
の
南
端
に
位
置
す
る
宇
陀
山
地
の
山
あ
い
に
、
風
情
漂
う
歴
史
的
町
並
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
町
並
み
保
存
が
図
ら
れ
て
い
る
宇
陀
松
山
地
区
で
あ

る
。
戦
国
時
代
、
在
地
領
主
秋
山
氏
の
築
城
と
共
に
城
の
西
南
に
造
ら
れ
た
城
下
町「
阿
貴
町
」に
端
を
発
し
、

近
世
初
頭
に
豊
臣
家
家
臣
が
城
の
大
改
修
と
併
せ
城
下
町「
松
山
町
」
と
し
て
拡
大
整
備
を
行
っ
た
。
城
の
破

却
後
は
、
宇
陀
松
山
藩
、
天
領
と
支
配
者
が
流
転
す
る
な
か
、
物
資
の
集
散
地
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
大

い
に
繁
栄
し
た
。
宇
陀
紙
や
吉
野
葛
、
絞
り
油
、
薬
、
酒
な
ど
地
元
の
特
産
物
が
販
売
さ
れ
、
商
人
ら
の
豪
奢

な
町
家
が
立
ち
並
び「
宇
陀
千
軒
」「
松
山
千
軒
」と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
近
代
以
降
は
宇
陀
郡
役
所
や
裁
判
所

な
ど
主
要
な
公
的
機
関
が
置
か
れ
、
地
域
の
経
済
・
政
治
の
中
心
地
と
し
て
昭
和
半
ば
ま
で
活
況
を
呈
し
た
。

現
在
は
落
ち
着
い
た
静
か
な
佇
ま
い
だ
が
、
近
世
初
頭
に
整
備
さ
れ
た
城
下
町
の
骨
格
の
上
に
賑
や
か
な
町
の

来
歴
を
伝
え
る
有
形
・
無
形
の
遺
産
が
重
層
的
に
蓄
積
し
、
総
体
と
し
て
独
特
の
趣
あ
る
風
景
が
形
作
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
固
有
の
来
歴
と
風
景
の
基
層
に
あ
る
の
が
、
こ
の
地
を
流
れ
る「
動
脈
」
と「
水
脈
」
で
あ
る
。

本
地
区
は
、
南
北
に
貫
流
す
る
宇
陀
川
の
東
岸
を
走
る
街
道
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
街
道
は
京
都
、

奈
良
、
伊
勢
、
和
歌
山
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要
衝
で
、
古
来
人
や
物
資
、
情
報
の
交
流
を
も
た
ら
し
、
町
の
発
展

を
支
え
て
き
た
。
地
区
を
流
れ
る
宇
陀
川
は
、
城
下
町
を
護
る
濠
と
し
て
機
能
し
、
町
の
な
か
に
水
路
と
し
て

引
き
込
ま
れ
人
々
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
良
質
な
地
下
水
は
、
寒
冷
な
気
候
と
相
俟
っ
て
吉

野
葛
や
酒
な
ど
の
生
業
を
生
み
出
し
て
き
た
。
さ
ら
に
本
地
区
の
立
地
を
俯
瞰
す
る
と
、
宇
陀
川
が
形
成
し
た

小
盆
地
の
一
角
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
宇
陀
山
地
を
大
小
の
支
流
を
集
め
て
北
東
に
流
れ
る
宇
陀
川
は
、
そ

の
過
程
で「
口く
ち

宇う

だ陀
盆
地
」
と
呼
ば
れ
る
小
盆
地
を
複
数
形
成
し
、
そ
こ
で
は
古
代
か
ら
人
々
の
営
み
が
紡
が

れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
宇
陀
松
山
地
区
自
体
は
先
述
の
通
り
戦
国
時
代
を
嚆
矢
と
す
る
が
、
立
地
す
る
小
盆
地

の
歴
史
は
そ
れ
よ
り
も
遥
か
昔
に
遡
る
。
古
代
は「
阿あ

き騎
野の

」と
呼
ば
れ
る
原
野
で
、
宮
廷
の
薬
く
す
り
が
り

猟
の
場
で
あ
っ

た
。
地
区
の
西
方
、
宇
陀
川
の
支
流
で
あ
る
本
郷
川
の
浄
域
に
鎮
座
す
る「
元
伊
勢
」※
伝
承
地
の
阿
紀
神
社
や

旧
社
地
と
さ
れ
る
高
天
原
界
隈
は
、そ
の
面
影
を
留
め
る
場
所
で
あ
る
。

　

耳
を
澄
ま
し
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
を
進
め
、
宇
陀
松
山
地
区
の
基
層
に

流
れ
る
動
脈
と
水
脈
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
育
ん
で
き
た
豊
か
な
歴
史
と

文
化
の
広
が
り
に
、
全
身
で
思
い
を
馳
せ
て
欲
し
い
。

※
元
伊
勢
…
数
々
の
伝
承
に
彩
ら
れ
て
き
た
記
紀
万
葉
の
ふ
る
さ
と
、

阿
騎
野
。
こ
の
地
に
鎮
座
す
る
古
社
、
阿
紀
神
社
は
、
そ
れ
ま
で
宮
中
で

お
祀
り
さ
れ
て
い
た
天
照
大
神
を
新
た
に
お
祀
り
す
る
地
を
探
す
旅
に

出
た
倭
姫
命
が
、
最
初
に
そ
の
候
補
地
と
し
た
場
所
で
あ
っ
た
と
伝
わ

り
ま
す
。（
出
典『
県
民
だ
よ
り
奈
良 

平
成
28
年
８
月
号
』）

プロジェクトメンバー：奥山祐、かとうあつこ、谷輝幸、古江晃也、松本耕士、山本粧子
協力：阿紀神社、松山長榮堂、宇陀市教育委員会事務局文化財課、奈良県立大学井原縁研究室
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プロジェクト2 ｜長坂有希
「Ethno-Remedies: Bedtime Stories ⇄ A Life’s Manual」
種々の生態を見つめ、協働を通して、生きる技術を紡ぐ物語

リサーチとストーリーテリングを主軸に様々な媒体を用いて作
品制作を行う長坂有希は、奈良の地で育まれてきた固有の生き
る技術と知恵を使って仕事をする人々への聞き取りやフィール
ドワーク、協働を通して物語を編んでいくプロジェクトに着手
しました。このプロジェクトは、夜眠る前に手に取りたくなる
ような図鑑でありながら、いつか困難な局面に陥った時には、
生きるための知恵や技術を示してくれる指南書となる本をつく
ることを目指します。今年度は、養蜂や在来野菜、葛、薬草に
携わっている人々を訪ねました。

▲ 長坂が出会った吉岡養蜂園の養蜂場の風景｜ロゴデザイン：長岡綾子 094

095



﹇
第
１
回
リ
サ
ー
チ
﹈

2020.09.09   「農業組合 五ふしの草」

2020.09.10   「吉岡養蜂園 」

2020.09.12   「東養蜂園」

初日は、奈良県立大学の近所にある八百屋さん「五ふしの草」へ。突然の訪問にも関わ
らず店主の榊原一憲さんから有機農業や種についての貴重なお話を聞く。今後、リサー
チの対象の一つとなる葛とここで初めて出会う。

2020.09.11   「東吉野村／大宇陀」

奈良の東吉野村が日本で最後にニホンオオカミが目撃された土地であること、そしてその
剥製は長坂がかつて暮らしていた英国の博物館に所蔵されていることを知り、東吉野村を
訪れる。また、その付近で吉野葛がつくられていることを知り、大宇陀へ足を伸ばす。森
野吉野葛本舗、森野旧薬園を訪れ、代々守られ続けてきた薬草植物の数 と々美しい薬草
の図鑑に感動する。

養蜂の方法の一つに「移動型養蜂」があると知り、この方法を実践している養蜂家を探す。
生駒市でお店を構える吉岡養蜂園さんを訪問し、養蜂や蜂の特性、養蜂家になった経緯
などについて吉岡幸次さんにお話を伺った。

農業と兼業で養蜂を営む東一さんのご自宅を訪問。ミツバチの生態について興味深いお
話を伺う。養蜂場へもご案内いただき、採れたての蜂蜜をご馳走になる。ミツロウや保湿
バーム、蜂蜜などお土産をたくさんいただく。

2020.11.19   「吉岡養蜂園」

再び吉岡養蜂園を訪れ、息子さんの吉岡伸次さんにお話を伺った。常に変化を伴う天候
や蜂などの自然を相手にする養蜂を専業で営んでおり、なおかつ家族経営されてきたとい
う点に、感覚や経験をもとにした固有の知恵や技術が生成・継承されていくヒントがある
のではないかと思いを巡らす。

﹇
第
２
回
リ
サ
ー
チ
﹈
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2020.12.18   「長岡デザイン／清澄の里 粟」

2020.12.16   「吉岡養蜂園」

2020.12.17   「大宇陀」

2020.12.27   「リサーチ・マテリアル・トーク」

プロジェクトのロゴデザインを長岡綾子さんにお願いするため、午前中は長岡デザイン事
務所へ。午後は在来野菜を自ら育て、料理を提供するレストラン「清澄の里 粟」へ。食
事しながら店主の三浦雅之さんに在来種の保存について話を伺った後、畑を見学。

一ヶ月前に訪問した際、吉岡伸次さんから「巣箱に色や模様があると、女王蜂が巣に戻っ
てきやすくなり、産卵率が高まるため、巣箱に絵を描いてくれないか」という打診を受けた。
それを実現するために、巣箱を拝見しに養蜂場を案内いただいた。

森野旧薬園を営む森野てる子さんにお話を伺う予定だったが、数日前に火災があったと知
り、急遽訪問を見送る。葛の製造は寒い季節にのみ行われるため、同じ地域で葛を製造
販売する黒川本家へ。明治期の世界博覧会で日本の特産物として葛が欧米で表彰されて
いたと知る。

半年にわたるリサーチを、時系列に沿って写真と言葉で物語るプレゼンテーションを実施。
多様な人々と出会い、対話するなかで見出した、長坂なりの「生きる知恵や技術の糸口」
について、プロジェクトの構想を織り交ぜながら発表した。

﹇
第
３
回
リ
サ
ー
チ
﹈

［マテリアルトーク］

▲ 「リサーチ・マテリアル・トーク」で発表したプロジェクト構想のダイアグラム
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［
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
］

　

奈
良
で
養
蜂
を
営
む
人
や
、
在
来
野
菜
、
葛
、
薬
草
を
栽
培
す
る
人
た
ち
が

も
っ
て
い
る
固
有
の
生
き
る
技
術
と
知
恵
、
人
生
に
つ
い
て
の
物
語
を
つ
く
り

ま
す
。
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
生
き
る
技
術
と
知
恵
を
習
得
し
、
在

来
野
菜
を
つ
く
る
農
家
さ
ん
や
養
蜂
家
の
方
な
ど
に
実
際
に
会
っ
て
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
る
親
密
な
物
語
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
イ
ト
ル
「E

thno-R
em

edies: B
edtim

e Stories 

⇄ A
 Life’s  M

annual

」
の
各
キ
ー
ワ
ー
ド
の
意
味
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
　
「E

thno-R
em

edies

」 —
—

人
々
の
間
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
特
効
薬

　
　
「B

edtim
e Stories

」 —
—

夜
寝
る
前
に
読
む
よ
う
な
物
語
や
お
話

　
　
「A

 Life’s  M
annual

」 —
—

人
生
の
指
南
書

　

長
坂
さ
ん
は
、「
奈
良
で
の
リ
サ
ー
チ
で
出
会
っ
た
様
々
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
は
一
見
土
地
か
ら
切
り
離
せ
な
い
固
有
の
も
の
。
こ
れ
か
ら
時
間
を
か
け

て
関
わ
る
な
か
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
を
移
動
可
能
な
本
や
図
鑑
、
物
語
と
い

う
媒
体
に
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割
で
す
」
と
語
り
ま
す
。
す
ぐ
に

何
か
に
役
立
つ
と
い
う
よ
り
、
時
間
を
経
て
い
つ
か
人
生
の
糧
に
な
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
と
の
こ
と
。物
語
に
描
か
れ
る
人
々
の
も
つ
技
術
や
生
き
方
は
、

い
つ
か
困
難
が
私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
時
に
、
進
む
べ
き
方
向
を
示

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

リ
サ
ー
チ
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、「
養
蜂
」「
在
来
野
菜
」「
葛
」「
薬
草
」
と

い
う
要
素
か
ら
連
峰
の
風
景
を
連
想
し
た
と
長
坂
さ
ん
は
述
べ
ま
す
。
ど
の
要

素
も
根
底
で
は
つ
な
が
っ
て
い
て
、
急
が
ず
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
段
々
と

層
が
重
な
り
物
語
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
…
そ
れ
は
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
が
目
指
す
と
こ
ろ
も
内
包
し
て
い
ま
す
。

［
養
蜂
］

　

養
蜂
と
は
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
、
蜂
蜜
・
ロ
イ
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
・
蜜
蝋
・
花
粉
な
ど
を
採
集
し
た
り
、
農
作
物

の
花
粉
媒
介
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
私
た
ち

の
食
べ
物
の
４
割
強
は
ミ
ツ
バ
チ
が
受
粉
を
行
っ
て
お
り
、

食
育
の
進
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ミ
ツ
バ
チ
目
線
で
街
路

樹
の
選
定
や
街
作
り
を
行
っ
て
い
る
。　

　

長
坂
さ
ん
が
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
た
の
は
東
養
蜂
園
、
吉

岡
養
蜂
園
。
東
養
蜂
園
は
農
家
と
の
兼
業
で
や
っ
て
い
る

お
お
ら
か
さ
が
あ
り
、
吉
岡
養
蜂
園
は
専
業
で
、
中
学
校

卒
業
後
に
師
匠
に
弟
子
入
り
し
て
養
蜂
を
学
ん
だ
父
親
と
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
勤
め
を
や
め
て
養
蜂
家
に
な
っ
た
息
子
さ

ん
を
軸
に
家
族
経
営
で
や
っ
て
お
り
、
自
然
に
委
ね
る
部

分
の
多
い
養
蜂
業
の
シ
ビ
ア
さ
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
で

温
か
い
人
柄
と
家
族
仲
の
良
さ
、
そ
し
て
蜂
へ
の
愛
を
多

分
に
感
じ
た
そ
う
。
そ
し
て
長
坂
さ
ん
は
、
移
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
春
を
２
回
つ
か
ま
え
る
と
い
う
「
移
動
型
養

蜂
」
と
、そ
こ
に
含
ま
れ
る
場
所
の
記
録
性
や
土
地
の
エ
ッ

セ
ン
ス
に
面
白
さ
を
感
じ
る
。
移
動
型
養
蜂
は
、
限
ら
れ

た
期
間
に
よ
り
多
く
の
蜂
蜜
を
採
る
た
め
ミ
ツ
バ
チ
を
連

れ
て
開
花
前
線
を
追
い
か
け
て
い
く
も
の
で
、
吉
岡
さ

ん
の
場
合
は
６
月
中
旬
に
奈
良
で
花
が
終
わ
る
と
10
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
に
巣
箱
を
積
み
込
み
、
２
日
間
か
け
て
北
海
道
へ

移
動
す
る
。
北
海
道
で
は
蜜
を
採
る
こ
と
で
は
な
く
、
次

の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
「
い
い
蜂
を
作
る
こ
と
」
を
メ
イ

ン
に
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
養
蜂
家
は
ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
を

採
り
に
行
く
蜜
源
を
自
分
で
作
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

お
り
、
種
ま
き
と
植
林
を
し
て
山
を
育
て
る
こ
と
で
、
蜂

を
含
め
た
生
態
系
が
豊
か
に
な
り
、
山
が
豊
か
に
な
る
と

さ
ら
に
、
高
品
質
な
図
鑑
を
作
っ
て
い
た
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
と
て
も
綺
麗
な
図
鑑
を
完
成
さ
せ
て
い

る
。
家
族
で
大
事
に
守
ら
れ
て
き
た
図
鑑
の
た
め
、
完
全

な
状
態
で
残
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
だ
。
図

鑑
と
は
情
報
だ
け
が
集
約
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

美
術
的
観
点
か
ら
も
価
値
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
と
い
う

メ
デ
ィ
ウ
ム
に
な
る
事
に
よ
っ
て
時
間
と
空
間
を
超
越
す

る
。
言
葉
だ
け
で
書
い
て
し
ま
っ
た
ら
子
供
に
は
わ
か
ら

な
い
、
し
か
し
そ
こ
に
絵
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理

解
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
。
本
は
、
人
の
生
活
の
そ
ば
に

い
る
こ
と
が
で
き
る
形
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
葛
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
葛
が
盛
ん
に
製
造
さ
れ

た
理
由
は
、
大
宇
陀
の
冬
は
と
て
も
寒
い
た
め
水
が
腐
ら

な
い
と
い
う
こ
と
と
、
水
が
綺
麗
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の

二
つ
の
地
理
的
条
件
は
葛
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
条
件
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
11
月
〜
３
月
の
冬
の
時
期
だ
け
葛
が

作
ら
れ
る
。
葛
は
栽
培
せ
ず
、
野
生
に
自
生
し
て
い
る
も

の
を
職
人
た
ち
が
採
っ
て
く
る
。
葛
の
根
を
叩
い
て
繊
維

を
壊
し
、
そ
れ
を
水
に
つ
け
、
根
か
ら
で
ん
ぷ
ん
質
を
取

り
だ
す
。
ア
ク
が
強
い
た
め
、
冷
た
い
水
の
中
で
で
ん
ぷ

ん
質
だ
け
沈
殿
さ
せ
、
何
回
も
水
を
取
り
替
え
不
純
物
を

取
り
除
い
て
い
く
。
そ
の
沈
殿
し
た
層
を
堆
積
さ
せ
て
い

き
、
そ
れ
を
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
う
し
て
で
き
た
葛
は
ホ
ワ

イ
ト
ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
綺
麗
な
粉
末
に
な
る
。
た

だ
で
手
に
入
る
も
の
が
、
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
高
価
な
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
ま
る
で
錬
金
術
だ
。

奈
良
は
地
形
と
し
て
、
単
純
に
美
し
い
。
そ
し
て
、
土
地

の
技
術
、
人
の
技
術
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

言
う
。

　

ま
た
、
吉
岡
さ
ん
は
巣
箱
に
目
印
が
あ
る
と
女
王
蜂
が

戻
っ
て
き
や
す
く
て
産
卵
率
が
上
が
る
こ
と
に
注
目
し
、

色
や
カ
タ
チ
で
目
印
を
つ
け
た
り
、
蜂
が
上
空
か
ら
見
る

際
に
巣
箱
の
配
置
で
◯
×
□
を
作
る
な
ど
実
験
し
て
お
り
、

私
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
巣
箱
に
絵
を
描
い
て

く
れ
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
長
坂
さ
ん
は
「
普
段
、

美
術
は
人
間
の
た
め
に
作
る
け
れ
ど
、
蜂
に
向
け
て
作
る

と
い
う
こ
と
と
、
そ
こ
に
実
用
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

面
白
さ
を
感
じ
る
と
話
し
、
誰
の
、
何
の
目
で
世
界
を
見

て
い
く
の
か
」
と
い
う
問
い
を
持
ち
な
が
ら
、
今
後
み
ん

な
で
巣
箱
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
在
来
野
菜
］

　

在
来
野
菜（
伝
統
野
菜
）は
地
域
独
特
の
気
候
や
風
土
の

中
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
作
物
の
こ
と
。
奈
良
県
農

林
部
が
認
定
し
た
も
の
は
大
和
野
菜
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

何
代
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
に
特
化

し
た
も
の
と
な
り
、
育
て
や
す
く
独
特
の
風
味
を
持
っ
て

い
る
。
ま
た
、
種
を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
手
の

好
み
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
特
徴
。
家
族
の
た
め
に
作
っ

て
い
る
農
家
さ
ん
も
多
く
、
在
来
野
菜
は
家
族
野
菜
と
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

長
坂
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
た
の
は
五
ふ

し
の
草
、
清
澄
の
里 

粟
。
五
ふ
し
の
草
で
は
在
来
野
菜
や

有
機
野
菜
を
店
頭
販
売
し
て
い
る
他
、
フ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス

を
使
っ
た
デ
リ
バ
リ
ー
も
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
毎
週

お
便
り
を
作
成
し
、
野
菜
が
作
ら
れ
た
場
所
や
そ
の
野
菜

を
使
っ
た
手
作
り
レ
シ
ピ
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。
在
来
野

菜
は
家
族
の
中
で
受
け
継
が
れ
る
こ
と
か
ら
、
作
っ
て
い

る
農
家
が
い
な
く
な
れ
ば
在
来
野
菜
も
途
絶
え
て
し
ま
う
。

そ
う
い
っ
た
現
状
も
あ
り
、
五
ふ
し
の
草
で
は
、
在
来
野

菜
を
仕
入
れ
、
届
け
る
こ
と
に
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

清
澄
の
里 

粟
は
、
在
来
野
菜
を
自
分
た
ち
で
作
り
、
料

理
と
し
て
提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。
21
年
前
に
開
業

し
た
当
時
、
使
用
す
る
在
来
野
菜
は
10
種
類
程
度
で
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
研
究
を
す
る
中
で
、
奈
良
の
各
地
を
回
り
、

種
を
譲
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
栽
培
を
続
け
て
き
た
。
現
在

は
ラ
ン
チ
に
57
種
類
も
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
提
供
さ

れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
在
来
野
菜
の
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
種
を
保
存
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
や
、

在
来
野
菜
を
使
っ
た
商
品
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

［
葛
／
薬
草
］

　

奈
良
で
は
葛
の
存
在
を
そ
こ
ら
中
に
感
じ
る
。
う
ど
ん

に
も
葛
が
入
っ
て
い
た
り
、
葛
が
八
百
屋
で
売
っ
て
い
た

り
、
土
地
の
名
前
に
葛
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
た
り
…
…

そ
こ
で
長
坂
さ
ん
は
、
大
宇
陀
に
あ
る
吉
野
葛
を
作
っ
て

い
る
老
舗
、
森
野
吉
野
葛
本
舗
さ
ん
へ
足
を
運
ぶ
。

　

こ
ち
ら
で
は
葛
の
製
造
と
、
日
本
の
薬
草
学
に
も
貢
献

し
た
日
本
最
古
の
薬
草
園
、
森
野
旧
薬
園
の
運
営
を
し
て

い
る
。
森
野
さ
ん
宅
の
裏
に
あ
る
山
が
丸
ご
と
薬
草
園
に

な
っ
て
お
り
、
足
を
踏
み
入
れ
る
と
薬
草
独
特
の
香
り
が

漂
っ
て
く
る
。
知
ら
な
か
っ
た
宝
物
を
見
つ
け
た
よ
う
な

ド
キ
ド
キ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
だ
。

長坂有希「Ethno-Remedies: Bedtime Stories ⇄ A Life’s Manual」
 文責：プロジェクトメンバー（櫻井莉菜、井上唯、早田典央、ワタナベユカリ）

プロジェクトメンバー：石川理香子、井上唯、櫻井莉菜、佐藤麻衣子、早田典央、東山真理、米田陣、渡邉ゆかり、和田真依
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プロジェクト3 ｜山城大督
「TIME TRAVEL NARA」
地を移動し、時間を旅する、新たなツーリズム

映像の時間概念を空間やプロジェクトへ展開し、その場でしか
体験できない「時間」を作品として発表する山城大督による、新
たな試み「TIME TRAVEL NARA」。今の奈良のまちを逍遥しなが
ら、1400 年の積層した歴史の手がかりを見つけ、時間を旅す
るプロジェクトです。初年度は様々な背景や特技をもつプロ
ジェクトメンバーを受講者から募って「奈良時間旅行団」を結
成。「奈良を知る」をテーマに東大寺周辺や浄教寺、平城宮跡、
ならまちをフィールドリサーチしました。

▲ 第１回フィールドリサーチでの一コマ｜ロゴデザイン：志水良（Balloon Inc.） 102
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読
み
や
す
い
特
殊
な
人
々
の
た
め
な
の
か
。
レ
ト
ロ
感
を
出
し
た
か
っ

た
の
か
。
そ
れ
と
も
当
時
こ
れ
が
普
通
だ
っ
た
の
か
。

「
三
月
堂
」の
通
称
で
知
ら
れ
る
法
華
堂

先
ほ
ど
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
拝
観
し
た
「
日
光
菩
薩
立
像
」「
月
光

菩
薩
立
像
」が
も
と
も
と
御
座
し
た
場
所
。
館
内
に
は
不
空
羂
索
観
音

を
含
む
像
が
９
体
あ
る
。
中
心
に
御
座
す
不
空
羂
索
観
音
と
、
周
囲
の

像
の
存
在
感
。
こ
こ
に
日
光
・
月
光
菩
薩
立
像
が
い
た
の
か
。
窮
屈
だ

な
。
多
少
の
間
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
演
「
奈
良
の
諸
君
に
告
ぐ
」

本
日
の
最
終
地
点
。
九
条
山
浄
教
寺
。
ご
住
職
の
島
田
春
樹
さ
ん
か

ら
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
お
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は

１
８
８
８
年
に
こ
の
場
で
当
時
廃
仏
毀
釈
の
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
日

本
の
文
化
財
保
護
の
重
要
性
を
訴
え
る
歴
史
的
講
演
「
奈
良
の
諸
君
に

告
ぐ
」
を
行
っ
た
そ
う
。

　
ご
住
職
の
お
話
が
終
わ
り
。
本
日
の
時
間
も
終
了
。
こ
ん
な
に
も
奈
良

の
歴
史
的
建
造
物
、
仏
像
、
古
美
術
を
一
日
で
満
喫
し
た
の
は
初
め
て

な
の
で
な
か
な
か
の
容
量
。
次
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
時
間
も
楽
し
み
だ
。

よ
き
か
な
。

資
料
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
復
元

第
一
次
大
極
殿
の
姿
を
直
接
的
に
示
す
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
そ
う
で

す
が
、
恭
仁
京
の
大
極
殿
の
調
査
か
ら
柱
の
位
置
を
推
定
し
、
法
隆
寺

金
堂
な
ど
の
古
代
建
築
や
平
安
時
代
の『
年
中
行
事
絵
巻
』を
参
考
に

つ
く
っ
た
そ
う
。
資
料
も
な
く
こ
ん
な
に
大
き
な
建
物
が
建
て
ら
れ
て

い
て
不
思
議
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

遺
構
を
そ
の
ま
ま
見
せ
る

遺
構
展
示
館
に
は
、
遺
構
が
そ
の
ま
ま
あ
り
新
鮮
で
し
た
。
ど
ん
な
建

物
の
下
に
も
土
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
見
る
と
そ
の
ち
ぐ
は
ぐ
さ
が

面
白
い
で
す
。
遺
構
は
奈
良
時
代
の
建
物
の
柱
穴
跡
で
、
建
物
が
何
度

も
建
て
替
え
ら
れ
、
柱
の
跡
が
重
な
る
よ
う
に
幾
つ
も
残
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
建
物
は
全
く
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
跡
だ
け
が
残
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
建
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
人
た

ち
も
こ
の
柱
穴
跡
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
現
代
人
の
贅

沢
と
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
。
研
究
が
進
ん
で
も
、
建
物
を
復
元
せ

ず
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

酒
を
つ
く
る
た
め
の
井
戸
が
併
設
さ
れ
た
役
所

造
酒
司
井
戸
に
行
き
ま
し
た
。
造
酒
司
は
平
城
京
で
使
う
酒
や
井
戸
を

製
造
し
た
役
所
。
そ
の
た
め
に
使
う
水
を
汲
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
造
酒
司
井
戸
は
他
に
も
あ
る
そ
う
で

す
。
当
時
こ
の
井
戸
に
は
六
角
形
の
屋
根
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
立

派
な
造
り
か
ら
、
儀
式
用
の
酒
の
醸
造
に
使
わ
れ
る
特
別
な
井
戸
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
か
つ
て
見
た
も
の
を
追
う

集
合
場
所
に
は
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
す
で
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
過
去
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
で
ご

一
緒
し
た
見
覚
え
の
あ
る
方
を
見
つ
け
る
と
な
ん
だ
か
嬉
し
い
。
一
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
と
つ
な
が
り
、
す
で
に
地
層
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
難

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
並
ん
で
い
る
立
像
た
ち
の
存
在
感
を

肌
で
感
じ
て
い
た
。「
日
光
菩
薩
立
像
」「
月
光
菩
薩
立
像
」
と
出
会
う
。

２
体
の
名
称
は
本
来
の
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。「
光
」
と
い
う
文
字

に
光
明
皇
后
の
姿
を
重
ね
て
み
た
人
が
、
本
来
の
日
光
・
月
光
菩
薩
立

像
で
な
い
こ
の
２
体
に
こ
の
名
前
を
つ
け
た
の
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
。
崩

れ
た
指
先
に
職
人
の
仕
事
が
垣
間
見
え
る
瞬
間
が
あ
っ
た
り
、
朽
ち
た

素
材
に
時
の
流
れ
を
感
じ
る
瞬
間
が
あ
っ
た
り
と
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
。

あ
ち
こ
ち
に
い
る
鹿

少
し
歩
く
と
池
が
目
に
入
る
。
東
大
寺
が
池
に
映
る
さ
ま
か
ら
鏡
池
と

名
づ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
皆
さ
ん
で
記
念
撮
影
。
鹿
は
お
構
い

な
し
に
お
尻
を
向
け
て
い
た
。
こ
の
時
た
び
た
び
襲
わ
れ
て
い
た
の

が
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
山
城
大
督
さ
ん
の
目
線
を
追
い
た
い
と
い
う
衝
動
。

「
鹿
を
追
う　
山
城
さ
ん
を　
追
う
わ
た
し
」（
一
句
で
き
た
）。

　
周
り
を
見
渡
す
と
山
城
さ
ん
が
何
か
を
発
見
。
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

金
色
の
巫
女
鈴
の
よ
う
な
建
造
物
。
山
城
さ
ん
に
知
り
た
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
湧
い
て
い
る
様
子
。
近
く
で
よ
く
見
る
と
巫
女
鈴
の
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
の
段
に
風
鐸
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ
。
東
塔
跡
に
建
っ

て
い
た
塔
の
外
観
を
大
阪
万
博
の
時
に
実
物
大
復
元
し
た
も
の
の
一
番

上
の
部
分
で
「
相
輪
」と
い
う
ら
し
い
。
山
城
さ
ん
が
こ
の
時
、
こ
の

説
明
書
き
に
面
白
い
発
見
を
し
て
い
た
。
年
代
を
一
文
字
一
文
字
漢
字

で
書
い
て
い
る
。「
千
九
百
七
拾
年
」…
読
み
に
く
い
。
こ
の
文
字
が

テ
ー
マ
は「
移
動
と
時
間
」

ま
ず
山
城
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー
で
展
示
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ「
移
動
と
時
間
」か
ら
は
「
空
間
的
な
移
動
に

よ
っ
て
大
き
な
時
間
軸
を
も
体
感
す
る
」と
い
う
示
唆
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

山
城
さ
ん
は「
千
年
前
に
起
こ
っ
た
自
分
が
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
体
験
し
た
感
覚
に
な
る
に
は
？
百
年

前
な
ら
？
十
年
前
な
ら
？
一
年
前
な
ら
？
」
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け

ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
メ
ン
バ
ー

が
い
る
意
義
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

広
大
な
場
所
、
平
城
京
の
跡

平
城
宮
跡
資
料
館
の
入
り
口
に
、現
在
の
地
図
と
１
９
６
２
年
の
地
図
、

そ
れ
か
ら
平
城
京
復
元
図
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
６
２
年
の
地
図
は

田
ん
ぼ
ば
か
り
で
平
城
京
跡
が
ど
こ
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

の
地
図
で
は
一
目
瞭
然
で
す
。

遷
都
に
関
す
る
年
表
と
そ
の
工
程
を
表
し
た
ジ
オ
ラ
マ
模
型
の
展
示
か

ら
、
遷
都
の
際
に
屋
根
の
瓦
を
一
枚
一
枚
剥
が
し
建
物
を
解
体
し
て
運

ん
で
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
状
態
の
良
い
瓦
だ
け
を
新
し
い
都
に

運
ぶ
た
め
、
い
ま
平
城
宮
跡
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
瓦
は
質
が
悪
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
地
で
一
か
ら
つ
く
っ
て
し
ま
う
方
が
楽
な
気

が
し
ま
す
が
、当
時
は
持
っ
て
い
く
方
が
効
率
的
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

当
時
の
人
々
の
労
働
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。そ
の
次
の
部
屋
で
は
、

多
足
几
と
い
う
名
前
の
机
が
あ
り
ま
し
た
。
足
の
部
分
が
縞
模
様
の
よ
う

に
何
本
も
あ
り
ま
し
た
。
装
飾
的
な
目
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

建
設
中
の
第
一
次
大
極
殿
院
南
門

第
一
次
大
極
殿
の
南
門
は
建
設
中
で
し
た
が
、
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
わ
ざ
わ
ざ
立
派
な
階
段
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
素
材
が
現

代
的
す
ぎ
て
、
な
ん
だ
か
可
笑
し
か
っ
た
で
す
。

2020年10月11日（日） 

第１回 フィールドリサーチ
場所：東大寺ミュージアム、三月堂、浄教寺

テキスト：小宮さえこ ｜  編集・構成：室津日向子

2020年11月7日（土） 

第２回 フィールドリサーチ
場所：平城宮跡歴史公園

テキスト：平井里奈 ｜  編集・構成：室津日向子
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中
将
姫
の
伝
説
と
吉
村
長
慶
の
業
績

徳
融
寺
は
、
藤
原
不
比
等
の
孫
、
右
大
臣
藤
原
豊
成
の
宅
跡
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
豊
成
の
娘
、
中
将
姫
は
こ
の
地
で
育
ち
、
継
母
に
折
檻
さ
れ

た
と
伝
わ
る
「
虚
空
塚
」や「
雪
責
松
」
な
ど
の
跡
や
お
墓
が
残
っ
て
い

ま
す
。
徳
融
寺
は
吉
村
長
慶
の
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
実
業
家

で
あ
る
長
慶
は
質
屋
の
か
た
わ
ら
、
株
式
相
場
で
莫
大
な
富
を
築
き
ま

し
た
。
そ
の
富
で
石
碑
や
石
造
を
造
り
、
奈
良
に
長
慶
寺
と
い
う
お
寺

ま
で
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

 

日
本
最
古
の
遊
郭
「
木
辻
遊
郭
」

日
本
最
古
の
遊
郭
と
言
わ
れ
る
木
辻
遊
郭
が
存
在
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
戦
前
の
風
俗
防
止
法
と
、
そ
の
後
の
火
災
の
影
響
で
、
多
く
の
建

物
が
失
わ
れ
、
現
在
は
そ
の
様
子
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

遊
女
を
引
き
取
る
「
引
導
寺
」

称
念
寺
は
、
亡
く
な
っ
た
遊
女
を
引
き
取
る
引
導
寺
で
し
た
。
本
堂
前

に
無
縁
塔
と
し
て
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
近
く
の
花
園
町
は
、
元
興
寺

伽
藍
の
諸
仏
に
供
え
る
花
を
育
て
た
花
園
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
名
づ

け
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
そ
う
。「
奈
良
七
郷
記
」に
も
花
園
郷
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
相
当
古
く
か
ら
町
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

焼
失
し
た
高
さ
50
メ
ー
ト
ル
の
五
重
塔

奈
良
時
代
の
元
興
寺
の
東
塔
跡
で
す
。
高
さ
推
定
約
50
メ
ー
ト
ル
の
五

重
塔
で
し
た
が
、
１
８
５
９
年
に
焼
失
し
ま
し
た
。

芝
居
小
屋
か
ら
映
画
館
、
そ
し
て
ホ
テ
ル
へ

ホ
テ
ル
尾
花
の
建
物
は
、
以
前
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
と
し
て
営
業
し
て

い
ま
し
た
が
、そ
れ
以
前
は
映
画
館
、さ
ら
に
そ
の
前
は
芝
居
小
屋
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

 

旧
市
街
地「
な
ら
ま
ち
」

近
鉄
奈
良
駅
前
に
あ
る
行
基
像
の
前
で
集
合
し
、
案
内
し
て
く
だ
さ
る

吉
田
勝
紀
さ
ん
の
待
つ
下
御
門
商
店
街
を
目
指
し
ま
し
た
。
今
回
の
リ

サ
ー
チ
で
歩
い
た
「
な
ら
ま
ち
」と
は
、
奈
良
の
旧
市
街
地
、
特
に
元

興
寺
の
旧
境
内
を
中
心
と
し
た
一
帯
を
指
し
ま
す
。（
諸
説
あ
り
）　

 

元
興
寺
ゆ
か
り
の
地
名「
七
御
門
」

下
御
門
商
店
街
で
吉
田
さ
ん
と
合
流
し
ま
し
た
。
ま
ず
下
御
門
町
の
町

名
の
由
来
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
奈
良
に
は
七
御
門
と
称
す

る
門
あ
り
、西
南
門
が
あ
っ
た
所
が
現
在
の
下
御
門
と
な
っ
て
い
ま
す
。

移
動
す
る「
宝
篋
印
塔
」

宝
篋
印
塔
と
い
う
供
養
塔
が
屋
敷
内
に
残
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在

そ
の
場
所
は
道
路
に
な
っ
て
い
て
、
奈
良
国
立
博
物
館
旧
舘
と
新
館
の

間
の
池
の
中
洲
に
移
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

 

陰
陽
師
が
住
ん
だ
町
、
笑
う
狛
犬
の
い
る
神
社

陰
陽
町
と
い
う
地
名
は
、
暦
を
つ
く
っ
て
い
た
陰
陽
師
が
住
ん
で
い
た

た
め
そ
の
名
に
な
っ
た
そ
う
。
鎮
宅
霊
符
神
社
の
狛
犬
は
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
表
情
を
し
て
お
り
、「
笑
う
狛
犬
」と
し
て
有
名
だ
そ
う
で
す
。

全
身
裸
形
の
弘
法
大
師
像

西
光
院
の
弘
法
大
師
像
は
、裸
の
た
め
衣
を
着
せ
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
身
裸
形
の
像
は
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
頃
に
つ
く
ら
れ
た
だ
け

で
、
弘
法
大
師
の
裸
形
像
は
特
に
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

元
興
寺
小
塔
院

奈
良
時
代
に
は
元
興
寺
の
境
内
だ
っ
た
所
で
、
金
堂
の
西
南
に
位
置
し

て
お
り
、
小
塔
堂
を
中
心
と
す
る
小
塔
院
が
あ
り
ま
し
た
。
小
塔
堂
に

は
、
現
在
、
元
興
寺
に
あ
る
国
宝
の
五
重
小
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

2020年12月13日（日） 

第３回 フィールドリサーチ
場所：ならまち

テキスト：山中愛生 ｜  編集・構成：室津日向子

※掲載にあたり、プロジェクトメンバーから提出された各レポートを再編集しました。

奈良時間旅行団による「TIME TRAVEL NARA」のための活動

1400年以上続く奈良の歴史の重層性を
デジタルで表現するために、手描きでデ
ザインした「NARA」の書体に、拡大縮小・
圧縮などのデジタル変換を1400回繰り返
した。そうした操作によって自動的に生成
されるパターンを、メインビジュアルとして
展開。
　ロゴデザイン：志水良（Balloon Inc.）

「時間を感じさせるもの」「旅のお供といえば」というアイデアから着想し、ジグソーパ
ズルと刺繍を制作した。ロゴをあしらったジグソーパズルは、一枚の絵を複数のピー
スに分解し、分解したものを再び組み立てるという、行為そのものから時間を感じる
ものとなった。刺繍は、「版」（実際はカードと呼ばれるフロッピーディスク）をオーダー
し、施す対象は決めず、各自が旅に持っていきたいものに刺繍できるという提案が
なされた。
　ノベルティグッズ制作：柿原萌未

プロジェクトメンバーはフィールドリサーチ
ごとに写真担当と映像担当を決めて撮影
した。記録に残された膨大な時間を 3分
半という時間に絞り込み、編集した映像
を展示した。
　映像編集：平井里奈

プロジェクトを他者へ伝える試みとして山
城へのインタビューと、フィールドリサーチ
したエリアを示したマップを制作し配布し
た。インタビューには、山城のプロジェク
トの動機や展望などが掲載され、マップ
にはリサーチで訪れた場所やルート、写真
が丁寧に記されている。
　インタビュー制作：小宮さえこ
マップ制作：山中愛生

フィールドリサーチで訪れた平城宮跡資料
館に展示してあった「多足几」からインスピ
レーションを受けて展示台を制作した。ま
た、展示空間にどのように展示するかの
方針を決めて、空間の使い方や展示方法、
それらの準備や事務局スタッフとの調整な
どを行った。
　展示台設計・展示ディレクション：室津日向子
展示台施工：高橋和広

ロゴデザイン ノベルティグッズ制作

映像編集 インタビュー＆マップ制作 展示台設計・展示ディレクション

プロジェクトメンバーは「奈良時間旅行団」の一員として「TIME TRAVEL NARA」について
様々な提案を行い、展覧会「CHISOU: ARTISTS’ RESEARCH̶感覚・生態・時間・変遷̶」
で発表しました。自身のバックグラウンドや特技を活かしたり、新たな挑戦をしたり、各自が
それぞれの手法で具現化しました。
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プロジェクトメンバー：柿原萌未、小宮さえこ、志水紗綾、志水良、鈴木結加里、平井里奈、室津日向子、山中愛生

Q. フィールドリサーチを通じて「時間」を感じた風景や物は？ —— 山城大督

過
去
に
立
つ

２
０
０
０
年
に
生
ま
れ
、
今
こ
の
令
和
時

代
の
コ
ロ
ナ
禍
に
平
城
宮
跡
に
立
つ
わ
た

し
。 

７
４
５
年
、
聖
武
天
皇
は
疫
病
や

社
会
不
安
か
ら
国
を
鎮
護
す
る
た
め
に
大

仏
を
建
立
し
た
。
当
時
の
平
城
宮
内
の
再

現
を
み
て
み
る
と
、
一
定
の
距
離
を
空
け

て
整
列
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
現
代

で
言
う
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

だ
ろ
う
か
。
外
で
は
靴
を
履
き
、
内
で
は

靴
を
脱
ぐ
。
当
時
か
ら
衛
生
管
理
に
敏
感

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
７
４
５
年
の

奈
良
と
２
０
２
０
年
の
日
本
、
時
代
は
大

き
く
違
え
ど
歴
史
は
繰
り
返
し
、
人
々
は

考
え
、
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
。
私
た
ち

は
こ
れ
を
次
の
時
代
へ
繋
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
奈
良
時
間
旅
行
団
は
広

大
な
土
地
を
こ
の
足
で
踏
み
し
め
、
こ
こ

に
ひ
と
つ
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
都
あ
っ

た
こ
と
を
再
認
識
す
る
。 （
室
津
日
向
子
）

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン

二
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
奈
良
時
間

旅
行
団
は
平
城
京
跡
地
へ
。
こ
の
地
で
発

掘
さ
れ
た
場
所
や
モ
ノ
を
巡
る
。
我
が
子
を

連
れ
て
一
緒
に
参
加
。
発
掘
さ
れ
た
跡
地
で

無
邪
気
に
走
り
回
る
息
子
と
か
く
れ
ん
ぼ
を

し
て
じ
ゃ
れ
合
う
大
人
の
姿
。
こ
の
場
所
で

１
４
０
０
年
前
も
同
じ
よ
う
に
他
世
代
の
交

流
が
行
わ
れ
、
今
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
と
、
ふ
と
思
う
。
そ
う
す
る

と
、
さ
っ
き
見
た
光
景
も
１
０
０
０
年
先

に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
一
瞬
の
時
間
。 

一
日
じ
ゅ
う
歩
き
回
り
、
壮
大
な
奈
良
の

歴
史
の
時
間
に
触
れ
た
終
わ
り
頃
。
奈
良

時
間
旅
行
団
の
目
の
前
を
走
り
抜
け
る
電

車
が
わ
た
し
に
は
ま
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
に
見
え
た
。 

わ
た
し
に
と
っ
て
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
が
時
を
感
じ
る
装

置
と
な
っ
て
い
る
よ
う
。（
小
宮
さ
え
こ
）

た
だ
い
ま

平
城
宮
跡
に
行
っ
た
。
夕
暮
れ
時
、
み
ん

な
で
並
ん
で
歩
い
た
。
広
く
て
ど
こ
を
歩

い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ス
マ

ホ
の
充
電
が
あ
ま
り
な
く
て
、
時
間
も
場

所
も
確
認
し
な
か
っ
た
。
今
居
る
状
況
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
歩
い
た
。 

今
が
何
時
で
こ
こ
が
何
処
で
、
と
い
う
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
と
少
し
不
安
だ
。
別
に

分
か
ら
な
く
て
も
、
季
節
や
気
候
、
太
陽

の
位
置
や
方
角
を
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
明
確
な
基
準
に
頼
っ
て
し
ま
う
。
そ

う
は
せ
ず
自
分
の
基
準
と
共
に
過
ご
す
こ

と
は
、
自
分
が「
い
ま
こ
こ
」に
居
る
こ

と
を
最
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。 

私
は
古
都
奈
良
を
歩
き
過
去
へ
タ

イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た

だ
基
準
に
雁
字
搦
め
に
な
っ
た
自
分
の
感

覚
を
取
り
戻
し
、
や
っ
と「
い
ま
こ
こ
」

へ
帰
っ
て
き
た
の
だ
。（
平
井
里
奈
）

過
去
を
想
う

奈
良
で
暮
ら
し
て
い
て
も
知
ら
な
い
こ
と
が

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

こ
の
土
地
に
は
か
つ
て
遊
郭
が
存
在
し
て

い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
存
在
を
知

ら
せ
る
も
の
は
現
在
多
く
は
残
っ
て
お
ら

ず
、
私
自
身
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
知
る
事
と
な
っ
た
。
遊
女
た
ち
の
引
導

寺
で
あ
っ
た
称
念
寺
に
は
高
く
積
み
上
げ

ら
れ
た
無
縁
塔
が
残
る
。 

普
段
生
活
を
す

る
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
見
過
ご
し
て
し
ま

う
物
事
も
多
く
あ
る
。
無
縁
塔
を
見
た
時

初
め
て
、
こ
こ
に
名
前
も
残
ら
な
か
っ
た

女
性
が
い
た
こ
と
を
知
れ
た
。 

た
だ
知
識

と
し
て
知
る
だ
け
で
な
く
実
際
に
肌
で
感

じ
る
と
、
よ
り
当
時
を
想
う
こ
と
が
で
き

る
。 

日
々
暮
ら
し
て
い
る
中
で
「
過
去
を

想
う
」た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ら
れ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。（
山
中
愛
生
）

奈
良
時
代
と
令
和
と
未
来

奈
良
時
代
、
こ
の
地
は
今
よ
り
も
主
要
な

場
所
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
平
城
宮
が
あ
っ

た
こ
の
辺
り
２
０
２
０
年
は
電
車
も
走
っ

て
い
る
。
整
備
さ
れ
た
道
を
歩
い
て
い
る

の
は
令
和
を
生
き
る
私
た
ち
だ
。
人
々
の

周
り
の
環
境
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
進

化
し
、
変
化
す
る
。
け
れ
ど
こ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
は
変
わ
ら
な
い
。
１
３
０
０
年
前
も

こ
の
場
所
で
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
し
、

今
も
私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
き
た
こ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
過
去
の
様

子
を
探
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
も
、

未
来
の
人
た
ち
に
探
ら
れ
る
時
が
く
る
事

を
考
え
る
と
、
今
は
新
鮮
に
感
じ
る
令
和

も
奈
良
時
代
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
思
う
。

そ
ん
な
と
き
に
、
時
間
の
経
過
と
、
過
去

と
今
そ
し
て
未
来
の
時
間
が
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。（
柿
原
萌
未
）

２
本
の
角
と
４
本
の
足

平
城
京
誕
生
か
ら
時
は
流
れ
、
元
号
は
何

度
も
変
わ
り
、
今
や
令
和
３
年
。 

そ
ん

な
時
の
流
れ
の
中
で
変
わ
ら
な
い
の
が
、

２
本
の
角
と
４
本
の
足
を
持
つ
あ
の
動

物
。 

万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
、
今
な
お
奈

良
の
観
光
地
に
暮
ら
す
、た
く
さ
ん
の
鹿
。

「
神
の
使
い
」か
ら「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」に
至

る
ま
で
多
く
の
役
目
を
引
き
受
け
て
く

れ
て
い
ま
す
。 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
、

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
ア
プ
リ
の
Ａ
Ｒ（
拡
張
現

実
）機
能
を
使
い
、
鹿
を
モ
デ
ル
に
し
た

モ
ン
ス
タ
ー
と
奈
良
の
鹿
を
共
演
さ
せ
て

み
ま
し
た
。
２
次
元
の
鹿
と
３
次
元
の
鹿

の
共
演
で
す
。
こ
う
し
て
技
術
が
進
化
し

て
い
く
中
で
、
た
だ
ず
っ
と
そ
こ
に
居
続

け
る
鹿
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、
時
間
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る

不
思
議
な
生
き
物
で
す
。（
志
水
紗
綾
）

ら
く
が
き

東
大
寺
法
華
堂（
三
月
堂
）の
西
側
面
を
み

る
と
、
正
堂
が
奈
良
時
代
、
礼
堂
が
鎌
倉

時
代
の
建
築
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
異

な
る
建
築
様
式
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
和
の
と
れ
た
完
成

度
の
高
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。 

そ
の
法
華

堂
の
扉
に「
五
輪
塔
」の
ら
く
が
き
が
彫
ら

れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
の
五
大
思
想
を
体
現

し
た
こ
の
五
輪
塔
は
、
平
安
時
代
末
期
以

降
日
本
に
お
い
て
独
自
に
考
案
さ
れ
た
も

の
と
さ
れ
る
。
一
方
、
こ
の
扉
の
向
か
い

に
は
重
要
文
化
財
の「
石
灯
籠
」が
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
は
無
か
っ
た
高
度
な
技
術
で

鎌
倉
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
様
式
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 

い

く
つ
も
の
時
代
に
ま
た
が
る
様
々
な
様
式
の

跡
が
共
存
す
る
空
間
に
、
積
み
重
ね
ら
れ

た
時
間
の
重
層
性
を
感
じ
る
。（
志
水
良
）
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プロジェクト4 ｜ジェームズ・ムリウキ
「Round-trip Letters」
変遷する日常の中で探る、アーティスト・イン・レジデンスの可能性

ケニアのナイロビを拠点にアーティストやキュレータとして活
動するジェームズ・ムリウキとの、オンラインによる往復書簡
プロジェクト。当初は奈良に滞在して、人と土との関係性を
探究するためのリサーチを行うことを予定していましたが、新型
コロナウイルスの感染拡大により渡航が困難になったことを
受け、プロジェクトの進め方を変えざるを得なくなりました。
プロジェクトメンバーと文通しながら、ケニアやムリウキ自身が
現在置かれている状況、歴史的な背景、その中で試みようとし
てきたことについて書き表してもらい、遠隔での対話を通じて
プロジェクトの構想を練っていきました。

▲ James Muriuki,  Untitled - Runda 110
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ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ム
リ
ウ
キ
か
ら
の
手
紙
① 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
手
紙
① 

 2020
年

11
月

12
日

 2020
年

11
月

30
日

　昨年末、2020年に世界が経験することになるシナリオを想像できた人はいるでしょうか。
私たちは社会構造を各自で見定め、その中で予測に基づいて確実そうな未来について判断
します。世界は計画的なリズムで動いているように見えますが、常に小さな疑念や不測の事
態が生じます。対抗してくるものは望ましくないとして期待に沿うように曲げられる。これこ
そが世界が寄りかかってきた快適さでした。
　私には企てられた必然的なことはなく、提示された道もない。これまで数々の苦闘があり、
確信は失望や不安の源泉になると考えてきました。創造的な実践は、日常生活の他の実践
と切り離せませんが、予め企画や行動計画を提案しなければなりません。多くの社会的な
事柄―例えば財務計画、公共的な関わり、スケジューリング、政府や非政府組織の方針、アー
ティストの個人的な活動―が絡んでいるからです。このような関係性は当然だと思われてき
ましたが、今ではあらゆる創造的な実践がネットワークのつながりで動いてきたと痛感します。
　ケニアで新型コロナウイルスの感染が初めて確認された時、私はGoDownアーツセンター
による企画展「Manjano」の設営の最中でした。そのニュースはケニアに衝撃を与え、パニッ
クが広がり、ロックダウンに備えて皆が半狂乱で買いだめに走りました。しかし、都市部では、
日雇いで貯蓄が無く買いだめできない人も多かった。アーティストや文化芸術に関わる人の
大半も同様で、切迫した事態になることは明らかでした。私のようにリサーチに基づいて制
作するアーティストは、制作費を助成金に頼ってきましたが、すべての助成金が保留や延期
になりました。
　私の近年のプロジェクトでは、建設の素材やプロセスに見られるような「人間と土の関係」
に着目してきましたが、共同者と私はコロナ禍で先が読めない状況で何ができるだろうとい
うジレンマに悩まされました。マンチェスター大学など複数の団体と共同で進めていたので、
方針や計画を変更するには時間がかかります。私はプロジェクトを推進するために特定の地
域に関わりたいと提案しましたが、実現できませんでした。その時に提案したアイデアの一
部を記します。
　
　社会的・経済的・地理的・人口統計的に多様な人々に呼びかけ記録を収集する。新型コ
ロナウイルスにより生活にどのような変化が生じたか、スマートフォンで記録した音声、映像、
写真を提供してもらう。例えば数日おきなど規則的に記録するのが良い。インターネット上で
それらの記録が集まるデータベースをつくって運営する。各記録には参加者の年齢、場所、
居住するアパートメントについて入力する。パブリックなプラットフォームを目指し、データを
自由にアップロードしたり、参加者の略歴を閲覧したり、SNSのようにコメントを投稿したり
シェアすることも可能。匿名でも参加しても良い。参加者は今すぐに記録を開始し、可能な
範囲で続けるのが良いが、外出禁止令や他の行動制限が解除された一ヶ月後には終了する。
　
　私は創造的な実践の他に、展覧会の記録撮影やオンライン展覧会の編集、インタビュー
映像の撮影などのプロジェクトに従事してきました。また、商業的なベンチャー事業にも関
わっています。建設現場の記録撮影を行い、開発業者に写真や映像を提供することで、わ
ずかな謝金を得ています。これらは継続的なリサーチに関わるデータやイメージを集める機
会にもなっています。自分の個人的なリサーチの関心事と、日々の生活で出会うものとは切
り離すことはできません。長期的な作品のテーマに資する素材を見つけるチャンスは常にあ
るため、これからも継続していくつもりです。

　手紙をお送りくださり、ありがとうございました。ケニアの社会的・文化的な状況や、ジェー
ムズさんが取り組んできた作品制作のテーマについて、そして新型コロナウイルスの影響を
受けてプロジェクトに変更が生じたことなどを知ることができ、とても興味深かったです。理
解を深めるために、いくつか質問をしてもよいでしょうか。

Q. 1
　手紙に書かれていたマンチェスター大学との共同プロジェクトに関して、新型コロナウイル
スによってケニアでもライフスタイルが大きく変化したとのこと。日本でも、常にマスクを着け
るようになったり、手や物を消毒したり、ソーシャルディスタンスを心がけたりなど、たくさん
の変化がありました。ジェームズさんの日常では具体的にどのような変化がありましたか。

Q. 2
　新型コロナウイルスによって助成金が保留されるなど、ケニアのアーティストや芸術関係者
も困難な状況におかれたと書かれていましたが、アーティストに対する支援はあるのでしょう
か。公的・私的なものに関わらず、ケニアのアーティストに対する緊急支援のイニシアチブの
事例があれば教えてください。

Q. 3
　日本におけるアートプロジェクトは、社会の成長志向に対抗するものとして機能する傾向が
あります。コロナ禍は、社会の中で人間にとって大事な物事を改めて見つめ直すきっかけを
人々に与えています。その意味で、アートプロジェクトが人々からより理解されやすくなり、よ
り求められるものに今後はなると感じています。一方でケニアは発展途上国と呼ばれ、多く
の人が先進国のような成長社会の実現を夢見ていると思いますが、ケニアの成長志向に対し
て、あなたはどのような生活あるいは作品をこれから実践していきたいと考えますか。

Q. 4
　ケニアはコロナ禍以前にも政治的・社会的な危機を何度も経験してきたと思います。例え
ば、2007年から 2008年にかけての大統領選の政治暴動の際には、平和を願うグラフィティ
がナイロビのあちこちでたくさん制作されました。コロナの以前と以後で、ケニアにおいてアー
トが果たす役割に違いがあると考えますか。

あなたからのお返事を楽しみに待っています。
どうかお体にお気をつけてお過ごしください。

James Muriuki, Untitled - Contacts Ⅲ
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ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ム
リ
ウ
キ
か
ら
の
手
紙
② 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
手
紙
② 

 2020
年

12
月

23
日

 2021
年

1
月

10
日

A. 1
　WHOや政府、地域コミュニティが感染を防ぐために導入した変化もあれば、個人による
自発的な変化もあり、さまざまなレイヤーで変化が起きています。最大の変化は、公共の場
でオープンな交流がないこと。私は人々が生活している様子を観察したり、公共空間で会話
をすることによって、気づきを得てきました。これができなくなり、アートを実践するプロセ
スに大きな不確実性が生じました。
　これにより観察の対象がソーシャルメディアに移行しました。有益な情報が多く投稿され、
Instagramや WhatsAppなどでは視覚的なものも多い。ミーム（インターネットを通じて人か
ら人へと模倣により拡がっていく行動や考え）とその言葉は、私たちが経験している変遷に
ついてアイデアを得るための、新しく拡張された場になっています。
また、近い将来の生計について考えざるを得なくなりました。予定していたプロジェクトはす
べて延期になり、私の心理状態に深い影響を与えました。

A. 2
　助成金や個人的な稼ぎに頼ってきた私のようなアーティストに対して、ケニア政府はいかな
る支援も提供していません。この困難な時こそアーティストが「ケニア人を楽しませる」ように
政府はお金を用意すると発表しました。主に音楽家を想定した政策でしたが、私が知る音
楽家で受け取った人はおらず、その手順さえ知りませんでした。
このような状況の中で、若手のアートディーラーが「Tewasart スタジオ賃料支援イニシアチブ」
という支援を行いました。有志やパトロンから寄付を募り、アーティストのスタジオ賃料や様々
な経費を支援しました。小規模に過ぎず、より多くの支援が今も必要とされていますが、今
後の支援についての素晴らしい提案だったと思います。

A. 3
　北半球の言葉で「開発」が定義されてきましたが、それだとケニアは確かに「発展途上国」
です。アフリカの多くの人々は「開発」という言葉が再定義されたり、あるいは無視されたり
するような、別のありえるかもしれない世界について想像してきました。北半球で確立された
ものに代わるものを考えだすということは現実では非常に難しいですが、これはとても重要
な野心です。

　これからもケニアの人々は「開発」について探求し、それを定義することに
参加しようとし続けるでしょう。制度やガバナンス、通信インフラ、金融シス
テム、哲学、創造的実践などの多くの分野で考えられるべきです。例えば音
楽やファッション、写真などの分野では、いわゆる発展途上の地域の参加が
有効であると、権威的な規範でも認められています。そうしたことからケニア
の人々はグローバルな共同体や知が生みだす権威を拡張することに貢献でき
ると気づき始めています。
　世界の他の場所で起きていることに目を向け、相互に関わり合いながら、
階級や社会的階層の壁を超えて協働できるアイデアを生みだしていく。そん
な貢献をしていくことに、私は興味をもっています。

　質問について、丁寧に考えを綴ってくださりありがとうございました。ケニアやあなた自身
が現在置かれている状況や歴史的・社会的な背景、その中で試みようとしてきたことについ
て知ることができ、とても意義深かったです。

Q. 1
　今回の往復書簡によるプロジェクトに関して、オンラインでビデオ会議することも可能でし
たが、各自が時間をかけて熟考し想像し文章を書いて交換することで、どのような新しい関
係性やリサーチ、プロジェクトが立ち上がるのか、とても興味があります。海外で中長期の
滞在制作を行うことが難しくなった現在、その土地に訪れることなくリサーチやプロジェクト
を遂行したり、異なる環境にいる人たちとコミュニケーションをとったりすることにどのような
可能性があると思いますか。

Q. 2
　新型コロナウイルスのパンデミック以降、観察の対象にソーシャルメディアが加わるなど、
リサーチの手法に変化が生じたとのこと。また、インターネットを介したコミュニケーション
やソーシャルメディアが、私たちが経験している変遷についてアイデアを得るための新しく拡
張された場になっているとも述べておられます。これらの変化を受けて、今、あなたが奈良
でやってみたいプロジェクトの構想がありましたらお聞かせください。
　今月末から始まるワークインプログレス展は、商店街の元店舗を改装した場所で行います
ので、様々な人々があなたの考えについて知る機会になるのではと考えています。奈良での
リサーチの一歩として、鑑賞者に質問を投げかけたり、何らかの呼びかけをしたりすることも
可能です。この往復書簡プロジェクトを今後につないで、新たな形態のリサーチやレジデン
シーを実現していけたら嬉しいです。

A. 4
　パブリックアートは、世界の重要な出来事や現象について語りかけることで、人々が経験
していることを受け入れられるよう誘ってくれます。ケニアの公共の場でも視覚文化は深く根
づいており、とりわけグラフィティは誰もがアクセスできる非常に優れたコミュニケーション・
チャネルとして、人々に気づきを促してくれます。コロナ禍でも予防や行動管理のために、公
的機関がアーティストにメッセージを伝えるよう働きかけ
ていました。

暑いナイロビから幸運を祈ります。

James Muriuki, Untitled - Basic (work in progress)

James Muriuki,  
Full conversions - Basic (work in progress)
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ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ム
リ
ウ
キ
か
ら
の
手
紙
③ 

 2021
年

1
月

20
日

A. 1
　現代のコミュニケーションは、人間の身体感覚から離れていく傾向にあります。50 年ほど
前までは、大半のメッセージは人を介して運ばれ、それにより人々がつながりを保てました。
その後、手で書かれた文字がとって代わります。ケニアの田舎では住所を登録している人が
ほとんどおらず、宗教施設や学校などの施設で手紙を受け取れる。このシステムは私が幼
い頃に機能していたので、非常に馴染み深いです。
　効率が良くなる一方で、癖のある手書きや声、ボディランゲージなど個 人々のユニークさを
表現する人間的つながりを、私たちは失いつつあります。標準化されたメディアやインフラだ
と、個々人のユニークさはアイデアに残るのみ。ソーシャルメディアは、動画やバーチャルな
ミーティングによってそのギャップを埋めようとしますが、これは人々が身体感覚を関わらせ
たいという欲望がまだあることを示しています。その土地を訪れないことの可能性に関してで
すが、本や映画、音、写真などのインターネットでアクセスできるものにリサーチの多くを委
ねることになります。それらは他者によって記録されつくられたものですが（それゆえ、若干
のバイアスがかかっている）、正直に観察したりつながろうと試みたりすることができます。

A. 2
　奈良でのプロジェクト構想
　私が関心をもっているテーマ「人間と土質材料との関係性」を探求するためのイメージ
でも、そうではないものでも、スクリーンショットで撮ったような画像でもよいので、今は
ランダムに奈良のイメージを探している段階です。
　土など地球の表面にある物質は、暮らしたり訪れたりする場所と私たちとの関係の基礎
を形づくっていますが、それについて全く考えたこともない人も多いのではないでしょうか。
これまでも食物の成長や収穫、採集、建築資材など、生活物資の全てが土に由来してきた
のに加え、「故郷」の感覚やアイデンティティも自然地理と密接に関係してきました。「故郷」
と呼べる場所は、めったに変わらない特徴のある地理的な場所を持っており、その場所につ
いて語るための唯一の方法は、そこに由来する地表の物質を観察したり用いたりすることか
もしれません。
　これから奈良で「人間と土質材料との関係性」について洞察を深めていくための第一段階

として、農業家（大規模な農家に限らず、自宅で小さなキッチンガーデン
を営む人でも良い）や陶芸家、工務店、建築家なども含む、多種多様な人々
に向けて、質問をしたいと思います。このような人々が興味のある材料や
物についてソーシャルメディアで投稿してくれるもの、ウェブサイトなどで公
開している情報、出版物について、ぜひ見てみたいと考えています。

鑑
賞
者
か
ら
の
回
答

T. S.（環境活動家）

A.1 なかなか直接触れることができないが、触れたいといつも思うもの。靴など履き物を介して触れ
ているもの。
A.2 土だけだと寂しいと思う風景と、土だけでも良いと思える風景があるなと思った。
A.3 土は自然や植物を育むものとして、一番の根っことして考えていく必要がある。
　
T. Y.（建築設計施工者）

A.1 時を経て蓄積していくもの、その例え。
A.2 自らがその場に埋まっていくような感じ。
A.3 土から生まれ、溶けて、また元に戻る。
　
K. W.（エンジニア）

A.1 命が生まれる時、育つ時、死ぬ時のすべてのステップで土に触れている感覚がある
A.2 風や水と土の境目
A.3 命と関係があって命を入れる器のようなもの
　
Y. M.（編集者）

A.1 生命や暮らし。生命は、地球が刻んできた歴史や生物の進化と絶滅を抱えている。暮らしは、
私たちが生活する上で必須の存在で、例えば器や建物をつくる時にも必ず必要。
A.2 色が美しい。乾いた空気。地層に今までの歴史を感じる。
A.3 日々、土や泥の恩恵を受けて暮らしている。野菜、肉、器、家、ビルをつくるにも必要。触るとリラッ
クスもできますね。

本日、展覧会にお越しくださった鑑賞者の方々は、私が撮影した 4 枚の写真を見ながら、下記 3 つ
の質問についてお答えください。＊

Q.1 あなたにとって土や泥にはどのような意味がありますか。
Q.2 これらの写真を見てどう感じますか。
Q.3 私たちは皆、土と直接的な関係があると思いますか。もしそうなら、どのような関係でしょうか。

プロジェクトメンバー：米田陣、西尾美也、西尾咲子、野田智子

＊これらの質問は、招聘作家 4組によるリサーチの経過を展示したワークインプログレス展「CHISOU: ARTISTS' 
RESEARCH―感覚・生態・時間・変遷―」の会場で掲示されました。46名の鑑賞者から回答をいただき、その一部を
引用しています。

James Muriuki, Untitled - Runda James Muriuki, Untitled - Sabaki James Muriuki, Untitled - Ololegasaile

© James Muriuki

James Muriuki,  Untitled - Ndenderu
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ワークインプログレス展
「CHISOU: ARTISTS' RESEARCH―感覚・生態・時間・変遷―」

奈良県立大学「実践型アートマネジメント人材育成プログラム 
CHISOU」プログラム 2［表現編］の受講者が主体となって、招
聘アーティスト 4 組と共に奈良で構想中のプロジェクトについ
て、その経過を展示しました。伝統ある風情が残るならまちエ
リアの玄関口にあたる下御門商店街。その一角にある下御門町
自治会会所を改装し、展覧会をつくりました。近所で店を営む
人々、偶然ふらりと立ち寄った観光客、遠方から訪れた芸術関
係者など、様々な人々が入れ替わり立ち替わり来場し、展示さ
れたものをきっかけに各自の考えや思いを語り合いました。

▲ 長い歴史をもつ下御門商店街の一角でワークインプログレス展を開催 118
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▲ ワークインプログレス展「CHISOU: ARTISTS' RESEARCH―感覚・生態・時間・変遷―」展示風景

sonihouseによるプロジェクト「地奏」展示風景。宇陀松山で企画していた公演
「地奏 vol.1 UDA MATSUYAMA」の参加者を募るためのフライヤーと、宇陀の
地で着目すべきポイントを示したマップなどを展示した。

長坂有希によるプロジェクト「Ethno-Remedies: Bedtime Stories ⇄ A Life’s Manual」展示風景。
奈良で養蜂や在来野菜、葛、薬草についてリサーチを行う過程で得られたモノやお話の断片を展示した。
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121 ワークインプログレス展「CHISOU: ARTISTS' RESEARCH―感覚・生態・時間・変遷―」



　本展会場である下御門町自治会会所の中には古井戸の跡があり、もともとは
清らかな水が湧き、神事が執り行われるコミュニティの集いの場でした。
　下御門商店街協同組合代表理事の臼井基雄さんと、下御門町自治会会長の
吉田勝紀さんにお話を伺ったところ、『奈良町風土記』（山田熊雄著）や『奈良防
目拙解』（村井古道著）には、下御門町に「深井」という大きな井戸があったと記
述されているそうです。また、上水道のない時代、下御門町が井戸を管理して
近隣の人に水を売っていたことを示す領収書の控えも残っているとのこと。井戸
を囲んでいた大きな石の枠は、現在は元興寺に保管されています。
　この深井には、戦前に井戸の守り神として「椿明神」が祀られていました。戦
後は公共の持ち物がすべて没収されるという噂が流れたため、深井は個人の持
ち物として登記され、その後、所有者が転々と変わりました。昭和 50 年頃に当
時の所有者が井戸を土で埋めたそうです。井戸の水がなくなり行き場をなくした
「椿明神」は、現在に至るまで歴代の自治会長が自宅で預かり続け、毎年 6月 1 日
にお祭りが行われています。
　井戸跡が残る建物は、近年は店舗として利用されていましたが、昨年に自治会
が一団となって土地と物件を買い取ります。現在、商店街活性のシンボルとしてそ
の歴史と共に井戸を復活させようと、活用に向けて検討が進められています。
　このような歴史的・社会的観点と、井戸という地中深くへと掘られたイメージは、
本プログラムが目指す「地域の多層化と共有空間の創造」という理念と通底する
ところがあり、展示空間として使用させていただくことになりました。

本展会場の井戸跡について

山城大督によるプロジェクト「TIME TRAVEL NARA」展示風景。様々な背景や特技をもつプロジェクトメンバーと
「奈良時間旅行団」を結成し、「奈良を知る」をテーマにフィールドリサーチした過程について、各メンバーがテキスト
や写真、映像、ノベルティグッズなどをつくり展示した。

ジェームズ・ムリウキによるプロジェクト「Round-trip Let ters」展示風景。プロジェクトメンバーとの往復書簡でムリウキが書いた
手紙から抜粋したテキストや写真と共に、奈良でのリサーチの構想と鑑賞者への質問などを展示した。
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現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
に
、
ケ
ニ
ア
か
ら
の
来
日
の
叶
わ
な
か
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ム
リ
ウ
キ
は
彼
の
地
よ
り
土
を
め
ぐ
る
問
い
を
来
場
者
に
発
し
つ
つ
、
今
後
、
奈
良
で
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

構
想
を
分
か
ち
合
っ
た（「Round-trip Letters

」）。
山
城
大
督
は「
奈
良
時
間
旅
行
団
」を
結
成
し
、「TIM

E 

TRA
VEL N

A
RA

」の
初
年
度
と
し
て
東
大
寺
や
平
城
宮
を
巡
り
、
そ
の
記
録
の
一
端
を
映
像
と
テ
キ
ス
ト
で

紹
介
し
た
。

　

sonihouse

が
水
を
、
ム
リ
ウ
キ
が
土
を
取
り
上
げ
た
の
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
射
程
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
古
都
奈
良
を
歴
史
の
層
か
ら
の
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
態
や
地
質
の
観
点
か

ら
大
き
く
捉
え
直
す
試
み
は
、
奈
良
を
め
ぐ
る
固
定
観
念
を
解
き
ほ
ぐ
し
つ
つ
我
々
の
想
像
力
に
強
く
働
き
か

け
る
も
の
だ
ろ
う
。
た
い
し
て
長
坂
と
山
城
は
と
も
に
人
間
の
営
為
に
向
き
合
う
が
、そ
の
方
法
は
対
照
的
だ
。

長
坂
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
、
対
象
に
耳
を
澄
ま
し
、
眼
を
凝
ら
す
こ
と
を
促
す
の
に
対
し
、
山
城
は

む
し
ろ
メ
ン
バ
ー
間
の
創
発
的
な
関
係
を
重
視
し
、
リ
サ
ー
チ
か
ら
今
回
の
展
示
に
至
る
ま
で
、
場
面
ご
と
に

各
人
の
発
想
や
個
性
、
ス
キ
ル
の
活
き
る
協
働
の
機
会
を
設
定
し
た
。
長
坂
が「
寄
り
添
い
」、
山
城
が「
学
び

合
い
」の
実
践
モ
デ
ル
を
参
加
メ
ン
バ
ー
に
提
供
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
は
い
っ
た
い
誰
か
。
そ
も
そ
も「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」と
は
ど
ん
な
活
動
体
な
の
か
。

私
が
会
場
で
会
っ
た
の
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
西
尾
美
也
さ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
西
尾
咲
子
さ

ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山
本
あ
つ
し
さ
ん
、
そ
し
て
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
エ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
飯
村
有
加
さ
ん
だ
っ
た
。
こ
こ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
野
田
智
子
さ
ん

が
加
わ
っ
た
五
人
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
芸
術
実
践
や
地
域
実
践
の
分
野
で
実
績
の
あ
る
人
々
だ
。
活
動

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
開
放
感
の
あ
る
三
条
通
り
を
経
て
、
懐
か
し
い
雰
囲
気
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
抜
け
て
い
く
と
、

や
が
て
下
御
門
商
店
街
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
入
口
す
ぐ
の
場
所
に
目
指
す
下
御
門
町
自
治
会
会
所
は
あ
っ
た
。

同
所
は
も
と
も
と
神
事
の
執
り
行
わ
れ
る
井
戸「
深
井
」が
あ
っ
た
一
角
で
、
戦
後
な
が
く
個
人
の
土
地
に
な
っ
て

い
た
も
の
を
、
二
〇
二
〇
年
に
自
治
会
が
取
得
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
場

所
ら
し
い
。
そ
の
柿
落
と
し
的
な
企
画
と
な
っ
た
の
が
ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
展「C

H
ISO

U
: A

RTISTS ’ 

RESEA
RC

H

｜

感
覚
・
生
態
・
時
間
・
変
遷

｜

」で
あ
る
。

　

同
展
は
奈
良
県
立
大
学「
実
践
型
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
作
家
・
グ
ル
ー
プ
は
三
人
と
一
組
。
い
ず
れ
の
展
示
も
奈
良
に
お
け
る
継
続

的
な
ア
ー
ト
実
践
の
キ
ッ
ク
オ
フ
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

sonihouse

の
展
示
は
元
伊
勢
伝
承
の
残
る
阿
紀
神
社
と
高
天
原
を
舞
台
に
進
め
ら
れ
る
ま
ち
歩
き
と
音
楽

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト「
地
奏
」を
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
マ
ッ
プ
で
紹
介
す
る
も
の
で
、
歴
史
の
層
と
水
脈
の
交
差
を

感
受
す
る
身
体
の
、
音
を
介
し
た
調
律
の
可
能
性
を
問
う
内
容
だ
っ
た
。
長
坂
有
希
の「Ethno-Rem

edies: 

Bedtim
e Stories

⇅A
 Life ’s M

anual

」
は
、
奈
良
で
養
蜂
や
葛
、
薬
草
に
関
わ
る
人
々
の
固
有
の
技
と

知
恵
、
生
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
つ
つ
物
語
を
編
む
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
回
は
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に

蜜
蝋
や
蜂
の
巣
箱
が
展
示
さ
れ
、
も
の
と
ひ
と
の
織
り
な
す
物
語
が
手
触
り
を
も
っ
て
示
唆
さ
れ
た
。
一
方
、
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そ
の
拠
点
空
間
も
同
大
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
。
文
化
庁
事
業
と
し
て
の
受
け
皿
も
も
ち
ろ
ん
大
学
だ
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
正
課
と
は
つ
な
い
で
い
な
い
ら
し
い
。
教
育
活
動
に
組
み
込
む
と
、
成
果
や
工
程
の

可
視
化
が
ど
う
し
て
も
求
め
ら
れ
る
。
が
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
と
は
そ
も
そ
も
シ
ラ
バ
ス
に
は
書
け
な
い
活
動
＝

連
帯
で
あ
る
。
端
的
に
言
っ
て
授
業
向
き
で
は
な
い
。
一
方
、
意
欲
や
関
心
の
あ
る
学
生
は
し
っ
か
り
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
入
り
し
て
い
る
よ
う
で
、
つ
ま
り
、
正
課
を
超
え
た
さ
ら
な
る
実
践
の
現
場
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
機
能
し
て
い
る
の
だ
。
見
事
な
関
係
づ
け
で
あ
る
。
実
は
私

も
長
野
県
松
本
で
毎
年
小
さ
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
は
じ
め
て
十
年
以
上
経
っ
た
い

ま
で
も
、
大
学
の
授
業
の
枠
を
超
え
ら
れ
ず
に
い
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
展
開
か
ら
し
っ
か
り
学
び
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
（
二
〇
二
〇
年
十
月
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
社
団
法
人
化
に
は
、
関
係
者
の
強
い
意
志
と
明
確
な
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
感
じ
る
）。

　

三
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は

｜
こ
れ
が
け
っ
こ
う
鍵
だ
と
思
う
の
だ
が

｜

奈
良
と
い
う
街
の
規
模
だ
。
大
都
市

で
は
芸
術
文
化
の
分
野
で
も
分
業
化
や
専
門
化
、
あ
る
い
は
一
種
の
階
層
化（
プ
ロ
・
ア
マ
の
峻
別
）が
進
み
、

結
果
、
関
心
や
志
向
、
技
能
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
み
が
集
い
が
ち
だ（
文
化
実
践
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化
）。
逆

に
小
都
市
で
は
、
文
化
芸
術
に
関
わ
る
人
々
の
絶
対
数
に
そ
も
そ
も
の
限
り
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
人
口

三
十
六
万
人
の
奈
良
は
文
化
芸
術
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
多
様
性
を
担
保
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
前
時
代

の
町
割
り
が
醸
す
街
路
の
身
体
性
、歩
く
こ
と
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
都
市
の
親
密
な
構
造
が
、そ
う
し
た
人
々

の
垣
根
の
な
い
出
会
い
を
可
能
に
す
る
。
い
さ
さ
か
主
観
的
な
言
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
自
身
の

松
本（
人
口
二
十
四
万
人
）で
の
十
年
来
の
活
動
に
照
ら
し
て
、
自
信
を
も
っ
て
そ
う
指
摘
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

の
概
要
は
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば「
多
彩
な
講
師
と
学
び
合
い
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
践
す
る
こ
と
で
、
答
え
の
な
い
時
代
を
生
き
る
技
術
を
育
み
ま
す
。
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
読
解
編
」「
表

現
編
」「
共
有
編
」
を
通
し
て
、
美
術
や
舞
台
芸
術
、
音
楽
な
ど
の
芸
術
領
域
を
横
断
す
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
リ
サ
ー
チ
・
企
画
・
運
営
・
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
が
ら
、
多
角
的
か
つ
総
合
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
技
法
を
実
践
的
に
身
に
つ
け
ま
す
。
年
齢
や
経
験
、
学
生
・
社
会
人
な
ど
所
属
を
問

わ
ず
、
文
化
芸
術
や
地
域
創
造
に
関
心
の
あ
る
誰
も
が
受
講
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」と
の
こ
と
。
要
す
る

に
ジ
ャ
ン
ル
や
ス
タ
ン
ス
、
ス
キ
ル
や
立
場
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
集
っ
て
一
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み

立
て
、
伝
え
な
が
ら
、
互
い
の
経
験
と
実
践
知
を
高
め
合
お
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
柔
軟
で
魅
力
的
だ
。

し
か
し
、
実
際
に
進
め
る
と
な
る
と
、
メ
ン
バ
ー
／
受
講
者
集
め
に
も
相
当
苦
労
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
と
西
尾

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
問
う
と
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
募
集
か
ら
ほ
ど
な
く
百
人
を
超
え
る
申
込
者
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

ネ
ッ
ト
社
会
な
ら
で
は
の
波
及
力
で
、
市
外
・
県
外
の
方
も
多
い
よ
う
だ
。
学
生
、
教
員
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
・
福
祉
関
係
者
な
ど
、
本
当
に
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
だ
け
で
賑
や

か
に
一
日
続
き
そ
う
な
面
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
が
、
三
つ
の
ラ
ボ
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
お
り
、
た
と
え
ば
、
上
述
の
展
覧
会
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
特
徴
・
長
所
と
は
な
に
か
。
私
な
り
に
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
点
は
三
つ
。

ま
ず
は
ス
タ
ッ
フ
の
実
績
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
国
内
外
の
芸
術
祭
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

活
躍
す
る
み
な
さ
ん
だ
。

　

そ
れ
か
ら
大
学
の
ほ
ど
よ
い
関
わ
り
方
。
上
記
の
通
り
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
は
奈
良
県
立
大
学
主
催
で
あ
り
、
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［
一
日
目
］レ
ク
チ
ャ
ー

ア
ー
ト
は
社
会
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
か

　

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
自
分
が
主
役
と
い
う
よ
り
、
ア
ー
ト
を
楽

し
む
人
々
に
良
い
体
験
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
さ
ら
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
良
い
活
動
を
し
て
も
ら
う
、
そ
の
周
辺
を
整
え
て
い

く
仕
事
で
す
。
そ
し
て
、
ア
ー
ト
を
楽
し
む
人
々
の
体
験
の
質
を
担
保

す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
す
。
お
客
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
振
る
ま
う
の
か
、
ア
ー
ト
と
お
客
さ
ん
が
触
れ
合
う
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
分
解
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
ア
ー
ト
は
実
際
の
社
会
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、企
業
の
社
長
が
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
お
金
を
提
供
し
て
作
品
を
つ
く
る
時
、
ま
た
行
政
組
織
が
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
税
金
を
投
入
す
る
時
、
納
税
者
な
ど
他
者
に
対

し
て
説
明
が
必
要
に
な
り
、「
ア
ー
ト
は
何
か
に
役
立
つ
の
か
」
と
い

う
話
が
議
論
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
社
会
に
役
立
て
よ
う
と
考
え

て
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
の
動
機
は「
こ
れ

は
ア
ー
ト
で
あ
る
」と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
の
み
成
立
し
て
い
る
の
が

作
品
で
す
。
ど
こ
か
の
要
請
に
応
え
る
の
で
は
な
く
、
ア
ー
ト
は
ア
ー

ト
と
し
て
自
律
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
な
い
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、作
家
の
意
図
だ
け
が
尊
重
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
人
が
作
品
を
う
ま
く
活
か
し
て
観
光
資
源
と
し
て
社
会
に
役
立

て
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
本
人
は
観
光
資
源

に
な
る
た
め
に
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
前
提
と
し
て

確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
現
編
の
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
会
田
大
也
さ
ん
は
、
鑑
賞
者
の
主
体
性
を

引
き
だ
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
美
術
館
、

芸
術
祭
な
ど
様
々
な
場
所
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
会
田
さ
ん
に
よ
る
二
日
間

に
わ
た
る
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
豊

か
な
学
び
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
中
規
模
都
市
の
潜
在
力
は
、
ひ
と
り
文
化
芸
術
実
践
の
問
題
で
は
な
く
、
ポ
ス
ト
震
災
の
、
さ
ら
に
は

w
ith

/post

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
代
の「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」の
支
え
と
し
て
も
見
逃
せ
な
い
が
、
こ
う
し
た

点
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
活
動
が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
は
二
〇
二
〇
年
夏
に
始
ま
っ
た
活
動
だ
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
下
の
船
出
で
、実
際
、

ム
リ
ウ
キ
の
来
日
が
叶
わ
な
か
っ
た
り
、
県
外
の
メ
ン
バ
ー
の
動
き
が
制
約
さ
れ
た
り
と
、
困
難
も
多
か
っ
た

よ
う
だ
。
た
だ
、
圧
倒
的
な
量
と
速
度
で
、
産
業
や
資
本
が
文
化
芸
術
を
併
呑
す
る
昨
今
の
状
況
を
み
る
に
、

こ
の「
距
離
」も
、
ア
ク
セ
ス
優
先
の
思
考
か
ら
距
離
を
取
り
、
互
い
の
位
置
を
見
つ
め
直
す
よ
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図
ら
ず
も
一
種
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
単
一
の

効
率
を
優
先
さ
せ
な
い
そ
の
緩
や
か
さ
の
な
か
で
、
想
外
の
出
会
い
も
実
現
す
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
今
後
の

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
持
続
可
能
な
活
動
の
サ
イ
ク
ル
も
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
集
い

関
わ
る
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
ま
た
、
や
が
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
層
を
、
奈
良
の
地
に
、
あ
る
い
は
日
本

じ
ゅ
う
に
開
い
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
文
化
芸
術
の
未
来
を
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の

ス
タ
ー
ト
を
、
味
わ
い
深
い
商
店
街
の
一
角
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
幸
運

な
こ
と
だ
っ
た
。
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こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ル
ー
ツ
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
建
築
家
の
カ
ー
ル
・
テ
オ
ド
ー
ル
・
ソ
ー
レ
ン

セ
ン
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
は
、
自
分
で
設
計
し
た
公

園
が
完
成
し
た
時
、
公
園
の
後
ろ
に
あ
っ
た
資
材
置
き
場
に
子
ど
も
が

集
ま
っ
て
い
た
光
景
を
見
て
、
綺
麗
な
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
だ
め

で
、
野
性
味
の
溢
れ
る
、
自
分
た
ち
が
自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

空
間
こ
そ
、
子
ど
も
が
求
め
て
い
る
ん
だ
と
気
が
つ
き
、
そ
の
可
能
性

を
追
究
し
ま
し
た
。

作
品
そ
の
も
の
よ
り
も
、
議
論
し
て
つ
く
り
だ
す
こ
と

　

重
要
な
の
は
、
作
品
そ
の
も
の
よ
り
も
、
作
品
を
見
て
議
論
し
て
お

客
さ
ん
自
身
が
何
か
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
遊
ぶ
」
こ
と
は
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
で
す
。「
遊
ぶ
」
こ
と
に
関
し
て
は
皆
が
欲
望
す
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
続
け
て
い
る
。

　

小
さ
な
頃
の
遊
び
を
思
い
出
す
と
わ
か
り
ま
す
が
、
実
は「
遊
ぶ
」

こ
と
は
全
く
論
理
的
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
野
球
を
初
め
て

す
る
時
、
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
。
打
っ
た
後
で
サ
ー
ド
に
走
っ
ち
ゃ

う
み
た
い
な
。
で
も
次
の
瞬
間
に
は
サ
ー
ド
に
走
っ
て
も
い
い
こ
と
に

な
っ
た
り
し
て
、
そ
の
場
で
ル
ー
ル
が
組
み
替
え
ら
れ
る
。
組
み
替
え

ガ
ル
ガ
ー
デ
ン
」、
二
〇
一
八
年「
コ
ロ
ガ
ル
公
園
コ
モ
ン
ズ
」へ
と
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。「
コ
ロ
ガ
ル
パ
ビ
リ
オ
ン
」
で
は
、
公
園
内
に

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
仕
掛
け
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
、
光
っ
た
り
、
音

声
が
ず
れ
て
流
れ
た
り
、
エ
コ
ー
が
か
か
っ
た
り
、
ボ
イ
ス
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
で
声
が
変
わ
っ
た
り
す
る
装
置
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
そ
ば
に

自
然
環
境
が
あ
る
た
め
、
雨
が
降
っ
た
り
水
溜
り
が
で
き
た
り
、
穴
が

空
い
た
り
、
そ
う
い
っ
た
現
象
も
遊
び
の
一
つ
の
要
素
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
ナ
ロ
グ
な
も
の
と
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
を
分
け
る
の
は
、
子
ど
も

に
と
っ
て
は
意
味
が
な
く
、
そ
れ
ら
が
一
緒
く
た
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ガ
ル
公
園
」
に
は「
こ
ん
な
公
園
あ
っ
た
ら
い
い
な
シ
ー
ト
」

が
あ
り
、
自
分
が
思
い
描
く
公
園
の
ア
イ
デ
ア
を
ポ
ス
ト
に
投
稿
で
き

ま
す
。
集
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
ネ
タ
に
し
て
、
子
ど
も
が
参
加
す
る

「
子
ど
も
あ
そ
び
場
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
行
い
ま
し
た
。
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
は

も
の
づ
く
り
チ
ー
ム「
イ
ン
タ
ー
ラ
ボ
」が
あ
り
、
そ
の
人
た
ち
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
期
間
中
は
公
園
の
活
動
を
止
め
て
、
大
人
た
ち
も
本
気
で
関

わ
り
、
で
き
あ
が
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
実
装
し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
考
え
た
こ
と
が
実
現
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

い
て「
そ
う
思
う
」
と
肯
定
し
て
い
る
人
の
割
合
が
一
気
に
伸
び
て
い

る
の
に
対
し
て
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
と
い
う
人
の
割

合
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」

と
答
え
た
人
は
減
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
識
と「
国
や
社
会
は

変
え
ら
れ
な
い
」と
思
っ
て
し
ま
う
背
景
に
は
共
通
点
が
あ
る
の
で
は

と
感
じ
て
い
ま
す
。

試
行
錯
誤
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
せ
る「
コ
ロ
ガ
ル
公
園
シ
リ
ー
ズ
」

　

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー［
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
］の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
通
常
、
展
示
室
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思
考
の
結

果
と
し
て
の
作
品
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は「
思
考
の
軌
跡
の

形
跡
し
か
残
っ
て
い
な
い
」と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
形
跡
と
し
て
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
試
行
錯
誤
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
見
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
」と
い
う
問
題
意

識
か
ら
、
も
の
を
見
る
場
所
に
公
園
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
遊
び
を
ど

ん
ど
ん
生
み
だ
す
。
そ
の
環
境
そ
の
も
の
を
作
品
と
し
て
見
せ
る
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
中
に「
コ
ロ
ガ
ル
公
園
」を
つ
く
り
、

二
〇
一
三
年
に
屋
外
に「
コ
ロ
ガ
ル
パ
ビ
リ
オ
ン
」
を
仮
設
建
築
と
し

て
つ
く
り
、
そ
の
中
を
遊
び
場
に
し
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
に「
コ
ロ

日
本
の
若
者
が「
社
会
は
変
え
ら
れ
な
い
」と
思
っ
て
し
ま
う
傾
向

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
に
十
八
歳
を
対
象
に
意
識
調
査
し
た「
18
歳
意

識
調
査
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
各
国
千

人
ず
つ
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
設
問
の
中
に「
あ
な
た
自
身
に
つ
い
て

お
答
え
く
だ
さ
い
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
自
分
を

大
人
だ
と
思
う
」と
い
う
項
目
で
は
、
日
本
が
一
番
低
く
て
29.

１
％
の

人
が
大
人
だ
と
思
っ
て
い
る
。
中
国
だ
と
89.

９
％
が
自
分
は
大
人
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
と
さ
ら
低
い
の
が「
自
分
で
国
や
社
会
を
変
え

ら
れ
る
と
思
う
」
と
い
う
項
目
で
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
答
え
た
人
は
日
本
で

18.

３
％
。
一
番
高
い
イ
ン
ド
だ
と
84.

３
％
。
こ
の
差
は
歴
然
で
す
ね
。

な
ぜ
、
日
本
の
十
八
歳
の
若
者
た
ち
は
、
自
分
で
国
や
社
会
を
変
え
ら

れ
る
と
思
わ
な
い
ん
だ
ろ
う
か
と
、
す
ご
く
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
環
境
や
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

か
な
と
。「
お
か
し
い
ぞ
」と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
時
に「
こ
れ
が
現
状

だ
し
…
…
自
分
で
変
え
ら
れ
る
わ
け
な
い
し
…
…
」と
思
っ
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
以
上
思
考
は
深
ま
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
三
年
に

高
校
生
の
規
範
意
識
を
連
続
し
て
調
べ
た
調
査
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に「
校
則
を
守
る
の
は
当
然
で
す
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
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て
い
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
る
と
、「
欄
干
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
ま

す
」と
な
る
。
欄
干
が
見
え
る
と
し
た
ら
、
そ
こ
は
バ
ル
コ
ニ
ー
な
の

か
な
…
…
と
イ
メ
ー
ジ
が
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く
。
要
素
同
士
が

つ
な
が
り
、ス
ト
ー
リ
ー
や
背
景
を
想
像
す
る
と
、意
味
が
立
ち
上
が
っ

て
く
る
。
す
る
と
、
こ
の
絵
は
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
の

か
と
考
え
る
。
す
る
と
他
人
が
見
た
時
に
ど
う
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
か
と

い
う
の
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
作
品
を
十
秒
以
内
で
見
る
と
な
る

と
、
第
一
印
象
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
他
者
と
喋
り
な
が
ら
し
っ
か
り

見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
印
象
を
裏
切
ら
れ
る
こ
と
が
起
き
る

の
で
す
が
、
こ
の
時
の
快
楽
み
た
い
な
も
の
が
ア
ー
ト
を
見
る
喜
び
と

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

鑑
賞
と
は
、
視
覚
的
の
み
な
ら
ず
言
語
的
な
活
動
だ
と
い
う
こ
と
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
作
品
を
前
に
し
て
、
他
人
と
対
話
し
な
が
ら
鑑
賞
す

る
こ
と
は
、
豊
か
な
鑑
賞
体
験
に
つ
な
が
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
一

人
で
見
る
の
も
良
い
で
す
が
、
自
分
以
外
の
人
と
一
緒
に
見
て
対
話
す

る
こ
と
で
豊
か
な
鑑
賞
体
験
に
な
り
得
る
。
専
門
家
に
よ
る
評
論
に
書

か
れ
た「
正
し
い
」
知
識
や
解
釈
だ
け
が
作
品
の
見
方
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
専
門
家
の
評
価
も
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
、
皆

さ
ん
の
よ
う
な
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
方
々
に
は
知
っ
て
お

い
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

で
、
一
点
あ
た
り
は
短
く

な
っ
て
い
く
。

　

八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年

代
に
か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
のM

oM
A

が
実
施
し

た
調
査
で
は
、
知
識
を
提

供
す
る
タ
イ
プ
の
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
だ
と
、
参
加
者
は

ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、

対
話
型
鑑
賞
や
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
シ
ン
キ
ン
グ
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
を
見
て
お
客
さ
ん
が
発
す
る

言
葉
か
ら
作
品
鑑
賞
を
進
め
て
い
く
と
い
う
方
法
で
す
。

鑑
賞
者
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

　

鑑
賞
者
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
分
解
し
て
考
え

て
い
く
と
、
ま
ず
第
一
印
象
と
し
て
好
き
と
か
嫌
い
と
か
、
気
持
ち

悪
い
と
か
怖
い
と
か
を
感
じ
ま
す
。
次
に
、
ど
ん
な
要
素
が
作
品
に

あ
る
の
か
を
認
識
し
て
い
く
。
例
え
ば「
こ
の
作
品
に
何
が
描
か
れ

ア
ー
ト
作
品
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い

　

ア
ー
ト
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い
と
か
、
難
し
い
な
と
思
う
人
が
社
会

全
体
で
は
多
数
派
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、
作
品
を
見
る

と
い
う
こ
と
が「
作
家
の
意
図
を
当
て
る
」
と
い
う
あ
る
種
の
ゲ
ー
ム

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
強
く
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。「
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
こ
と
は「
作
家
の
意
図
が
何
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
話
を
す
る
と「
作
家
の
意
図
を
当
て
て
も
ら
え
て

嬉
し
い
」
と
い
う
人
は
あ
ま
り
い
な
く
て
、「
僕
は
こ
う
い
う
ふ
う
に

つ
く
っ
た
け
れ
ど
、
全
く
違
う
見
方
を
す
る
人
が
い
た
ら
面
白
い
」と

い
う
よ
う
な
、
違
う
読
み
解
き
を
し
て
く
れ
る
人
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
「
約
十
秒
」
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
術
館
で
実
際
に
一
枚
の
絵
画
を
見
る
時
間
が
十
秒
と
の
調
査
結
果

が
あ
り
ま
す
。
人
は
あ
ま
り
じ
っ
く
り
見
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

一
九
二
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
調
査
で
、
大
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
か
ら
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
で
、
入
館
か
ら
退
館
ま
で
何
分
何
秒
か

と
い
う
時
間
数
を
、
展
示
作
品
の
点
数
で
割
り
算
し
て
、
一
点
あ
た
り

何
秒
か
と
い
う
の
を
単
純
に
計
算
し
た
数
字
で
す
。
で
は
、
日
本
は
ど

う
な
の
か
。ほ
ぼ
同
じ
方
法
で
八
〇
年
代
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

藤
田
嗣
治
は
二
十
六
秒
。
日
展
だ
と
膨
大
な
作
品
数
な
の
で
七
・
四
秒

ら
れ
て
数
分
後
に
は
、
そ
れ
が
禁
止
事
項
に
な
っ
て
い
た
り
…
…
と

に
か
く
そ
の
場
に
対
す
る
破
綻
と
引
用
と
、
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
の

よ
う
な
も
の
が
ず
っ
と
拮
抗
し
て
い
る
。
そ
れ
が
遊
び
の
面
白
く
て

非
常
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

立
場
が
ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
一
体
化
が
ど
ん
ど
ん
起
き

て
い
く
。
前
述
の「
子
ど
も
あ
そ
び
場
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
参
加

す
る
大
人
た
ち
の
振
る
ま
い
を
見
て
い
る
と
、
何
か
を
指
導
す
る
立

場
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
る
。
四
人
く
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
で
一
体
感
を
も
っ
て
絡
み
合
い
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
誰
が
言
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ア
イ
デ
ア
で
も
、
自
分
が
言
っ
た

気
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
一
体
感
み
た
い
な
も

の
が
生
じ
て
、
最
終
的
な
ア
イ
デ
ア
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
み
た
い
な

も
の
が
生
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
客
や
講
師
と
い
う
立
場
で

は
な
く
、
固
定
し
な
い
立
場
の
入
れ
替
わ
り
を
、
か
れ
ら
は
無
意
識

的
に
行
っ
て
い
た
。
参
加
者
が
自
分
の
脳
み
そ
で
考
え
る
技
術
を
鍛

え
て
い
く
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
こ

れ
が
ア
ー
ト
の
現
場
で
起
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
な
の
で
は
な

い
か
と
僕
は
考
え
て
い
ま
す
。

132

133 レクチャー「ミュージアムエデュケーション的体験のデザイン」 



に
リ
ア
ル
に
想
像
し
て
全
部
書
き
だ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
マ
ッ
プ
」

① 

グ
ル
ー
プ
を
Ａ
〜
Ｃ
ま
で
三
つ
に
分
け
る

②
Ａ
は「
事
前
決
定（
行
こ
う
！
）」「
会
場
周
辺（
着
い
た

ぞ
）」「
帰
路
」の
各
シ
ー
ン
を
書
き
だ
す

Ｂ
は「
事
前
に
調
べ
る（
ど
ん
な
感
じ
？
）」「
体
験
の
中

心
地
」「
そ
の
日
の
夜
」の
各
シ
ー
ン
を
書
き
だ
す

Ｃ
は「
往
路
」「
直
後
、帰
り
際
」「
元
の
生
活
」の
各
シ
ー

ン
を
書
き
だ
す

③
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
と
行
動
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
、

全
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
シ
ー
ン
ご
と
に
見
て
い
く

［
二
日
目
］ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ー
ト
に
関
す
る
体
験
や
経
験
を
想
定
す
る

　

今
日
、
皆
さ
ん
が
実
際
に
行
う
の
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

分
野
で
使
わ
れ
る「
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
マ
ッ
プ
」
と

い
う
手
法
で
す
。
顧
客
の
一
連
の
行
動
を「
旅
」
に
見
立
て

て
一
覧
に
す
る
こ
と
で
、
経
験
や
思
考
を
分
析
す
る
可
視
化

手
法
の
一
つ
で
す
。
例
え
ば「
ア
ー
ト
が
好
き
」、「
ア
ー
ト

が
苦
手
」と
い
う
よ
う
に
ざ
っ
く
り
と
顧
客
を
理
解
す
る
の

で
は
な
く
、
シ
ー
ン
ご
と
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

か
、
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
課
題
を
絞
り
込
め
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と

い
う
立
場
の
た
め
、
来
場
者
が
入
り
口
の
ド
ア
か
ら
入
っ

て
、
会
場
を
巡
り
、
出
口
か
ら
出
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
、
一

連
の
体
験
を
思
い
描
き
ま
す
。
展
覧
会
が
一
番
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
考
え
方
で
す
が
、
必
ず
し
も
展
覧
会
企
画
で
な
く
て
も

良
い
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
長
期
的
な
取
り
組
み
を
行

う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
来
場
者
が
ど
の
よ
う
に

心
象
風
景
を
描
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
シ
ー
ン
ご
と

●
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
マ
ッ
プ
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バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

●
帰
り
道

　
「
展
示
を
見
た
後
に
誰
に
共
有
し
よ
う
か
を
考
え
る
」、「
頭
フ
ル
回
転

で
ど
う
言
語
化
し
よ
う
か
な
と
考
え
る
」、「
友
達
や
家
族
と
共
有
し
た

い
な
と
か
」。
や
は
り
自
分
が
得
た
体
験
を
他
者
に
共
有
し
た
り
、
議
論

し
た
り
し
な
が
ら
、
展
開
さ
せ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
そ
の
日
の
夜

　
「
友
達
や
家
族
に
文
句
や
愚
痴
を
言
う
、
面
白
く
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
」。
こ
う
い
う
の
も
結
構
重
要
で
す
ね
。
自
分
の
中
に
留
め
る

の
で
は
な
く
、
誰
か
に
言
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。「
し
ん
ど
い
テ
ー

マ
の
作
品
は
出
た
瞬
間
に
一
回
忘
れ
る
が
、
後
で
思
い
出
し
て
み
る
」。

確
か
に
作
品
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
け
で
は
な

い
の
で
、
す
ぐ
に
向
き
合
う
の
は
し
ん
ど
い
と
思
っ
て
も
、
後
か
ら
あ

れ
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
返
す
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す

ね
。「
他
の
人
が
ど
う
批
評
し
て
い
る
か
記
事
を
読
む
」。
二
十
年
前
だ

と
、
他
の
人
と
ど
う
シ
ェ
ア
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の

内
側
で
の
経
験
と
し
て
留
め
て
い
た
こ
と
が
、
現
代
に
お
い
て
は
他
の

タ
ッ
フ
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
っ
て
い
う
の
が
目
的
に
な
っ
て
い
る

場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
体
験
の
中
心
地

　
「
壁
と
床
の
色
が
気
に
な
る
」。
特
に
僕
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
分
野

に
い
る
の
で
、
建
物
を
見
る
と
、
こ
こ
は
不
利
だ
な
と
思
っ
た
り
し
ま

す
ね
。
会
場
構
成
や
動
線
が
気
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
映
像
作
品

が
多
い
の
は
輸
送
費
が
な
か
っ
た
か
ら
と
か
？
」。
実
際
、
映
像
作
品

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
シ
リ
ア
ス
に
考
え

る
も
の
が
や
は
り
映
像
で
し
か
表
せ
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。「
作
品
の
間
隔
、
人
の
集
ま
り
方
」。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
以

前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
隣
の
作
品

が
邪
魔
で
よ
く
鑑
賞
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で

す
ね
。

●
直
後

　
「
メ
イ
ン
の
作
品
も
良
か
っ
た
け
ど
他
の
作
品
も
良
か
っ
た
な
ぁ
、

時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
た
ら
良
か
っ
た
」。
最
後
駆
け
足
に
な
る
っ
て

い
う
の
も
よ
く
あ
り
ま
す
ね
。「
お
茶
飲
み
た
い
」。
館
内
に
ベ
ン
チ
を

置
く
場
所
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
か
ら
ア
ド

●
事
前
決
定（
行
こ
う
！
）

　

事
前
に
調
べ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
ま

ず
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
か
」、「
何
が
や
っ
て
い
る
か
」、「
道
中
に
お

い
し
い
ご
飯
屋
さ
ん
が
あ
る
か
」。
こ
れ
が
三
つ
目
に
あ
る
の
は
面

白
い
で
す
ね
。
確
か
に
ご
飯
と
セ
ッ
ト
で
考
え
ま
す
よ
ね
。

●
往
路

　

往
路
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。「
美
味
し

い
ご
飯
屋
さ
ん
」。
や
っ
ぱ
り
ご
飯
屋
さ
ん
は
大
事
で
す
ね
。「
見
き

れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
か
リ
ア
ル
で
す
ね
。「
建
築
家
は
誰

だ
ろ
う
」。
こ
れ
結
構
面
白
い
で
す
ね
。
例
え
ば
特
別
展
だ
け
で
な

く
常
設
展
は
何
が
や
っ
て
い
る
か
な
と
調
べ
て
い
っ
た
り
、
道
す
が

ら
考
え
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
つ
い
で
に
何
を
見
る
か
、
み
た
い
な
こ

と
を
考
え
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
の
も
結
構
重
要
で
す
。
そ
う
考
え

る
と
美
術
館
の
役
割
は
観
光
産
業
と
も
結
び
つ
き
ま
す
。

●
会
場
周
辺

　
「
屋
内
展
示
で
も
野
外
展
示
で
も
看
板
が
出
て
い
な
い
と
不
安
に

な
る
」。
そ
う
、
順
路
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。「
案
内

ス
タ
ッ
フ
の
手
が
空
い
て
そ
う
な
時
間
に
行
こ
う
か
な
」。
案
内
ス
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人
と
ど
う
交
換
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
変
化
し
て
い
ま
す
ね
。

●
元
の
生
活

　

で
は
、
元
の
生
活
に
戻
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
か
。「
ス
マ
ホ
の

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
る
と
き
構
図
に
こ
だ
わ
る
」、「
普
段
使
う
食
器
を

凝
っ
て
み
る
」、「
い
つ
も
の
通
勤
コ
ー
ス
で
違
う
道
を
通
っ
て
み
よ
う

か
な
」。
日
常
の
中
に
違
和
感
を
差
し
込
ん
で
く
る
と
い
う
の
が
ア
ー

ト
の
一
番
面
白
い
と
こ
ろ
だ
な
と
思
う
の
で
、
ア
ー
ト
が
き
っ
か
け
で

そ
う
い
っ
た
変
化
や
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
探
し
て
み
よ
う
と
い
う
気

づ
き
が
、
普
段
の
行
動
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う
の
は
面
白
い
で
す
。

　

非
常
に
豊
か
な
シ
ー
ン
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
デ
ィ
テ
ー
ル

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
テ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
こ
そ
来
場
者
の
振
る

ま
い
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
企
画
を
考
え
る
時
は
、
こ
の
よ
う
な
細

か
な
こ
と
を
想
像
し
な
い
で
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
チ
ー
ム
で
動

く
場
合
は
チ
ー
ム
全
体
で
こ
の
マ
ッ
プ
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
後
々
の

企
画
を
立
て
て
い
く
時
に
気
遣
う
物
事
の
細
か
さ
に
影
響
し
て
き
ま

す
。
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
コ
ン
テ
ン

ツ
を
計
画
し
て
実
行
す
る
場
を
整
え
て
い
く
仕
事
で
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
時
に
来
場
者
の
体
験
を
こ
う
い
っ
た
非
常
に
細
か
な
解
像
度
で
捉

50年後や 100年後に役に立つものである、と。そう考え

れば、僕からすれば会田さんもアーティストだし、コロガ

ル公園はアートだと思う。

　レクチャーでは、会田さんが対象にする子どもたちと

ピュアなアーティストが、遊びと作品制作が、それぞれ対

応的に語られていたように感じた。そこでは共に、矛盾や

破綻、飛躍が重要な要素となる。ただ、遊ぶことは誰に

でもできる。会田さんが示したそのシンプルな手法が、言

葉を使って他人の視点を共有するというものだった。西山

さんのレクチャーと対比的に言えば、歴史だけでなく、横

にいる人もまた壮大であるということを実感した。

　売れ始めたアーティストは社会の役に立つものとして

アートを語りがちで、ピュアなアーティストはそうではない

とか、でも周りがそれを活⽤することで、あるいは観るこ

とで結果として役に立っている、といった会田さんの整理

は的を得ている。それでも会田さんは、「これはアートであ

る」という理由のみに拠って立つものこそがやはりアートだ

というのが個人的な見解だという。

　ただ、頭で考えるコンセプチュアルなアーティストだっ

たり、ある意味で成熟したアーティストは、作品とは別に

言葉もまた饒舌になる。その場合、かれらが生み出すも

のはアートではないのか。僕の現時点での整理としては、

アートを「文系の知」と捉えることだ。つまり、アートは、

　私はこれまで地域型アートプロジェクト

の現場で、アーティストの意向や目的が、

行政やマネージャーに十分理解されず、食

い違いが起きるという事例を少なからず

目の当たりにしてきた。しかし今回のレク

チャーで、その原因はそれぞれの立場によっ

て言語や表現が大きく違っていることだと

気づいた。つまり最も重要なロジスティッ

クスの一つは、行政、マネジメント、そし

てアーティストの間に共通言語をつくるこ

とだと考える。また相互理解を円滑に促す

ために、マネージャーとアーティストの間

でより密なコミュニケーションをとり、十分

なエビデンスを集めた上で、行政に対して

論理的にわかりやすく伝えることも必要で

ある。そのためにアートという枠組みを超

え、他分野の学者や学生の研究を⽤いる

ことも一つの手立てとして有効ではないだ

ろうか。和田真依

　「なんとなく」ではなく、「リアル」に想像

すること。そのためには、時間と空間の流

れに身を置いて、じっくりと向き合い、「味

わう」ことが大切。日常において、時間と

空間の流れの渦に巻き込まれ、五感を開

放して味わう楽しさを置いてきてしまって

いることに気づいた。「なんとなく好き」や

「なんとなく気になる」を一つひとつ拾い上

げ、「好き」や「気になる」ポイントに向き

合うことで、リアルと出会い、リアルを超

えた場所へと旅に出ることができるように

思う。鈴木結加里

　「言葉で詰めていけばいくほど、言葉に

ならないものが見えてくる」と、会田さんが

おっしゃっていたのが印象的だった。アート

作品を鑑賞し、それについて述べる時、ど

うしても抽象的な言葉で感覚的に表現して

しまう自分がいた。芸術は感性でみるもの

だから、言葉では表現しきれないと思い込

んでいた節もある。決して間違いではないが、

そう言い切ってしまうのも一つの思い込み

だったと感じた。人間は、言葉によって理

解し合い発展してきた。既に言葉という道

具を持ってしまった以上、それがない世界

に戻ることは困難である。言葉にならない

領域を知るために、言葉を使い尽くすこと

は一つの糸口になると感じた。早田典央

横にいる人

共通言語と相互理解 リアル 言葉を使い尽くす

え
て
い
く
こ
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
人
た
ち
で
、
こ
の
解
像
度

を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
議
論
を
始
め
る
の
は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な「
来
場
者
の
気
持
ち
」
を
可
視
化
す
る
取
り
組

み
か
ら
始
め
る
の
も
一
つ
か
な
と
思
い
ま
す
。
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ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム

共
有
編

3

アーティストによる活動を記録や記憶に残すキュレーター
や研究者、それを効果的に視覚化するデザイナー、地域
にとって重要な資料や書物を保存・活用する図書館の専門
家などを講師としてお迎えしました。過去の多様なアーカ
イブの活用実践について学びながら、時空を超えて伝える
べく、このプログラム全体や各自が携わってきたプロジェク
トのアーカイブについて思考を巡らせました。



メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る「
地
域
」

　

メ
デ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
テ
レ
ビ
番
組
や
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
記
事
が
ど
の
よ
う
に
人
々
の
価
値
観
を
つ
く
っ
た
り
、
社
会
に
影

響
を
も
た
ら
し
た
り
し
て
い
る
か
を
考
え
る
、
メ
デ
ィ
ア
論
と
い
う
領
域
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
奈
良
県
立
大
学
に
は
地
域
創
造

学
部
が
あ
り
ま
す
が
、
常
に「
地
域
創
造
」や「
地
方
創
生
」と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。
当
然
、
学
生
た
ち
も
、

地
域
創
造
学
部
で
す
か
ら
、「
地
域
の
こ
と
を
や
る
ん
だ
」
と
か「
観
光
の
こ
と
を
学
ぶ
ん
だ
」
と
い
う
意
識
で
入
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
僕
は
少
し
だ
け
違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
集
客
と
か
知
名
度
、
あ
る
い
は
、
学
生
を
何
人
ど
こ
に
連
れ

て
い
っ
た
か
と
か
、
す
ご
く
形
式
的
な
評
価
軸
で
地
域
貢
献
と
い
う
も
の
が
測
ら
れ
る
。
前
向
き
で
や
る
気
の
あ
る
学
生
た
ち
対
し

て「
自
由
に
テ
ー
マ
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」と
言
っ
た
時
に
、
学
生
が
考
え
て
く
る
テ
ー
マ
は
一
様
に「
商
店
街
活
性
化
」、「
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
を
ど
う
し
た
ら
変
え
ら
れ
る
の
か
」、「
ど
う
し
た
ら
集
客
で
き
る
の
か
」。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
が
ダ
メ
な
わ
け
で
は
な

く
て
、
現
実
的
に
は
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
も
っ
と
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う「
地
域
」と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。「
地
域
に
貢
献
し
よ
う
」、「
地
域
で
創
造
し
よ
う
」と
言
う
時
の「
地
域
」

と
は
、
一
体
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。「
地
域
」
と
言
う
時
の
、
そ
の
担
い
手
や
主
体
は
、
一
体
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
研
究
と
い
う
切
り
口
か
ら
社
会
の
仕
組
み
や
問
題
を
考
察
す
る
岡
井
崇
之
さ
ん
を
お
招
き
し
、
観
光
政
策
や
地

方
創
生
の
も
と
で
つ
く
ら
れ
る
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
解
き
明
か
し
な
が
ら
、
地
域
で
企
画
を
実
施
す
る
際
に
必
要
な
批
評
的

視
点
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

場
合
は
行
政
な
ど
の
一
部
の
人
を
指
し
ま
す
が
、
地
域
の
中
に
は
本
当
に
多
様
な
人
た
ち
が
い
て
、
地
域
と
い
う
も
の
が
で
き
て
い

く
。
そ
れ
か
ら
、「
地
方
創
生
」
と
い
う
効
果
に
つ
い
て
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
メ
ガ
イ
ベ

ン
ト
で
も
よ
く
謳
わ
れ
ま
す
し
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝
し
た
場
合
も
そ
の
効
果
に
つ
い
て
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合

の
効
果
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
と
言
う
と
、
だ
い
た
い
経
済
効
果
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
。
経
済
効
果
の
中
で
も
、
プ
ラ
ス
の
効
果
だ

け
が
測
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
、
経
済
に
は
逆
効
果
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

そ
れ
は
機
能
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
プ
ラ
ス
の
機
能
だ
け
測
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
で
す
が
、
機
能
に
は
逆
機
能
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
社
会
学
で
は
、
顕
在
的
機
能
と
潜
在
的
機
能
と
い
っ
て
、
見
え
て
い
て
知
ら
れ
て
い
る
機
能
と
、
見
え
な
い
機

能
が
あ
る
の
で
、
正
機
能
と
逆
機
能
に
も
見
え
る
正
機
能
と
見
え
な
い
正
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
機
能
と
一
口
に
言
っ
て

も
、逆
機
能
も
あ
る
し
、見
え
る
機
能
と
見
え
な
い
機
能
も
社
会
に
は
あ
る
。
し
か
し
、一
様
に「
お
客
さ
ん
が
集
ま
っ
た
」と
か
、「
お

金
が
集
ま
っ
た
」と
か
、
そ
う
い
う
指
標
で
測
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
地
方
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉
は
、
特
に
東
京
を
指
す
中
央
と
の
対
比
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

東
京
の
中
に
も
地
方
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
三
宅
島
の
よ
う
な
島
や
、
奥
多
摩
と
い
う
自
然
豊
か
な
エ
リ
ア
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
過

疎
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
方
の
地
方
も
同
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
、
政
治
、
生
活
な

ど
、
一
口
に
地
方
と
言
っ
て
も
実
は
多
様
な
の
で
す
が
、「
地
方
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
一
括
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
っ
て
す

ご
く
雑
な
捉
え
方
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

　

近
年
、
地
域
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
非
常
に
強
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
創
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
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掲
げ
て
、
国
の
政
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
め
ら
れ
、
地
方
の
Ｐ
Ｒ
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
地
域
な
ら

で
は
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
が
な
さ
れ
る
た
め
、
誰
で
も
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
な
定
番
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
し

ま
う
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ー
ア
ス
テ
ィ
ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
作
家
が
、『
幻
影
の
時
代
―
マ
ス
コ
ミ
が
製
造
す
る
事
実
』（
創
元
社
、

一
九
六
四
年
）と
い
う
本
の
中
で
、
現
代
の
旅
行
は
観
光
ガ
イ
ド
で
す
で
に
見
慣
れ
た
も
の
を
確
認
し
に
い
く
だ
け
だ
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
旅
行
は
、
い
ろ
い
ろ
な
違
う
時
代
と
出
会
う
、
知
ら
な
い
人
と
出
会
う
と
い
う
冒
険
だ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
旅
行
客
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
Ｐ
Ｒ
は
、
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
た
り
、
地
域
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
強
め
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
は
悪
い
面
だ
け
で
は
な
く
、
良
い
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
体
の
傾
向
を
か
い
つ
ま
ん
で
理
解

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
解
す
る
力
を
抽
象
能
力
と
呼
び
ま
す
が
、人
間
だ
け
が
も
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
と
こ
の
会
場
を
見
渡
し
て
、「
皆
さ
ん
、
す
ご
く
熱
心
だ
な
」
と
い
う
よ
う
に
、
統
計
を
と
ら
な
く
て
も
特
徴
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。　
　
　

　

し
か
し
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先
入
観
か
ら
外
れ
た
出
来
事
に
目
が
向
か
な
く
な
り
、
根
拠
の
な
い
偏
見
や
差

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
研
究
者
が
つ
く
っ
た「
憎
悪
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
い
う
図
式
が
あ
り

ま
す
が
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
く
偏
見
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
に
、
差
別
に
つ
な
が
り
暴
力
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く

危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
に
対
し
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
で
き
て
し
ま
う
と
、

そ
こ
に
住
む
人
々
ま
で「
こ
の
ま
ち
っ
て
、
こ
う
い
う
ま
ち
な
ん
だ
」と
、
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
そ
う
思
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内
面
化
さ
れ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
埋
も
れ
て
い
る
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
想
像
力
が
欠
け
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
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人
々
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
や
音
楽
番
組
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
が
盛
ん
で
、
楽
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
は
、
ア
メ
リ
カ
型
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
は
公
共
放
送
し
か
な
い
国
が
結
構
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
型
の
商
業
放
送

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は「
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
非
常
に
問
題
だ
」と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基

づ
い
て
い
た
り
、
あ
る
人
種
や
国
の
人
々
、
女
性
に
対
す
る
偏
見
が
あ
っ
た
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起
す
る
よ
う
な
報
道
が
あ
っ

た
り
し
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
頼
っ
て
い
て
は
だ
め
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
デ
ィ
ア
が
必
要
だ
と
い
う
声
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
Ｅ
Ｕ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
公
的
な
支
援
を
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。
地
域
に
あ
っ
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
地
域
に
あ
っ
て
も
地
域
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア

と
い
う
の
は
、
人
々
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、「
非
商
業
的
で
あ
る
こ
と
」、「
国
家
・

政
府
か
ら
の
独
立
」、「
人
々
の
主
体
的
な
参
加
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
条
件
を
考
え
る
と
、日
本
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ

ア
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
実
は
実
現
し
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア
の
本
来
的
な
役
割
と
し
て
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
こ
と
、
新
た
な
価
値
や
文
化
を
創
生
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
個
人
個
人
の
経
験
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
共
同
的
な
経
験
の
中
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
そ
れ
を
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
大

事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

行
政
に
よ
る「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」と
メ
デ
ィ
ア

　

み
な
さ
ん
は「I ♡

 N
ew York

」と
書
か
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
一
九
七
七
年

の「I Love N
ew

 York

」と
い
う
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
委
託
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
財
政
が
非
常
に
悪
化
し
、
犯
罪
が
増
加
し
て
ま
ち
が
荒
廃
し
て
お
り
、
人
口
も
減

少
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
広
ま
り
、
世
界
中
で
模
倣
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
地
域
の
愛
着
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
よ
る
広
報
に
は
両
義
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
影
響
力
が
大
き
く
、
人
々
を
動
か
し
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
。
も
し

か
す
る
と
国
全
体
の
方
向
ま
で
動
か
す
よ
う
な
危
険
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
と
行
政
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
企
業
は
利
益
を
求
め
る
た
め
に
広
報
を
行
い

ま
す
が
、
行
政
は
非
営
利
を
前
提
に
し
て
お
り
、
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
は
企
業
と
は
異
な
り
、
競

争
原
理
を
も
っ
て
い
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
行
政
の
広
報
に
は
制
約
が
あ
り
ま
す
。
思
想
や
表
現
の
自
由
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
特
定
の
意
見
だ
け
を
主
張
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
戦
争
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
行
政
機
関
が
大
き

な
メ
デ
ィ
ア
を
所
有
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
政
治
宣
伝
、
人
々
を
扇
動
し
た
り

動
員
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し
て
自
戒
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
傾
向
が
近
年
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
行
政
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
やTw

itter

、Facebook

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
積

極
的
に
情
報
発
信
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
広
報
で
は
シ
テ
ィ
・
セ
ー
ル
ス
や
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
が
謳
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
は
、
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
商
品
と
し
て
売
り
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
地
域
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
地
域
外
か
ら
の
需
要
を
呼
び
込
ん
で
、
観
光
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客
を
誘
致
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
観

光
客
に
よ
る
商
品
の
購
入
や
交
流
人
口
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
り
、
行
政
の
広
報
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
広
告
宣
伝
に
近

づ
い
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

記
憶
と
し
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
も
の
、
忘
却
さ
れ
る
も
の

　

地
域
で
は
大
河
ド
ラ
マ
や
映
画
製
作
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
な
ど
を
誘
致
す
る
こ
と
が
全
国
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
表
現
へ
の
介
入
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
そ
の
撮
り
方
で
は
暗
い
番
組
に
な
る
か
ら
、

も
う
ち
ょ
っ
と
明
る
く
撮
っ
て
ほ
し
い
」
と
か
、「
地
域
の
こ
の
よ
う
な
面
を
ド
ラ
マ
に
さ
れ
た
ら
困
る
」
と
か
、「
こ
う
い
う
こ
と

は
し
な
い
で
ほ
し
い
」と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
き
ま
す
。
地
域
の
要
求
が
強
く
な
り
、
作
家
が
表
現
し
た
い
こ
と
か
ら
か
け
離
れ
て

し
ま
う
。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
も
様
々
な
場
所
に
で
き
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
記
憶
を
形
成
し
て
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
づ
く
っ
た
り
、
記
録
を

つ
く
っ
た
り
す
る
時
に
、
必
ず
忘
却
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
体
何
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
、

何
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
鋭
く
見
つ
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
く
ら
い
前
に
自
分
の
車
を
十
数
時
間
ほ
ど
運
転
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
す

ぐ
震
災
後
十
年
目
を
迎
え
る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
報
道
が
あ
ま
り
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

が
訪
問
の
理
由
で
し
た
。
も
う
一
つ
理
由
が
あ
っ
て
、
個
人
的
な
話
で
す
が
、
震
災
が
起
き
た
時
に
子
育
て
し
な
が
ら
研
究
に
没
頭

す
る
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
に
自
分
は
震
災
に
つ
い
て
何
も
研
究
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
悔
し
く
て
、
ず
っ
と
現
地
を
視
察
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、被
災
地
で
は「
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
構
想
」と
い
う
の
が
進
ん
で
い
て
、被
災
し
た
土
地
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
や
伝
承
館
を
結
び
、

記
憶
を
継
承
し
な
が
ら
、
防
災
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
産
学
官
民
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
帰
宅
困
難
地
域

に
は
線
量
計
が
ま
だ
あ
っ
て
、
田
ん
ぼ
や
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
荒
れ
放
題
で
人
も
車
も
通
り
ま
せ
ん
。
仙
台
や
岩
手
、
陸
前
高
田
の

方
に
行
く
と
復
興
を
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
こ
の
地
域
と
い
う
の
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
、
放
射
能
の
線
量
が
高
い
と
こ
ろ
や

低
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
、
帰
れ
る
人
と
帰
れ
な
い
人
が
分
か
れ
て
い
た
り
、
経
済
的
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人

に
分
か
れ
て
い
る
。

　

原
子
力
災
害
伝
承
館
を
見
て
感
じ
た
の
は
、
人
々
の
中
の
分
断
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
、
葛
藤
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
生
々
し
い
も
の
が
除
去
さ
れ
て
、
未
来
都
市
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
表
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
本
当
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
な
と
考
え
ま
し
た
。
過
去
に
目
を
向
け
て
い

く
こ
と
こ
そ
、
そ
の
先
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
で
も
放
射
能
は
地
域
を

分
断
し
て
い
ま
す
し
、
原
発
を
誘
致
す
る
時
に
も
様
々
な
問
題
や
対
立
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
目
を
向
け
ず
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
前
面
に
押
し
だ
し
て
い
る
。
記
憶
さ
れ
る
も
の
と
記
憶
さ
れ
な
い
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
車
を
運
転
し
て
い
る
時
に
、
と
て
も
小
さ
い
公
民
館
が
た
ま
た
ま
見
え
た
の
で
中
に
入
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
と
い
う
施
設
で
し
て
、
た
く
さ
ん
の
ア
ル
バ
ム
や
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
だ

に
砂
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
ル
バ
ム
が
見
つ
か
る
そ
う
で
す
。
家
族
写
真
や
恋
人
同
士
の
写
真
も
あ
っ
て
、
生
活
の
断
面
が
生
々

し
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
」
と
聞
い
て
み
た
ら
、「
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
」

と
言
い
な
が
ら
下
の
棚
を
開
け
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
取
り
に
こ
ら
れ
な
い
と
い
う
か
、
取
り
に
く
る
人
が
い
な
い
。
係
の
人
は
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という切実さを持って実践する。なぜこの人はこんなにこ

のことに真剣なのか、取り組み続けるのか、という部分。

そこに圧倒的な作品のリアリティがある。

　同じように、相馬市伝承鎮魂記念館に掲示される持ち

主不明の写真は、それを見つけた人がそうせざるを得な

い行動として掲示している切実さが伝わってくる。あるい

は、不慮の事故や事件に巻き込まれて大切な人を失った

遺族が、署名や講演などを通して一生活動するという姿

も、そうせざるを得ないものとして圧倒的な説得力をもっ

て人々に伝わる。

　そうせざるを得ないものというのは、「忘却されたもの

／放っておくと忘却されるであろうもの」を必然的に内包し

ている。そこに記憶メディアとしての強度があると考えれ

ば、CHISOUのアーカイブは、そうした個々の「切実さ」

が問われているような気がする。

　行政広報やマスメディアによる地域イメージを批判的に

捉えることで、例えば誰もが地域に愛着をもつことを重視

したコミュニティ・メディアが生まれる。そうしてコミュニ

ティ・メディアの有効性が確認されると、「誰もが地域に

愛着をもつ」ための機会を提供する仕組みが様々に発案さ

れ、実践される。例えばデジタルストーリーテリングもそ

うした仕組みの一つだろう。そうすると、皆で「何かをやっ

てみる」式の表現があふれることになり、時にそのことに

個人的に嫌悪感を覚えることがある。その実践が「単に

アイデアを形にしてみた」というものであることが少なくな

いからだ。

　こうした「何かをやってみる」式と対照的なものとしては、

やはりアーティストの表現がある。それは、なぜそれをや

るのかという動機の部分である。アイデアは似ていたり、

誰でも考えるかもしれないことを、アーティストはhobby

でも jobでもなくworkとして、つまりそうせざるを得ない

　「準備されたものを見に行くだけの観光」という言葉が、特に

印象に残った。私自身、SNSで事前に調べたものを見に行くだ

けの「受け身観光」をしていることに気づかされ、ぎくりとした。

SNS が流行している今、私と同じような人も多いのではないかと

思う。一方で、「2015年地域ブランド研究」の旅行動機調査に

よると、「地域に観光に行く目的は」という質問に対して、「現地

の人と仲良くなりたい」「現地の人たちの暮らしぶりに触れたい」

と回答した人が多くいた。そのような人が再訪してくれることで、

観光人口が「関係人口」に変化していくのだと思う。私自身「受け

身観光」から能動的に地域を探求する観光へとシフトしていきた

いと思うし、私が活動する兵庫県龍野地区でも、観光客が住民

と会話する機会を増やすことで地域やお店の歴史を紐解いてい

く、そんな楽しみがある地域を目指し、コンテンツづくりに取り

組んでいきたい。木元由香

　何をアーカイブし、誰に伝えようとしているのか。地域を織りな

す層のどこにフォーカスしてきたのか。そのために、誰と何をして

きたのか。そして、一人ひとりがどのように関わり、そのバトンが

誰にどのように託されてここまで歩んできたのか。人の情報の受

け取り方も形式化されつつある今、数値にならない（目に見えない）

からこそ大切な部分が置き忘れられることのないように、多様な

人と表現と技術を工夫して丁寧に伝えていきたい。もちろん、伝

える内容それぞれを有益と感じる相手につなげる工夫も必要だ。

そう考えると、自分一人では無理だと感じる。何を見て、どう考え、

起こした行動が誰にどのように響いてきたのか。関わってくれてい

る人にも改めて一緒に振り返ってもらい、意見を交わしながら、自

らのメディアとしての立場を明らかにしていきたい。まさきまゆこ

そうせざるを得ないという切実さ

メディアとしての立場「受け身観光」から「能動的観光」へ

泣
き
な
が
ら
話
し
て
く
れ
て
、
僕
も
グ
ッ
と
心
に
く
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
非
常
に
深
く
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の
メ
デ
ィ

ア
や
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
、
何
が
表
現
さ
れ
記
憶
さ
れ
て
い
く

の
か
と
同
時
に
、何
が
忘
却
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
の
視
点
は
、

今
後
み
な
さ
ん
が
地
域
に
関
わ
っ
て
い
く
上
で
、
す
ご
く
大
事
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
定
義

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。『
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

芸
術
と
共
創
す
る
社
会
』（
熊
倉
純
子
監
修
、
水
曜
社
、

二
〇
一
四
年
）
で
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
一
九
九
〇
年
代
以
降
日
本
国
内
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
、
同
時
代
の
社
会
の

中
に
入
り
、個
別
の
社
会
的
事
象
と
関
わ
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
共
創
的
芸
術
活
動
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
の
要
点
は「
共

に
創
る
芸
術
」で
あ
る
こ
と
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア
ト
リ
エ
や
美
術
館
か
ら
ま
ち
に
出
て
、
人
々
や
社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
つ
く
っ

て
い
く
活
動
で
す
。
こ
こ
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
要
素
が
五
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は「
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
そ
れ
を
積

極
的
に
開
示
し
て
い
く
」。
二
つ
目
が「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
場
や
そ
の
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
活
動
を
行
う
」。
三
つ
目

は「
継
続
的
に
行
わ
れ
る
も
の
が
多
い
」。
一
度
限
り
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
場
所
で
継
続
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
を
指
し

ま
す
。
四
つ
目
は「
関
わ
る
人
々
の
属
性
や
、
そ
の
関
わ
り
方
が
多
様
」。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
芸
術
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

住
民
や
子
ど
も
な
ど
様
々
な
属
性
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
関
わ
り
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
り
、
作
品
を
一
緒
に
つ
く

る
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
り
様
々
で
す
。
五
つ
目
が「
芸
術
以
外
の
社
会
的
分
野
に
働
き
か
け
る
」。
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
、
医
療
な

ど
の
領
域
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
も
の
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
要
素
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
や
文
化
政
策
が
専
門
の
小
林
瑠
音
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴

史
や
論
点
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
観
点
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
理
論
に
加
え
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
践
経
験
も
豊
富
な
小
林
さ
ん
の
お
話
は
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
問
題
点
を
炙
り
だ
す

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ア
ー
ト
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

世
界
的
に
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ア
ー
ト（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
）
と
同
じ
意
味
合
い
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
同
じ
な
の
か
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｓ
Ｅ
Ａ
に
内
包
さ
れ

る
の
か
は
研
究
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
企
画
者
に
よ
っ
て
意
見
が
異
な
り
、
そ
れ
ら
の
厳
密
な
定
義
は
難
し
い
で
す
。

　

そ
も
そ
も
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
は「
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
の
閉
じ
た
領
域
か
ら
脱
し
て
、
現
実
の
世
界
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
参
加
・
対
話
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
人
々
の
日
常
か
ら
既
存
の
社
会
制
度
に
い
た
る
ま
で
、
何
ら
か
の『
変
革
』
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
」と
、「
Ｓ
Ｅ
Ａ
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
」の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
定
義
さ
れ
て
お
り
、
先

ほ
ど
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
定
義
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ
の
定
義
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。
最
終
的
な
作
品
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
参
加
す
る
多
様
な
人
々
が
作
品
制
作
に
関
わ
る
重
要
な
ア
ク
タ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
、
日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
大
き
な
違
い
は
、「
何
ら
か
の『
変
革
』
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
」
と
い

う
点
で
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
が
志
向
す
る
変
革
と
は
、
も
う
少
し
政
治
的
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
的
な
要
素
を
指
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
の
秋
葉
美
知
子
さ
ん
に
よ
る
図
解
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
三
つ
の
要
素
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ（
社
会
変
革
）」、
二
つ
目
は「
ア
ー
ト（
芸
術
）」す
な
わ
ち
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
つ
く
る
作
品
、
三
つ
目
が「
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
相
互
作
用
）」。
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
こ
れ
ら
三
つ
が
交
わ
る
真
ん
中
の
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ

と
ア
ー
ト
だ
け
が
重
な
る
部
分
は
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
、 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
い
う

政
治
的
な
ア
ー
ト
活
動
が
該
当
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
重
な
る
部
分
は
、
デ
モ
や
ス
ク
ウ
ォ
ッ

タ
ー
な
ど
純
粋
な
社
会
運
動
を
指
し
ま
す
。
ア
ー
ト
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
重
な
る
部
分
は
、
主
に
鑑
賞
者
の
参
加
を
重
視
す
る
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芸
術
作
品
を
指
し
て
お
り
、
基
本
的
に
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
の
範
疇
に
収
ま
る
形
に
な
り
ま
す 

。

日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
（
一
九
五
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代
）

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
美
術
史
研
究
者
の
加
治
屋
健
司
さ
ん
の
論
考
を
参
照

し
な
が
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
初
期
の
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
る
の
は
、
五
〇
年
代
か
ら

六
〇
年
代
の
前
衛
芸
術
家
に
よ
る
野
外
展
示
で
す
。
と
り
わ
け
戦
後
の
前
衛
美
術
の
代
表
的
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
具
体
美
術
協
会
が

一
九
五
六
年
に
兵
庫
県
の
芦
屋
公
園
で
行
っ
た「
野
外
具
体
美
術
展
」
が
先
駆
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
作
品
の
中
に
は
、
島
本

昭
三《
こ
の
上
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
》
が
あ
り
、
公
園
の
中
に
設
置
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
上
を
自
由
に
歩
く
も
の
で
す
。
元
永
定
正

《
水
》
は
、
公
園
の
木
の
間
に
色
水
の
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
同
じ
年
に
、
福
岡
拠

点
の
芸
術
家
集
団
で
あ
る
九
州
派
が
、
県
庁
の
壁
を
使
っ
た
展
示
を
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
半
ば
は
、
作
家
が
ま

ち
に
出
て
作
品
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
動
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

ア
ー
ト
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
作
品
を
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
外
に
展
示
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か

と
い
う
空
間
に
対
す
る
興
味
に
徹
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
は
行
政
主
導
の
野
外
彫
刻
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
先
駆
け
は「
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
、
一
九
六
一
年
に

開
催
さ
れ
た「
宇
部
市
野
外
彫
刻
展 

第
一
回
」が
前
身
で
す
。「
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」は
半
世
紀
に
わ
た
り
続
い
て
い
る
貴
重
な

事
例
で
す
。
当
時
の
山
口
県
宇
部
市
は
、
大
気
汚
染
な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
炭
鉱
の
ま

ち
で
し
た
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
子
育
て
世
帯
を
呼
び
寄
せ
た
い
と
い
う
地
方
自
治
体
の
思
い
か
ら
、
こ
の
野
外
彫
刻
展
は

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
が
芸
術
を
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
用
い
た
と
い
う
点
で
先
駆
的
な
事
例
で
す
。
同
時
期
に
、
神
戸
の
須

156

157 第二回「アートプロジェクトとは何か ── 歴史・論点・アーカイブ」



術
祭
」が
ま
ち
を
全
面
に
打
ち
だ
し
て
い
る
こ
と
、
市
民
参
加
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
ま
す
。

　
「
牛
窓
国
際
芸
術
祭
」で
着
目
す
べ
き
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
一
九
八
五
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
の
芸
術
祭
で
は
、
三
十
一

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
起
用
し
、
報
告
書
に
も
名
前
が
載
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
式
に
起
用
し
、
芸
術
祭
に
お
け
る
重

要
な
役
割
と
し
て
位
置
づ
け
た
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に
先
駆
的
な
事
例
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
似
た
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
言
葉
を
意

識
的
に
使
用
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
多
く
の
取
り
組
み
は
作
家
主
導
で
あ
り
、
五
〇
年
代
の

前
衛
作
家
と
同
様
に
、
そ
の
主
な
動
機
は
、
野
外
空
間
に
対
す
る
興
味
関
心
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史（
一
九
九
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代
）

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
初
め
て
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
自
称
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
先
駆
的
な
事
例
の

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
天
神
」は
、
一
九
九
〇
年
に
福
岡
県
福
岡
市
の
天
神
地
区
を
中
心
に
始
ま
り
ま
し
た
。
企
業
と
行
政
、

美
術
関
係
者
の
三
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
都
市
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
言
葉
を
意
識
的
に
用

い
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
地
図
を
手
に
銀
行
や
駅
ビ
ル
に
あ
る
作
品
を
巡
る
と
い
う
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
で
あ
る
点
で
、
今
の
芸

術
祭
に
非
常
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
に「
越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
が
始
ま
り
、
そ
れ
以
降
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
芸
術
祭
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り

ま
す
。「
越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」は
、
主
宰
の
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
が
数
年
前
か
ら
地
域
に
通
っ
て
住
民
説
明
会
を
開
い
た
り
、

自
治
体
職
員
と
会
議
を
重
ね
た
り
、
苦
労
の
末
に
開
催
で
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
二
〇
〇
〇
年
に
始
ま
っ
た
と

は
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。
越
後
妻
有
に
は
、少
子
化
に
よ
り
廃
屋
の
増
え
た
集
落
が
た
く
さ
ん
あ
り
、芸
術
大
学
の
学
生
や
若
手
の
ア
ー

磨
離
宮
公
園
で
も
野
外
彫
刻
展
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
が
行
政
主
導
の
野
外
彫
刻
展
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
言
及
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に「
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
入
選
作
品
を
税
金
で
買
い
取
り
、
文
化
芸
術
遺
産
と
し
て
恒
久

展
示
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
面
か
ら
も
、
非
常
に
先
駆
的
な
事
例
と
言
え
ま
す
。

日
本
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歴
史（
一
九
八
〇
年
代
）

　

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
作
家
主
導
の
野
外
展
覧
会
が
各
地
で
増
え
て
い
き
ま
す
。
代
表
的
と
さ
れ
る「
浜
松
野
外
美
術
展
」

で
は
、
海
岸
と
砂
丘
を
会
場
に
、
ビ
デ
オ
作
品
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
様
々
な
作
品
を
展
示
し
、
費
用
は
す
べ
て
作
家
が
負
担
し

て
い
ま
し
た
。山
梨
県
北
杜
市
の
山
間
部
で
舞
踏
家
の
田
中
泯
さ
ん
が
発
起
人
と
な
り
一
九
八
八
年
か
ら
開
催
さ
れ
た「
ア
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
白
州
」で
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
か
ら
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
ま
で
幅
広
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。
田
中
自
身
が
白
州
で
演
劇
仲
間
と
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
全
国
各
地
の
海
岸
や
山
な
ど
様
々
な
場
所
で
若
手
作
家
自
ら
が
展
示
す
る
と
い
う
動
き
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。

　

同
時
期
に
、
お
そ
ら
く
日
本
初
の
国
際
野
外
芸
術
祭「
牛
窓
国
際
芸
術
祭
」
が
岡
山
県
牛
窓
市
で
始
ま
り
ま
す
。
大
都
市
で
は
な

く
地
方
都
市
の
小
さ
な
ま
ち
で
開
催
さ
れ
た
最
初
期
の
ケ
ー
ス
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
農
園
の
経
営
者
で
あ
っ
た
服
部
恒
夫
さ
ん
が
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
り
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
一
九
八
六
年
の
報
告
書
で
の
服
部
さ
ん
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
、「
小

規
模
で
あ
っ
て
も
質
の
高
い
、
現
代
美
術
の
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
を
息
長
く
、
定
期
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
を
メ
イ
ン
・
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
ゆ
く
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
牛
窓
と
い
う
一
拠
点
に
根
付
い
た
か
た
ち
で
の
、
地
方
に
お
け
る
文
化
・
芸
術
の
実

践
と
振
興
に
た
い
す
る
、
具
体
的
な
提
案
を
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
」、「
た
ん
に
見
る
こ
と
で
は
な
く
、
体
験
す
る
こ
と
な

の
だ
と
会
得
す
れ
ば
、『
現
代
美
術
』
も
、
幅
の
広
い
、
自
由
で
楽
し
い
も
の
だ
と
分
か
る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
る
。「
牛
窓
国
際
芸
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ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、
記
録
や
文
書
な
ど
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
と
い
っ
た
一
連
の
活
動
で
す
。
作
品
が
残
ら
な
い
形
態
の
表

現
や
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
代
ア
ー
ト
の
局
面
で
も
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、「
種
類
」「
性
格
」「
目
的
」が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
特
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ア
ー

カ
イ
ブ
に
困
る
の
が
、
作
家
の
ス
ケ
ッ
チ
や
現
場
調
査
を
ど
の
よ
う
に
残
す
か
で
す
。
現
場
調
査
と
は
、
村
や
都
市
を
見
て
回
り
作

品
を
置
く
場
所
を
決
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
手
紙
や
メ
ー
ル
、
企
画
書
、
議
事
録
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
生
原
稿
、
レ
シ
ー

ト
な
ど
の
膨
大
な
や
り
と
り
を
ど
う
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
の
か
も
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
美
術
館
が
作
品
を
保
存
、
収
集
、
管
理

す
る
こ
と
で
ア
ー
カ
イ
ブ
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
に
多
様
な
人
が
関
わ
る
状
態
を
ど
う

処
理
す
る
の
か
が
非
常
に
難
し
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
川
俣
正
さ
ん
は
、「
ア
ー
ト
＆
ソ
サ
エ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
」と「
東
京
ア
ー

ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」（
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
）
主
催
の「
地
域
・
社
会
に
関
わ
る
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
レ
ク

チ
ャ
ー
の
中
で
、「
記
録
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
ツ
ー
ル
」で
あ
り
、「
記
録
し
て
も
記
録
し
足
り

な
い
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け
集
め
よ
う
と
、
本
物
と
は
違
う
」、「
す
べ
て
の
も
の
を
集
め
て
、
す
べ
て
の
も
の
な
ん
て
集
め
ら
れ
る
わ

け
な
い
と
知
っ
て
い
て
、
な
お
か
つ
集
め
な
く
て
は
い
け
な
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

川
俣
正
さ
ん
は
、
自
分
の
作
品
自
体
を「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
制
作
し
て
き
た
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で
す
が
、
彼
に
と
っ
て

も
ア
ー
カ
イ
ブ
は
難
し
い
け
ど
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、や
れ
ば
や
る
ほ
ど
本
物
と
は
違
っ
て
く
る
難
し
さ
が
あ
る
。ア
ー

カ
イ
ブ
は
や
り
始
め
る
と
き
り
が
な
く
、
集
中
し
す
ぎ
る
と
作
品
や
現
場
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。

国
内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
事
情（
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
と
コ
ネ
ク
タ
テ
レ
ビ
）

　

国
内
外
の
い
く
つ
か
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
を
近
年
積
極
的
に
進
め
て

テ
ィ
ス
ト
が
改
修
し
て
活
動
拠
点
や
作
品
の
展
示
会
場
に
す
る
と
い
う
光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
が
作
品
制
作
に
参
加
し
た
り
、
会
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
差
し
入
れ
し
た
り
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。「
こ
へ
び
隊
」と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
活
発
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に「
越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
は
、
地
元
の
人
や
地
方
自
治
体
と
協
力
し
、
企
業
メ
セ
ナ
を
通
し
て
企
業
が
ス

ポ
ン
サ
ー
に
入
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
を
採
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
動
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

歴
史
的
な
要
素
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
参
加
者
や
観
覧
者
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
世
界
的
に
も
注
目
を
浴

び
、「
現
代
ア
ー
ト
で
ま
ち
お
こ
し
が
で
き
る
」代
表
的
な
事
例
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
芸
術
祭
と
い
う
一
種
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
出
来
上
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
巡
る
論
点
と
し
て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
芸
術
の
自
律
性
と
道
具
的
価
値
の
間
で
の
揺
れ
動
き
と
、

批
評
の
不
在
、
そ
し
て
搾
取
の
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
や
少
子
化
対
策
の
た
め
の
道
具
と
し
て
ア
ー
ト
は
そ
ん
な
に
簡

単
に
有
用
に
な
っ
て
い
い
の
か
、
質
は
何
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
、
問
題
提
起
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
芸
術

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
批
評
が
介
在
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
芸
術
と
言
え
る
の
か
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

答
え
の
な
い
ア
ー
カ
イ
ブ

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
巡
る
論
点
と
し
て
、
批
評
が
介
在
し
づ
ら
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
作

品
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
に
よ
る
と
言
え
る
の
か
、
そ
の

線
引
き
が
非
常
に
難
し
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
た
め
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
の
よ
う
に
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
く
か
が
今
一
番
ホ
ッ
ト
な
論
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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お
ら
れ
る
の
が
、
前
述
の
、
ア
ー
ト
＆
ソ
サ
エ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
とTokyo Art Research Lab

（
東
京
都
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

東
京
）で
す
。
東
京
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
潤
沢
な
予
算
が
あ
る
の
で
、
報
告
書
の
紙
質
や
デ
ザ
イ
ン
も
凝
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
も
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
牽
引
し
て
い
る
。Tokyo Art Research Lab

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
た
芸
術
祭
の
報
告
書
や
記
録
集
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
企
画
段
階
の「
ど
う
い
う
風
に
ど
こ
に
作
品
を

設
置
し
よ
う
、
そ
の
時
の
什
器
は
ど
う
し
よ
う
」と
い
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
メ
モ
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ど
ん
な
時
系
列
で
進
ん
で
き
た
の
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も
載
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
日
程
な
ど
、
出
来
事
を
事
細
か
に
示
す
の
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
手
法
で
す
。

　

加
え
て
、
様
々
な
映
像
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
て
い
る
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
の
が「
コ
ネ
ク

タ
テ
レ
ビ
」で
す
。大
阪
の
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
るrecip

（
地
域
文
化
に
関
す
る
情
報
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
制
作
し
て
い
ま
す
。ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
観
覧
レ
ポ
ー
ト
な
ど
多
様
な
映
像
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
外
の
ア
ー
カ
イ
ブ
事
情（
イ
ギ
リ
ス
）

　

最
後
に
私
の
研
究
分
野
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
か
ら
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、

七
〇
年
代
に
行
わ
れ
て
い
た「
タ
ワ
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
イ
ー
ス

ト
エ
ン
ド
の
タ
ワ
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
お
洒
落
な
ま
ち
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
ス
ラ
ム
街
と
言
わ
れ
る
貧
困
地
区
で
し
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
残
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
絵
を
見
る
と
、
ア
ー
ト
を
形
容
す
る
絵
が
高
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
て
、
人
々
が
そ
れ
を
見
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
既
存
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
に
あ
る
ア
ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
を
批
判
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
パ
ン
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市に再び活気を与えることを目的に、ミュージアムやホワ

イトキューブではない場所を積極的に活⽤して行われる大

小の芸術祭が日本国内で多数実施されるようになった。

この場合、主催者の多くは地方自治体であり、アート作

品の質だけではなく、地域における経済効果や賑わい創

出が評価の基準になることが多い。そこでは、アートプ

ロジェクトの「普及」版とでもいうような表現が目立って

いる。

　「反芸術」としての価値の期限が過ぎてしまったように

思える今、考えるべき重要な課題は、実践者らが「名づけ

得ぬもの」を目指して実践してきたアートプロジェクトの

手法や考え方を、「多様な可能性」や「普及」として語る

のではなく、「名づけ得ぬもの」として語る理論的枠組み

を構築し、それが実際に社会の中でどのように機能し、

どのような社会的価値をもっているのかを明らかにするこ

とではないだろうか。

　アートプロジェクトは、現代アートが常にそうであるよ

うに、これまでの芸術のあり方に異議を唱える「反芸術」

の立場から実践されてきた表現形態の一つである。やが

て、その手法はアートマーケットやアートワールドからの

「逸脱」を目的として、人間社会や自然環境の中で表現行

為を行う一つのジャンルのようになった。実践者が目標に

してきたのは、人々の習慣や常識、制度化された知などを

「内破」して、これまでのいずれの分野の評価軸からも逸

脱した「名づけ得ぬもの」を生みだすことではなかったか。

しかし実際には、実践が写真や映像などのメディアによっ

て作品化（表象）されると、それが新しいアートや新しい

音楽、新しいファッション、新しい〇〇……、として既存

分野に回収されてしまう。そして、アートプロジェクトは、

そのように「多様な可能性」に開かれたものという点が評

価されることになる。

　一方で、2000年代以降、バブル経済の崩壊による長

い経済不況と、少子高齢化・人口減少で衰退した地方都

　多くのアートプロジェクトが行政からの助成を受けている現状を

考えると、その記録は広く公開されるべきだと思う。プロジェクト

の意義や地域におけるその重要性を市民に伝えつつ、将来の研究

に貢献することも考えながら、つまびらかにしていくこと。今回の

講義で取り上げられていたイギリスでの事例は、その点でたいへ

ん参考になると感じた。米田陣

　私は今まで、アートとは芸術を専門にしている人がつくり上げ

る作品のことだと思っていた。しかし、アートプロジェクトは制作

物よりもその過程に重点を置き、様々な属性の人々が関わること

で、芸術以外の分野に働きかけていくものであるとわかった。アー

トを⽤いて現実の社会問題を世の中に訴えかける「ソーシャリー・

エンゲイジド・アート」には、対話やデモを参加型アートとして実

践するものがある。芸術を専攻していない自分のような人や、社

会問題に関心の薄い人でも興味をもって参加できそうだが、その

アートプロジェクトがどんな社会問題に対して何を訴えかけるもの

なのか、その意図は何なのか、社会に与える影響力はどれくらい

あるのかを考えた上で参加しなければ、単なる芸術作品の材料に

なってしまうだけだと思った。そうならないためにも、プロジェク

ト内容についてよく調べ、そこで得たことをそれぞれがアーカイブ

していく必要がある。石川理香子

名づけ得ぬものとしてのアートプロジェクトの価値

つまびらかに アートプロジェクトとデモ

　人の暮らしは、いくつもの芸や美が織りなしている。農家や漁師、

教師、会社員など、ありとあらゆる生業の中にも、芸や美が見え

る。美術教育を受け、創作を生業とするなかで工夫してきたのは、

物事を見る目と自分以外の誰かにそれを伝える術である。さまざま

な視点で物事を捉えることは、何かを計画する際のコミュニケー

ションでも非常に役立つと感じている。その術を⽤いて、制作過

程から考え、記録することで地域と笑えたら……。今自分がいる

ところと、これから目指すところを見直すヒントがいっぱいのレク

チャーだった。まさきまゆこ

さまざまな視点

フ
レ
ッ
ト
の
他
に
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
地
元
の
新
聞
記
事
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
年
次
報
告
書
に
は
、
事
業
の
年
間
予
算

と
そ
の
支
援
先
が
事
細
か
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ワ
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
地
区
は
移
民
地
区
で
も
あ
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
や
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
系
の
住
民
が
多
く
暮
ら
す
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
元
住
民
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
デ
オ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
サ
イ
ト
に
は
七
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
て
い
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
時
の
映
像
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
じ
く
七
〇
年
代

の
タ
ワ
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
地
区
で
展
開
し
て
い
た「
ベ
ー
ス
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
の
地
下
を
行
政
か
ら
無
償

で
借
り
う
け
、
事
務
局
に
し
て
実
施
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
当
時
の
様
子
を
記
録
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
残
っ
て
い

た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
四
十
年
前
の
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
を
見
て
い
る
と
、
手
紙
や
報
告
書
、
日
々
の
事
務
局
の
様
子
ま
で
、
残
し
て
お
い
て

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
資
料
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
の
私
た
ち
が
そ
れ
ら
を
見
た
時
に
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
を
発
見
す
る

こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
必
要
性
と
い
う
も
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
の
事
例
か
ら
も

見
て
と
れ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
や
は
り
す
べ
て
を
残
す
の
は
難
し
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
編
集
す
る
ア
ー
カ
イ
バ
ー
や
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
専
門
職
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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ア
ー
カ
イ
ブ
の
あ
り
方
の
多
様
性

　

一
口
に
ア
ー
カ
イ
ブ
と
言
っ
て
も
、
作
品
や
資
料
な
ど
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
の
か
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
形
が
な
い

も
の
を
残
す
の
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
り
方
は
様
々
で
す
。
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
例
を
一
つ
、
紹
介
し
ま
す
。
以
前
、
作
品
や
資

料
を
収
蔵
し
、
保
存
・
研
究
を
行
う
博
物
館
施
設
の
学
芸
員
と
、
お
互
い
の
仕
事
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の

方
が「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
飛
ん
で
い
る
蝶
を
追
い
か
け
る
仕
事
で
は
な
く
、
蝶
が
飛
ん
で
い
る
時
に
は
ず
っ
と
待
っ
て
い
て
、
動

か
な
く
な
っ
た
時
に
そ
っ
と
拾
っ
て
標
本
箱
に
納
め
る
仕
事
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
喩
え
が
も
の
す
ご
く
心
に

響
き
ま
し
た
。
私
は
学
芸
員
と
い
う
肩
書
で
仕
事
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
一
般
的
な
そ
れ
と
は
何
か
が
違
う
気
が
す
る
、
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
一
言
で
、
私
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
飛
ん
で
い
る
蝶
と
の
仕
事
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ
と
す
っ

と
腑
に
落
ち
た
ん
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
私
が
お
話
す
る
の
は
、
博
物
館
な
ど
で
扱
わ
れ
て
い
る
有
形
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
な
く
、
生
き
た
ま
ま
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
の
附
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
る
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ（
ア
ク
ア
）
で
、
先
駆
的
な
展
覧
会
企
画
を
数
多
く
手
が

け
て
き
た
藤
田
瑞
穂
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
書
籍
な
ど
に
よ
る
展
覧
会
の
記
録
か
ら
、
大
学
の
収
蔵
品
や

地
域
の
資
料
の
創
造
的
活
用
ま
で
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
視
点
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
つ
い
て
掘
り
さ
げ
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

比
較
文
学
的
に
人
生
や
作
品
を
捉
え
て
み
る

　

大
学
で
は
美
術
で
は
な
く
比
較
文
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
比
較
文
学
を
専
攻
し
た
そ
も
そ
も
の
理
由
は
、
文
学
を
言
語
や
国

で
分
け
る
こ
と
に
対
し
て
違
和
感
が
あ
り
、
も
っ
と
違
う
考
え
方
で
文
学
に
接
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。
大
学
院
へ
の
進
学

を
考
え
始
め
た
頃
、
私
は
、
ソ
連
出
身
の
イ
リ
ヤ
・
カ
バ
コ
フ
と
い
う
非
常
に
物
語
性
の
強
い
作
品
を
手
が
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

つ
い
て
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
と「
文
学
研
究
」
に
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

あ
る
時
、
指
導
教
官
と
同
級
生
と
で
世
間
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
し
て
い
た
同
級
生
の「
面
接
で
比
較
文
学

が
ど
う
い
う
学
問
な
の
か
尋
ね
ら
れ
て
も
上
手
く
答
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
話
に
対
し
て
、
先
生
は「
日
々
、
人
は
過
去
の
出
来
事

を
思
い
起
こ
し
た
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
現
在
と
過
去
を
比
べ
た
り
し
て
、
過
去
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
人
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
比
較
文
学
的
な
も
の
の
考
え
方
に
出
会
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
」と
お
答
え
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
そ
の
一
言
に
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
人
生
が
比
較
文
学
の
よ
う
な
も
の
だ
と
し
た
ら
、
研
究
対
象
は
必
ず
し
も
文
学
作
品
で

な
く
て
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
で
、
悩
む
の
を
や
め
て
カ
バ
コ
フ
の
研
究
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
我
な
が
ら
都
合

の
良
い
解
釈
だ
な
、
と
思
い
ま
す
け
ど
。

　

カ
バ
コ
フ
は
、
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
あ
た
る
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
人
家
庭
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
名
門
の
美
術
学
校
に
合

格
し
、「
絵
画
科
」よ
り
は
格
下
と
さ
れ
た「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト（
線
画
）科
」に
進
学
し
た
カ
バ
コ
フ
は
、
在
学
中
か
ら
卒
業

後
の
約
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
絵
本
挿
画
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
き
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
絵
本
挿

画
の
仕
事
と
は
別
に「
非
公
式
」
の
芸
術
家
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
・
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
続
け
ま
し

た
。
カ
バ
コ
フ
自
身
が「
ア
ル
バ
ム
」
と
呼
ぶ
、
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
た
紙
の
束
か
ら
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
作

品
を
い
く
つ
も
制
作
し
、
そ
れ
を
め
く
り
な
が
ら
朗
読
す
る
形
で
、
仲
間
内
で「
非
公
式
」
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
ソ
連
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を
出
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
彼
は
自
分
の
作
品
の
背
景
に
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
の
常
識
や
日
常
が
そ
こ
で
は
全
く

通
じ
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
ソ
ビ
エ
ト
の
日
常
を
状
況
ご
と
つ
く
り
上
げ
る「
ト
ー
タ
ル
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
劇
場
装
置
の
よ
う
な
作
品
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
状
況
の
中
で
い
か
に
生
き
て

表
現
す
る
か
と
い
う
カ
バ
コ
フ
の
姿
勢
や
瞬
間
で
は
な
く
流
れ
を
重
視
す
る
時
間
の
観
念
、
作
品
の
も
つ
物
語
性
に
、
当
時
の
私
は

比
較
文
学
的
な
も
の
を
漠
然
と
見
出
し
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
海
を
泳
ぐ
よ
う
に
、
誰
か
と
仕
事
を
す
る

　

し
か
し
、
カ
バ
コ
フ
作
品
に
の
め
り
込
み
、
彼
の
考
え
方
に
同
調
し
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
文
学
研
究
者
を
納
得
さ
せ
る
論
を
展
開

で
き
ず
に
研
究
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
心
配
し
た
先
輩
が「
そ
の
や
り
方
は
批
評
じ
ゃ
な
い
。
批
評
と
い

う
の
は
、
海
で
泳
ぐ
人
を
岸
で
じ
っ
と
眺
め
て
考
え
る
よ
う
な
こ
と
だ
よ
」
と
い
う
助
言
を
く
れ
た
の
で
す
が
、
私
は「
岸
で
眺
め

て
い
る
だ
け
な
ん
て
自
分
に
は
全
く
向
い
て
い
な
い
。
私
は
一
緒
に
泳
い
で
い
た
い
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に『
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
愉
し
み
』（
今
橋
映
子
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）の
出
版
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
、「
田
中
恭
吉
展
」（
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
〇
年
）の
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
担
当
学
芸
員
の
寺
口
淳
治
氏
に
よ

る
発
表
を
拝
聴
し
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
カ
タ
ロ
グ
が
単
な
る
展
覧
会
の
記
録
を
超
え
て
、
本
が
立
体
的
な
も
の
と
し
て
動
き
だ

す
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
作
品
や
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と「
一
緒
に
泳
い
で
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
感

激
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
本
を
つ
く
る
こ
と
に
憧
れ
た
の
で
す
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、定
期
的
に
発
行
し
て
い
た
研
究
室
の
紀
要
の
編
集
委
員
を
担
当
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
な
ど
の
ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
印
刷
し
た
簡
素
な
冊
子
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
の
力
を
引
き
出
す
デ
ザ
イ
ン
で
も
っ

と
新
た
な
論
文
集
に
し
よ
う
、
と
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
を
説
得
し
、
一
緒
に
改
革
し
て
く
れ
る
熱
き
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
探
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
出
会
っ
た
松
本
久
木
さ
ん
と
は
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
一
緒
に
印
刷
物
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
声
を
聴
き
、
無
形
の
も
の
を
共
同
で
形
に
す
る

　

本
を
楽
し
く
つ
く
る
こ
と
だ
け
で
な
く
学
芸
員
の
仕
事
へ
の
憧
れ
も
募
り
、
博
士
課
程
の
在
学
中
に
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
働
き

始
め
ま
し
た
。
こ
こ
は
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
美
術
、
音
楽
、
伝
統
芸
能
と
い
う
多
様
な
芸
術
分
野
を
扱
う
施
設
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
自
分

の
専
門
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
事
も
担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
要
望
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
、
催
し
物
だ
け
で
な
く
、
日
々
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
制
作
を
行
う「
制
作
室
」
が
あ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
期
に
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
力
で
建
て
た
元
小
学
校
の
建
物
を
活
用
し
て
お
り
、
こ
の
場
所
で
小

学
校
を
守
り
育
て
て
き
た
地
域
と
の
関
係
性
も
非
常
に
重
要
で
し
た
。加
え
て
、様
々
な
活
動
が
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
様
々
な
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
声
、
地
域
住
民
の
声
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

声
を
聴
き
、
こ
こ
で
自
分
が
何
を
す
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
置
か
れ
た
環
境
で
、

そ
こ
に
い
る
人
た
ち
と
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
音
が
奏
で
ら
れ
る
の
か
。
自
然
と
そ
う
い
う
仕
事
の
仕
方
を
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
柴
川
敏
之
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
協
働
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
大
切
に
し
て

き
た
小
学
校
の
建
物
を
見
つ
め
な
が
ら「
２
０
０
０
年
後
の
小
学
校
」
と
い
う
展
覧
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
柴
川
さ
ん
は
本
当
に
こ

だ
わ
り
が
強
く
、
展
覧
会
の
記
録
集
を
つ
く
っ
て
い
る
時
に
は
、「
一
緒
に
泳
ぐ
」
を
通
り
越
し
て
溺
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

緒
に
溺
れ
な
が
ら
泳
い
で
く
れ
た
の
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仲
村
健
太
郎
さ
ん
で
し
た
。
仲
村
さ
ん
も
、
先
ほ
ど
の
松
本
さ
ん
と
同
じ

く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
誰
で
あ
っ
て
も
必
ず
気
持
ち
良
く
一
緒
に
泳
げ
る
仲
間
で
、
そ
れ
以
後
も
協
働
し
て
何
冊
も
本
を
つ
く
っ
て
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い
ま
す
。
本
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
そ
こ
に
流
れ
る
声
や
無
形
の
も
の
を
表
現
す
る
た
め
に
、
必
要
な
紙
や
フ
ォ

ン
ト
を
選
び
と
っ
て
い
く
過
程
そ
の
も
の
が
、
動
的
で
生
っ
ぽ
い
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
そ
の
人
や
思
考
の
過
程
を
感
じ
ら
れ
る
展
覧
会
を
つ
く
る

　

二
〇
一
四
年
か
ら
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ（
以
下
、＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
）に
勤
務
し
て
い
ま
す
。大
学
附
属
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
い
う
と
、
学
生
の
作
品
を
展
示
す
る
施
設
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
の
活
動
は
そ
れ
と
は
少

し
違
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
京
都
の
郊
外
に
あ
り
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
は
ま
ち
な
か
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
で
あ
る
た
め
、
在
校
生
の
来
場
は
少
な
く
、

卒
業
生
や
京
都
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
美
術
関
係
者
、
美
術
に
関
心
が
あ
る
一
般
客
な
ど
が
主
な
来
場
者
層
で
、
社
会
に
開

か
れ
た
大
学
の
施
設
、
あ
る
い
は
社
会
と
大
学
の
間
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

　

＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
で
実
施
す
る
展
覧
会
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と「
特
別
展
」
と「
申
請
展
」
と「
大
学
事
業
」
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

今
日
は
学
芸
ス
タ
ッ
フ
の
企
画
に
よ
る
展
覧
会
で
あ
る「
特
別
展
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
話
し
ま
す
。「
特
別
展
」
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
併
走
し
な
が
ら
、
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
立
ち
上
が
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思
考
の
過
程
ま
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
展
示
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。展
覧
会
ご
と
に
工
夫
の
仕
方
は
異
な
り
ま
す
が
、例
え
ば
、ジ
ョ
ー
ン
・
ジ
ョ

ナ
ス
の
個
展「Five Room

s For K
yoto: 1972–2019

」（
二
〇
一
九
年
）で
は
、
作
品
の
展
示
に
合
わ
せ
て
、
ジ
ョ
ナ
ス
が
長
年
携
わ
っ

て
き
た
美
術
教
育
の
活
動
や
、
制
作
過
程
の
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

美
術
館
だ
と
数
年
前
か
ら
丁
寧
に
企
画
を
練
っ
て
い
く
場
合
が
多
い
で
す
が
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
は
ご
く
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営

し
て
い
て
、
企
画
の
立
ち
上
が
り
か
ら
展
示
に
至
る
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
が
か
な
り
短
い
。
年
間
に
担
当
す
る
展
覧
会
も
、
美
術
館
だ

と
数
年
に
一
回
と
か
で
す
が
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
だ
と
年
に
複
数
あ
る
。
で
も
、
小

さ
い
組
織
だ
か
ら
こ
そ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
活
か
し
て
、
今
一
緒
に
考

え
た
い
も
の
を
現
在
進
行
形
で
提
示
し
て
き
ま
し
た
。
実
験
的
な
こ
と
を
ど
ん

ど
ん
試
み
て
い
く
大
学
ら
し
く
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
あ
ら
わ

れ
て
く
る
生
々
し
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
形
と
し
て
展
覧
会
を
つ
く
り
直
す
本
づ
く
り

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
展
覧
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
が
、

い
く
つ
か
の
も
の
に
関
し
て
は
書
籍
に
形
式
を
変
え
て
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
展

覧
会
を
実
際
に
観
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
そ
れ
が
一
番
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
上
で
書
籍
は
よ
り
深
く
長
く
何
か
を
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
十
年

後
に
読
ん
で
も
新
鮮
で
価
値
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
展
覧
会
の
記
録
と
い
う

よ
り
も
、
も
う
一
つ
の
形
と
し
て
つ
く
り
直
す
と
い
う
感
覚
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
本
の
形
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
魅
力
的
な
も
の
を
つ
く
る
た
め
に
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
毎
回
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
だ
わ

り
す
ぎ
て
、
展
覧
会
終
了
か
ら
ず
っ
と
後
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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小
さ
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、
解
像
度
が
高
く
な
る

　

京
都
市
立
芸
術
大
学
は
二
〇
二
三
年
に
京
都
駅
近
く
に
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
移
転
予
定
の
地
域
は
、
都
市
計

画
の
た
め
の
整
備
事
業
が
長
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
移
転
計
画
が
発
表
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
当
時
、
た
く
さ
ん
の

空
き
地
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
の
先
生
た
ち
と
何
か
こ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
と
考
え
、
閉
校
し
た
元
小
学
校
の
建
物
と
周
辺
の

空
き
地
で
行
っ
た
の
が
、
私
が
手
が
け
た
最
初
の
移
転
整
備
プ
レ
事
業「still m

oving

」と
い
う
展
覧
会
で
す
。
芸
術
大
学
が
こ
の
地

域
に
や
っ
て
く
る
第
一
歩
と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た
。

　

国
内
各
地
か
ら
鑑
賞
者
が
来
て
、
展
覧
会
に
は
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
来
場
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
地
域
に
通
う
う
ち
に
顔
見
知
り
に
な
っ
た
方
々
は「
が
ん
ば
り
や
」と
声
は
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
が
。
こ
の
展
覧
会
は
、

地
域
へ
の
引
越
し
の
ご
挨
拶
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
地
域
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
次
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
必
死
に
考
え
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
移
転
後
の
大
学
の
役
割
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
地
域
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
き
ま

し
た
。
地
域
で
は
、
例
え
ば
地
域
の
方
々
が
大
事
に
守
っ
て
き
た
お
祭
り
に
、
教
職
員
や
学
生
、
卒
業
生
と
と
も
に
毎
年
参
加
す
る

な
ど
、
と
に
か
く
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
、
何
か
共
有
で
き
る
も
の
を
一
つ
で
も
増
や
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
く
う
ち
に
、

私
自
身
の
中
で
地
域
に
対
す
る
気
持
ち
が
段
々
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
物
事
を
見
る
目
の
解
像
度
も
高
く
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
小
さ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
、
二
〇
一
八
年
に
手
が
け
た「still m

oving docum
ents

」に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
と
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
チ
ー
ム
と
協
働
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
ま
ち
の
こ
と

を
観
察
し
、
地
域
に
通
う
う
ち
に
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
っ
た
も
の
を
記
録
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
地
域
が
変
化
を

す
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
や
考
え
方
も
変
化
し
続
け
て
終
わ
り
が
な
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
制
作
し
た
記
録
物
は
巻

物
状
に
な
り
ま
し
た
。
巻
物
の
内
側
に
は
私
た
ち
の
記
録
を
、
外
側
に
は
地
域
住
民
二
人
に
小
学
校
の
思
い
出
を
聞
き
取
り
し
た
も

の
を
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
形
式
で
掲
載
し
ま
し
た
。
元
小
学
校
の
建
物
の
解
体
直
前
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
学
と
地
域
住
民
が
協
働
し
て
行
う

な
ど
、
こ
の
六
年
間
で
大
学
と
地
域
の
関
係
性
は
少
し
ず
つ
変
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
移
転
整
備
プ
レ
事
業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
そ
れ

自
体
が
、
複
数
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

収
蔵
品
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
再
検
討
す
る

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
計
画
は
、こ
う
し
た
地
域
と
の
関
わ
り
だ
け
で
な
く
、大
学
自
体
の
あ
り
方
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
郊
外
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
都
市
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
変
化
は
非
常
に
大
き
な
こ
と
で
、
今
よ
り
は
開
か
れ
た
場
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

　

京
都
市
立
芸
術
大
学
に
は
芸
術
資
料
館
と
い
う
、
教
育
研
究
活
動
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
収
蔵
す
る
機
関
が
あ
り
ま
す
。
移
転
後
の
大

学
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
な
か
で
、
大
学
の
附
属
施
設
と
し
て
の
芸
術
資
料
館
と
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
機
能
を
活
か
し

つ
つ
協
働
で
き
な
い
か
と
思
い「
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
活
用
展（
以
下
、
収
蔵
品
活
用
展
）」の
シ
リ
ー
ズ
に
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
移
動
す
る
物
質—

—

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
民
族
資
料
」（
二
〇
一
七
年
）で
は
、
あ
る
物
が
本
来
あ
っ

た
土
地
か
ら
移
動
さ
せ
ら
れ
て
ま
っ
た
く
違
う
土
地
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
収
蔵
品
や
物
質
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
す
の
か
。
ひ
い
て
は
大
学
が
移
転
し
た
後
に
起
こ
る
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
と
思
い
、「
物
質
の
移

動
」と
い
う
点
に
注
目
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

　
「still m

oving library

」（
二
〇
一
九
年
）で
は
、
教
員
が
持
ち
寄
っ
た
本
と
芸
術
資
料
館
の
収
蔵
品
を
用
い
て
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
に
擬
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似
的
な
図
書
館
空
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。
移
転
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
も
入
る
大
学
の
発
信
地
的
な
エ
リ
ア
の
中
心

に
図
書
館
が
配
置
さ
れ
る
予
定
な
の
で
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
先
行
実
験
と
し
て
、
人
々
が
情
報
を「
再
編
集
」
す
る
場
と
し
て
の

図
書
館
を
考
え
た
試
み
で
す
。

　

展
示
空
間
の
一
角
に
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の「
再
編
集
」に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仲
村
健
太
郎
さ
ん
と
、
毎
週
こ
の
空
間
の
中
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、

＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
は
何
か
、
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
継
続
的
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
に
は
何
が
必
要
か
、

な
ど
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
ろ
ん
な
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て
お
い
て
、
気
に
な
っ
た
ら
ど
ん
ど

ん
奥
を
掘
っ
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
ら
良
い
の
で
は
、
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
年
次
報
告
書
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
ま
た
興
味
を
も
っ
た
人
が
ア
ー
カ
イ
ブ
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
る
仕
掛
け
に

つ
い
て
徹
底
的
に
話
し
合
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

開
催
中
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
も
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に「
お
か
わ
り
ア
ク
ア
」

と
い
う
機
能
を
加
え
ま
し
た
。
現
在
の
展
示
や
関
心
と
も
関
連
さ
せ
て
、
過
去
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
違
う
切
り
口
で
選
ん
で
見
せ
る
試

み
で
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
、
過
去
に
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
ど
う
し
て
い
こ
う
か
と
考
え
る
た

め
の
俯
瞰
的
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

展
覧
会
の
映
像
記
録
も
始
め
ま
し
た
。
映
像
や
動
き
の
あ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
、
写
真
で
は
ど
う
し
て
も
抜
け
落
ち
て

し
ま
う
情
報
、
例
え
ば
動
き
や
音
が
わ
か
っ
た
り
、
展
覧
会
を
体
験
す
る
雰
囲
気
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
た
り
で
き
る
。
映
像
と
写
真
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
生
っ
ぽ
さ
を
伝
え
る
た
め
に
は
映
像
は
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
実
際
に
展
覧
会
を
鑑
賞
で
き
る
人
が
限
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
、よ
り
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
展
覧
会
を
生
き
た
状
態
で
生
っ
ぽ
く
残
す
こ
と
だ
け
で
す
が
、
後
々
こ
の
取
り
組
み
が
何
か
大
き
な

意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

という部分も当然一様ではないから、どのような問題意

識をもった人であるかということが、その成果を決定的な

ものにしているということだ。学芸員は雑芸員と呼ばれて

久しいが、一方で、独自の背景や問題意識をもった人が、

何かを企てていく時に、学芸員という立場はすごく柔軟で

有効なものになり得るということを藤田さんの実践は教え

てくれる。

　また、そうした「学芸員」とであれば、単なる「仕事」の

仲としてではなく、展覧会にしろカタログにしろ何かを共に

つくるプロセス自体が、まさに「活動」的なものになるの

だろう。アートプロジェクトのアーカイブ実践においても、

「もう一度つくり直す」という意識と共に、それを「仕事」

としてではなく、関わる人々の互いの問題意識を共有しな

がら「活動」としてできるかどうかが、すごく大事なように

思わされた。

　ハンナ・アーレントは、人間の基本的な活動力を、「労

働」「仕事」「活動」の三つに分類した。「労働」は生命を

維持するための行動で、「仕事」はある程度の耐久性をも

つ消費の対象をつくる行動、「活動」は物の介入なしに人

と人との間で直接交わされる唯一の行いであるとされる。

この分類に基づいて、僕はこれまで一貫して、自分のプロ

ジェクトは「活動」、それを展覧会で見せるのも、カタロ

グにするのも、論文にするのも、あるいは服として販売す

るのも、すべて「仕事」だと捉えてきた。そして、「活動」

こそが自分にとって最も重要なもので、「仕事」は副次的な

産物だと捉えてきた。その意味で、僕にとって学芸員とい

う存在は、仕事相手という認識にとどまっていた。

　しかし、藤田さんの最初の自己紹介を聞いて確信する

のは、アーティストが独自の表現を探求しているのはもち

ろんだが、そのアーティストに協働を呼びかける「誰が」

　アートプロジェクトの記録・公開におい

て大切なのは、わかりやすく伝えるという

ことに加えて、深く知りたいという人には

より詳細な情報を提供できる、そんな「柔

らかい地盤」のように容易に掘り進めるこ

とができる環境だと感じた。また記録し

た情報を公開する際には、アート業界の

視点ではなく、社会保障の問題や環境問

題、ジェンダーについてなど、あらゆる視

点からプロジェクトを俯瞰し、検証・分析

することが必要であり、それによってより

多くの人がプロジェクトに関心をもつよう

になるのではないかと考えた。米田陣

　アーカイブとは、つくった人の熱い思い

が見える生きものなのだと感じた。「プロ

ジェクトや展覧会の記録物ということだ

けでなく、本そのものとしてどうかという

ことを考え、もう一度つくり直す気持ちで

つくっている」とおっしゃっていたのが印

象的だった。その内容はもちろん、細部

の構造まで心配りがされている本からは、

つくった人の温かさが感じられる。プロ

ジェクトに対してももちろんそうだが、本

を大切に想い、愛する気持ちをもってアー

カイブ制作を行いたい。櫻井莉菜

　「アーカイブで何を編集するのか。」まる

で謎かけのようにつながり、広がり続け

る問いと答え。「何を」編集するかで、関

心や興味に引っかかる「誰か」が変わる。

プロジェクトの始まりから終わりまで、関

わってくれた人の視点をできるだけ集めて

整理し、魅力的に見せられるよう、周り

の力を借りながら工夫できるといいなあ。

感じる人がいてこそのアート。愛と熱量を

込めた、これまで関わってくれた人への「あ

りがとう」が、次の「関わりたい」の芽にな

りますように。まさきまゆこ

「活動」としてのアーカイブ

柔らかい地盤 愛する気持ち 「ありがとう」から「関わり
たい」へ
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グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
は

仲
村　

僕
た
ち
に
と
っ
て
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
定
義
は
、「
不
特
定
多
数
の
人
と
視
覚
的
な
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
」
で
す
。
例
え
ば
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ン
ド
は
、「
見
る
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
と
は
言
え
な
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
人
に
伝
え
る
場
合
、
ひ
と
目
で
発
信
者
の
意
図
が
理
解
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
―
―
そ
れ
が
ど
ん
な
方
法
で
も
、
相
手
に
何
か
主
張
し
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
情
報
を
提
供
し
た
い
の
か
に
関

わ
ら
ず
、
大
勢
が
目
に
す
る
広
告
掲
示
板
か
ら
個
人
的
な
出
産
報
告
に
至
る
ま
で
。
つ
ま
り
、
美
し
く
、
目
的
に
叶
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
目
的
と
い
う
の
は
、「
見
る
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
日
、
皆
さ
ん
と
考
え
た
い
こ
と
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
に
く
い
こ
と
を
ど
う
し
た
ら
視
覚
的

に
他
者
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
潜
む
文
脈
は
、
果
た
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
や
雑
誌
な
ど
の
印
刷
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
表
現
も
通
し
て
、
美
術
や
演
劇

な
ど
幅
広
い
芸
術
分
野
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
るStudio Kentaro N

akam
ura

の
仲
村
健
太
郎
さ
ん
と
小
林
加
代
子

さ
ん
を
お
招
き
し
、
多
種
多
様
な
出
来
事
や
情
報
と
向
き
合
い
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ア
ー
カ
イ
ブ
を
紐
づ
け
て
い

く
技
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
役
割

仲
村　

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
、
発
信
す
る
人
と
受
け
取
る
人
の
間
に
い
る
存
在
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
発
信
す

る
人
と
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
言
葉
を
つ
く
っ
た
ら
、
そ
の
言
葉
を
視
覚
言
語
に
翻
訳
し
て
、

受
け
取
る
人
に
渡
し
ま
す
。
僕
た
ち
の
場
合
、
絵
や
画
面
を
つ
く
る
作
業
は
後
者
の
作
業
に
な
り
ま
す
。
視
覚
言
語
に
翻
訳
す
る
と

い
う
の
は
、
一
般
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
言
葉
を
つ
く
る
と
い
う
作
業
は
イ
メ
ー
ジ
が
し
づ
ら
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
視
覚
的
な「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
」、
視
覚
的
な「
ア
ー
カ
イ
ブ
」、
視
覚

的
な「
編
集
」と
し
て
捉
え
、
そ
の
考
え
方
と
実
践
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
言
葉
を
つ
く
る—

—

言
葉
の「
関
係
価
値
」

仲
村　

ま
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
言
葉
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
固

有
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
、
つ
ま
り
、
固
有
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
作
家
が
違
え
ば
言
葉
が
違
う
の
は
当
た
り
前
で
す
。

場
所
が
違
え
ば
言
葉
が
変
わ
る
の
も
当
た
り
前
。
仕
組
み
が
変
わ
る
と
言
葉
同
士
の
関
係
が
変
わ
り
ま
す
。
言
葉
同
士
の
関
係
が
変

わ
る
と
言
葉
の
意
味
が
変
わ
り
ま
す
。
で
は
、
言
葉
の
意
味
が
変
わ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

外
山
滋
比
古
さ
ん
が『
新
エ
デ
ィ
タ
ー
シ
ッ
プ
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）の
中
で
関
係
価
値
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。　

言
葉
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
語
と
し
て
も
あ
る
程
度
は
独
立
し
て
い
る
。
辞
書
の
示
し
て
い
る
語
義
は
、
そ
の
語
を
抽
象
的
に

と
り
出
し
、
独
立
さ
せ
た
場
合
の
意
味
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
孤
立
し
独
立
し
た
単
位
の
意
味
を
要
素
的
意
味
と
呼
ぶ
な
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ら
ば
、
他
と
結
合
し
て
生
ず
る
意
味
は
関
係
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
言
語
に
お

い
て
は
、
前
者
の
こ
と
を
辞
書
的
意
味（
レ
キ
シ
カ
ル
・
ミ
ー
ニ
ン
グ
）、
後
者
の
こ
と

を
文
脈
的
意
味（
コ
ン
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
・
ミ
ー
ニ
ン
グ
）と
い
う
。

　

例
え
ば
、「
黄
色
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
定
義
が
出
て
き
ま
す
が
、「
黄
色
い
声
援
」
だ
と
そ

の
意
味
が
全
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。「
き
ゃ
ー
、
き
ゃ
ー
」
と
い
う
文
脈
的
意
味
が
付
け
足
さ

れ
て
、
全
く
違
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
こ
の
文
脈
的
意

味
が
す
ご
く
大
事
で
、
辞
書
的
意
味
は
そ
こ
ま
で
大
事
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

単
語
は
、
ほ
か
の
単
語
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
、
個
々
の
意
味
が
変
化
す
る
。
複
合
語
と

い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
な
く
て
、
文
章
と
か
作
品
の
次
元
に
な
る
と
、
そ
の
中
で

も
つ
各
部
分
の
関
係
意
味
は
と
う
て
い
記
述
を
許
さ
な
い
よ
う
な
複
雑
な
も
の
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
十
七
文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
俳
句
に
感
動
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
言
う
と「
関

係
意
味
」が
す
ご
く
複
雑
だ
か
ら
で
す
。
十
七
文
字
し
か
な
い
の
に
多
く
の
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
詩
や
小
説
に
も
言
え
ま
す
。
た
だ
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
で
意
味

が
変
わ
る
か
ら
面
白
い
。
そ
し
て
複
雑
に
な
る
か
ら
面
白
い
。

言
葉
が
、
記
号
と
し
て
き
わ
め
て
微
妙
な
も
の
で
あ
り
、
複
雑
な
こ
と
を
表
現
で
き
る

の
も
、
要
素
的
意
味
よ
り
む
し
ろ
関
係
意
味
の
可
能
性
が
高
度
に
発
達
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
点
に
気
付
く
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
は
人
間
の
頭
に「
関
係
付
け
」の
能
力
が
存
在
す
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
人
間
が
も
っ
と
も

人
間
ら
し
い
の
は
、
孤
立
し
た
も
の
を
結
び
合
わ
せ
る
能
力
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
外
山
さ
ん
は「
関
係
付
け
」て
い
く
と
言
葉
の
意
味
が
変
わ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
僕
は「
辞
書
的
意
味
か
ら

自
由
に
な
る
」と
解
釈
し
ま
し
た
。
断
片
的
な
も
の
の
中
に
新
し
い
つ
な
が
り
や
意
味
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
伝
え
る
立
場

の
側
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
受
け
取
る
立
場
の
側
に
も
、
ど
ち
ら
に
も
開
か
れ
た
人
間
ら
し
い
豊
か
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
俳
句
を
読
ん
で
感
動
す
る
の
と
一
緒
で
、
言
葉
の
つ
な
が
り
に
意
味
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
は
豊
か
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。

　

別
の
立
場
の
視
点
を
参
照
す
る
な
ら
、
広
告
代
理
店
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ェ
ブ
・
ヤ
ン
グ
は
、『
ア
イ
デ
ア
の
つ

く
り
方
』（
今
井
茂
雄
訳
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
、
一
九
八
八
年
）
で
、「
ア
イ
デ
ア
と
は
、
既
存
の
要
素
の
新
し
い
組
み
合
わ

せ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」と
書
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
し
い
組
み
合
わ
せ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
と
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
固
有
の
言
葉
が
生
み
だ
さ
れ
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
そ
の

言
葉
の
辞
書
的
な
意
味
で
は
な
く
、
文
脈
的
な
意
味
に
着
目
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
文
脈
的
な
意
味
と
い
う
の
は
、
つ
な

が
り
合
う
関
係
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
ま
す
。
現
代
美
術
に
お
い
て
は
、
文
脈
的
な
意
味
が
と
て
も
複
雑
に
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の

文
脈
を
伝
え
る
人
が
自
分
な
り
に
観
察
し
て
解
体
し
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
す
る

仲
村　

今
日
の
タ
イ
ト
ル
の「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
の
か
思
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い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
ト
マ
ト
を
食
べ
て
、
パ
ン
を
食
べ
て
、
レ
タ
ス
を
食
べ
て
と
い
う
よ
う

に
口
の
中
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
つ
く
る
の
か
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
食
べ
る
の
か
で
は
果
た
し
て
同
じ
味

が
す
る
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
素
材
を
口
に
入
れ
て
い
る
の
で
、
足
し
算
と
し
て
は
一
緒
で
す
が
確
実
に
何
か
違
い
ま
す
よ
ね
。

　

つ
ま
り
、
僕
た
ち
の
ス
タ
ジ
オ
は
、
た
く
さ
ん
重
ね
ら
れ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
断
面
の
よ
う
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
面
だ

け
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
文
脈
的
な
意
味
の
重
な
り
や
連
な
り
自
体
を
美
し
い
と
思
っ
て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
性

に
こ
そ
、
作
品
の
面
白
さ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
文
脈
の
複
雑
さ
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
、
建
築
家
の
青
木
淳
さ
ん
は

『
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
・
コ
ン
セ
プ
ト
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
八
年
）で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。 

ぼ
く
も
、
で
き
る
か
ぎ
り「
わ
か
り
や
す
い
」も
の
に
し
た
い
と
思
う
。
わ
ざ
わ
ざ
晦
渋
に
し
た
り
見
せ
た
り
す
る
必
要
も
な

い
。
単
純
に
割
り
切
れ
る
な
ら
そ
の
方
が
い
い
。
だ
け
れ
ど
、「
わ
か
り
や
す
い
」か「
わ
か
り
に
く
い
」か
は
、
建
築
の
善
し

悪
し
と
は
ま
た
別
の
話
だ
。
建
築
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
最
初
か
ら
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
な
ら
、
建
築
は「
わ
か
り

や
す
く
」な
る
。
言
葉
と
一
対
一
対
応
す
る
。
つ
ま
り
記
号
に
な
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
流
動
的
で
、
で
き
あ
が
っ
た

あ
と
も
未
確
定
な
方
向
に
活
動
が
膨
ら
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
な
ら
、
建
築
は
言
葉
で
割
り
切
れ
な
い
。
記
号
と

し
て
は
機
能
し
な
い
。
つ
ま
り
、「
わ
か
り
に
く
く
」な
る
。
ぼ
く
の
場
合
、基
本
的
に
明
快
さ
を
求
め
る
方
向
に
あ
り
な
が
ら
、

必
ず
し
も
明
快
さ
の
実
現
が
目
標
に
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
な
く
、
膨
ら
み
流
動
化
す
る
そ
の
建
築
の

中
身
と
測
り
あ
え
る
だ
け
の
論
理
を
持
っ
た
建
築
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
「
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
流
動
的
で
」と
い
う
の
は
、ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、建
築
も
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
人
が
運
営
し
て
い
る
か
ら
。
そ
の
よ
う
に
動
き
続
け
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
断
言
し
た
り
記
号
を
つ
く
っ
た

り
す
る
こ
と
は
楽
な
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
漏
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
言
え
な
い
こ
と
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

「
比
喩
」を
用
い
て
視
覚
言
語
に
翻
訳
す
る

仲
村　

次
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
言
葉
を
視
覚
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
こ
で
用
い
る
の
が「
比
喩
」
で
す
。

例
え
ば
、「
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
男
」と
い
う
比
喩
表
現
が
あ
り
ま
す
。「
Ｘ（
比
喩
さ
れ
る
も
の
）＝
Ｙ（
比
喩
表
現
）」と
い
う
数
式

で
は
、 

Ｘ
の
中
に
は「
男
」が
入
り
、「
Ｙ
」に
は「
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
」と
い
う
言
葉
が
入
る
。
日
本
語
話
者
の
皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
、

そ
の
男
が
実
際
に
は
竹
を
割
っ
て
い
な
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
で
大
事
な
の
は 

「 

Ｘ = 

Ｘ
」 

や「 

Ｙ = 

Ｙ
」 

で
表
現
し
て

い
な
い
と
い
う
点
で
す
。
真
面
目
な
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を「
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
」と
い
う
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
例
え
を
使
っ
た
そ
の
人
な
り
の
見
立
て
み
た
い
な
も
の
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
」
と
い
う
言
葉

に
は
、
筋
が
走
っ
て
い
て
パ
キ
ッ
と
割
れ
る
様
子
や
、
ち
ょ
っ
と
青
臭
い
匂
い
も
含
ま
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
そ
の
人
な
り
の
視

覚
、
嗅
覚
、
聴
覚
、
触
覚
の
経
験
か
ら
見
立
て
が
発
生
す
る
こ
と
が
比
喩
表
現
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
言
葉
と
い
う「
Ｘ
」を
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の「
Ｙ
」に
置
き
換
え
る
時
、
様
々
な
視
覚
言
語
を
使
っ
て
表
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
色
や
文
字
の
形
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
写
真
が
そ
う
で
す
。
ま
た
、
印
刷
物
だ
と
、
薄
い
紙
に
す
る
の
か

分
厚
い
紙
に
す
る
の
か
で
、
お
そ
ら
く
持
っ
た
人
に
与
え
る
印
象
は
違
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

一
方
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
表
現
が
誤
読
を
誘
発
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
た
だ
、
誤
読
と
い
う
の
は
、
見
た
人
の
中
で

「 

Ｘ
」 

が「
Ｚ
」に
書
き
変
わ
っ
て
い
る
現
象
と
も
言
え
る
の
で
、
個
人
的
に
は
面
白
い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
誤
読
は
言
葉
だ
と
な
か

な
か
起
こ
ら
な
い
。
そ
の
意
味
通
り
に
受
け
取
り
や
す
い
記
号
だ
か
ら
で
す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
、色
合
い
一
つ
と
っ
て
も
、

引
き
だ
さ
れ
る
個
人
の
経
験
や
感
覚
が
違
い
ま
す
。
言
語
学
者
の
Ｓ
・
Ｉ
・
ハ
ヤ
カ
ワ
は
、『
思
考
と
行
動
に
お
け
る
言
語
』（
大
久
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保
忠
利
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
で「
隠
喩
、
直
喩
、
擬
人
は
も
っ
と
も
有
用
な
伝
達
上
の
く
ふ
う
で
、
そ
の
素
早
い
感
化

的
な
力
は
、新
し
い
物
や
新
し
い
感
じ
に
対
し
て
い
ち
い
ち
新
し
い
語
を
作
る
こ
と
を
不
要
に
す
る
」と
書
い
て
い
ま
す
が
、こ
の「
新

し
い
感
じ
」は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
つ
く
る
作
品
が
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
価
値
が
あ
る
わ

け
で
、
表
現
す
る
の
が
難
し
い
の
は
当
た
り
前
。
そ
の
時
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
比
喩
の
力
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

間
主
観
的
な
態
度
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

仲
村　

比
喩
と
は
、
言
葉
を
通
し
て
類
推
や
見
立
て
を
行
う
も
の
で
す
が
、
そ
の
人
特
有
の
解
釈
を
含
ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
個
人
の
解
釈
が
含
ま
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
の
は
、
良
い
ア
ー
カ
イ
ブ
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
客
観
性

が
大
事
だ
と
主
張
す
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
か
ら
は
批
判
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
僕
た
ち
は
、
客
観
的
で
も
主
観

的
で
も
な
い
間
主
観
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
事
実
だ
け
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、そ
の
人
だ
け
の
解
釈
で
も
な
い
。

そ
の
人
の
解
釈
が
他
の
人
に
と
っ
て
も
そ
う
思
え
る
よ
う
な
解
釈
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
事
実
に
対
し
て
自
分
の
主
観

が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
発
信
す
る
人
と
受
け
取
る
人
の
間
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
い
て
、
最
終
的
に
は
受
け
取
る
人
が
新
し
く
解
釈
す
る
人
に

な
れ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
見
る
人
に
き
っ
か
け
を
つ
く
り
だ
す
間
主
観
的
な
解
釈
に
よ
り
、
受
け
取
っ
た
人
が

自
分
で
発
見
し
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
辞
書
通
り
の
意
味
を
受
け
取
っ
て
も
、
自
分
の
中
に
面
白
さ
は
醸
成
さ
れ
ず
、

体
感
と
し
て
入
っ
て
こ
な
い
。
僕
た
ち
は
、
言
葉
で
は
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
作
品
の
文
脈
的
意
味
と
そ
の
重
な
り
の
隙
間
に
間
主

観
的
な
解
釈
を
見
つ
け
だ
し
、
視
覚
言
語
を
通
し
て
見
る
人
に
主
体
的
な
解
釈
の
バ
ト
ン
を
手
渡
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ 

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
試
み

小
林　

次
に
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
制
作
し
た
か
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
情
報
と
レ
ポ
ー
ト
記
事
、
そ
れ
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
に
参
加
し
た
人
の
感
想
が
知
れ

る
、
わ
か
る
、
残
る
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
構
造
で
つ
な
げ
て

い
く
作
業
が
個
人
的
に
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
村　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
特
徴
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
話
す
側
も
何
か
し
ら
の
学
び
が
あ
り
、
聞
く
側
も
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
時
に
感
じ
た

こ
と
で
す
。
今
日
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
と
い
う
の
は
す
ご
く
儚
く
て
、
数
日
し
た
ら
忘
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ど
う
留
め
て
お
け
る
か
を
考
え
た
時
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
残
す
客
観
的
な
文
章
と
、
解
釈
し
て
受
け
取
っ

た
受
講
者
の
主
観
的
な
感
想
が
並
列
で
残
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、Ａ
さ
ん
の
感
想
だ
け
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

受
講
者
全
員
の
感
想
を
一
覧
で
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
具
合
に
し
ま
し
た
。

小
林　

い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
紐
づ
く
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
つ
な
が
る
こ
と
の
面
白
さ
を
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
伝

え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
学
ぶ
こ
と
の
面
白
さ
と
は
、
知
識
と
知
識
が
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ

の
知
識
の
つ
な
が
り
み
た
い
な
も
の
も
見
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
キ
ー
ワ
ー
ド
集
を
見
る
と
新
し
い
用
語
が
知
れ
る
。

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
コ
ラ
ム
を
見
る
と
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
深
掘
り
し
て
理
解
で
き
る
。
見

る
人
の
知
的
好
奇
心
を
誘
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
思
い
な
が
ら
つ
く
り
ま
し
た
。

仲
村　

例
え
る
な
ら
、
講
義
の
レ
ジ
ュ
メ
と
レ
ポ
ー
ト
の
記
事
、
講
義
を
受
け
て
自
分
が
書
い
た
ノ
ー
ト
、
そ
れ
か
ら
ア
ー
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
先
輩
が
書
い
て
く
れ
る
指
南
書
の
よ
う
な
虎
の
巻
が
並
ん
で
い
る
。
情
報
の
質
や
レ
イ
ヤ
ー
が
違
う
こ
と
を
有
機
的
に
結
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び
つ
け
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
層
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
こ
と
を
、
僕
た
ち
は
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
こ
の
ま
ま
だ
と
空
間
を
共
有
し
て
い
る
人
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
文

字
化
さ
れ
る
な
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
残
っ
て
い
る
限
り
、
地
球
の
裏
側
か
ら
誰
か
が
見
る
か
も
し
れ
な
い
。
未
来
に
誰
か
が
見
る

か
も
し
れ
な
い
。
僕
た
ち
は
発
信
す
る
人
と
受
け
取
る
人
の
間
で
、
新
し
く
解
釈
す
る
人
を
つ
く
り
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
解
釈
と
発
見

仲
村　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
僕
た
ち
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
そ
の
人
だ
け
が
持
つ
固
有
の
物
語
や
体
験
を
捉
え
、
新
し
い

言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
特
別
さ
で
は
な
く
固
有
性
を
突
き
つ
め
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
他
と
比
べ

て
す
ご
い
」
み
た
い
な
こ
と
で
は
な
く
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
何
な
の
か
を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「
発
信
す
る
人
」
に
思
い
も
寄
ら
な
い
疑
問
符
を
投
げ
か
け
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
つ
く
る
時
、
お
昼
休
憩
を
挟
ん
で
三
時
間
く
ら
い
質
問
を
投
げ
続
け
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
発
信
す
る
側
の
外
に
い

る
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、
受
け
取
る
人
に
近
い
立
場
で
考
え
る
た
め
に
気
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
固
有
の
物
語
や
体
験
を
、
新
し
い
目
線
で
間
主
観
的
に
捉
え
直
し
、
視
覚
的
な
比
喩
表
現
を
通
し
て

伝
え
る
。「
比
喩
」に
よ
っ
て
ほ
の
め
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
見
る
人
は
能
動
的
に
受
け
取
り
、
類
推
を
始
め
ま
す
。「
ど
う
い
う
こ
と

な
ん
だ
ろ
う
」と
自
ら
考
え
始
め
ら
れ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
志
し
て
い
ま
す
。
類
推
す
る
こ
と
で
、
見
る
人
は
新
し
い

解
釈
を
見
出
し
て
い
く
。
物
語
や
体
験
に
新
し
い
文
脈
や
、
そ
の
文
脈
か
ら
新
た
な
解
釈
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
固
定
化
さ
れ
ず
に

生
き
生
き
と
捉
え
直
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
、
伝
え
る
人
と

受
け
取
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
新
た
な
理
解
や
発
見
を
得
る
こ
と
と
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
価
値
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　これは学生に限ったことではなくてアートプロジェクト

の実際の現場にも当てはまる。つまり、他者と協働するこ

とで、同じ作品／アイデアがよりよい作品になるのであれ

ば、アイデアを独り占めせずに、積極的に協働を働きか

けるべきだろう。仲村さんと小林さんのカウンセラー的な

あり方は、グラフィックやウェブサイトに限らず、アートプ

ロジェクト自体の見せ方の可能性を広げる存在としても心

強いものだと感じた。また、おそらく一度そのように協働

すると、別のプロジェクトでお二人と一緒にならなかった

としても（あるいは今回のようなレクチャーを受けるだけ

でも）、仲村さんと小林さんならこんな疑問を投げかけて

くるかもしれないと、お二人の視点のわずかでも内面化す

ることができそうだと感じる点で、お二人は協働を通して、

学び合いの場もまた実現している。

　モノではなくコトを生みだすこと、精神の表現者として

ではなくメディエーターとして地域に介入すること。かれら

はそれをグラフィックとウェブサイトの分野で、単に格好よ

いデザインの提示ではなく、カウンセラーのようにクライ

アントに向き合いつつ、最適な解を見出していくことによっ

て体現している。

　昔、藝大の先生が講評会でよく口にしていたことを思い

出す。「同じ作品／アイデアを自分が展示したらもっとよ

い作品になる」。展示経験の少ない学生に対して、見せ方

に対して思索や探求が足りないことを指摘しているわけだ

が、学生を指導する立場になった今、同じことを思うこと

が多い。藝大は放任主義だったが、県立大にはそもそも

芸術を志して入学する学生はほとんどいないために、僕は

半分カウンセラーのような形で学生に接している。アート

プロジェクトがそもそも作家性を脱構築するものであると

考えれば、さまざまな協働によって表現が体現されていく

ことは、何ら作品性を損なうものではないからだ。

　「グラフィックデザインをサンドイッチのようにつくる」というお

話が印象に残った。グラフィックデザインとは不特定多数の人の

視覚に訴えるものであり、デザインによっては理解できる人とでき

ない人が出てくる。しかし、あまりわかりやすくしすぎると、今度

は伝えたいことが埋もれてしまう。一番の理想は、それぞれの素

材はもちろん美味しいが、それらをすべてサンドするとこれ以上な

いほど美味しく感じるサンドイッチ。グラフィックのカラーやイラス

トレーション、印刷物の素材、伝えたいことの物語など、それぞ

れの要素に重要な情報が詰まっているが、すべてを組み合わせる

ことで最も効果的に言いたいことが伝えられるグラフィックデザイ

ンなのだと言う。石川理香子

　昔・今・未来を旅して、身の回りから地球の裏側にある「ひと・

もの・こと」がひとつながりのアートプロジェクトになり、道のり、

誰かの思い、見えてくる形と重なって、響き合う。生みだされた層

は、誰かの共感や好奇心を刺激しながら厚みを増し、広がってい

く。学び得た視点から、これまで自分が実施したプロジェクトを

ふりかえりつつ、これからの企画について何度も考える機会を得

て、講座を受ける前より少しだけ、人に伝える楽しさを感じられる

ようになった。また、つくっている人と同じ土壌に立って物事を見

つめ、対話することは心が安らぐのだと気づいた。そして、その

安らぎはまた、誰かの居場所になるのかもしない。気づいたこと

をそばで教えてくれる人がいることの大切さ、対話を重ねるからこ

そ見つかる共通言語。「新しい感じを歓迎しよう」と思う。育った

環境も、経験してきたことも異なるあなたと、CHISOUを通して

知り合えた喜びをサンドイッチにして、一緒に味わえることを願う。

まさきまゆこ

アイデアをよりよい作品にするための協働

ひとつひとつサンドイッチのようなグラフィックデザイン
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図
書
館
は
ど
ん
な
存
在
な
の
か

　

図
書
館
は
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
や
調
査
、
研
究
を
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
実
は
私
は
図
書
館
の
専
門
家

で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
図
書
情
報
館
の
建
設
準
備
室
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
開
館
ま
で
六
年
間
準
備
室
で
、
そ
の
ま
ま
開
館
以
降
ず
っ

と
働
い
て
き
ま
し
た
。
計
画
で
は
様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ま
し
た
が
、
実
際
に
開
館
し
て
み
る
と
、
勉
強
や
調
査
、
研
究
を
す

る
場
所
だ
っ
た
り
、
居
場
所
だ
っ
た
り
、
あ
る
意
味
と
て
も
日
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
施
設
が
成
り
立
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

図
書
館
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
れ
ま
で
大
多
数
の
人
が
も
っ
て
き
た
の
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
さ
ら
に
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
図
書
館
は
本
を
借
り
に
い
く
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
存
在
だ
っ
た
。
別
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
本
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
話
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
図
書
館
で
も
書
店

で
も
よ
か
っ
た
。
当
館
も
三
ヶ
月
ほ
ど
休
館
し
ま
し
た
が
、
休
館
明
け
は
拍
子
抜
け
す
る
く
ら
い
人
が
来
な
か
っ
た
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
て
、
図
書
館
は
一
体
ど
ん
な
存
在
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

共
有
編
の
最
終
回
は
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
で
開
館
以
来
、
運
営
や
企
画
に
携
わ
っ
て
き
た
乾
聰
一
郎
さ
ん
を
お
招
き

し
、
ま
ち
の
記
憶
装
置
の
要
で
あ
る
図
書
館
が
地
域
の
中
で
担
う
役
割
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
古
今
東
西
の
情
報
・
人
・

場
を
創
造
的
に
つ
な
ぐ
編
集
と
発
信
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

パ
イ
は
補
集
合
に
存
在
す
る
─
─
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
を
つ
く
り
だ
す

　

図
書
館
を
使
っ
て
い
る
人
の
数
は
、
全
体
か
ら
み
る
と
少
数
で
す
。
大
多
数
の
人
に
と
っ
て
は
、
生
活
の
中
に
図
書
館
は
な
く
て

も
困
ら
な
い
。
た
ま
に
図
書
館
が
大
好
き
な
人
が
少
数
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
方
は
非
常
に
関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
図

書
館
に
関
心
が
な
い
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
、図
書
館
は
な
い
に
等
し
い
。
図
書
館
に
限
ら
ず
、美
術
館
で
も
博
物
館
で
も
何
で
あ
っ

て
も
、
関
心
が
な
い
人
に
と
っ
て
は
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
認
め
て
し
ま
っ
た
方
が
よ
い
と
僕
は
ず
っ
と

考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
図
書
館
の
こ
れ
か
ら
の
鍵
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、「
パ
イ
は
補
集
合
に
存
在
す
る
」と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
者
に
は
奈
良
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
し
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
ら
消
費
さ
れ
て
終
わ
っ
て
し

ま
う
だ
け
。
む
し
ろ
、
ニ
ー
ズ
は
つ
く
り
だ
す
方
が
い
い
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
や
感
性
を
総
動
員
し
て
何
か
を
投
げ

か
け
な
い
と
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
な
い
。
ニ
ー
ズ
を
つ
く
り
だ
す
の
は
非
常
に
難
し
く
、
自
分
自
身
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

僕
は
図
書
館
で
働
い
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
図
書
館
と
い
う
場
を
編
み
直
す
た
め
の
一
つ
の
要
素
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
ニ
ー
ズ
を
つ
く
り
だ
す
、
つ
ま
り
知
的
好
奇
心
を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
は
ど
ん
な
仕
掛
け
を
し
て
い
く
の
か
を
い
ろ
い
ろ
考

え
て
き
ま
し
た
。
手
っ
取
り
早
い
の
は
、
図
書
館
に
来
る
と
何
か
の
役
に
立
つ
と
か
、
課
題
の
解
決
に
な
る
と
謳
う
こ
と
。
図
書
館

は
無
料
の
貸
本
屋
だ
と
、
だ
い
ぶ
叩
か
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館—

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
の
報
告
』（
菅
谷
明
子
、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
が
日
本
で
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
共
図
書
館
に
通
っ
て
い
た
人
が
何
か
を
発
明
し
て
特
許
を
取
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
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実
現
し
た
よ
う
な
話
で
す
。
パ
ッ
と
そ
こ
に
乗
っ
か
っ
て
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
は
、「
課
題
解
決
が
で
き
る
」

と
か「
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
に
立
つ
」と
い
う
も
の
。
で
も
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
役
に
立
つ
こ

と
は
存
在
意
義
が
あ
る
け
ど
、
役
に
立
た
な
い
こ
と
は
存
在
意
義
が
な
い
と
い
う
単
純
な
思
考
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
で
、
知
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
す
る
施
設
と
し
て
は
致
命
的
で
す
。
本
を
選
ん
で
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
は
ど
う
し
て
も
取
捨
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
に
こ
の
基
準
で
は
困
り
ま
す
よ
ね
。

　

皆
が
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
出
し
あ
っ
て
共
有
し
た
り
共
感
し
た
り
す
る
場
で
な
い
と
、
公
の
施
設
と
し
て

は
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
場
に
な
る
た
め
に
は
、「
ど
ん
な
場
で
も
あ
り
、
ど

ん
な
場
で
も
な
い
」必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
図
書
館
に
限
ら
ず
、
生
活
の
中
に
は
そ
う
い

う
場
が
な
か
な
か
な
い
。
そ
れ
が
図
書
館
と
非
常
に
親
和
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
分
野
を
問
わ
ず
本

や
情
報
が
山
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
土
台
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
基
本
的
に

箱
し
か
な
く
て
、
そ
こ
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
来
な
い
と
コ
ン
サ
ー
ト
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
で
も
図
書
館
は
箱

で
も
あ
る
け
ど
リ
ソ
ー
ス
が
山
の
よ
う
に
あ
っ
て
、し
か
も
無
料
で
す
。
そ
し
て
重
要
な
の
が
、目
的
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
。
単
な
る
居
場
所
で
あ
っ
て
も
よ
い
し
、目
的
が
な
く
て
も
訪
れ
て
よ
い
。

　

そ
れ
と
、
ス
ペ
ー
ス
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
ひ
と
休
み
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
間
が
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
た
り
な
ど
、
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア（「
余
白
」
の
意
）
と
で
も
い
う
よ
う
な
空
間
が
随
所
に
あ
っ
て
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
使
い
方
が
で
き
る
場
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
本
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
お

金
は
か
か
り
ま
す
が
、
皆
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
も
収
益
は
生
ま
れ
な
い
。
こ
れ
は
運
営
す
る
側
に
は
致
命

的
に
不
利
な
こ
と
で
す
が
、
収
益
の
代
わ
り
に
生
ま
れ
る
も
の
が
何
か
に
つ
い
て
説
得
的
に
言
え
た
ら
い
い

な
と
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

公
共
と
個
か
ら
、
公
・
共
・
個
へ

　

公
共
図
書
館
の「
公
共
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
利
用
す
る
個
人
の
方
に
対
し
て
、

図
書
館
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
行
政
が
公
共
を
担
っ
て
お
り
、
個
人
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。
で
も
よ
く
考
え

た
ら
、
こ
の
公
共
と
個
人
の
関
係
だ
と
、
公
共
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
個
人
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
だ
け
な
の
で
、「
こ
う
し
て

ほ
し
い
」と
か「
け
し
か
ら
ん
」と
い
う
関
係
に
し
か
な
ら
な
い
。
個
人
か
ら
は
要
望
と
ク
レ
ー
ム
し
か
出
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
公
と

共
を
切
り
離
し
て
、
公
と
個
の
間
に
共
が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

僕
は
、
公
と
個
の
間
に
あ
る
も
の
を「
共
生
空
間
」
と
呼
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
公
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
も
働
き
か
け
て
、
お
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
関
係
が
あ
る
。
行
政
が
市
民
グ
ル
ー
プ

と
一
緒
に
図
書
館
を
つ
く
っ
た
り
す
る
事
例
の
よ
う
に
、
図
書
館
に
は
そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
が
結
構
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
全
く
悪
い
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
少
数
の
グ
ル
ー
プ
で
上
手
く
い
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
す
べ
て
の
代
弁
を
し
て
し
ま
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
時
期
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
こ
と
が
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
基
本
的
に
閉
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
が
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
最
初
に「
パ
イ
は
補
集
合
に
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
協
働
す
る
グ
ル
ー
プ

に
は
含
ま
れ
な
い
大
多
数
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
し
た
ら
関
わ
る
き
っ
か
け
が
で
き
る
の
か
。
そ
の

よ
う
な
実
験
を
す
る
に
は
、
図
書
館
は
も
っ
て
こ
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
こ
に
行
く
と
開
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
空
間
づ
く
り
が
必
要
で
す
。「
コ
モ
ン
ズ
」
と
い
う
概
念
が
ポ
イ

ン
ト
で
し
て
、
皆
で
共
有
す
る
た
め
の
、
他
者
の
た
め
の
場
づ
く
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
分

の
利
益
で
は
な
く
て
、
実
は
他
者
の
た
め
で
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
の
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
を
図
書
館
で
実
験
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す
る
の
は
非
常
に
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
共
生
空
間
は
緩
く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
長
く
や
っ
て
い
く
場
づ
く

り
を
ず
っ
と
考
え
な
が
ら
、
僕
は
い
ろ
い
ろ
と
試
み
て
き
ま
し
た
。

リ
ア
ル
で
あ
れ
バ
ー
チ
ャ
ル
で
あ
れ
共
有
・
共
感
・
共
生
が
生
み
だ
す
場
を
つ
く
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
図
書
館
が
休
館
し
た
時
、「
場
と
し
て
の
リ
ア
ル
な
図
書
館
の
試
み
は
不
可
能
に

な
っ
た
」と
言
う
図
書
館
の
専
門
家
が
い
た
の
で
す
が
、
場
と
し
て
の
図
書
館
と
い
う
時
の「
場
」の
捉
え
方
が
一
面
的
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
場
や
空
間
と
い
う
の
は
、
リ
ア
ル
で
あ
ろ
う
が
バ
ー
チ
ャ
ル
で
あ
ろ
う
が
、
何
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
共

有
や
共
感
、共
生
で
あ
る
と
僕
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
リ
ア
ル
に
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
す
る
の
も
あ
り
で
す
が
、

せ
っ
か
く
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
な
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
育

む
空
間
や
場
を
つ
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。
僕
は
図
書
館
そ
の
も
の
が
メ
デ
ィ
ア
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
物
理
的
に
近
接
し
て
い

な
く
て
も
、
気
持
ち
は
近
接
し
て
い
る
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
だ
し
て
い
く
か
は
、
新
し
い
課
題
で
も
何
で
も
な
い
は
ず
で
す
。

　

二
〇
〇
六
〜
〇
九
年
に「
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
３
日
間
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
二
〇
一
五
年
に
も
番

外
編
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
様
々
な
分
野
の
人
が
集
ま
っ
て
自
由
に
話
を
し
な
が
ら
数
日
間
を
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
生
き
方
も
あ
る
、
こ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
皆
で
共
有
し
た
り
共
感
し
た
り
す
る
。
館
と
し
て
は
最
低
限
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
ま
し
た
が
、
参
加
す
る
人
た
ち
が
皆
で
あ
の
空
間
を
つ
く
っ
て
い
る
。
だ
い
た
い
一
日
あ
た
り
三
百
人
く

ら
い
来
ま
し
た
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
だ
と
非
難
轟
々
の
密
な
状
態
で
し
た
が
、
例
え
ば
今
の
技
術
で
な
ん
と
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
ね
。
も
し
か
し
た
ら
お
互
い
が
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、リ
ア
ル
で
は
な
い
け
ど
、

何
か
場
や
空
間
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
こ
れ
か
ら
奈
良
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
方
が
い
た
ら
面
白
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
も
と
に『
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
３
日
間 

Ⅰ
』、『
み
ん
な
、
ど
ん
な
ふ
う

に
働
い
て
生
き
て
ゆ
く
の
？
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
３
日
間 

Ⅱ
』、『
わ
た
し
の
は
た
ら
き—

自
分
の
仕
事
を
考
え
る
３
日
間 

Ⅲ
』

（
西
村
佳
哲w

ith

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
一
年
）に
書
籍
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

ち
ょ
う
ど
一
時
間
く
ら
い
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
か
た
ち
で
お
話
を

進
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

│
│
緩
く
ゆ
っ
く
り
長
く
場
づ
く
り
を
し
て
い
く
と
な
る
と
、
私
だ
と
思
い
つ
め
た
り
、
必
要
以
上
に
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
緩
く
ゆ
っ
く
り
長
く
の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

　

自
分
が
主
導
し
て
い
る
と
、
自
分
で
何
も
か
も
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
い
っ
た
ん
全
部
を
吐
き
だ
し
て
、

皆
で
共
有
し
て
、
そ
の
課
題
に
対
し
て「
こ
ん
な
方
法
も
あ
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
出
て
き
て
、
全
く
関
係
の
な

い
も
の
が
結
び
つ
い
て
化
学
変
化
が
起
こ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
解
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
も
の
が
多
く
出
て
く
る
。
自
分
が
メ
イ
ン
か
ら
一
歩
外
れ
て「
何
か
い
い
案
は
な
い
か
な
」
と
皆
で
考
え
る
の
が
一
つ

の
方
法
で
す
ね
。
緩
い
と
い
う
の
は
、
本
当
に
自
分
が
緩
く
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
真
面
目
す
ぎ
る
の
は
い
け
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
即
効
性
を
生
む
必
要
も
な
い
し
、
何
か
利
益
を
生
む
必
要
も
な
い
し
、
役
に
立
つ
か
立
た
な
い
か
も
ど
っ
ち
で
も
い

い
、
そ
ん
な
感
じ
を
貫
い
て
い
た
ら
、
自
然
と
緩
く
な
り
ま
す
。
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る
の
は
、「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う
気
持
ち
に

尽
き
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
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│
│
乾
さ
ん
に
と
っ
て
、
公
と
個
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
緩
く
ゆ
っ
く
り
長
く
取
り
組
み
を
し
て
い
る
図
書
館
が
他
に
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

あ
ま
り
な
い
で
す
よ
ね
…
…
例
え
ば
、
九
州
の
伊
万
里
市
民
図
書
館
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
が
一
緒
に
図
書
館
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
長
く
続
け
る
の
が
難
し
い
。
お
互
い
に
タ
ッ
チ
し
す
ぎ
る

と
、
行
政
側
の
担
当
者
が
代
わ
っ
て
終
わ
り
と
か
、
市
民
側
も
代
替
わ
り
し
て
終
わ
り
と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
緩
く
ゆ
っ

く
り
は
で
き
て
も
、
長
く
と
い
う
の
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。
あ
る
程
度
は
放
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
か
も
し
れ
な
い
。

放
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
向
こ
う
は
勝
手
に
や
っ
て
い
る
。
で
も
、
た
ま
に
は「
ど
う
し
て
る
？
」み
た
い
な
感
じ
。
そ
う

い
う
つ
な
が
り
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
け
ど
、
続
け
て
い
く
た
め
に
は
そ
れ
ぐ
ら
い
緩
く
な
い
と
難
し
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
で
は
、
開
館
の
三
年
前
頃
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
る
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
館
の

情
報
機
器
を
駆
使
し
て
勝
手
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
発
信
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。
現
在
は
平
均
年
齢
が
七
十
歳
く
ら

い
で
す
が
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
を
リ
タ
イ
ア
し
た
直
後
の
方
々
が
集
ま
っ
て
き
て
、
か
れ
ら
は
元
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
か
ら
最
初
は

指
示
を
求
め
て
き
た
の
で
す
が
、
今
で
は
指
示
さ
れ
る
の
を
諦
め
て
自
分
た
ち
で
勝
手
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
奈
良
の
今
昔
写
真
を
探
し
だ
し
て
き
て
ウ
ェ
ブ
で
全
部
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
、
出
版
社
か
ら
使

わ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
引
き
が
す
ご
く
あ
る
。
皆
さ
ん
調
子
に
の
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。
最
初
は
個
人
が
所

有
す
る
写
真
を
発
掘
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
企
業
が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
勝
手
に
企
業
に
問
い
合
わ
せ
て
、「
館

か
ら
ち
ょ
っ
と
文
書
を
書
い
て
」み
た
い
に
言
う
。
何
の
利
益
も
な
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
続
け
て
い
る
。
毎
年

自
分
た
ち
で
企
画
展
を
す
る
の
で
す
が
、そ
れ
も
自
分
た
ち
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
自
分
た
ち
で
や
る
。
会
場
で
知
り
合
っ
た
人
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
加
わ
っ
て
く
る
と
い
う
感
じ
で
、
い
つ
の
間
に
か
十
五
年
間
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
長
く
続
け
る
と
い
う
の
は
本
当
に
大
変
で
、
ど
ち
ら
も
忍
耐
が
要
り
ま
す
。
さ
ら
に
開
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く

と
い
う
の
は
、
す
ご
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
閉
じ
て
い
る
方
が
や
り
や
す
い
。
室
内
の
温
度
を
保
ち
な
が
ら
窓
や
扉
を
全
開

に
す
る
の
と
同
じ
で
、
熱
量
を
維
持
す
る
た
め
に
は
閉
じ
た
方
が
よ
い
。
で
も
、
そ
う
す
る
と
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る
の
で
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
開
き
な
が
ら
熱
量
を
維
持
す
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
難
し
い
で
す
ね
。

│
│「
長
く
続
け
る
」と
い
う
時
の「
長
く
」と
い
う
時
間
軸
は
、
一
体
ど
れ
く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
高
齢
だ
と
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
り
、
ど
う
し
て
も
世
代
交
代
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
長
さ
に
つ
い
て
の
捉
え
方
も
変
え
る
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

僕
が
基
準
と
す
る
時
間
軸
は「
続
け
る
こ
と
が
目
的
に
な
れ
ば
や
め
た
ら
い
い
」と
い
う
考
え
で
す
。
例
え
ば「
自
分
の
仕
事
を
考

え
る
」と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
館
が
集
め
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
も
何
か
や
り
た
い
と
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。
運
営
も
す
べ
て
自
分
た
ち
で
や
っ
て
、
チ
ラ
シ
も
自

分
た
ち
で
つ
く
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
写
真
家
も
い
て
、
自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、
勝
手
に
部
誌
を
つ
く
っ

た
り
、
自
主
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
に
一
回
目
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
が
開
か
れ
て
、
そ
こ
か
ら
五
十
回
は
続
く
か
な
と
な
っ
て
、
五
十
回
に
な
り
、

昨
年
三
月
に
百
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
学
校
を
卒
業
し
た
り
、
立
場
も
変
わ
っ
た
り
、
達
成
感
も
あ
っ
た
り

し
て
、
今
の
と
こ
ろ
消
滅
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
自
然
に
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
も
し
続
け
る
の
が
目
的

に
な
っ
た
の
な
ら
続
け
な
い
方
が
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
３
日
間
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
三
年

で
や
め
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
あ
れ
ほ
ど
人
が
た
く
さ
ん
来
る
の
に
や
め
る
の
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
人
を
集
め
て
続
け
る
こ
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と
が
目
的
に
な
り
そ
う
で
し
た
の
で
や
め
た
の
で
す
。

│
│
図
書
館
と
い
う
言
葉
を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
置
き
か
え
て
も
共
通
す
る
こ
と
ば
か
り
だ
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
伺
っ
て

い
ま
し
た
。
様
々
な
活
動
の
成
果
は
、
何
を
も
っ
て
ど
の
よ
う
に
判
断
や
評
価
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
を
し
て
、
そ
れ
を
共
有
で
き
る
と
い
う
手
段
が
あ
れ
ば
、
評
価
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
ニ
ー
ズ
を

つ
く
り
だ
す
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
ニ
ー
ズ
を
つ
く
り
だ
す
の
は
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
の
感
性
や
考
え
方
、
こ
う
し
た
い
と

い
う
思
い
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
こ
を
評
価
す
る
こ
と
は
な
い
か
な
と
思
う
。
そ
れ
を
す
る
と
、
評
価
軸
は
何
か
と
い
う
話
に
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
数
や
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
の
よ
う
に
数
量
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
面
白
い
と
手
を
あ
げ
る
人
の
割
合
が
多
け

れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
か
ど
う
か
。
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
皆
が
借
り
る
か
ら
良
い
本
と
は
限
ら
な
い
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
集
め

た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
共
有
で
き
る
場
が
あ
る
こ
と
が
大
事
だ
な
と

い
う
気
が
し
ま
す
。
い
つ
で
も
取
り
出
し
て
共
有
で
き
る「
場
」と
い
う
か
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
図
書
館
と
い
う「
場
」で
も
あ
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　

収
益
を
生
ま
な
い
活
動
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
た
い
な
も
の
は
、
そ
も
そ
も
定
量
化
や
数
量
化
に
親
和
性
の
な
い
事
柄
な
ん

だ
と
開
き
直
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
評
価
軸
を
据
え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
数
を
稼
ぐ
た
め
の
芸
術
活
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
本

末
転
倒
ど
こ
ろ
か
全
く
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
収
益
を
上
げ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
前
提

が
あ
っ
て
こ
そ
、
経
済
原
則
に
よ
ら
な
い
場
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ア
ー
ト
を
含
む
文
化
活
動
が
総
体
と
し
て
後
世
に
伝
わ
る
大
き
な
知

に
な
っ
て
い
く
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

て、乾さんの言葉はじわじわと響いてくる。曰く、「役に

立つことはすぐに役に立たなくなる」「続けることが目的に

なったらやめたらいい」「人々の活動の動機は感性的なも

のなので、これに評価はいらない（アーカイブして共有で

きるものにさえしておけばよい）」のだ。

　レクチャーで紹介された「自分の仕事を考える 3日間」。

実は初めて開催された 2009年の1月、たまたま東京から

帰省していた僕も参加していた。こんな企画が、こんな図

書館が、奈良にあるのか。会場の熱気と、グループワー

クで初対面の人と語り合った興奮を今でも身体が覚えて

いる。そうして僕もまた、図書館でのあの出来事を思い出

し、奈良でアクションを起こしている一人なのだ。乾さん

が当時試みた共生空間の実験を、僕の身体がアーカイブ

している。

　図書館が「無料の貸し本屋」という認識にとどまってい

る限り、図書館と利⽤者にはサービスの提供側とそれを

促すニーズ（要求あるいはクレーム）という以上の関係性

が生まれない。パイは補集合にあると考える乾さんは、図

書館を舞台に新たなニーズをつくりだす活動を様々に実

践してきた。その中心になる考えが、図書館と利⽤者の

関係を「公共と個人」から、「公、共、個人」へと解体する

というものだ。「公共」と「個人」が直接向き合う関係では

なく、「公」と「個人」が互いに向き合う先としてある「共」

のことを、乾さんは「共生空間」と名づける。これは、小山田

徹さんが⽤いる「共有空間」という概念と同義と考えてよ

いのではないだろうか。小山田さんが例えば焚き火の場を

つくるように、乾さんもこうした空間は「ゆるく、ゆっくり、

長く」がよいと言う。

　アートプロジェクトやそのアーカイブを考える立場とし

　奈良県立図書情報館は、「奈良県立図書館」ではない。書籍は

もちろん、最新のパソコンで調べることもできる。また会議室や

撮影スタジオ、画像編集ソフトなど、自分たちで情報を集め、ま

とめた情報を発信する環境が整っている。図書館主催のイベント

や、利⽤者と共同で企画したイベントも多数開催されている。また

利⽤者が立ち上げ、運営するプロジェクトも数多く生まれて、利

益を追求しないからこそできる画期的で魅力的なイベントが多数

開催されている。「図書館は本を借りる場所」という概念が覆され

る。こんなに情報収集や発信のできる施設が、無料、または少し

の金額で使えることにとても驚き、ぜひ調べものをする際に利⽤

したり興味のあるレクチャーの際には参加したりしてみたいと思っ

た。石川理香子

　まるで本を読み進めていくように、鍵となる言葉が、ひとつ、また

ひとつ、とあらわれる。「Alter-native Complement Commons」。

私の暮らす小さなまちに、「コモンズ」という名のスーパーがある。

老若男女、日常生活で耳慣れている言葉に物語が加わる。講座の

前夜、海外の画家が「ドローイングは reflectionであるから、心が

波立っていると何も映しとることはできない。風のない静かな湖面

だからこそ鏡のように対象を映しだすことができる」と、芭蕉の俳

句を通して気づいたことを話してくれた。映しだすには光も必要だ

と思う。関わり合う人、楽しい気持ちの中に、私は光を見る。ひ

とつひとつの言葉が、ある点に積み重なり、重なりからまた学ぶ。

言葉は事象にもなり得る。文化や歴史を伝える。親しまれてきた

記号。緩やかに、心地よく。編んでは解いての繰り返し。間をお

いて。よく見つめて。耳を傾けて。まさきまゆこ

身体がアーカイブする共生空間

図書館ではなく 間
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奈良県立大学「実践型アートマネジメント人材育成プログラム CHISOU」
2020年度 活動記録

プログラム1
読解編

プログラム2
表現編

プログラム3
共有編

地
域
の
多
層
性
を

読
み
解
く
レ
ク
チ
ャ
ー

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

企
画
・
制
作
・
運
営

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ア
ー
カ
イ
ブ
実
践

●2020年
8月

30日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

第
一
回「〈
奈
良
〉の
信
仰
と
美
術
│
│
歴
史
は
す

べ
て
現
代
史
で
あ
る
」西
山
厚

●2020年
9月

26日

（
大
安
寺
）

第
二
回「
お
寺
に
み
る
、拠
り
所
と
し
て
の
共
有

空
間
」河
野
良
文
＆
小
山
田
徹

●2020年
10月

4日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

第
三
回「
地
図
／
マ
ッ
プ
は
地
域
の
多
層
性
を
表

現
し
て
い
る
か
」松
岡
慧
祐

●2020年
11月

14日

（C
H

ISO
U

 lab.
）

第
二
回「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
何
か
│
│

歴
史
・
論
点
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」小
林
瑠
音

●2020年
12月

6日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

第
三
回「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
何
を
編
集
し
、ア
ー

カ
イ
ブ
し
て
い
る
の
か
」藤
田
瑞
穂

●2020年
12月

12日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

第
四
回「
翻
訳
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
│
│
多
を
束
ね
る

こ
と
、他
に
つ
な
げ
る
こ
と
」Stud

io Kentaro 
N

akam
ura

●2020年
10月

28日

（
清
澄
の
里 

粟
）

第
四
回「
農
に
よ
る
自
給
的
生
活
文
化
の
継
承
と

創
造
」三
浦
雅
之
＆
ラ
ナ
シ
ン
ハ
・
ニ
ル
マ
ラ

●2020年
11月

8日

（
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
らC

H
ISO

U
 

lab.

ま
で
ま
ち
歩
き
）

第
五
回「
ま
ち
歩
き
に
学
ぶ
、コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

読
み
解
く
糸
口
の
見
つ
け
方
」陸
奥
賢

●2020年
9月

5-6日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
体
験
の

デ
ザ
イ
ン
」会
田
大
也

●2020年
9月

6日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
」長
坂
有
希

●2020年
9月

13日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
」so

niho
use

＆
山
城

大
督

リ
サ
ー
チ
・
制
作

●2021年
1月

11日

（
宇
陀
市
内
各
所
）

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

●2021年
2月

7日

（
宇
陀
市
内
各
所
）

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
リ
ハ
ー
サ
ル

●2020年
10月

29日

（sonihouse

）

井
原
縁
研
究
室
と
の
合
同
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●2020年
11月

12日

（sonihouse

）

井
原
縁
研
究
室
と
の
合
同
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●2020年
11月

5日
（
宇
陀
市
内
各
所
）

井
原
縁
研
究
室
と
合
同
で
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

●2020年
12月

28日

（
宇
陀
市
内
各
所
）

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

sonihouse

「
地
奏
」

●2020年
9月

9-13日

（
奈
良
市
、生
駒
市
、東
吉
野
村
）

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

●2020年
11月

19日

（
吉
岡
養
蜂
園
）

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

●2020年
10月

24日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●2020

年12

月16
-18

日（
吉
岡
養
蜂
園
、清
澄
の

里 

粟
、宇
陀
市
、長
岡
デ
ザ
イ
ン
）

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
＆
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●2020年
12月

27日

（C
H

ISO
U

 lab.

）

リ
サ
ー
チ
・
マ
テ
リ
ア
ル
・
ト
ー
ク

長
坂
有
希
「Ethno-Rem

edies: B
edtim

e 
Stories 

⇅ A
 Life's M

anual

」

●2020年
11月

7日

（
平
城
宮
跡
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
②

●2020年
12月

13日

（
な
ら
ま
ち
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
③

●2020年
12月

19日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●2021年
1月

18日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●2020年
10月

11日

（
東
大
寺
、浄
教
寺
ほ
か
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
①

山
城
大
督
「TIM

E TR
A

V
EL N

A
R

A

」

●2020年
10月

25日

（
奈
良
県
立
大
学
コ
モ
ン
ズ
棟
）

第
一
回「
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
は
誰
の
も
の
か
」岡
井

崇
之

月8
2020年

月9月10月11月12
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ふりかえりタイム
ラボメンバーコース

毎回レクチャーの終了後に思考を深めるためのワークショップを行いました。

用紙〈おもて〉に
ファーストインプレッションの
キーワードを書く

1

1分

用紙〈うら〉に
感想を共有した後の
キーワードを書く

3

（このキーワードがレポートのタイトルになります）

1分

グループに分かれ、
用紙を見せながら
レクチャーの感想を話す

2

一人2分

授業後にレポートの提出。
140～400字をメールにて提出

4

レポートは後日、「受講者の声」としてウェブサイトに掲載

●2021年
1月

17日

（B
O

N
C

H
I

）

第
五
回「
図
書
館
と
い
う
場
を
編
み
直
す
│
│
関

係
の
な
い
も
の
を
編
集
で
つ
な
ぐ
」乾
聰
一
郎

●2021年
1月

30日

（C
H

ISO
U

 lab.
）

第
六
回「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
イ
ブ
／
街
を
開
拓
す
る

新
し
い
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」中
村
政
人

●2021年
1月

23-29日

（
下
御
門
町
自
治
会
会
所
）

ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
展
「C

H
IS

O
U

: 
A

R
T

IS
T

S' R
E

SE
A

R
C

H
―

感
覚
・
生
態
・
時

間
・
変
遷―

」搬
入
設
営

●2021
年

1
月

30
日

-2
月

14
日

（
下
御
門
町
自
治

会
会
所
）

ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
展
「C

H
IS

O
U

: 
A

R
T

IS
T

S' R
E

SE
A

R
C

H
―

感
覚
・
生
態
・
時

間
・
変
遷―

」開
催

●2021
年

2
月

15
日

（
下
御
門
町
自
治
会
会
所
）

ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
展
「C

H
IS

O
U

: 
A

R
T

IS
T

S' R
E

SE
A

R
C

H
―

感
覚
・
生
態
・
時

間
・
変
遷―

」搬
出

●2021
年

2
月

14
日

（
宇
陀
市
内
各
所
）

sonihouse

「
地
奏 vol.1 U

D
A

 M
ATSU

YA
M

A

」

実
施

●2021
年

3
月

14
日

（
奈
良
公
園
）

ふ
り
か
え
り
の
会（
修
了
証
授
与
式
）

●2020年
11月

12日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ
か
ら
の
レ
タ
ー
①

●2020年
11月

30日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
レ
タ
ー
①

●2020年
12月

23日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ
か
ら
の
レ
タ
ー
②

●2021年
1月

10日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
レ
タ
ー
②

●2021年
1月

20日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ
か
ら
の
レ
タ
ー
③

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ム
リ
ウ
キ
「Round-trip Letters

」

2021年

月2月3 月1
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奈良県立大学「実践型アートマネジメント人材育成プログラム CHISOU」
2020年度 受講概要

実施期間
2020年8月– 2021年2月

実施場所
奈良県立大学 CHISOU lab.を中心とする奈良県内各所
※新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、会場での対面式とオンライン配信式を併用して実施

受講方法
受講の種類には①ラボメンバーコースと②ゲストコースの二つがあります。

①ラボメンバーコース
各プログラム通しでの受講を前提にしたコース。終了時には修了証を発行します。また、
ご自身の研究や活動で「CHISOU lab.」※を利用できます。複数のプログラムを同時に受講
することも可能です。受講者は、対面式とオンライン配信式のどちらかを選択することが
できます。

②ゲストコース
各プログラムのレクチャーやワークショップ、アーティストトーク等のイベントを、気に
なった回だけ単発で、オンライン配信式で受講するコースです。

受講料
無料（ラボメンバーコース・ゲストコース共通）
　

※CHISOU lab.
奈良県立大学地域交流棟 3階にオープンした「CHISOU lab.」は、「知の地層」を生みだすベー
スとなる空間です。プログラムに沿ったレクチャーやワークショップの開催、アーティストに
よる制作や発表、アーカイブの実践など、あらゆる実験的創造を体現していきます。ラボメン
バーコースにお申し込みいただいた受講者は、専門書の貸出や、自らの研究や作業などの活動
の場としてご利用いただけます。Ⅳ. ラボメンバーコース受講者の所属先

大学生、個人事業主（広報支援事業／雑貨販売事業）、美術家、フリーランス（美術教育普及
／伝統工芸企画制作／パブリックアート制作／アニメーション制作）、地域コーディネーター
（放課後子ども教室事業）、高等学校教員（美術）、大学職員、行政職員、団体職員（地域活動）、
会社員（イベント企画制作／宿泊業／印刷業／音楽療法／デザイン／ギャラリー）など

Ⅰ. 各コース受講者数

Ⅱ. ラボメンバーコース受講者の居住 Ⅲ. ラボメンバーコース受講者の年代

受講者内訳
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執筆者略歴

金井直 ｜かない ただし
西洋美術史・近現代美術史／信州大学人文学部教授

｜

1968年福岡県生まれ、長野県在住。豊田市美術館学芸員を経て、2007年より信州大学
で教鞭を執る。新古典主義、彫刻史、イタリア近現代美術、日本近現代美術、それらが交
差する領域について研究している。現在もキュレーターとして活動し、現代美術に関す
る執筆・批評も行う。

講師略歴

会田大也 ｜あいだ だいや
ミュージアムエデュケーター／山口情報芸術センター［YCAM］学芸普及課長

｜

1976年東京都生まれ、山口県在住。YCAM開館より 11年間、教育普及担当としてメディ
アリテラシー教育や美術教育、地域プロジェクトのワークショップやプログラムを開発
実施。近年はアート分野だけでなくビジネスやまちづくりの分野でも研修などの開発に
携わっている。

　

乾聰一郎 ｜いぬい そういちろう
奈良県立図書情報館 図書・公文書課課長

｜

1962年大阪府生まれ、京都府在住。1999年より奈良県教育委員会事務局生涯学習課で
新県立図書館（現奈良県立図書情報館）の建設準備に携わる。開館後は展示やフォーラム、
コンサートなど主催事業の企画運営や情報発信事業を担当してきた。2017年から現職。

　

井原縁 ｜いはら ゆかり
環境デザイン学・造園学／奈良県立大学教授

｜

1975年香川県生まれ、奈良県在住。農学博士。造園学を専攻し、史跡・名勝など文化
遺産を基盤とした風景づくりに関する調査研究と実践を重ねている。主な著書に『47都
道府県・公園／庭園百科』（共著、丸善出版株式会社）、『みやこの近代』（共著、思文閣
出版）など。

　

岡井崇之 ｜おかい たかゆき
メディア論／奈良県立大学教授

｜

1974年京都府生まれ、大阪府在住。メディア研究をもとにメディア言説と社会変容／
身体に関する諸問題の社会学的研究を行う。近著に『基礎ゼミ　メディアスタディーズ』
（共編著、世界思想社）、『アーバンカルチャーズ─誘惑する都市文化、記憶する都市文化』
（編著、晃洋書房）など。

　

CHISOU企画運営スタッフ紹介

西尾美也 ｜にしお よしなり
ディレクター

｜

美術家／奈良県立大学准教授。装いの行為とコミュニケーションの関係性に着目した
プロジェクトを国内外で発表。近年は公共空間へアプローチを行う大規模な作品に取
り組む。2017年より奈良市アートプロジェクト「古都祝奈良」のプログラムディレクター
を務める。

　

西尾咲子｜にしお さきこ
プログラムマネージャー

｜

アートマネージャー。ケニアでアーティストによる作品制作と社会活動についてのフィー
ルドワークや芸術文化事業の企画運営を手がけた後、京都芸術センターのコーディネー
ター、京都市立芸術大学ギャラリー @KCUAの学芸員、国内の芸術祭やアートプロジェ
クトのアートマネージャーを務める。

　

野田智子｜のだ ともこ
プログラムコーディネーター

｜

アートマネージャー／アートコレクティヴ Nadegata Instant Partyメンバー。ジャンル
や環境にとらわれず表現者の作品マネジメント・販売・企画制作を行う。Minatomachi 
Art Table, Nagoya［MAT, Nagoya］共同ディレクター（2015年 –2018年）。あいちトリ
エンナーレ 2019 ラーニングセクションマネジメント担当。

　

山本あつし｜やまもと あつし
コミュニケーションデザイナー

｜

事業プロデューサー／ならそら代表／大阪芸術大学講師。システムエンジニア、建築設
計・施工の仕事を経て、ヒト・コト・モノ・バショに関わる。あらゆる領域で、デザイ
ンによるプロデュースを行う。現在はシビックプライドを醸成する公共デザインのプロ
デュースに注力している。

　

飯村有加 ｜いいむら ゆか
アドミニストレーター／エリアコーディネーター

｜

コーディネーター／一般社団法人はなまる代表理事。2013年より「奈良・町家の芸術祭 
はならぁと」事務局勤務、現在は事務局長。奈良県内を中心にアートプロジェクトに携
わる。出産を機に、自宅の一階を開放し「maru room（マルルーム）」と名づけ、展覧会
や子ども食堂を企画運営する。
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長坂有希 ｜ながさか あき
アーティスト

｜

1980年大阪府生まれ、大阪府・香港在住。リサーチとストーリーテリングを主軸に様々
な媒体を用いて作品制作を行う。遭遇した事象の文化的、または歴史的意義や科学的背
景の理解をもとに、自らの記憶や体験を介入させ、別々に存在しているように見える事
柄をつなぎ、その接点に浮かび上がってくるものを表現する。

　

Studio Kentaro Nakamura
仲村健太郎 ｜なかむら けんたろう
ブックデザイナー／グラフィックデザイナー
1990年福井県生まれ、京都府在住。

｜

小林加代子｜こばやし かよこ
ウェブデザイナー
1990年兵庫県生まれ、京都府在住。　

｜

デザインを視覚的な言語として捉え、伝える対象を把握すること、解釈して比喩してみ
ること、説き明かすことと表現することのバランスを大切にしている。また、編集的な
視点で紙からウェブまで領域を横断して取り組んでいる。

　

中村政人 ｜なかむら まさと
アーティスト／ 3331 Arts Chiyoda統括ディレクター／東京ビエンナーレ 2020/2021
総合ディレクター／東京藝術大学教授

｜

1963年秋田県生まれ、東京都在住。国内外の展覧会や国際展で作品を発表するかたわら、
地域コミュニティの新しい場をつくりだすアートプロジェクトを多数展開。近年は「アート
×コミュニティ×産業」の新たなつながりを生みだすアートプロジェクトを進めている。

　

西山厚 ｜にしやま あつし
仏教史・仏教美術史／半蔵門ミュージアム館長／帝塚山大学客員教授

｜

1953年徳島県生まれ、奈良県在住。奈良国立博物館の学芸部長として「女性と仏教」な
ど数々の特別展を企画。奈良と仏教をメインテーマに、人物に焦点をあてながら、様々
なメディアで生きた言葉で語り書く活動を続けている。

　

藤田瑞穂 ｜ふじた みずほ
京都市立芸術大学ギャラリー@KCUAチーフキュレーター・プログラムディレクター
／奈良県立大学客員教授

｜

1978年兵庫県生まれ、京都府在住。同時代を生きる作家と並走して、領域を横断する
展覧会やプロジェクトの企画運営から書籍出版まで行う。主な企画にジョーン・ジョナ
ス京都賞受賞記念展覧会「Five Rooms for Kyoto: 1972–2019」、ジェン・ボー「Dao is in 
Weeds」など。

　
河野良文 ｜こうの りょうぶん
大安寺貫主

｜

1951年福岡県生まれ、奈良県在住。15歳で高野山に登り仏門に入る。1985年より大
安寺に入寺し現在に至る。南都七大寺の一つに数えられる大安寺では、地域の様々な人
にとっての祈りや瞑想、交流の場として境内の庭を開放している。

　

小林瑠音｜こばやし るね
文化政策／奈良県立大学客員准教授

｜

1982年京都府生まれ、兵庫県在住。英国の文化政策、コミュニティアート史の分野に
おいて研究を行う。いわゆる「アート」の存在が前提とされていない環境においてアート
とコミュニティが遭遇していく、そのプロセスと社会的インパクトに関心をもつ。

　

小山田徹 ｜こやまだ とおる
美術家／京都市立芸術大学教授

｜

1961年鹿児島県生まれ、京都府在住。1984年、大学在学中に友人たちとパフォーマン
スグループ「ダムタイプ」を結成。主に企画構成、舞台美術を担当し、国内外で数多くの
公演に参加。1990年より様々な分野の友人たちと造形施工集団をつくり共有空間の開
発を行う。

　

ジェームズ・ムリウキ
アーティスト

｜

1977年ケニア生まれ、同在住。ナイロビを拠点にアーティストやキュレーターとして
活動。写真や映像、サウンド、インスタレーションなどの多様なメディアを用いて、急
速に発展する都市空間の変容を捉えた作品は国内外で展示・収蔵されている。

　

sonihouse
鶴林万平 ｜つるばやし まんぺい
音響製作・設計者
1975年大阪府生まれ、奈良県在住。

｜

鶴林安奈 ｜つるばやし あんな
グラフィックデザイナー
1980年奈良県生まれ、同在住。

｜

12面体スピーカー「scenery」などのオリジナル／オーダースピーカーの設計製作、空間
と目的に最適な音響の提案を行う。また音と食のイベント「家宴」の開催など、スピーカー
を媒介に「音・人・空間」の豊かな循環を目指している。
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松岡慧祐 ｜まつおか けいすけ
社会学／奈良県立大学准教授

｜

1982年岡山県生まれ、大阪府在住。現代の都市や地域社会を表象するメディアとして
の地図のあり方について社会学的な見地から調査・研究している。主著に『グーグルマッ
プの社会学──ググられる地図の正体』（光文社）などがある。

　

三浦雅之 ｜みうら まさゆき
農業家／株式会社「粟」代表取締役

｜

1970年京都府生まれ、奈良県在住。1998年より奈良県内の在来種の研究や栽培保存を
始め、2002年に大和の伝統野菜の発信拠点、地域の交流の場として農家レストラン「清
澄の里 粟」を開業。大和の伝統野菜の第一人者として第 6次産業による事業に取り組ん
でいる。

　

陸奥賢 ｜むつ さとし
観光家／コモンズデザイナー／社会実験者

｜

1978年大阪府生まれ、同在住。ライター、放送作家、リサーチャー等を経験後、「物事
の見方が変わる意外な体験」と「観光を広く定義する視点」から生まれる様々な企画を実
施。「まわしよみ新聞」「当事者研究スゴロク」「直観讀みブックマーカー」などを考案し
ている。

　

山城大督 ｜やましろ だいすけ
美術家／映像作家／京都芸術大学専任講師

｜

1983年大阪府生まれ、京都府在住。映像の時間概念を空間やプロジェクトへ展開し、
その場でしか体験できない「時間」を作品として発表。近年は映像や音、光による上演型
インスタレーションを多数制作する。映像ディレクターとしてプロモーションビデオな
どの制作を手がけている。

　

ラナシンハ・ニルマラ
観光社会学／奈良県立大学専任講師

｜

1983年スリランカ生まれ、奈良県在住。観光社会学、南アジア地域研究を専門とし、
主に地域社会の独自性と主体性を重要視しながら、観光を活かした地域活性化や持続可
能な開発を研究している。JICA奈良デスクと協力して、SDGsへの認識を高めるための
活動も行う。
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